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副葬品 (第 163。 164～ 169図 )

石室内出土遺物

須恵器有蓋高杯・提瓶 。土師器短頚壼・圭頭形鉄鏃・水晶製玉・ガラス小玉等が出上している。攪乱

は床面にまで及んでいるため、基本的に原位置は遊離していると考えられるが、有蓋高杯等は遺存状況

が比較的良好である。出上した須恵器はTK43型式併行段階とみられ、古墳の築造年代は6世紀後半頃

と思われる。その他、墳丘盛土からは弥生土器・石器等も出上した。
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ST1001(1号土坑)(第 161。 163・ 170図 )

楕円形の平面プランを呈すると思われる浅い土坑である。 1号墳石室の攪乱により、全体の南側約半

分が失われている。現存で東西1.85m、 南北0。 7m、 深さ12cmである。土坑内からは須恵器の有蓋杯、

甕、横瓶などが出土 しており、墳頂部において何 らかの祭祀行為が行われたものと思われる。

出土遺物 (第 171図 )

須恵器の有蓋杯、甕、横瓶が出土 している。出上 した須恵器は SM1001石 室出土須恵器 と同様、TK
43型式併行の時期 とみられ、 6世紀後半頃のものと考えられる。

SM1002(2号墳)(第 172。 173図 )

1号墳の南、一段低い突出部に位置する。明確な墳丘はなく、墳丘状の地形をとどめる。主体部は、

土砂の流出あるいは後世の削平を受け消失 しているものと考えられ、検出することはできなかった。推

測ではあるが、埋葬施設は木棺直葬の可能性が高い。北側裾部に区画溝 と思われる遺構 (ED-1)を 検

出した。溝からは須恵器奏 1・ 杯蓋 3・ 杯身 l。 高杯脚裾部が出上 した。奏は体部下半を埋めた状態で

正位に据えられ、その東側に杯が一列に並べられていた。これらは葬送に伴う祭祀行為と考えられる。

出土した須恵器はTK208型式の時期に併行するものと考えられ、 2号墳の築造時期は5世紀後半頃と

考えられる。

出土遺物 (第 174図 )

北側裾部の区画溝と思われる遺構 (SM1002 ED-1)よ り、須恵器の杯蓋・杯身 。高杯脚裾部・奏が

出土している。

―-647-―
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(4)ま とめ

|ま じめに

調査の結果、カネガ谷遺跡は西方に位置する桧はちまき山遺跡とともに、吉野川北岸下流域で高地性

集落の具体構造が確認された初例である。特にカネガ谷遺跡は段状遺構 (も しくは環塚)で区画された

大形の高地性集落であることが明らかになり、防御的施設が確認されたのは三野町大谷尻遺跡に次いで

四国で 2例 目となる。

遺跡の立地

カネガ谷遺跡は、前述した通 り、吉野川北岸下流域、阿讃山脈東南縁南麓、桧はちまき山遺跡の西方

約2.4kmの 二股に分かれた尾根上に位置する。集落を営む尾根は標高50～ 100mで 、麓に広がる平野部

との比高差は30～ 50mである。周辺の平地 (低地)の弥生集落の展開・分布状況が不明であるため、

相対的な高さの比較、周辺生活領域からの隔絶性は指摘することは難 しいが、高所立地している点にお

いての異質性は抽出できる。

遺構について

遣構群の構成は単純である。段状遺構 (環塚)と それに囲まれた竪穴住居跡群からの構成となる。竪

穴住居跡は13軒確認 している。集住する状況はみられるが、遺構の切 り合いはない。SBと したものの

中には住居 というよりも簡易な構造の作業小屋的な小規模のものもみられ、実際に住居 と認定できるも

のは 8軒程度であると思われる。その他、西および南偵1斜面において、カネガ谷遺跡を最も象徴付ける

遺構として段状遣構が確認された。環塚であつた可能性も残るが、谷側の立ち上が りは確認できなかっ

た。断面形状は「L」 字状で切 り岸状を呈 し、中世山城の城壁を髪第させる。この段状遺構は、高位の

斜面上という限定された立地条件における防御的機能をもつ施設であると類推させるものである。これ

らの遺構の形成時期は、出土土器等から弥生時代中期末～後期初頭頃 (Ⅳ
-3～ Vl期)に収まるものと

思われ、集落としての継続期間は短期間である。

集落の範囲は調査区の北側にも展開するものと思われるが、調査範囲が高速道路路線内という制約の

ため調査 していない。段状遺構 もしくは環塚が北側塚状地形まで延びるとすれば、これらに囲まれた集

落域の推定面積は約10,000♂ におよび、これは環顔をもつ高地性集落である三野町大谷尻遺跡の集落範

囲と規模的に近似する。

遺物について

土器

土器は量的には多 くの出土がみられた。時間的な幅はほとんどみられない。時期的にはほぼVl期に

属するものと思われ、カネガ谷遣跡同様、土器はそのほとんどが段状遺構 (SD1001)あ るいは包含層

の出上であり、また遣存状況も良くないため、全容の判明するものは少ない。器種については、重・奏・

高杯・鉢で構成され、特殊な土器もみられず平地の集落と土器紅成上は基本的に大差ないと思われる。

器種別では重等の貯蔵具の比率が高い印象はあるが、小片が多 く詳細な器種構成は不明であり、高地性

集落の特殊性を示すものとまでは言い難い。
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壷・甕は無文化の傾向をみせ、口縁部などの凹線文は残るものの明瞭なものは少ない。奏の製作技法

上では縦方向のヘラケズリが体部内面上半～肩部にまで施される。出土土器の中には、高杯の脚部に矢

羽状の線刻が施されるもの、角閃石を含有する壺形土器などがみられる。これらは備讃、中国地方の搬

入品あるいは類似・模倣・影響と考えられる。鉄器や傍製鏡の出土から北部九州との関係が想定され、

(傍製鏡)ま た、それらの入手に関して瀬戸内 (吉備か)地方の集団が介在していたという想定は出土

遺物などからも妥当であろう。瀬戸内地方からのダイレクトな移住、あるいは大規模な移住とまでは言

えなくとも、少なからず、それらの集団との接触・交流があったとは考えられる。これらの集団は集落

の形成にも少なからず影響を与えたものと思われ、その結果として、それまでの集落の集団とは全く異

なる集落形態を持った集団との関係・接触により、環塚 (段状遺構)の形成などに至ったことが考えら

れる。

石器

高地性集落における遣物の特殊性は、主に石鏃などの武器類の石器組成が一般的な弥生集落と異な

り、その石器組成の偏在が指摘される。カネガ谷遺跡においては、石器出土総点数 (報告書掲載石器お

よび石製投弾計測表による。剥片類は含まない。)は 1,573点であり、うち石鏃 (磨製・打製)は 164点

であつた。石鏃 。石製投弾などの武器類 とされる器種点数は1,388点 となり、石鏃・投弾類を合わせる

と武器類とされる石器は全体の約90°/0に及ぶ。石製投弾を除く石器点数は349点で、このうち石鏃の占

める比率は約470/Oに なる。石鏃等の武器類には、大型で細身の貫通力という機能を意識したと思われる、

いわゆる戦聞用武器とみなされるものが目立つ。一方、日常の生産用具である石庖丁や石斧といった日

常的な農耕具 。収穫具類、その他、敲石・台石・砥石・スクレイパー・楔形石器などの工具類は、石器

出土総量に対する比率は低いものの、量的には一定量の出土はみられるが、石器組成上は主体とはなっ

ていない。

また金属器模倣と思われる磨製石鏃も20点 を超えて出土しており、このようにまとまって出土した例

はほとんどない。磨製石鏃の石材には主に粘板岩が用いられている。磨製石鏃の石材は吉野川南岸、鮎

喰サ|1流域から採取されたものと考えられる。

石器については、各器種におけるバリエーションはみられるものの、器種については多種多様ではな

く、特定器種に極端に偏っているといえる。石器の器種の偏在性は高地性集落という防御的色彩の強い

集落あるいは機能といった特殊性を首肯するものであろうか。カネガ谷遺跡は小形初製鏡や舶載品とみ

られる鍛造袋状鉄斧をはじめとする鉄器や銅鏃などを有し、瀬戸内海という流通システムの主要ルート

に接する地理的条件にもかかわらず、石鏃を主体として多量の石器 (武器)が出上している。鉄器の供

給において他の地域より先んじていたと思われるが、鉄器の普及度とは関係なく石器製作が存続し、量

的な主体を占める。なお近隣の手段との互恵的な流通システムを保持していたと考えられる。

なお石器石材の主体となるサヌカイトの総重量は5,326.3gで 、製品3,447.6g、 剥片類1,878,7gで あっ

た。サヌカイト産地同定によるとほとんどが香川県国分台周辺・金山産であったが、一部、二上山産の

ものも含まれていた (第 2分冊 自然科学分析編参照)。

金属器

鉄器については、袋状鉄斧や鉄剣、鉄聾、刀子の一部とみられる鉄片などが出土したが、量的には客
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体的であり、石器から鉄器への転換・普及実態については明確にし難い状況である。弥生時代の鉄器、

武器である当該期の鉄鏃については、薄い鉄板を基による切断のみで整形されていたものが主体であっ

たと考えられる (村上 1998)。 カネガ谷遺跡では鉄鏃の出土は確認できなかったが、撃状鉄器 (藝的な

鉄板を断ち切る使用が想定される。)が出土 している。直接的な鉄器生産を裏付ける遺構 。遺物は確認

できなかったものの盤切 りによる鉄鏃製作による鉄鏃の存在が示唆され、鉄鏃あるいは鉄製品の製作技

術が存在 したことが類推される。

当時の鉄鏃製作技術では、一定の強度と威力を保持するために幅広にならざるをえなかったため、刃

部幅が狭 く厚みがある鏃、すなわち貫通力をもった厚 く細身の鏃の製作が困難であったことが想定され

る。貫通力を重視する鏃には、鉄鏃 (金属器)の機能を補完するために打製石鏃が用いられたと考えら

れる。ただし、鏃の基本的機能が貫通力であるとしても、そのことは形態を規定する一要素であること

は間違いないが、カネガ谷遺跡出土の打製石鏃には形態にバリエーションがみられることから、基本的

には幅広、幅狭の形態の相違はその鏃の用途・機能による差異であると考えられる。

段状遺構北西部基底面より出上した小形傷製鏡 (内行花文放射線状文鏡)は北部九州を中心に東は群

馬県に及ぶ範囲に分布する。その多 くは中国製の内行花文日光鏡や重圏文日光鏡と呼ばれる鏡を原鏡と

して、主として北部九州で製作された,製鏡であり、一部朝鮮半島南部での製作 も指摘されている。傷

製鏡の製作開始期である弥生時代後期初頭では朝鮮半島南部・対馬・北部九州にその分布がある。カネ

ガ谷鏡も時期的に合致 しており、鏡の製作後、ほぼ時間差なく入手し、短期間のうちに遺棄 (廃棄)さ

れたものと想定される。

傍製鏡群の中で内行花文放射線状文鏡は、韓国慶尚北道永川郡漁隠洞遺跡 。同大邸市坪里洞遺跡に出

土例がある朝鮮半島製作の韓鏡である (高倉 1990)。 いずれも面径14.9cmの 大形鏡である。平縁・内

行花文帯 (連弧文帯)・ 突線があり、内区へ と続いている。内区は放射状に描かれた平行直線で区画さ

れ、間を乳または「井」字状文を配する。この鏡の文様構成に類似する小形鏡ではカネガ谷鏡の他、小

片ではあるが、熊本県玉名郡菊水町諏訪原遺跡出土鏡があり、平縁で内区の乳文と平行直線を写してい

る。カネガ谷鏡は内区を分ける突線こそ省略するが、内行花文帯・乳文・平行直線を写 した韓鏡と系譜

がつながる小形務製鏡である。

カネガ谷鏡と同様、朝鮮半島からの舶載とみられる袋状鉄斧は、袋部と刃部が別作 りで袋部の接合痕

が容易に認め難 く、ヤ (矢)あるいはエバリ (柄張 り)と 呼ばれる内型を使用 して極めて丁寧に鍛打す

る技術で製作された形式のものである。この形式のものは楽浪郡台城里10号墓 (BC2C中 )。 楽浪郡

貞柏洞 6号墳 (BC2C末 ～BClC)に 最古例があり、楽浪地域を中心に朝鮮半島で10例 ほど散見する。

日本では福岡県吉ケ浦遺跡 A(弥生中期後半)。 福岡県スダレ遺跡 (弥生中期前半)。 長崎県赤崎遺跡

A(弥生後期初頭)。 広島県高陽台遺跡 A(弥生後期中葉)。 広島県金平遺跡 A(弥生終末期)に類例が

ある。

カネガ谷遺跡の位置付け

前項でも先述しているが、調査の結果、カネガ谷遺跡は段状遺構 もしくは環塚で区画された大形の高

地性集落であることが明らかになった。防御的施設が確認されたのは三野町大谷尻遺跡に次いで四国で

2例 目である。隣接地点の桧はちまき山遣跡 (2000年度調査)と ともに、吉野川北岸下流域で高地性集

落の具体構造が確認された初めての例である。
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弥生期の生産基盤である水稲耕作や日常的な生活に不都合な高位に立地 し、防衛的条件を備えた狭義

の高地性集落の主たる定義に基づけば、カネガ谷遺跡は、石鏃・石製投弾などの武器類の偏在性と軍事

的防御性をもつ遺構の存在が確認され、従来から認識されてきた高地性集落の範疇に符号するものであ

る。また周辺に分布する弥生集落との間に居住領域や生産領域を共有できない高さ (隔絶性)を持ち、

集落立地の選定原理からみた隔絶性の抽出からみて、高地性集落として独立 している。

徳島県では一定の比高差を有 して高位に立地する弥生集落が展開しており、特に吉野川北岸中流域で

顕著である。近接する台地状に平坦面の発達 した尾根上に形成され、山住みの集落といえる日常的様相

(柴田 2004)を みせ、高位台地性集落として把握されている。生産基盤となる水田耕作には適さない

が、畑作や地勢的条件が居住領域の選定に影響 したものと思われる。いずれも集落の継続期間は土器一

形式程度の短期間の居住であるが、常時の居住形態であるといえる。また、吉野川中下流域北岸の台地

に展開する弥生集落について分析 した近藤玲 (近藤 1999)に よれば、中期初頭に出現 し、中期後半に

遺跡数の増加がみられ、後期初頭まで継続する。その後、後期前半で一時的に遣跡数が縮小するが、後

期後半で回復するという遺跡の消長 (吉野川北岸)がみられる。集落の移動 。推移についても台地単位

で集落の移動や同時併存が確認でき、これらの地域では台地上に集落が占地する様相が日常的であり、

普通の居住環境といえる。

吉野川流域では弥生時代中期中葉から後葉と後期初頭の 2時期、吉野川に面 した交通の要衝に高地性

集落が出現する。第 1次出現期の集落 (三野町九山遺跡・阿波町桜ノ岡遺跡 (I)。 日吉谷遺跡 。西長

峰遺跡など)は高所立地をするが、防御機能を欠 くものが多 く、自然要因を含めた出現契機が考えられ

る。

これに対 して、第 2次出現期の集落 (三野町大谷尻遺跡・鳴門市カネガ谷遺跡)は環壕や段状遺構の

掘削など大規模な土地改変を伴い、防御機能が顕著に現れていることが指摘できる。このことは大形の

石鏃や石製・土製投弾などの武器が多 く出土 していることから、緊張関係が窺われる集落である。

これまで吉野川北岸下流域では、光勝院寺内遺跡以外に当該期の様相が部分的にしか分かつておら

ず、カネガ谷遺跡は桧はちまき山遺跡とともに吉野川北岸下流域で高地性集落の構造が具体的に把握さ

れた初例 となった。当該地域はカネガ谷遺跡を中心にして、東尾根に延谷東遺跡、麓に光勝院寺内遺跡

があり、西方2.4kmに桧はちまき山遺跡が位置するなど、防御 …睛報のネットワークを形成 していたこ

とを窺わせる (菅原 2000)。

高地性集落の構成要素としては、高所立地するという点が重要である。高所は相対的な立地を示 し、

比高差に起因する周辺集落との隔絶性・非日常性を顕考に示す要素であると考える。高所に立地する集

落には高位台地性集落と高地性集落の二者がある。前者は広義の、後者は狭義の高地性集落であり、高

地性集落という場合は非日常性・隔絶性・異質性が↓由出できるものを扱いたい。

防御的施設をもつ高地性集落の増加や出現の契機は、鉄器など新たな物資の入手に関与 したものと考

えられる。これらの高地性集落は吉野川北岸に集中してみられ、地域的偏在を示 している。高地性集落

の発生は緊張関係の表出と捉えられるが、一方、吉野川下流域の優越性に基づ くものであるならば、鉄

器の入手や物資獲得の優越性を保持するための軍事拠点、あるいは反対に他からの侵攻に対する軍事拠

点としての側面をも重視すれば、菅原氏が指摘するように (菅原 2000)鮎喰川流域社会にも高地性集

落が集中してしかるべきである。しかしながら、現状では鮎喰川流域に高地性集落は確認されていない。

また環嫁の掘削を含め、平地の遺跡において緊張関係を明確に反映した痕跡 (遺構)は見い出し難い状
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況である。

カネガ谷遺跡は金属器・搬入品の交易に関する拠点的な集落であり、その形態として高地性集落のか

たちをとる。石から鉄へ物資の流通の変化や外来からの物資に係る流通のシステムの変化に対応 し、水

上交通の要衝での情報伝達ネットヮークの構築と交易拠点を表徴するランドマークとしての威容を兼ね

備えて出現 した集落といえる (菅原 2002)。 カネガ谷遺跡周辺における西方勢力 (瀬戸内・吉備あるい

は北部九州)と の交渉基盤としての機能および共同体の象徴 (地域共同体のランドマークとしての機能・

地域共同体としての認知 。経済活動との関連)と しての機能を持つと思われる。金属器模倣と思われる

磨製石鏃や鉄板加工用と思われる聾状鉄器 (藝)な どが出土 している。これらの物資の獲得には瀬戸内

の集回の介在はあったと思われるが、カネガ谷遣跡の所在する当該地域において、すでに西方からの新

しい直接入手できる流通システムが構築されていたのであろう。

カネガ谷遺跡に占地 した集団は高所居住および環壕 (段状遺構)を巡らすことで、外圧に対する一定

の防御線を図っている。集団 (集落)の移動は不明である。海上航路を往来する情報・物資に対 して、

より積極的に触手を伸ばすための拠点的集落と捉えられる。希少な出土遺物の存在からもわかる。

地域共同体を認知することで、物資の補給・財や情報の互酬的交換 と交渉の実現を図ることによっ

て、これらに関わる集団の経済活動が物資の流通とその経路の構築 (シ ステム)に大きく寄与 したもの

と思われる。カネガ谷遺跡はそのような状況のなかで形成された拠点的集落であろう。

カネガ谷遺跡出土の務製鏡や袋状鉄斧などの遺物は、舶載品の東方流入や鉄器獲得の顕在化として捉

えられ、舶載品の東方流入や鉄器獲得は、流通経路 (当 時の流通の大動脈・瀬戸内海を介 した経済活動)

での活動を活性化させたものと思われる。このことは弥生社会に緊張関係 と連携を生み出し、その表徴

(対応)と して、高地性集落の発生と経営をうながす結果になったのであろう。鉄器や舶載品の獲得が

要因となり、新たな文物の流入が吉野川流域の弥生社会に新たな緊張関係を生成したことは想像に難く

ない。ただ、ここでいう緊張関係は、必ずしも抗争に発展あるいは常時、戦争状態にあったとは考えに

くい。こうした高地性集落はVl期には急速に解体しており、新しい文物の流入に係る緊張関係は一過

性であったと思われ、高地性集落の解体と呼応して各地域において流通システムの安定・経済活動の基

盤が確立されたものと考えられる (柴田 20髄 )。

カネガ谷遺跡では傷製鏡や鉄斧・鉄鏃・銅鏃・磨製石鏃・水銀朱の付着した石杵・土製投弾など、希

少な品目がみられ、石器と金属器の共存が確認されることから、当該期における鉄器の流通過程を解明

する上で重要な成果が得られた。カネガ谷遺跡では利器としての道具は石器製作が主体の段階であると

考えられるが、朝鮮半島南部で製作された可能性が高い傷製鏡や袋状鉄斧の存在が認められ、石器 。鉄

器・青銅器が共存している。鉄器 。鉄素材と鍛冶技術の流入などの石器から鉄器への移行過程および北

部九州以東への傍製鏡の流入時期や経路を考えるうえでも極めて重要な資料である。

また、吉野川北岸下流域、阿讃山LFR東南縁のこの地域は、弥生時代終末期から古墳時代初頭には最古

式前方後円墳につながる要素をもつ萩原 1号墓や西山谷 2号墳などが形成され、竪穴式石室の出現・坦

葬頭位の変化など、外部要素の導入 。受容がいち早く始まることが確認される。こうした事象は萩原 1

号墓や環溝で区画された集住形集落である板野町黒谷川郡頭遺跡の出現も含めて、物流拠点域としての

東阿波型土器製作圏外縁の特質を反映したものであると考えられる (菅原 2000)。 この地域一帯は物流

の大動脈であった瀬戸内と四国東部を結ぶ連結点にあたり、物資や情報の集積など重要拠点としての基

盤形成が弥生時代後期初頭まで遡ることが確認された意義は大きい。
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その他、カネガ谷遺跡では、 5世紀後半と6世紀後半の円墳が各 1基確認された。 2号墳の主体部の

具体相は不明であるが、裾部より出上 した須恵器甕等は葬送儀礼の様相を示す資料として注目される。

1号墳では石室石材に結晶片岩が用いられており、埋葬施設に用いる石材自体に意味を持たせた独自の

葬送観念が窺われる。大谷山田遺跡・かに塚・ぬか塚など当該地域の後期古墳の石室石材には砂岩が用

いられており、カネガ谷 1号墳は特異な印象をうける。また前述の吉墳は比較的低所に築造されている

のに対 し、カネガ谷の古墳は高所に立地 していることなど、当該地域における古墳群の様相の一端、時

期的な立地の変遷を示す資料として注目される。今後さらに東西主軸を志向する古墳群の規制程度とそ

の階層範囲など立地や石室構造・副葬品の組成を含めて検討が必要である。

カネガ谷遺跡の考察

1 カネガ谷遺跡出土土器の分類と数量分析

(1)出 土土器の形式分類について

以前に筆者が示 した形式分類に関する基本的な考え1)に
従って,以下で記述していきたい。

(ア )壼
壺① (=広口壺)

倒卵形の体部にほぼ垂直に立ち上がる頸部から朝顔の花弁状に拡がる口縁部を有し、大形品が目立つ

形式である。代表例は、第12図 -3土器である。体部と頸部の形状と、口縁端部の形状により4次的形

式としてさらに細分可能である。

壺② (=直口壺)

倒卵形の体部にほぼ垂直に立ち上がるか、もしくは、ややタト側に開きぎみにまっすぐ立ち上がる口頸

部を備える。代表例は、第17図 -18土器である。大形品、中形品でほぼ構成される。なお、第18図 -2

土器のように、直口壷に把手が付いたいわゆる水差し形土器も、大きく見れば、壷②形式と見て大過な

いであろう。

壺③ (=広口細頸壺)

おそらく壺②の体部と同様の形態を採るが、体部と頸部の境目の径は壺②より狭く、そこから外側に

まっすぐ口縁部に向かって延びる形状を示すか、もしくは、やや内湾ぎみに日縁部に向かう形状を採用

する。代表ケJは、第15図 -23土器、第97図 -17土器である。口頸部には、本来2～ 3条の断面三角形の

貼付突帯を有するはずであるが、代表例は本形式の最終型式と思われ、突帯は退化し、また凹線状沈線

と融合している場合もあり、痕跡器官と捉えることができよう。ほぼ中形品、小形品で構成される。

壺④ (=細頸壺)

壷② (=直口重)か らおそらく形式分化したと考えられる器種である。体底部の高さの1/2以上の

長さを有する日頸部を持つのが特徴である。また、壺②のように口顕部に凹線状沈線文が数条施される

ことがある。代表例は、第62図 -2土器である。壼②に同じく、大形品、中形品でほぼ構成される。

壺⑤ (=無頸壺)

代表例第15図 -6土器のように、球形に近い体部に直立する非常に短い口顕部を有する形式である。

小形品でほぼ占められている。ちなみに第23図 -1土器のように口径25cmを 超えるものは、鉢の大形品

として分類した方が良いであろう。
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壺⑥ (=長頸広口壺)

壷① (=広口壷)の より長めの頸部をもつ一群である。頸部の長さの目安は、日縁部径の2/8程度

になる形式である。代表例は、第13図 -1土器である。

壺⑦ (=短頸広口壷)

壷① (=広 口壷)と壷② (=直口壷)を祖形に分化した形式と考えられる。代表例は、第17図 -1土

器である。この代表例のように、顎部は無いに等しく、そのまま外へ真っ直ぐに伸び、広がる口縁部が

取り付 く型式も見られる。

(イ )養
甕①

倒卵形の体部に接する口縁部の形状は、いわゆる「く」の字状を呈する。大形品が最も多く見られ、

次いで中形品の割合が多い。小形品も存在する。また、口縁端部に2～ 3条の凹線文を施す場合が多い。

そのため口縁端部は上方向、もしくは下方向、あるいは上下両方向に拡張する例が見られる。このよう

に、器高と口縁部の形状の組み合わせで3～ 4次的形式において細分可能である。第23図 -2土器が代

表例である。

甕②

楕円形の体部に接する口縁部の形状は、いわゆる「く」の字状を呈するが、日縁部は外反して、端部

イま「コ」の字状に収める場合が多い。口縁端部には凹線文を施さない。体部最大径と口縁部最大径ある

いは日縁部から体部の屈曲部径との差が、斐①よりも小さく、そのため口縁部から体部の屈曲部は同じ

「く」の字状として表現するが、甕②の場合はその屈曲部が非常にあまい「く」の字の印象を受ける。

ほとんどが中形品と小形品で構成される。代表ケ」は、第23図 -5、 6、 15土器である。体部上半内面に

は、口縁部との境の屈曲部までケズリ技法が施されている場合が多い。

鶏③

倒卵形の体部に、いわゆる「く」の字状を呈する口縁部が接続すると思われるが、体部外面の調整技

法がタタキ技法をそのまま多くの部分残したままである。通常はハケ技法やミガキ技法で丁寧にタタキ

技法の調整痕を消すわけであるが、体部の大部分それを省略する形式である。代表例は、第25図 -36土

器である。量的には非常に少ない中での形式設定であるが、おそらく、大形品、中形品、小形品で構成

されていると考えられる。口縁端部は、九みを帯びる傾向が強く、したがって、端部に凹線状沈線は施

されない。

(ウ)鉢
鉢①

底部から口縁部までの立ち上がりが、いわゆる椀のように、下から上へ滑らかに拡がる形式である。

したがって、基本的には口縁端部最大径が体部、底部よりも大きな値となる。代表例は、第29図 -2土

器である。大形品から小形品まで存在していると思われるが、形態的には、後述する高杯①と非常によ

く似ているため、破片での両者の識別は難しい場合もある。

鉢②

底部から口縁部までの立ち上がりで、底部と体部の境界は連続しており曖H/kで あるが、体部から直立
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もしくは内傾して屈曲し、日縁部へと続く形状を有する。代表例は、第29図 -8である。最大径力ⅥOcm以

上の特大品である。第116図 -10、 11の ように屈曲というより、丸まったような印象を受ける土器もある。

鉢③

脚台付鉢として形式分類可能な一群である。脚台と鉢の組み合わせが最も多いと考えられるが、時に

は、壺や甕に脚台が付加される場合も見受けられる。代表例は、第31図 -28土器である。また、第31図 ―

27土器のように把手が付く場合も、数は少ないながら認められる。

(工)高杯

高杯①

前述の鉢①の形態と同様に杯部形態が椀形を呈する一群である。代表例は第116図 -27土器である。特

大形品から小形品までの形式が存在すると思われるが、カネガ谷遺跡の高杯の中では数量は非常に少ない。

高杯②

前述の鉢②の形態と同様に杯部形態で口縁部が内傾もしくは直立する一群である。代表例は、第30図 ―

16、 17である。大形品、中形品、小形品で構成されるが、中形品の割合が多い。カネガ谷遺跡では本形

式の高杯が最も多い。

高杯③

杯部形態が浅い皿 (フ ライパン状)の形式を示す一群である。代表例は、第30図 -8である。吉野川

中流域の三野町大谷尻遺跡では、本形式が主体となるが、カネガ谷遺跡では非常に少ない形式である。

以上、重、甕、鉢、高杯について、形式分類を行った。なお、重、奏、鉢の底部について補足してお

くと、いずれの底部も平底が主流であり、2～ 3割程度は上げ底を呈すると考えられる。

(2)出土土器の数量分析について

カネガ谷遺跡出土土器で、本報告書に実測図を掲載したのは、1,967点である。そのうち出土地点が

明らかでない包含層出土の土器を除いた遺構出上の土器点数は、900点で報告書掲載点数の46%である。

また、遺構別にみた出土点数は、事実記載に掲げた通りで、竪穴住居跡からはあまりまとまって遺物

が出上しておらず、環濠出上の土器が約 7害Jを 占めており、本遺跡の遺物出土の特徴と言えよう。また、

竪穴住居跡と環濠以外の遺構は、ほとんど構築されていない。わずかに30基弱のピットが発掘されてい

るが、それらの遺構からは遺物が出上していない。したがって、ここでの数量分析は、環濠 (SD1001)

出土土器に絞って行いたい。なお、環濠出土の報告書掲載の実測土器点数は、639点であるが、この中

から壼①、重②などと、いわゅる2次的形式にまで細分できた土器に関して分析対象ととした。底部だ

けのものや、柱状部のみで高杯と判別できるが、2次的形式に細分できないものに関しては除外した。

そのため、後述するように高杯の比率がやや少ない傾向が認められることをお断りしておく。

前項での上器器種分類に則って、形式分類を行い、都合16形式にして表にまとめた。壺①が全体の約

4割を占め、主要な器種であることがわかる。次いで、甕①が、全体の約 1/4を 占め、この二形式で

全体の約 7割近くになる。その次の主要な形式としては、甕②、高杯②が約1割ずつを占め、最後の 1

割の部分を、残り12形式で分けるといった感じである。さらにこれらの2次的形式をまとめた重、甕、

鉢、高杯という1次的形式で見た表とグラフを掲げる。
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重① 壼② 壺③ 重④ 壺⑤ 壼⑥ 壺⑦ 甕① 甕② 甕③ 鉢③ 鉢② 鉢③ 高杯①高杯② 高杯③ 合計

SD1001 120 19 1 9 1 5 6 81 39 1
つ
υ 1 5 0 25 2 318

壼  甕  鉢  高杯

SD1001 161  121   9   27
舗
　
３‐８

壼が約 5割 を占め、甕と合わせれば、全体の8割を裕に超えていることがグラフより見て取れよう。

鉢が 30/0と かなり少ないことがわかる。土器の器種比率ではこのような傾向が読み取れるが、その機能

と形状から木器で代用される頻度が最も高いと考えられる鉢の比率が低いことをどのように捉えるべき

であろうか。土器以外の遺物からも当時の暮らしぶりを想像する視点が必要である。

さてここで、カネガ谷遺跡と遺構や立地などの遺跡内容がよく似ている大谷尻遺跡との比較を試みた

い。上記グラフは、土器の 1次的形式および、2次的形式別に見た比率である。両遺跡とも前述したよ

うに、報告書掲載実測土器の中で、 2次的形式レベルまで細分可能な資料を使い統計処理を行った。 1

次的形式では、高杯の割合が若干大谷尻遺跡の方が大きいが、ほぼ同じ比率を示している。

大谷尻合計

カネガ谷
SD1001

10% 90%   100%

■ 壺 ■甕 □鉢 囲高杯

大谷尻合計

カネガ谷

SD1001

| | |

国童①  ■壺②  口壼③  口壺④  ■壺⑤  ■壺⑥  ■壺②  口甕①  ■甕②  ■甕⑥

□鉢①  回鉢②  ■鉢③  日高杯① ■高杯② ■高杯③
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壺① 壺②

詞

壺⑤

庁¬  悠3

壺③

裁

壺⑥

甕① 甕② 甕③

蒸 98

鉢①

―

▼2

鉢② 鉢③

高杯①

良好な資料少ない

高杯②

Ⅳ
〔:::::::::::F‐

‐‐‐‐‐‐‐
i,,1         中

高杯③

カネガ谷遺跡出土土器形式分類図
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一方、 2次的形式では、壼①と甕①を合わせれば、全体の6～ 7割に達し、主要な形式を構成してい

る。 2次的形式で両遺跡の違いを見ていけば、甕②の割合が大谷尻遺跡よリカネガ谷追跡の方が多く、

その分鉢①の害J合が大谷尻遺跡の方が多い。また、高杯③が大谷尻遺跡では高杯の2次的形式として主

体をなし、高杯②は補完的な形式であるが、逆にカネガ谷遺跡では、高杯③が補完的な形式で、高杯②

が主要な形式を構成している。この差が時期によるものなのか、地域差を反映するものなのかを次頂で

検討していきたい。

2 編年実概要 (カ ネガ谷遺跡、光勝院寺内遺跡、矢野遺跡を中心に)

前項によるカネガ谷遺跡出土土器の分類にしたがって、鳴門市大麻町の光勝院寺内遺跡と、徳島市国

府町の矢野遺跡出土の住居内一括出土資料
2)を

使って、編年柔を提示したい。

光勝院寺内遺跡 C地区 2号竪穴住居出土資料

重①、②、④、⑤の形式が認められる。重①、②、④の口縁端部、および、頸部には凹線文が数条施

される場合が多い。器壁は7～ 8鮒以上と分厚い印象を受けるものが主流で、中には l cmを 超えるもの

も存在する。壺⑤は、口径が20cm以上ある大形品である。奏①、②の形式が認められる。明確に奏③に

分類できる個体は認められない。ただし、体部片などでタタキ技法の後のハケ技法が非常に粗雑になっ

ているものも見られる。甕①は、甕②の2倍以上の割合を占めている。甕①、②とも中、小形品よりも

大形品の割合が多い。鉢①は見受けるが、重、甕、高杯と比べれば非常に少ない器種である。高杯①、

②は存在するが、高杯③は無いようである。なお、脚台部に凹線文を数条施すものも存在する。壺、甕、

鉢の底部は平底と上げ底が同程度見られる。

矢野遺跡 1群 SB2022・ SB2037出 土資料

壺①、②、④、⑤、⑦の形式が認められる。光勝院寺内遺跡と同様、国縁端部と頸部に凹線文を数条

施す場合が顕著である。甕①、②とも特大形品から小形品まで見られる。鉢は、①、③が確認できるも

のの、量的には極めて少ない。高杯は②が主要な形式と考えられる。また、光勝院寺内遺跡と同様、脚

台部に凹線文を施す場合が看取される。さらに、すべての器種で無紋化の兆しが認められる。とくに壷、

甕体部で、器面最終調整をかなり省略して、タタキ技法が目立つ土器の害J合 も増えてくる。

矢野遺跡 I群 SB2026・ SB2033出 土資料

壺①、②、④、⑤、⑦の形式が認められるが、器高50～ 60cm以上の特大形品は、ほとんど姿を消し、

大形品の割合も減少し、中小形品が目立つ。重⑤は日径10cm程度のものしか認められない。口縁端部と

頸部に施されていた凹線文は、その条数が減り、しかも、深くしつかり刻み巡らされることはなくなる。

凹線文というより、その痕跡器官として、凹線状沈線文と呼ぶことを採用したい。甕①、②とも特大形

品から小形品まで存在するが、特大形品の割合は少ない。鉢①、②が認められるが、その他の器種と比

べて圧倒的に少ない形式である。高杯①、②、③とも存在するが、②が主要な形式である。屈曲してほ

ぼ垂直に立ち上がる口頚部が目立つが、外側にやや開く形式も一定量認められる。なお、器台 (1821)

も存在することを付け加えたい。また、全器種に共通して、器壁が 541m以下の薄手の上器が目立つよう

になる。したがって、特大形品の割合は減少傾向にある。さらに、最終器面調整が簡略化されて、円形

浮文などの装飾が施されることが、非常に少なくなっており、無紋化傾向が加速している。

以上、三つの一括資料について、その傾向を見たわけであるが、最後に、カネガ谷遺跡出土資料と比

較したい。カネガ谷遺跡出土資料で、重は①～⑦形式まで存在する。重①、②、④、⑤、⑦の口頸部に
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は、条数を減らした凹線状沈線文が巡る。この紋様以外には、装飾らしい装飾は施されない。甕①が主

要な形式であるが、②も一定量存在し、甕③というタタキ技法を多用し、外面最終調整を大幅に簡略化

した形式が認められる。鉾③、②、③が看取されるも、壷、甕、高杯ほど量は多くない。高杯②が主要

な形式で、わずかに高杯③も存在する。すべての器種に共通して、器壁が薄くなり、しかも、外面調整

が簡略化し、華美に装飾しない無紋化が顕著である。

このようなカネガ谷遺跡出土土器の形式分類された特徴は、前述の三つの一括資料からすれば、矢野

遺跡 I tt SB2026。 SB2033資料に極めて近い。そして、器種全体の傾向で、器壁が分厚いものから薄い

ものへ、特大形品の割合が少なくなること、外面装飾が無紋化していくことに前後関係があるとすれば、

光勝院寺内遺跡 C地区2号住居と矢野遺跡 I tt SB2022・ SB2037は 同一小様式で、その後の小様式とし

て、カネガ谷遺跡と矢野遺跡 I tt SB2026・ SB2033が位置づけられよう。また、今回提示できなかった

が、凹線文盛行期の様相を勘案して、凹線文盛行期をⅣ-2様式と筆者は呼称していることから、これ

に続く凹線文を始めとする紋様の省略化の初段階をⅣ-3様式とし、その基準資料として、光勝院寺内

遺跡 C地区2号住居と矢野遺跡 I tt SB2022・ SB2037出土資料を位置づけたい。さらに、全器種で紋様

の省略化に拍車が掛かり、凹線文が退化して凹線状沈線文化し、器壁は薄いものが目立ち、とくに壺に

顕者に見られる特大形品形式の消滅と、水平口縁高杯の消滅から高杯③の出現をもって、V-1様式と

して前段階と区別したい。このV-1様式の基準資料が、カネガ谷遺跡と矢野遺跡 I tt SB2026・ SB2033

出土資料である。

そして、Ⅳ-1か らⅣ-3様式までを弥生時代中期後半の上器と認識し、V-1様式を後期初頭の土

器として位置づけたい。なお、今回の編年図には、紙幅の都合上、Ⅳ-3か らV-1様式のみ掲示する。

吉野川下流域の中期末から後期初頭の編年案であるが、この時期以前と以後についての編年柔は、筆者

が所々示している3)。 _括出土資料の増加により、筆者が示してきた編年案について再構築し、別項で

述べる所存である。また、今回の吉野川下流域の編年作業と吉野川中流域の編年作業を検討した結果、

下流域のカネガ谷遺跡と、中流域の大谷尻遺跡は、ほぼ同一小様式 (V-1様式)の土器様相を示すこ

とから、両遺跡の所属時期は後期初頭と考えられる。
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近藤玲・谷川真基編『矢野遺跡 (Ⅲ )一一般国道192号徳島南環状道路建設に伴う発掘調査―』徳島県埋

蔵文化財センター調査報告書第63集 財団法人徳島県埋蔵文化財センター 2006年干J行予定

3)近藤玲「阿波の弥生中期中葉～後期初頭の土器」『弥生中期土器の併行関係 発表要旨集』第53回埋蔵文

化財研究集会実行委員会 2004年

―- 664 -―



ノ甫穫昴
~＼・里

瓢切
Ｍ
“
印

甕

Ⅳ-3

光勝院寺内遺跡

Ⅳ-3 矢野遺跡 (I群 )

SB2022・ SB2037

/詞 秋

V-1 矢野遺跡 (I群 )

SB2026・ SB2033

〆
幸
下
~＼

ロ

属晟属itti(、朗鳳 ,胸

ノ

剛瀾
照 鯛

吉野川下流域 (Ⅳ-3～V-1)編年図①

カネガ谷遺跡

―- 665 -―



Ⅳ-3

司
~く

ア歪≡帝下―ぐ

―
― f

蘊

Ⅳ-3

厭

甕・鉢

/私

薫

―

- 1
喜二蓮茅

~~可

喪 甲

韓

匡≦五

「

]壌 報‖メ

聡  ▽

M

―
    と

×霰 摯
中

鰯
Ｍ

咽 凱

込 s。 1

□

鷹 壽
羹

妻 雷 妻 藷 震
曇 壽 零

T互
現 81S

BI]

餞

―

▼ぞ 中
チ

'〒

==========「

:::;=====三
く

ぐ c

肩 =く“ 尻  中

吉野川下流域 (Ⅳ-3～V-1)編年図②

―- 666 -―



3 カネガ谷遺跡出上の石器について

器種比率について

表 1の遺構別出土点数表を見る限り、石器は包含層からの出上が 6～ 7割を占め、遺構出土の比率は

それほど高 くないことがわかる。遺構の中では、やはり環濠 (SD1001)か らの出上が多いが、遺構出

土の中の比率では約 3割であり、土器がほとんど環濠から出上 していることと比較すれば、少ないE「象

を受ける。土器と石器の廃棄パターンを考える上で非常に興味深い。

表 1

一方、剥片、石核なども含めた実測図掲載石器の内訳は、表 2に掲げる通 りである。最も多い器種は

石鏃で、磨製のものも合わせると、道具類全体の約 4割を占める。次いで、敲石が目立ち、磨石、台石

などと合わせた礫石器の比率は4割以上となる。表には入れていないが、本遺跡を特徴付ける石器に投

弾が挙げられる。点数にして1224点 、重さ約56kgである。石鏃を武器と見なせば、武器の割合が高いと

判断できる。投弾も投郵対象物を人と考えれば、かなり武器類を保持 していたと考えられよう。ただし、

石鏃、投弾ともその対象物に動物を想定 した場合、狩猟を生業の根幹にしていた集落とみなすことがで

きる。また、敲石などの礫石器を堅果類の磨 り潰し道具と考えるならば、採集活動も食料獲得において

重要であったことが想像される。

表 2

剥片などを除いた、道具としての石器をその機能から六つにグループ化 し、土器の分析で比較 した大

谷尻遺跡とここでも比較 してみたい。グラフからは、カネガ谷遺跡の方が大谷尻遺跡より石鏃と敲石・

磨石の比率が高いことがわかる。石鏃と敲石・磨石を足 した割合が、石器全体の 7～ 8割を占める。一

方、大谷尻遺跡では、石鏃と敲石・磨石に石庖丁を足した割合が、石器全体の7～ 8割に達するという

違いが認められる。

石鏃を狩猟道具と見なし、敲石・磨石に対して、堅果類の磨り潰し機能を付加すれば、採集活動が、

カネガ谷遺跡の主な生業と見なすこともできる。しかし、敲石・磨石の中で、石器製作に関わるものの

割合がどれだけ混 じっているのかは明確にできな

い。石器の中には用途を一つに限定できない場合も

少なからず存在する。堅果類の磨 り潰 しに使用 して

いたものを石器製作に転用すること (その逆に石器

製作用であつたものを、 ドングリなどの磨 り潰 しに

使用 した場合)も 考えられよう。以上のように考え

ると、石器の器種比率からのみ生業を規定すること

は極めて難 しい。

!盛奪ユζ!将I毎導:とす!ユ|■コl挙喜馨1彗lt

石鏃    ■石庖丁   口斧・柱状・大型 ロスクレイパー

砥石    田台石    ■敲石・磨石

カネガ谷遺跡 SBl SB 2 SB 3 SB4 SB6 SB7 SB8 SB9
出土点数 9 0 2 1 3 2 28

カネガ谷遺跡 SB10 SBll SB12 SB13 SB14 SDl SD 2 SD3 合計

出土点数 1 2 8 12 0 0 182

器種 打製石鏃 磨製石鏃 打製石庖丁 太型蛤刃石斧 柱状片刃石斧 スクレイメヾ― 砥石 台石

カネガ谷遺跡
報告書掲載点数

141 23
う
と 1 4 28 9

器種 敲石 磨 石 石杵 石鍾 石錐 楔形石器 剥片 石核 合計

カネガ谷遺跡
報告書掲載点数

112 18 2 2 5 35 44 30 512
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4 カネガ谷遺跡出上の武器 (鏃)について

(1)打 製石鏃、磨製石鏃

前項で、打製石器の中でも石鏃の比率が高いということがわかったわけであるが、ここでは、その打

製石鏃の用途についてその製作技術 も交えて考えてみたい。

打製石鏃は141点 出上 しており、その半数以上が包含層からの出土である。そのため出土状況が不明

な遺物が多 く、石器製作過程の詳細はわからない部分が多い。また、打製石鏃はすべてサヌカイ ト製で

あり、ほとんどが香川県の金山産である。

石器製作工房と考えられる SB1008か らは、サヌカイ ト製石鏃、石核、楔形石器、剥片が出上 してい

る。石鏃は細別12に分類できるが、そのうちの 5種類 5点が SB1008か ら出土 している。Aと分類され

る第64図 -1は、長幅比が 3倍以上ある細長い鏃身をもつものである。形だけみれば、年代的に開きは

あるが、朝鮮半島で出土する磨製石鏃で、長身の有茎式の模倣かと疑いたくなるような石器である。第

64図 -2は、Dに分類される有茎式石鏃である。第64図 -3・ 4は、Iに分類される。有茎式小形で、

Dタ イプより薄手の石鏃である。凹基式で、タイプKに分類された第64図 -5は、形態的に見れば、

縄文時代の石鏃と似ているが、長さが 3 cmと かなり大きい。

第65図 -1か ら10は、石核である。これらは30g以上のものも含まれており、また、包含層出土第133

図-1・ 5な どは、10o gを 超える剥片、およびR― フレークである。打製石鏃の出土数が圧倒的に多

いことから、カネガ谷遺跡での打製石器製作は、ほぼ石鏃に特化されていたと推定できる。石器製作工

房の SB1008内 での詳細な出土状況が、遺構の遺存状態が良好でなかったため充分に把握できなかった

が、遺物の観察からは、盤状の大形剥片石核から両極打法により適当な剥片を得たあと、主にフリーフ

レーキングで各タイプの石鏃が製作されたと考えられる。時間的な制約もあり、石器の接合関係が判然

としない場合がほとんどである。剥片類のより細かな観察により、石鏃製作過程の復原が今後の課題で

ある。

一方、磨製石鏃は23点 出土 しており、中国 。四国地方や近畿地方も含めて、一遺跡でこれだけまとまっ

て出土 した例はあまり知らない。石鏃の形態は、無茎式の鉄鏃を模倣 したものと思われる。石材は粘板

岩であり、遺跡から最も近いところでは、鮎喰川流域で産出するが、カネガ谷遺跡出土石鏃の石材かど

うか断定はできない。磨製石鏃の石材採集から製作までの一連の工程についても今後の検討課題と言え

よう。

(2)銅 鏃

前項で、磨製石鏃の形態から鉄鏃の模倣品であることを推定 した。カネガ谷遺跡出土銅鏃は、有茎式

の鏃身が薄いタイプであり、兵庫県芦屋市会下山遺跡で出土 している漢式三翼鏃のような厚手のものは

出土 していない。徳島県内では、矢野遺跡、延命遺跡、鮎喰遺跡、南庄遺跡で銅鏃出土例があるが、い

ずれもカネガ谷遣跡と同じタイプと考えられる。

漢式三翼鏃の形態的特長は、本遺跡で打製石鏃 Aタ イプとしたものと近似 した部分 もあり、磨製石

鏃、青銅製鏃、鉄鏃と合わせた総合的な理解が、今後、鏃の研究には必要となってくるであろう。
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5 総論

(1)カ ネガ谷遺跡の集落景観 ―集落規模と立地の問題一

カネガ谷遺跡は、環濠を備える標高79～ 119mの 高所に立地する集落遺跡であることが判明した。出

土土器の検討から、ほぼ同一土器小様式 (V-1様式)に収まり、所属年代は、弥生時代後期初頭とか

なり短い期間と認定できる。遺構は、竪穴住居として13棟検出でき、また、焼土坑も含め、ピット、土

坑が約30基発見されている。これらの遺構を取 り囲んで、環濠 (段状遺構)が確認されている。ピット、

土坑が少なく、竪穴住居も含めて、遺構同士の切 り合い関係がほとんど認められないことからも、集落

の存続期間は、それほど長いものにはならないと認められる。集落遺跡自体は、標高123mを 最高所に

する調査区外の北狽1の尾根に続 くと考えられる。環濠で囲まれる集落の推定面積は、約1.5万 ♂である。

竪穴住居 として検出されたものの中で、規模、構造から竪穴住居と認定できるものは13棟 中10棟前後と

思われる。したがって、未調査区の北側尾根筋にも5,6棟は竪穴住居跡が存在 したと推定されるので、

復原される集落全体では、15棟前後が存在 していたと考えられよう。いま、竪穴住居跡 1棟に住んだ人

員を、 5人 と仮定すれば、集落全体では、70～ 80人の人々が居住 していたと推測できるだろう。

遺物は、土器、石器、金属器と豊富な種類が見られ、出上場所は、環濠からのものが圧倒的に多い。

遺構が構築されている尾根の傾斜が、比較的急なので、経年変化で遺構からの流れ込みにより、環濠内

に遺物が溜まった可能性 も排除できない。しかし、環濠内でとくに、遺物が集中している地点も無 く、

遺構が多い場所のすぐ下の環濠内で遺物が多 く出上した形跡もないので、遺物は、集落経営時から廃絶

時にかけて、環濠内へ廃棄されたものと指摘できよう。

さて、高所に立地する集落遺跡についての問題について考えたい。水稲農耕を基盤に置 く社会が弥生

社会と定義するなら、カネガ谷遺跡は、水稲耕作可能な場所からの比高差は、50m以上になり、現代入

の感覚からすると、日常生活に実に不便な所に集落が存在 していると思える。ただし、打製石庖丁力認0

点以上見つかっており、石庖丁が収穫具とすれば、農耕に一定程度従事 していたことが推定できよう。

また、石器で、砥石や台石、敲石・磨石が合わせて150点以上見つかってお り、集落内での生業を考え

る上で非常に興味深い。砥石の中には、鉄器の刃先を加工するためのものも含まれており、袋状鉄斧、

鉄軽などと考え合わせると、木材の伐採作業やその後の木製品製作に鉄製工具が盛んに用いられたこと

は、想像に難 くない。敲石・磨石と台石は、堅果類の磨 り潰しや、石器製作に使用されたことが窺われ

る。このように、生業面を考察する上で多 くの材料を提示 してくれる遺物が多い。

さらに、注目すべき遺物は、重さ50g程度に揃えられた1200点 以上も出上 した石製投弾が挙げられる

だろう。そして、140点以上ものサヌカイ ト製打製石鏃や、おそらく形態的には鉄鏃を模 したと考えら

れる磨製石鏃、 1点だけの出土ではあるが鉄剣の存在も合わせると、武器の質的、量的な豊富さが印象

的である。こういった武器類を備えた集落が、高さ最大 5mに もなる環濠 (段状遺構)で囲まれている

ことは、当時の集落としては特異であると言えるだろう。また、吉野川下流域の平野部すべてを眼下に

望むことができるその眺望の良さは特筆すべきである。以上のような状況からすると、どうやら選地し

て集落建設を建設 したことが窺えるのである。なお、筆者は、弥生時代に集落を外敵から防御 し,共同

体の結束を重視するという観点において,通常の集落とは一線を画 して選地された高所に立地する集落

を高地性集落と定義づけた。このような定義からすれば、カネガ谷遺跡は、高地性集落と定義づけでき

るだろう。弥生時代を象徴する集落遺跡として、カネガ谷遺跡を位置づけることができるのである。
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(2)ま とめ―兵庫県神戸市表山遺跡との比較―

高所に立地する集落の中で、カネガ谷遺跡と類似する例 として、徳島県では、三好郡三野町所在の大

谷尻遺跡を挙げることができる。両遺跡の比較検討は、『大谷尻遺跡』報告書
1)で

詳述 したので、そち

らを参照 して頂きたい。結論からすると、高所に立地し、環濠を備え、武器の質的量的卓越性が垣間見

え、後期初頭の極めて短い期間にしか集落が存在 しなかったことを積極的に評価すれば、カネガ谷遺跡

と大谷尻遺跡は、徳島県の集落遺跡の中で、非常に異質な集落として抽出が可能である。このような集

落を筆者は、高地性集落と呼称するわけであるが、この高地性集落の類例として、ここでは、兵庫県神

戸市表山遺跡を挙げ、カネガ谷遺跡と比較 しまとめとしたい。

表山遺跡は神戸市西区西伊川谷町に所在する。平成 8年に発掘調査され、その調査報告書が平成12年

に刊行されている2)。
詳細はそちらに譲るとして、ここでは、主として、カネガ谷遺跡 と共通する部分

について見ていきたい。

カネガ谷遺跡地形図 (S=1/7500)
と出土遺物 (S=1/3)

表山遺跡地形図 (S=1/7500)
と出土遺物 (S=1/3)
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カネガ谷遺跡 (徳島県鳴門市 ) 表山遺跡 (兵庫県神戸市)

集落規模 推定面積約1.5万ポ

環濠外は未調査区で遺構の広がり不明

推定面積約1.5万♂

環濠南の尾根筋にも竪穴住居などが展開

比高差 約50m 約45m

遺構 環濠 :最大深度 5m
竪穴住居跡 :13棟

その他 :焼土坑

環濠 :最大深度3.5m

竪穴住居跡 :7棟
その他 :段状特殊遺構、段状遺構、環濠に伴

う橋状遺構

遺物 (土器 ) V-1様式 (後期初頭 ) V-1様式 (後期初頭)

遺物 (石器 ) 打製石鏃141点 磨製石鏃23点

石製投弾1224点

砥石 9点

台石34点

打製石鏃 2点

石製投弾 1点

砥石 2点

台石 6点

鉄器 鉄父J、 鉄鉾、刀子、袋状鉄斧、鉄磐 鉄鏃、刀子、釣針

青銅器 小形妨製鏡 Ia一面が環濠底部で鏡面を下に

して出土

銅鏃 1点

小形務製鏡 Ib一面が環濠底部で鏡面を上

にして出土

以上の図、および表からかなり類似 した様相を示すことが考えられる。集落の規模、立地状況や出土

遺構、遺物の種類において非常に似かよった傾向を示 しているわけである。両遺跡とも同様な建設計画

のもと、集落建設の際に選地している可能性 も充分に指摘できよう。とくに、小形務製鏡の廃棄の状況

まで極めて似ており、鏡の使用方法に、当時の人々の精神世界が最 も現れてくると仮定すれば、両遺跡

に居住 した人々は、近似 した思考を持ち合わせたと言えるだろう。なお、小形傷製鏡は、韓国慶尚北道

永川郡漁隠洞遺跡出上の韓鏡
3)に

紋様構成は似ている。しかし、鏡径は、カネガ谷遺跡出土例の 2倍以

上の大形品であり、カネガ谷遺跡出土小形務製鏡の出自は、朝鮮半島に求められるもののその製作地は

明らかではない。また、袋状鉄斧もその形状から朝鮮半島で製作された可能性も考えられる。石鏃など

の石器が多量に出土 していながら、鉄器の質、量的な豊富さは、表山遺跡をカネガ谷遺跡は凌いでいる。

瀬戸内海に直接面 している表山遺跡の地理的な好条件とは相反する鉄器の出土状況を示 している。表山

遺跡は、石器総出土点数は約10点 ほどで、鉄器もわずか 3点のみの出上である。弥生時代後期初頭とい

う短い期間において、石器の衰退と鉄器の普及を考える上で、カネガ谷遺跡、表山遺跡とも重要な資料

を提示 しており、朝鮮半島から瀬戸内海を含めた交流範囲を具体的に想定できる高地性集落の典型例 と

して、両遺跡は評価できる。
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1)近藤玲編『四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財報告28大谷尻遺跡』徳島県埋蔵文化財センター調査報

告書第53集 財団法人徳島県埋蔵文化財センター 2005年

2)深江英憲ほか編『神戸市神戸西バイパス関係埋蔵文化財調査報告書 I 表山遺跡 池ノ内群集墳』兵庫県

文化財調査報告第202冊 兵庫県教育委員会 2000年

3)高倉洋彰『日本金属器出現期の研究』学生社 1990年 218ペ ージ 第51図 1
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カネガ合遺跡

第 1表 出土遺構一覧表
SB

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (cm) 備考

SB1001 X,Y-10,11 半円形 L字状 5.2 1号竪穴住居跡。

饂 1002 Y-910 半円形 L字状 2.2 百万

饂 1003 X・ Y-12・ 13 半円形 L字状 5 3号

朗 1004 V― ll 半円形 L字状 4号

SB1005 欠番。

SB1006 A・ B-9・ 10 半円形 L字状 6.2 6号竪穴住居跡。

SB1007 Bi Cf-8,9 半円形 L字状 1 68 7号

SB1008 0～ Q8・ 9 長楕円形 L字状 11.25
8号   ″

石器製作工房跡。

SB1009 S T-5・ 6 円形 L字状 9号竪穴住居跡。

SB1010 J・ K-1011 ほ IF円 形 逆台形状 10号

SB1011 M10 半円形 浅い D字状 11号

饂 1012 R・ Q-7・ 8 円形 浅い逆台形状 12号

SB1013 TU-8 半円形 逆台形状 5。 1 13号

饂 1014 VW8・ 9 半円形 L字状 5.5 2.2 日〓

SB1001内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

EP―ユ Y― 円形 D字状 9

EP-2 Y― 楕円形 D字状

EP-3 Y― 楕円形 U宇状

EP-4 Y― 円形 逆台形状 8

EP-5 Y― 楕円形 D字状

EP-6 Y-10 円形 D字状

EP-7 Y-11 円形 D字状 8

SB1002内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

EP-1 Y-9 楕円形 D字状

EP-2 Y10 円形 逆台形状

SB1003内遺構

遣構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深度 (m) 備考

EP-1 Y13 円形 D字状

EP-2 Y-12・ 13 円形 D字状

EP-3 X13 楕円形 逆台形状

SB1004内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深 度 備考

EP-1 V― 楕円形 D字状 12

EP-2 V― 楕円形 浅い D字状

EP-3 Vl 円形 浅い D字状 4

EP-4 Vl 円形 U字状

EP-5 V-1 円形 D字状

SB1006内遺構

遺構名 グリット 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) (clll)深度 備考

EP-1 A'9 円形 D字状 5

EP-2 B'9 楕円形 D字状 2

EP-3 B10 円形 逆台形状 5

EP-4 A 10 円形 D字状 7
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SB1007内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

EP-1 BI-8 楕円形 D字状

コP2 BI-9 楕円形 D字状

SB1008内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cal) 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

ED-1 P-8・ 9 細長い楕円形状 逆台形状 6

ED-2 O-9 溝状 D字状 70 8 4

EP-1 Q-8,9 円形 U字状

EP-2 楕円形 浅い D字状 4

EP-3 円形 D字状

EP-4 楕円形 浅い D字状 7

EP-5 隅九方形 D字状

EP-6 O-9 円形 D宇状 6

EP-7 09 円形 D字状

EP-8 O-9 円形 浅い D字状 6

EP-9 O-9 円形 D字状 6

EP-10 O-9 円形 D字状 5

SB1009内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

EP-1 T-6 円形 D字状 7

EP-2 T6 円形 D字状

EP-3 S-6 円形 D字状

EP-4 円形 D字状

EP-5 S-5 円形 D字状

EP-6 円形 D字状

EP-7 T-5 円形 D字状 路

EP-8 T-5 円形 D字状 24

SB1010内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cln) 深度 (cln) 備考

EP-1 K-10 円形 D字状

EP-2 Klユ 楕円形 D字状

EP-3 円形 D字状

EPヽ4 J■0 円形 D字状

SB1011内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cHl) 深度 (cm) 備考

EP-1 h7110 円形 D字状

SB1012内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (伽 ) 短軸 (cm) 深度 (cln) 備考

EP l R-8 円形 D字状

EP-2 Q-8 円形 D字状

EP-3 Q-7 精円形 浅いD宇状 8

EP-4 Q-7 楕円形 U字状

EP-5 R-7 円形 U字状
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SB1013内遺構

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

ED-1 T・ U-8 溝状 逆台形】犬

EP-1 U-8 円形 逆台形状

EP-2 U-8 円形 四角形状

EP-3 U-8 円形 D字状

EP-4 T-8 円形 D字状 2

EP-5 T-8 円形 D字状 l

EP-6 T8 円形 D字状 3

EP-7 T8 楕円形 D字状 2

SB1014内遺構

這構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (crn) 深度 (m) 備考

EP-1 W9 円形 浅いD字状 5

EP-2 V-9 円形 浅い D字状 5

EP-3 V-9 円形 逆台形状

SD

遺構名 グリット 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (m) 備考

SD1001 H～B'4～ 19 細長い溝状 し字状 1紹Э 段状遺構 1

SD1002 F～H3～ 14 細長い溝状 L字状 1.5 段状遺構 2。

SD1003 K～M12～ 17 細長い溝状 L字状 段状遺構 3。

SK

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短 軸 (cnl) 深度 (cln) 備考

SK1001 Y-9 円形 浅い D字状 9

SK1002 R-13 円形 浅い D字状 8

SP

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深度 (cm) 備考

SP1001 Y-9 円形 浅い D字状 8

SP1004 X-10 楕円形 四角形状

SP1005 X10 楕円形 D字状 14

SP1007 X-10 円形 D字状

SP1010 X ll 円形 浅い D字状 6

SP1012 Y-13 円形 D字状

SP1013 X-13 円形 四角状

SP1014 Wlユ 楕円形 D字状

SP1015 W ll 円形 D字状

SP1019 U-14 円形 浅い D字状 5

SP1020 U-14 円形 浅い D字状 7

SP1021 T-14 円形 浅い D字状 6

SP1023 T■ 2 円形 U字状

SP1024 T12 円形 D字状

SP1025 欠番。

SP1026 S-12 円 形 D字状 8

SP1027 S-12 円形 D字状

SP1028 S-12 楕円形 逆台形状

SP1029 S-12 円形 浅い D字状 8

SP1030 欠呑。

SP103ユ 円形 浅い D字状

SP1032 U ll 円形 D字状

SP1036 欠番。

SP1037 久番。

SP1038 欠番。
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遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cm) 深度 (clll) 備考

SP1039 欠番。

SP1040 久番。

SPl飩ユ 円形 U字状

SP1042 欠番。

SP1043 H-7 円形 D字状

SP1044 H-7 円形 U字状

SP1045 H-7 円形 U字状

SP1046 円形 四角状

研 1047 H-8 円形 U宇状 20

V1048 E-8 円形 四角形状

SP1049 H-7 円形 U字状

SP1050 H8 円形 四角形状

SP1051 円形 U字状

SP1052 H-8 円形 四角形状

SM

遺構名 グリッド 墳丘形態
墓羨平面
形態

墓壊断面
形態

墓城長軸
(m)

墓壊短軸
(m)

墓娠深度
(m)

石室長軸
(m)

石室短軸
(m)

石室深度
(m)

羨道長軸
(m)

主軸方向 備考

S�11001 0・ P13・ 14 円墳 隅丸長方形状 逆台形状 N‐ 82°
 ―E

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (m) 備考

Sヽ11002 正-7・ 8 0.58 0.42 0.25
左数値は周壕内の

奏の掘 り方数値。

ED-1 I-7・ 8 溝状 D字状 0.33

ST

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸(m) 短軸(m) 深度(m) 備考

ST1001 O・ P-13 精円形 L字状

第 2表 出土遺物観察表

SD(震諭同器 )

雉瞬
遺 構 出土地点 層位 器 種 長 さ (ctl) 幅 (cm) 厚さ (帥 ) 重量

その他の

法量 (Qn)
残存率 都位 備考

第10図 1 SD100J A'8 構
面雄

鉱
段 内行花文放

射線状文鏡
面径61

縁高03
鉦高066
鏡面018

30 4 9/10
完鏡 (鏡縁 1

1次損 )。

第11図 10 SD1011] 遺構面直上 銅鏃 12 鏃身部
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SD oSB・ 包含層 (鉄器 )

報告書

掲載番号
遺構 出土地点 層位 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (c ll) 重量 (g)

そ の他 の法量

(cm)
残存率 部位 備考

第11図 1 SD1001 H8
南斜面
カット面

袋状鉄斧 11 0 55 28 279 5 ほぼ完形

第11図 2 SB1009 T6 床 面 袋状鉄斧 42 15 797

第11図 3 包含層 袋状鉄斧 15 42 3

第11図 J 包合層 鉄斧 39 13

第11図 5 包合層 鉄 剣 35 07 1344

第11図 6 包含層 刀子 46 19 04 刀部先端

第11図 7 包含層 鉄鉾 55 66 ユ

第11図 8 包含層 鉄盤 17 15

第11図 9 包合層 鉄鎌

第87図 1 SB1013 床 面 鉄盤 19 12 78 8 1/1

SM(鉄器)

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層位 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量
その他 の法 量

(cm)
残存率 部位 備考

第164図 ■
sav1lool

(石室)

鉄 鏃 113 鏃身部31
茎部08

鏃身部02
茎都04 220 ほ1ま完形

第164図 2
SMllX11

(石室)
床面 鉄 鏃 11ユ

鏃身部35
茎部09

鏃身部025
茎都04 23 2 ほぽ完形

第164図 3
Sヽ11001

(石室)
床面 鉄 鏃

鏃身部32
茎部08

鏃身部025
茎部03

20 6 ほぼ完形

第164図 4
Sヽ〔1001

(石室 )

0-13 床面 鉄 鏃 87 鏃身部30
茎部09

鏃身部03
茎部04 24 9

第164図 5
Sヽ五1001

(石室 )

O-13 床 面 鉄 鏃
鏃身部31

茎部09
鏃身部03
茎部035 28 1 ほtF完形

第164図 6
Sヽ11001

(石室)

床面 鉄 鏃
鏃身部32

茎部08
鏃身部25

茎部08 310 ほlF完形

第164図 7
Sヽ11001

(石室)

床面
efラ イン 鉄 鏃

鏃身部24
茎都11

鏃身部02
茎部03

16 5

第164図 8
SM1001
(石室)

O-13 床 面 鉄 鏃 92 鏃身部29
茎部09

鏃身部02
茎部05

167 4/5

第1餡 図 9 ＳＭ‐００‐Ю
0■ 3 ス 面 鉄 鏃

鏃身部22
茎部07

05

鏃身部04
茎部04

05
206 4/5

第164図 10
Sヽ11001

(石室)

0■3 14
面

土

床

埋 鉄 鏃
鏃身部21

茎部08
鏃身部02

茎部05 221

第164図 11
Sヽ11001

(石室)

0■ 3 床 面 鉄 鏃 83 11 4 1/2 柄部

第164図 12
Sヽ11001

(石室)

埋 土 鉄 鏃 飾金具 ?

SD(土器 )

報告書

掲載番号
選構 出土地点 層 位 器 種 残存率

口径

(m) 脚辮⑪
離
ω

螂
雌
径
くｃｍ，

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

枷の服くｃｍ，
部位 形態 調 整

含有物
組成

色 調 備考

第12図 1
覆土

岩盤直上
口縁、脚
第

173
口縁～

体部

に延びる。口縁都緩やか

に外反して■部は三角

形状を三する。体部内管
しながら下方に廷びる。

外面 :口 巌訃 コヨナ
デ。壊部タテグヽケ(11粂 /

1 2cm)。 体部 タテハ ケ

(10条 /・」I)。 豪部 と体部
の境にユビオサエ。
内面 :口 縁部 コヨナ
デ。票部ヘラケズリの

ち,デ。体部ヨヨベラ

ケズリ。票訃と体部の境

石英 長石
雲母 角閃石

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第12図 2
覆上

者盤直上
回縁部
ユ/5

168 口縁～

頸部

票都はぼ直立して上方
に廷びる。日緑部外反。
口縁端部は,E厚 して上

方に拡張する。

哀部外面に韓 の列点

文 口緑端都外面に5条

の凹線文、長方形状の17

文を施す。

外面 :口

'部
ナデ。取

部タテハケ(5条/84)。

内面 〔口伝部ナデ。哀

都ハケG余■m)ナ 為

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒 黒色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第12図 3 O-5
覆土

岩盤直上
壷

口縁～

体部下半
2/3

160 430 口縁 ～

体部下半

`.HI内

彎しながら上方
に廷び、創卵形を三す
る。顕部はほぼ直立して

上方に遷びる。日蒜部は

外反じ船部は四狛 く収
める。日怒船都外面に刻
国文、頻都と体部のjiに

列点文を施す。

外面 :回霰部ナえ 頸
部タテベラミガキ(幅

45d1/本 )。 体部タテベ

ラミガキm熟 5皿/本 )。

E部タタキ(3本 /師 )残

=。内面 :口伝部ヨコヘラ
ミガ キ儡И ttm/本 )。

家部ナア。体部上十 ヨ
ヨヘラケズ リ(幅 3911/

本)。 4部下半タテベラ

ケズリ(幅 3m/本)。

車麹
英
既

石

雲

粒

面

面

外

内
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報告書

掲載番号
遺構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

ｍ，

体部

最大径

(cI)

罐
鰤

鮒
雌
径
ｍ

器高
残存高
(cm)

柳の遼ｍ
形態 調整 翻繊

色 調 備 考

第12回 4 SD1001
覆土

岩継直上 日縁．瑚
22 5 回縁～

顕部

口塚～蔑部縦やかに外
反して上方に延びる。図
線船部はつまみ出して

外面 !口岳部ナア。豪
部タテヘラミガ■(帽5

戯 体 )。

内面 :磨滅のため調整

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い責澄

第12図 5 SD1031 稜土
岩盤直上 醐姥

日縁～

体部

口縁～頸部縦やかに外
反。口縁端部は肥厚す
る。日縁瑞部外面に2炎

の回線文 竹笛文。蘇都
と体部の境に列点文 も
髄す。

外面 :口森部テ/.壊
部ナ7.体 部 タテヘラ
ミガキ(幅2 5ad/本 )。

内面 :口霰部ナみ 頸
部ナデ。体部摩茂のた
め不明。

石 英 長 石

雲母 片者

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤褐

第12図 6
覆土

岩盤直上
口縁、瑯
勲

口縁ヽ

顎部

口緑～顕部般やかに外
反。口緑お郡外面に撹い

凹線文 亥J目 文、顕部と

体部の境に列点文を施

夕

`面

:口協 部 ヨコナ

為 タテベラミガ■(幅

3an/本 )。

内 面 :日禄～顕部ユピ

オサエ ナ為 体部ヨコヘ

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第12図 7 SD1001
稜土

岩盤直上 帷螂第
128 90

日縁～

霰部
口線部外反。口縁磐都や
や拡張する。

外面 :回 隷部 ヨヨナ

為 顔部タテハケ(5粂/

倒 )。

内面 :口縁都ナデ。体
部ヨヨベラケズ リ ユ

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

外

内

第12図 8 SD1001
覆土

春盤直上
重 醐И

176 128 醜
騨

票部やや外方に開きな
がら直線的に上方に廷
びる。回転部外反。日■i
鶉部は四角く収める。ロ

霰船部外面に2条の回線

外面 :回 縁都ナ為 豪都
タテベラミガキm印囮/

本)。

内面 :日緑部ナ為 .IH

郎タテベラミガ■(幅 a

nd/本 )ナ デ ユピオサ

石 英 長 石

雲母 片岩

面

橙

面

外

い
内 黒褐

第12図 9 SDilll11 J7
覆土

岩盤直上
口縁．郵
】

日縁、螂

票部直立気味に上方に廷
びる。口緑都外反。口緑増
部やや肥厚する。口IF増

都外IIに 3条のLdI線 文。頻
部と体部の税に刻口文。

タト面 !口森都ヨコナ
為 頻部タテハケ(12条

/m)。 体部ヘラミガキ
(幅 25皿 /本 )。

内面 :す デ。顕部と体
部の境に強いナ為

石 英 長石
赤色斑粒

澄

浴

面

面

外

内

第12図‐

10
SDllll11

覆土
岩盤直上

一軍

口縁～

_4R部

1/4

175 口縁～

頸部

口岳部外反。口絨増部や
や肥厚し外面に2粂の凹
線文を施す。豪部外面に

列点文。

外面 :口縁都ヨヨナ
ア。頻都タテハケ(10粂

/t41)。

内面 :産減つため調整

石英 雲 母
片岩

外面 1に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄袴

第13図■ SD1001 覆土
岩盤直上

重 醐Й
288 21 3

口縁ヽ

頸部

頸部やや外方に直線詢
に上方に廷びる。口稼部
外反。口縁瑞部猟■。

外面 :口濡部ナデ。票

部ナア(板ナア)。

内面 !ナ未

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

舶
蛇
繭
嘘

第13図 2 SDユ 001
覆土

岩盤直上
壺

日縁～

顕部
1/1

244 135 口縁～

頸者[

曰縁～票部直線的にや
や外方に延びる。口縁jH

部貼仕 (到 Z)。

外 画 :口器 部 ヨヨナ
デ。筑部タテベラ ミガ

■(幅4m/本 )。

内面 :口 霧部 ヨコナ
九 頸部ナ為

石英 長石
雲母 片岩

夕宙面:に ぶ
い責橙
内面 1に ぶ
い橙

第13図 9 SD1001
覆土

岩盤直上
壷 口縁、螂

務
閉 8 回縁 ～

顕部

口綜～票部直袂的1こ 斜
め外方に廷びる。口療喘
都は三角形状を皇する。
口縁弱部賠仕。

外

内
石英 長 石
雲母 片岩

廟
　
願

画

　

面

外

責

内

黄

第13図 4 SDiCOl
覆土

岩盤直上
壼

口縁、螂
拗

22 2 目縁．瑯
口縁～錬部緩やかに外
反。曰伝鵡報下方に拡張

長石 黒色斑
粒

褐

褐

画

面

外

内

第13図 5 SD1001 稜上
岩盤直上 聰

略
67

口縁～

簑部

票部ほぼ直立 し口緑部
外反。日稼措部はやや拡
張する。日隷増部外面に
2余の凹練文。

外面 :ナア。
内面 :ナテ。

石英 長石
雲母 片岩

橙
縮

知
輌

第13図 6 Q56 覆土
岩盤直上 醐Й

口縁～

頭部
口織部機やかにタト反。回
線船部は四角く収める。

外面 !口縁部ナえ 筑
部タテハケ(幅際 力本)。

内両 :ナ為

石英 長石
雲母 片岩

橙

に
瓶
航
嘘

第13図 7 SD1001 覆土
岩盤直上

壺 醐”
23 4 口縁～

顕部

口縁～壕部縦やかに外
反しながら上方に延び
る。回縁端部は四角く収

外面 :口霰部ナ為 豪
部タテハケ(6条 t4)。

内面 :口縁都ヨコハケ

(6条/師 )。 頸部ユ ピォ

英

母

石

雲
長 石

澄

に
舶
航
蛇

第よ3図 8 働 1001 Q-5
覆土

岩盤直上
蓋

口縁部
1/7

口縁～

顕部

口縁都綴やかに外反。日

緞jH部 はやや下方にVi

外面 :口岳部ナみ 頸
部タテハケ(54/rm)。

内面 :ナア。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 :に ボ
い黄橙

第13図 9 SD100,
覆上

岩盤直上
壺

部

Ｏ

縁
れ

197 125 67
口縁ヽ

頸部

馘部斜め上方に廷ぴロ
縁郎外反。口縁靖部は下

方に拡漿する。外面に2

条の回線文、叡部とII部
の境に刺突文を施す。

外面 :ナえ
内面 ;ナ為

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第13図―
SD1001

覆土
岩盤直上

日縁 ～

鎮部

1/4
回縁、郵

廷びる。日録部外反。□
縁端部やや拡張する。

外貢 :摩滅のため調整
不明。
内面 :磨演のため調整
不明。

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第13図
SD1001 O-5 覆土

者盤直上
日縁ヽ
瑯
Й

口縁～

頸部

「 l縁～票部織やかに外
反。曰漂磐都はIHく 凹
む。頸部と4部の現に列
点文。

外面 1日経 部 ヨコチ
/.豪部狙いタテハケ

(5条 ″c働 板ナ/1。

内面 :口織～票部ユピ

オサエ ナ汽 体都 ヨコ

石 英 長石
雲母 片岩

β

橙

面

面

外

内

第13図
SIl1001

覆土
岩盤直上

壺

回縁ヽ

体部
1/4

17 6 12 6
口縁～

体部
口縁部外反。口縁路部や
や拡張じ四角くDtめ る。

不明。
内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母

橙

浴

面

面

外

内

-678-
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第13図‐

13
SD1011

土

直

覆

盤岩 壺 嚇
歿

75
口縁～

体部

回線～凱VI綴 やかに外
反しながら上方に近び
る。回線磐部凶角く収め

タト面 1口霰部ナ為 瓢
～T/1部 タテヘラミガキ
(liH3dm/本 )。

内面 :ナデ。

石英 雲写

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第13図‐ 覆土
岩盤直■

口縁部
1/10

120 口縁～

頸部

口織部親やかに外反。端
部は四角く〕又める。衷部
と体部の境に列i文 。

外面 :口縁部ナ為 頸
都タテハケ。4Mナら
内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第13図―
SD1001 」■6

覆土
岩盤直上

壺

回縁～

顕部
1/2

日縁～

顕部

外面 :口 属部 ヨヨナ

為 LH都 タテハケ(11衆

/1 6cm)。

内面 :口 族部 ヨヨナ
デ。終部ヨコヘラケズリ。

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

角く収める。

第14図■ SD1001 Vヽ6 覆土

岩盤直上
壷 醐Й

19 2 日縁～

顕部

口絨～顕証縦やかに外
反。口縁賠部やや肥厚す

外面 :摩滅のため調整

内面 Iに滅つため調整

長石 雲 母
畢色斑粒

外面 :明 赤
褐
内面 :明赤
褐

第14図 2 SD100] ⅢV-6
覆土

岩盤直上 醐Й
口縁 ヽ

頸部

口;R～ 顔部緩やかに,ト

反。口晟端訃やゃ下方に
拡張する。日森■部外面
に2個 I対の竹答文。

外面 :整滅のため調整

内面 :Fr滅のため副整
石英 長石

灰

　

褐

階

　

赤

面

　

面

外

資

内

第14図 3 SI1100」 U-6
覆土

岩盤直上
重 鵡

Й
口縁ヽ

顎部

口振～頻部縁やかに外

転端部は三角形状を皇

する。口緑磐都貼什。

外面 :駐減のため嗣整

内面 :輩減のため調整
石英 長石
雲母 角閃石

外面 !に ぶ
い黄掲
内面 :に ぶ
い黄褐

搬入品。

第14図 4 SD1001
覆土

岩盤直上
重

部

０

縁

ハ 54 口縁著I
曰li都外反。輩都は上方
につまみ上げる。

外両 :摩滅のため誠整

不明。
内面 :盛減つため調整

石 英 長 石

片岩 赤色班

粒

外面 :明赤

褐

内面 !明 赤

褐

第14図 5 SD100ユ V‐ 6
覆土

岩盤直上 聰
Й

62 唯
斃

摩減のため調整
長 石 雲 母

片岩

橙

澄

面

面

外

内

第14図 6 SD1001
覆土

岩盤直上
壺 脇

硝
60 口縁、期

口縁～票郡綴やかに外
反。日緑4部 は四角く収

外面 :口 感部 ナア。.・ F

部タテハケ。

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲 母 砂 岩

赤色斑粒

赤
　
　
ぶ！

褐

画

　

面

赤

外

褐

内

い

第14図 7
覆土

岩盤直上
口縁部

1/4 口縁部
口縁部緞や力Чこタト戻。口

緑鶏部四角く収める。
獅
繭
九

石英 長石
雲母

澄

澄

外

内

第14図 8 SD1001
覆土

岩盤直上

口縁ヽ

体部
1/7

口,家～

体部

口縁～凱部直線的に斜
わ上方にたびる。曰霰増
都は四角く収める。

内面 :敦 部ナ為 本部

石 英 長 石

雲母

黄

　

黄

面

　

面

外

澄

内

橙

第14図 ( SD1001 U6
土

直

覆

盤岩 壺
口縁部
ツ4

60
口縁～

顕部

国隷～顕部級やかに外
反しながら上方に延び

る。口凛瑞部はやや拡張

外面 i席流のため討整

内面 :席滅のため調整

実

岩

石

片
雲 母

タト面 :明 赤
楊
内面 :に ぶ
い黄褐

第よ4図 ‐
SD1001

覆土

岩盤直上
壺

口縁部
1/7

190 50
口縁～

顕部

口伝～顔都縦やかに外
反。日霰.・ t‐Hlは四角く1ヌ

める。曰縁端部外面に竹
省文を2段 に施す。

デ
。
為

英

母

石

雲
長 石 橙

橙

画

面

外

内

第14図―
働 1001 U6

覆土
岩盤直上

壺
日縁部

49
口縁～

顕都

口伝～頸部外反。回転娼
都は上方に拡張する。

外 HI:ナ 為
内面 :ナ為 石英 雲母

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第14図―
SD1001 O-5 渡土

岩盤直上
口縁、螂
略

97
口縁ヽ

頸部

口it～瑛部縦やかに外
反。口隷船部やや肥厚す
る。顎都と体部の現に列
点文を施す。

外面 :口縁 きFヨ コナ
デ。顕部タテハケ。
内面 :回転～豪部コピ

長 石 雲 母

黒色斑粒 赤

色III粒

澄

澄

面

面

外

内

第14図 ‐

13
SD1001

覆土
岩盤直上 聰

Й
148 130 口縁部

回線郡外反。鶉部は僅か
に上下に14張。鑽部短く

直立。

外面 :ナデ。

内面 :ナ‐.ケ ズリ

石 英 片 岩

長石 雲母

に
　

橙

面

浴

面

外

い
内

第14図― 覆土
岩盤直上

壷
回縁部
1/13

14] 口縁ヽ

顎部

口緑～数部縦やかに外
展。日淳増部は世かに肥

厚し四狗く収める。
内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第14図―
SD100ユ

覆土
岩盤直上 醐И

口縁～

顎者[

回転～敦部縦やか I

反。口器端部は四角

外面 :虜滅のため調整

内面 :口 霰部ナ為 頻

部Aラ ケズリのちナ九

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い費褐
内面 :掲 灰

第14図
働 1001

覆上
岩盤直上

口縁部
1/15

140 口縁～

鎖都

口編～頚 .■ 綴やかに外
反。口縁増部は四角く収 “刺

英
を

石

片

粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第14図
SD1001 19 覆土

告盤直上
壷

日縁部
1/7

87 口縁部 下に拡張する。

輌
沙
繭
∴

口jlH都 ナデ。.・|

十●本/m)残存。
石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い黄澄

第14図

18
SDi001

覆土
岩盤直上

巨 醐路
口縁～

顕都

に廷びる。口岳 .I外 反。
日霰船部は上下に拡張
する。口霰端部外面に3

条の凹線文、隊1目 文を施
す。

外面 :口 4R部 テ為 現
都タテベラミガキ(,言9

価/本 )。

内面 :口器部ナデ。頸

部ナみ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

タト面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い費澄

第14図‐

19
SD1001

覆土

岩盤直上

回縁都
1/5

137 口縁～

頸部

鼠部ほぼ亡立し回霰 Xll

外反。口務翡部は四角く

収める。

タト面:ナデ。
内面 :ナデ。

石英 長石
橙

灰

黄

褐

画

面

外

内

第14図 ‐

20
SD1001

覆上
岩盤直上

口縁吉L

1/1
120 曰縁～

顕部

致部ほぼ直立して上方
にをび、口黒部繊やかに

外反。回線4部 上方につ

外面 :回転部ナア。哀
～体部タテヘラミガキ
ω錦 5虚本)。

内面 :口霰部ナえ 頭

ナア ヘラミ才キ(幅

3 5mm/本 )。

石 英 長 石

雲母 片岩

輛
雌
繭
哨

第14図―

21
Sつユ00,

覆土

岩盤直上
一霊

口縁部
1/■

163 口縁ヽ

頸部

頚部直立して上方に延
び、日隷部縦やかに外

反。曰霰端部IH角 く収め
る。日法端部外面に列点

外面 :摩滅のため調整

内面 :ヨ コベラケズリ
石英 長石
雲母 片岩

褐

明

画

面

外

内

褐
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鱒孵
遺構 出土地点 層 位 器 種 残存率

径

ｍ， 郷騨ω
摩
鰤

瑯
雌
径
鰤

高

ｊ

高

存

甑

器

残

く

柳の遼鰤
部位 形態 iv8整 翻繊

色 調 備考

第14図
SDlllllよ

覆土

岩盤直上 醐酪
43 口縁部

口縁部外反。口緑増部け

四角〈収める。

外面 :摩滅のため調整

不明。

内面 :康滅のため調整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

ぶ
　
　
黄

に

　

一切

面

橙

面

外

い

内

褐

第14回

23
SD1001 B-5 覆土

者盤直上 略
珀

口縁ヽ

顕部

びる。日縁部外反。口線

鶏部はややつまみ上げ

外面 :ナ九

内面 :ナ為

石 英 長石
雲母

澄

橙

面

面

外

内

第14図―

必

覆土
岩盤直上

回縁、螂
勇

曰縁、脚

口縁ヽ顕部緩やかに外

反しながら上方に廷び

る。口縁磐部はやや拡張

外面 :口 縁～顕部ナ
デ。体部タテハケ(10r
/m)。

内函 :日縁～顕都ナデ
ユピオサエ。体部ヨヨ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

ぶ
　
　
黄

に
　

浅

揃
輯
繭
橙

第15図■
稜土

岩盤直上
壺 醐勇

口縁、螂

馘部直線的に斜め上方
に延び、日縁部短 く外
反。口縁器部は催かに拡

張し凹角く収める。鎮部

外面に列点文を施す。

耐
耐
え

石英 長石
雲母 片岩

外面
い橙
内面
い橙

第15図‐2 SDilllll
覆土

岩盤直上 醐勇
129

口縁ヽ

頸部

IH部 ほぼ直立して上方
に廷び口線報級やかに
外反。口縁端部えく収

不明。
内面 :摩滅のため翻整

雲母 片岩
赤色斑粒

硲

一

橙

画

面

黄

外

内

い

第15図 9 Ы)1001 O-5 覆土
者盤直上

壺 醐Й
128 醸期

口緑部外反。口綴報部や

や肥厚じ尖る。

外面 1康滅のため講整

不明。
内面 iナ為

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第15回 4 SD100,
覆土

岩盤直上 醐ぬ
口縁ヽ

頸部

口協～鎮部直線的に斜
め上方に延びる。口縁増

為

為

痴

繭

石英 雲母
片岩 赤色斑

粒

赤

　

褐

明
　
　
星
ヽ

画

　

面

外

褐

内

第15図 5 05
覆土

岩維直上
壷

部

Ｏ

縁
れ

110 醸財
顕都直線的に上方に狂
びる。口緑路部は口角く

石英 長石
雲母 片岩
黒色斑粒

外面 :灰黄
褐
内置 :に ぶ
い黄橙

第15図 6 SD1001
覆土

岩盤直上 醐略
口縁部

日繰～票部短く直立。ロ

線鞘部はやや尖る。

外面 :ナ/.
内面 :摩滅のため調整

小切。

雲母 片岩
赤色斑粒

責

　

責

灰

　

灰

画

　

面

外

褐

内

褐

第15図 7 働 19〕 J 不 明
覆土

岩盤直上
壷

口縁部
1/9

口縁部

口緑～票部機やかに外

反。口縁端部は丸く収め

外面 :磨滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第15図 8 SD1001
覆土

岩盤直上 醐】
回縁部

口緑部外反。日緑磐部は
僅かに上方につまみ上

外面 :ナデ。

内面 :ナデ。

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

ぷ
　
　
褐

に

　

呈
一

面

褐

面

外

い

内

第15図 9 SD1001 L‐ 18
覆土

者盤直上
壷 醐Й

150 18 口縁菩[
口霰駆外反。船部はやや 外面 :摩滅つため翻整

不明。

内面 :ナゑ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い橙

第15図―

10

覆土

岩盤直上

回縁部
ユ/■

13 口縁部

口縁部外反。国縁霧部は

肥厚し四角く収める。日

綴部内面および増部外

面に■管文。

内面 :ナ為

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :橙

内面 :橙

第15図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

壷
口縁部
1/9

口縁部 外面 :ナ/.
内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母

外面 :浅黄
橙
内面 :

オリ‐ブ里

下方に拡張する。

第15図‐
SD1001

覆土

岩継直上
回縁部
1/5

口縁部
口緑郎外反。口霰報部は
芭かにつまみ上げて尖

外面 :チ九

内面 :ナ為

石英 雲母
赤色班粒

外面 :明黄
褐
内面 :黄灰

第15図‐ 覆土
岩盤直上

口縁部
1/13

口縁～

頸部

顕都には営立して回線
部外反。日縁蝸部四角く

内面 :ナ為
石英 雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :にぶ
い澄

第15図‐ 獲土
岩盤直上

壷 醐Й
口縁部

日縁部ほぼ直立して上
方に廷びる。端部は四角

外面 :ナえ

内面 :ユ ピオサエ ナ

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :明 赤

掲

内面 :赤

第15図‐

15
SD1001

覆土

岩盤直上
一霊 醐珀

20
口縁～

鎮部

口繰～漂部直線的に斜
め上方に延びる。口縁鶉

部は九く収める。

外面 :ナ ,。

内面 :ナデ。

石英 雲 母
片岩 赤色斑

外面 :褐

内面 :褐

第15図‐
SD1001 N■ 9

覆土
岩盤直上

口縁、螂
И

口縁～

瑛部

回転部直線的に斜めと

方に延びる。増部は九み

をもつ。外面に四線文、

竹管文を施す。

外面 :ナ為

内面 :ナア。

石英 長 石
雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い費総

第15図‐
SD1001

覆土
岩盤直上

壺 醐珀
口縁部

口緑部斜め上方に延び

る。口霧鶉部は四角くLk
タト面 :ナア。
内面 :ナテ。

石英 片 岩
雲母

褐

ぶ

面

面

褐

外

内

い

第15回

18
SDll101

覆上

岩鍵直上
一軍 醐ン

回縁部

口縦部直線的にやや外

方に延びる。口緑船部は

九みをもつ。外面に四線

文を施す。

外面 :ナテ。
内面 :ナデ。

長石 婁母
赤色斑粒 黒
色斑粒

責

　

責

減

　

浅

面

　

面

外

橙

内

橙

第15図

19

覆土
岩盤直上

壼 醐И
日縁～

頭部

目縁～豪部直線的に斜
め上方に廷びる。口経鶉

部は四角く収める。口縁

融 価 に凹線文。

外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

節
鰐

英
既

石
芸

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :澄

第15図

20
SD1091 W-6 覆土

岩盤直上
壺 嘲И

136 23 日縁部
口線部分反。回線蝦部と

方につまみ上げる。

外面 :ナア。

内面 :磨滅のため調整

不明。

石 英 景 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

第15図
S11091

覆土
岩盤直上

部

４

縁

れ
日

１
135 口縁部

口機部外反。fl綴輯部は

笹かに拡張する。 内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 雲 母

片岩

面

橙

面

橙

外

い

内

い

高杯脚部
の可能性
有り。

第15図

22
SDl(X01

覆■

岩盤直上
範 醐略

142 口縁部
回線部綴やかに外反。日

縁戦部は丸く収める。日

鰤 に円胸 しG箇調 。

外面!タ テベラミガキ
(幅3舵本)ナ 為
向面:ヘラケズリのち

石英 長石
雲母

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い赤褐

高杯脚部
の可能性
有り。
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報告普

掲載番号
琶構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

ｍ， 脚聴ω
睫
ｍ

鰤
雌
径
鰤

器高

残存高

(cm)

その他

法量
(cm)

部位 形 態 調 整 翔繊
色調 備考

第15図―
SDi001 Vヽ6 覆土

岩盤直上
重

回縁部
1/8 口縁部

口縁部機やかに,「 反。曰

霰鞘部四角く収める。回

振鶉部外面十三竹省文。

外面 :ナ為

内面 :ヨ コヘラミガキ

(ILttV本 )。

石 英 長 石

砂岩 赤色斑

粒

赤

　

灰

明

　

褐

外

褐

内

高杯脚部
の可能性
有り。

第15図―

24
SD100]

覆土
岩盤直上 醐И

日縁部
口縁～豪部直線的に斜
め上方に延びる。口濡瑞

為

ア
。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 1に ぶ

い費澄

第15図― 覆土
岩盤直上

壺

国縁～

顕部
11ヽ

■ 6 40 口縁、螂
口縁部縦やかに外反。国

緑鶴部やや拡張する。寮
部外面に凹線。

内面 :摩滅のため調整

不明。
石英 長石

外面 :浅責
橙
内面 :浅黄
橙

第15図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

部

５

縁

れ 回縁部

口振都斜め上方に延び

る。口縁硝都は四角く収
める。回線部外面に2条

の凹線文。

外面 :ナ デ。 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :灰黄
褐

第15図―
SD1001

覆土
岩盤直上 醐珀

120 27 口縁部
口縁～豪都直線的に斜
ゆ上方に廷びる。口絵用

都は九く収める。

外面 :摩滅のため調整

不明。
石 英 雲 母

赤色斑粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第15図―

23
SD1001 O-5 覆土

岩盤直上
壺 蹴

璃
口縁、瑯

頻都直線的に上方に廷
びる。口縁船部は四角く

収める。

為
為

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い赤褐

第15図
SD1001 O-5 覆土

岩盤直上

口縁部
1/10

口縁～

頸部

回縁都親やかに外反。喘

内面 :ヨ コナ為

石英 長 石
蜜母

外面 :に ぶ

い褐

内面 :黒 褐

第15図

30
SD1001 A5

覆土
岩盤直上

日縁部
1/14 口縁部

回線部外反。口霰盤部は
三角形状 を皇する。国

緑部瑞部貼付。

∴
励 石英 雲母 赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第15図
SDilllll U6

覆土

告盤直上
重 醐Й

23 日縁者[
外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :明 赤
褐
内面 :灰黄
褐

角く収める。

第16図■
覆土

岩盤直上
口縁部
1/7

回縁部

口TR都外反。船部は上下
に拡張する。日縁端郡外
面に3粂 の凹縦文、刻日

文、4個 i組 の竹含文 (復

元12カ 所)、 口縁4部 内
面に仕管文をたす。

外面 :ナ デ。 石 英 長 石

雲母

橙

澄

面

面

外

内

第16図 2 SD1001 U6
覆土

岩盤直上
口縁部
1/宅

口縁部
口稼部タト反。口縁蝦部は

上下に拡張する。

外面 :層滅のため翻整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 芙 片 岩

砂岩 赤色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第16図 3 SD1001
覆土

岩盤直上
口縁吉ト
1/5

口縁著る

口霰部外反。口緑端部は

下方に拡張する。口縁端
外面 :ナデ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :切 赤
褐
内面 :澄2条の凹線文およびT管

第16図 4 SD1001
覆土

者盤直上
口縁部
1/15 口縁部

回様部外反。日縁端部下
方に拡張する。口縁4部
外面に2央の回線。

外面 :ナみ
石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 |に お
い赤褐
内面 iに ぶ
い赤褐

第16図 5
覆土

岩盤直上
壷

口縁部
1/■

21 0 口縁部
口綜部外反。口縁端部は

上方に拡張し尖る。
内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母

澄

淡

面

面

外

内

第16図 6 U-6
上

土

直

覆

盤石̈ 蹴
И

口縁部
口伝部外反。口縁磐部や
や肥厚しlH角 く収める。

石英 長石
面

面

外

内

第16図 7 SD1001
覆土

岩盤直上
壺 嘲勇

180 回縁部
口緑部外反。端部やや拡

張する。口綴端部外面に
2条 の凹線文を施す。

外面 :回 霰部 ヨヨナ
デ。票都タテハケG条
cm)。

内面 :口 霰部 ヨヨナ
デ。瑛部ヨヨハケ (8
条/硼 )ナ デ。

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い褐

第16図 8 SD1001 R-6
覆土

岩盤直上

部

０

縁

ぬ 40
口縁～

頭部
叫酌糊中『い卵

外面 :曰縁部ナ・ .豪
部タテハケ(5条/cm)。

内面 :口緑都ナr.鎮
都テデ。

石笑 長石
雲母 片岩

赤

澄

明

面

面

外

内

褐

第16図 9 SD1001 J■ 4
覆土

岩盤直上
壺 醐剪

158 口縁部
口緑部外反。口緑磐部上

方に拡張する。口緑増部
タト面に2条の凹線文。

外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
石英 長 石
雲母 片岩

輛
哨
雨
輯

第16図 ―

10

覆土
岩盤直上

口縁音I

1/8
162 口縁～

顕部

回線部外反。鴻部はやや

拡張する。口縁外面に2

条の凹線文、亥1目 文。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第16図
SD1001

覆土
岩盤直上 醐Й

176 口縁部
口縁部外反。口織謝部は

肥厚 し、外面 tこ 3条 の凹

線文を施す。

外面 :磨減のため調整

内面 :磨滅のため調整

雲 母 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

澄

澄

画

面

外

内

第16図
SD1001

覆上
岩盤直上

口縁部
1/14

日縁～

頸部

頸郡斜め上方に廷び ロ

緑都外反。口緑船部九み

外面 :席滅のため調整

内面 :ナデ (ヘ ラミガ

キ)。

石 英 長 石

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い澄

内面 :橙

第16図

13
覆土

岩盤直上
壷

口縁部
1/8

口縁～

頸部

票部斜め上方に延び曰

縁都外反。口縁端部 は

四角 く収める。

タト面 !摩成のため調整

内面 :|.k減 のため訓整

石 莫 長 石

雲母 赤色斑

粒

黄

浅

面

面

外

内

澄

第16図―
SD1001

稜土
岩盤直上 醐Й

口縁～

頸部

雰部斜め上方に廷び、口

縁部縦やかに外反。□縁

鶉郎は使かに肥厚 し四

角く収める。

内面 :序滅のため調整

石英 長石
片岩

澄

橙

面

面

外

内

第16図‐
W-6 覆土

岩盤直上
壷

口縁部
1/9

81
口縁～

頸著[

口TR～票部縦やかに外
反。口濃瑞部四角く収め

外面 :ナ∴
内面 :テ九

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責橙
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍぅ 榔鵡てｃｍ，
離
くｃｍ，

瑯
雌
径
ω

高

，

高

存

硼

器

残

て

その他

法量
(cm)

部位 形態 調整 勃繊
色 調 備 考

第16図
SD1001 Q-6

覆土

者盤直上 聰
剪

168 口縁部
口森部綴やかに外反。日

巌瑞部はやや肥厚する。
口振弔都外面に刻口文。

石 英 長 石

雲母

面

面

外

内

第16図
SDi001

覆土
岩盤直上

縁

れ 口縁部
口縁.jI外 反。口II鵡部筐
かに拡張する。口岳鶏部

外面に9秦の口縦文。

外

内
石英 長石
妻母 片岩

褐

赤

赤

面

面

外

内

第16図

18
SD1001

覆土
者盤直上 蹴

И
口縁部

口緑部タト反。口緑端部む

下方に拡張する。

外面 :ナ7.
内面 :磨減のため調整

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

面

面

外

内

第16図
SD1001

覆土
岩盤直上 醐防

140 口縁部
口稼部外反。日隷船都外
方に拡張する。

外面 :口隷部ナふ 顔部
タテハケ(14T cm)。

石英 長 石
雲母

外面 :に パ
い黄橙
内面 :責 灰

第16図
SD1001

覆土
者盤直上 蹴

防
口縁部

駁部上方に廷び口縁部

外反。口緑璃部は肥厚す
る。口縁瑞部外面に3条

の回線文。

外面 :ナ為

内雨 :ナ為

石 英 長 石

雲母

面

面

外

内

第16図
U-6

覆土

岩盤直上
壺 醐閉

日縁部 や上下に拡張する。口縁
船部タト面に捺の回線

え
え 石英 雲母

栓

に

画

面

橙

外

内

い

第16図―

22

覆土
岩盤直上

部
３

縁
れ

回縁部 かにDII厚 し四角く収め
為
汽

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第16図―

23
SD1011ユ

覆土
岩盤直上

壺

部

４

縁
ぬ

口縁部
致部直立して上方に廷
び口縁部外反。曰縁瑞都
は四角く収める。

外面 :撃滅のため IH整

内面 :摩滅のため調整 石英 雲母

面

　

面

褐

外

褐

内

い

明赤

第16図―

24
SD1001

覆土

岩盤直止
部

７

縁
れ

20 9 口縁部

口忌都外反。瑞部上下に

拡張する。回転磐部外面
に2条 の凹線文、閉画1紅

の円形,文 を施す。

石 英 長 石

雲母 片岩

画

　

面

橙

外

褐

内

い

明赤

第16図―

25
SD1001 P-5

覆土

岩盤直上
壺 嘲路

日縁部

口縁都外反。口禄増部は

やや上 下に拡張する。

外面に刻目文、竹省文
を施す。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

澄

澄

面

面

外

内

第16図―

26
SD1001 J6

覆土
岩盤直上

壺 嘲И
口縁部

内面 :ナテ。

石 英 長 石

雲母

黄

灰

灰

黄

画

面

外

内

第16図―
SD1001 P-5

覆土

岩盤直上
壺 劇

加
193 口縁部

回線部外反。増部は上下
に拡張する。国隷船部タト
面に3条の凹線文。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色班粒

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い責褐

第16図―

28

覆土
岩盤直上

口縁、螂
地

日縁部
口縁証タト反。口緑端部や
や下方〔拡張する。

ア
。
為

石英 雲母
片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第16図―
SDユ 00ユ N6

覆土

岩盤直上
壺 略

И
口縁部

口霰部タト反。船都は上 下
に拡張する。口緑璃部外

面に3条 の四縦文。

外面 :ナデ。

内面 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

面

橙

面

外

い
内 澄

第16図―

30

覆土
岩盤直上

重 醐塊
口縁部

目縁都外反。口縁磐部は
四角くばめる。

夕(面 :TH・ 減のため調整

内面 :摩減のため翻整
石英 雲母
赤色斑粒

外面 :赤褐

内面 :に ぶ

い責褐

第16図― 覆土

岩盤直上
一軍

部

６

縁

れ
170 13 日縁部

口漂部外反。口縁船部は

四角く収める。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

面

　

面

外

褐

内

褐

第16図―

32
SDiO11

覆土
岩盤直上 醐塊

16 日縁音[

口霰部外反。口緑鶏部は

肥厚し四角 (1又 める。口

霰璃部外IHに 凹線文お
よび竹省文を施す。

内面

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒
灰

橙

褐

画

面

外

内

第16図―
SD100]

覆土

岩盤直上
壺

口縁部
1/11

回縁部
石 央 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 1に ぶ
い赤褐

第16図―

34
SD100」

稜土
岩盤直上 醐Й

口縁部

口霰部外反。日緑船部は

下方に拡張する。口縁端

部外顧に3条 の凹縦文を

施す。

外面 :ナデ。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

_r母

外面 :明 赤

褐

内面 :橙

第16図―
SD1001 B5

覆土

岩盤直上

口縁部
1/■

日縁部
上方に拡張する。口縁船

部外面にな のイ奮文を

石英 長石
雲母 角閃石

褐

褐

外

内 搬入品。

第17図■
稜土

岩盤直上
口縁ヽ
脚
勲

166
口縁～

体部

上半

口FRヽ 顕部直線的に外

方にたびる。口緑路部は

九く収める。体部内彎じ

ながら下方に延びる。口

線部外面に3余 の凹線
文、頚都と林部の境に列
汽文を巡らす。

外面1回 線～頸部ナ
本体部タテハケ03条
/1 8cm)。 票部と体部の
境にユピオサエ。
内面 :口縁部ヨコハケ

(8条 /cm)。 顕都ナえ 4
都ヨコベラケズ リ。顕

部と体部の撹にユどオ

石英 長石
雲母 片者
赤色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :澄

第17図 2 SDi001 J6
覆土

岩盤直上
口縁”榔
舅

228 日縁～

頸部

口霰都直線的にタト反。□

緑増部やや囚角く収め

る。体部中央部に最大

径。漂部と体部の境に,1

点文。肩部に3条 の獅Tlt

直線文 その下に4条 の

獅PII波 状文を施す。

外 面 :回 転ヽ鎮 部 ナ

為 体部ナア(板ナア)。

内面 :回線～顕都ヨヨ

ナデ。体部タテベ ラケ

石英 長石
雲母 片岩

浴

澄

画

面

外

内

第17図 3 SD100ユ P-5
覆土

岩盤直上 醐И
口縁部

口霧部競やかに外反。鶏

部は四角く収める。
為
為

石英 長石
雲母 片岩

橙

澄

画

面

外

内

第17図 4 SD100] P-5
覆土

岩盤直上 醐勇
口 縁～

顕部

回線部やや外反しなが

ら亡線的に上方に延び
る。■部は四狗く収め
る。口縁タト面に2条 の四

部タテハケ(15余 /12
血 )。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :湾
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掲載番号

遺構 出土 地 点 層 位 器 種 残存率
径

耐 脚鱒でｃ‐・，
降
鰤

瑯
蹴
径
イｃｍ，

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く
御の濃てＣｍ，

苦[位 形態 調 整
含有物
組成

色 詞 備考

第17図 5 U-6
稜土

岩盤直上

回縁ヽ

体部
9/3

口 縁～

体部

口縁～票都縦やかにタト

反しながら斜Iめ L方 に

九みをもつ。口漑部タト面

に2条 の凹線文および同

,レ 穿7t(3カ 所)を 施す。

タト面 :日秩部ナデ。顕
部タテベラミガ■(1言3

皿/本 )。

内面 :口琺ヽ敦宮トナア
ユピオサエ。

`苫

[ヨ コ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :褐 灰

内面 :に ぶ

い澄

第17図 6 SD100ユ
覆土

岩盤直上 嚇
腑

口縁～

票部

口雇～荻部旗やかに外

反しながら斜め上方に

延びる。口濡船部は四角

音Fタ テハケ(10条 /18
cm)。

勺II I口 綜 .lナ ア。芸

部ヘラケズリのちナー
.

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い橙

第17図 7 SD1001
覆土

岩盤直上
壷 蜘И

92
口縁～

・
.F都

承端部は丸みをもつ。顕

都と体部の境に列点文。

漂部内面に″令蕉。

タト面 1回 線～頻部ナ
ア。林部タテハケ(9条

/硼 )。

内面 i曰 霰～票郡ナ
デ。体部ヨヨヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :橙

内面 :明 赤

褐

第17図 8 働 1001 R-6
覆土

岩盤直上 臓
勇

100
口 縁ヽ

頭部

口縦～員都やや外反 し

て直報的に し方に廷び

る。口
=瑞

剖猟よメしく収め
る。票都紀部外面に列点
文。

内面 :ナデ (板ナカ 。

石 英 長 石

雲母
赤

橙

明

面

面

外

内

棚

第17図 9
覆土

者盤直上
国縁部
1/4

128 70
日 縁ヽ

瑛部

日隷～雰都直線的に創
め上方に狂びる。田艦端

部は四狛く収める。

外面 :口緑都ナデ。取

部ヨコヘラミガキ(,語3

m/本 )。

内面 :ナ デ ユ ピオサ

石

岩

長

片
雲 母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い褐

第17図 ― 覆土

岩盤直上

日縁 ～

瑛部

1/12

192
口縁～

_rt部

顕部直立して上方に廷
び、口黒部続やかに外
反。口隷端部四角く収め

タト面 :回線部ナテ。票
部タテハケ(7条/cm)。

向Eu:房滅のため副イ
雲 ,片 岩

赤色班粒

外面 :に ぶ

い褐

内面 :橙

第17図‐
SD10Э l 不 明

稜土

岩盤直上
壷

口縁部
1/6

ロヤ技～

要都

票部縦やかに外反 しな

がら上方に延び、口,部
外反。口法瑞苫卜はやや肥

厚する。回転培絣 卜面に

/1t減のため剖必

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒 黒

色斑粒

タト面 :明 黄
褐
内面 :に ぶ
い責橙

第17図
働 1001 不明

概土

岩盤直上 臓
勲

190
口縁～

顎部

口桜～頭 .―I直 報的に卒|

め上方に延びる。口法端

都は四角く収める。口僚

部下タト面に3条 の凹撤
文。

外面 :ナ ム

内面 :摩成のためHIIと
石 英 長 石

雲母 片岩
貨

橙

灰

画

面

外

内

褐

第17図
P-5

覆土

岩盤直 上

口縁部
1/12

口縁部
ら上方に延びる.■部は
四狗く1又 める。|■炒卜面
Iコ突の四縦文。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄楊
内面 :明 赤
褐

第17図
SDi001

覆土

岩盤直上

縁

ぬ
130 瞭

斃
ながら上方にをびる。日
緑端部九く収める。

鷲減のため澗整

ナデ(枢ナア)。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

タト面 :に ぶ
い赤褐
内面 :灰 褐

第17図
SD1001

覆土

岩盤直上
壺 醐狛

口縁部
口綜部縦やかに外反。ロ

線船と,四 角く収める。 内面 :席減のため翻▽

石 英 長 石

雲母 片岩
嶽

澄

面

り

面

外

オ

内

第17図―
SD1001 O‐ 5

覆土
岩盤直上

口縁～

/11部

1/2

60
口 縁～

頸部

口
=～

顔者h縦やかにタト

縁瑞都四角く収める。口

外面 :口 伝 者Fヨ ヨナ

み タテハケ(8条んm)。

内 81:田 緑～頭部八ラ

石英 長石
雲母 片岩

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第17図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

部
２

縁
ぬ

回 縁 ヽ

頸部

口霧訃続やかに

'卜

反。瑞

都は四角く1又 める。致部

タト面に竹省文を巡らす。

タト面:ナア。 石 英 長 石

_r母

橙

橙

面

面

外

内

第17図―

18
SD109] チ6

覆土
岩盤直上 略螂И

口縁～

頚部

口森部ほぼ直立して上

方に延びる。国嵌端部メし
みをもつ。口伝船郎タト面

に凹線文。

タト面 :日

'泉

部ヨヨナ
デ。飯部タテハケ(11余ィ
14・ m)。

内面 :ヘ ラケズリのち

石 英 長石
雲母 赤色斑
粒 黒色班粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第17図 ―
SD100〕 U-6

■

直

覆

盤岩
国縁部
1/12

86
口縁～

頸部

め上方に近びる。口よ端

部は九く収める。口繊都

外面に4条 の凹線文、頭

都外面に刻目文、その下
に2衆 の凹lv.文 を施す。

外面 :ナデ。
内面 :摩減のため罰坐

石英 長石
雲母

外面 :黄褐

内面 :暗 オ

リーブ

第17図― 覆土

岩盤直上
長衷蕊

口縁 ～

頚部

1/4

69 102
口縁～

顕部

顎部直議的に上方に延
びる。日桜端部は九く収
める。回縁外面に3条 の

外 FI:口 よ部 ヨヨナ

デ。軍 FrTタ テハケ 16・
// 長 石 片 岩

赤色斑粒 黒

色斑粒

橙

橙

面

面

第17図
SD1001 不明

覆土

者盤直上
壺 聰

И
口I泉 ～

頭部

め上方に廷びる。口示璃

部は四角く収める。口族

部タト面に5条の凹撤文。
頸部裾部外面に列点
文。

口社部ナデ。要
ハケ(8条 ′cm)。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

赤明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第17図
SD1001

覆土

岩盤直上
壺 醐珀

回縁～

頸部

顕部直線的に上方に延
びる。口候端剖∫は丸く収
める。口巌部 ,卜 面に3条

の凹縦文その Fに lf書

タト面:ヨ コナ為 石 英 長 石

雲母 片岩

外

褐

内

褐

明責

明黄

第18図 ■ SD1001 Q-56
覆土

岩盤直上
重

部

１０

体
ν

体書[

体部内袴しながら頚部
に延びる。体部に把手が

舛面 :靡 減 のため不
石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い黄橙

第18図 2 SD1001
覆土

岩盤直上
体部上半

1/5
体 部

体部内4。眉部に「CJ

字状の把子力Nljく 。

タト面 :ヨ ヨヘラ＼オキ
(幅 ana/本 )。

内面 :ヨ ヨヘラケズリ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 :灰

把 手 付 壺

の 可 能 性

右 り。

第18図 3
覆土

岩盤直上
壷

顎～体部
1/4

ヽ
部

頸

体

哀部ほぼ直立して上方
1=延びる。体都内鸞しな
がら下方にをびる。

タト面 :象部磨減のため

ラミガキ(幅9an/本 )。

内両 :顕 部ナふ 頸部と

体訃の境 にユ ピオサ
エ。体古Iヨ コヘラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

夕十面:に ぶ
い責橙
内面1暗 灰
黄

第18図 4 SD100〕 上

土

直

覆

盤］石
一霊

顕～体部
1/5

120 一
部

頸
体

致部ややタト反して上方
に延びる。体部内を。票
部タト面に5粂 の凹縦文。

内面 :票訃ナデ。体都ナ

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面:澄

内面:橙

Q5617
SD 1001内
出土遺物
含む。

第18図 5 SD1001
覆土

岩盤直上
頸～体部

1/8
一
都

瑛

体
頸部上方に延びる。体部
内彎。

(10余 /cm)。 体部タテハ

ケ(10条たm)の ちタテヘ

ラミオキ(競麟 )。

内面 :家都ナデ。A郎

石 英 長 石

雲母

協

楊

望
伴
黒

外

内
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報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率 唯
ｍ 郷韓でｃｍ，

罐
鰤

螂
雌
径
ω

高

，

高

存

軸

器

残

く

枷の逓ｍ
部 位 形態 調 整

含有物

組成
色調 備考

第18図 6 SDl(〉91
覆土

岩盤直上
体部上半

1/8
66 体音[

票部上方にlIびる。体部
内哲。

外面 :タ テハ ケ(8条 /

ct)。 訂鰤
英
既

石
雲
粒

面

澄

面

橙

外

い

内

い

第18図 7 働 1001
覆土

者盤直上
長頭壷 期

舅
ヽ
部

顕
体

壊部直立。外面に3余 の

凹線文を施す。体部内

彎。

外面 i磨滅のため調整

内面 :ユ ピオサエ。II
土蕨合痕我存。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :灰

第18図 8 SD1001
覆土

者盤直上
顕～体部

1/8
鎖～

体部

豪部ほぼ直立して上方
に延びる。体部内彎。4
部と瓢部の撹に列点文。

外面 :顎～

`部

タテハケ

0黙機)。

内面 :頸都ユピナえ
体部ヨヨベラケズリ

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第18図 9 Sつ 1001
覆土

岩盤直上
頸～体部

1/4
110 ヽ

部

顕

体

票部直立して上方に延
びる。体部内彎しなお

'ら
下方に延びる。

外面:タ テベラミガキ(幅

9皿 々ヽ )。 “麹
央
を

石
片
粒

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第18図 覆土
岩盤直上

顎～体部
1/3

10 6
口縁～

体部

頚部直立して上方に廷
びる。Ih部 下方に拡が

外面 !鎖～体部タテハ

ケ(3条/1 5cm)。体部部
分的にベラミガキ。
内面 :票部ユビオサエ

ナラヽお部ヨヨベラケズ

石英 長石
雲 母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ

い責澄

内面 1橙

第18図‐
SDi001

覆土

岩盤直上

顕～体部
1/5

願 ～

体者[

票部上方にたびる。体部
内4。豪部と林部の班に
′t点文。

外面 :ナ 7.票部テ/.
内面 :鎮 部ナデ。体都

石 英 長 石

雲 母 片 培

赤色斑粒

外面 :明 赤
褐
内面 iに ぶ
い赤褐

第18図‐
SDl(〉91

覆土
岩盤直上

鮒
Й

110 一
部

頭
体

票部直立 して上方に延
びる。日縁部タト反。敦部
と体.Iの 境に列点文。

タト面:タ テハケ(6粂/

ca)。 石 英 長 石

雲!

外面 1に ぶ
い黄
内面 :黒褐

第18図―

13
SD1001

覆土

岩盤直上
蓋

頌～体部
1/3

122 ヽ
部

頸
体

豪那ほぼ直立 して上方
に廷びる。体部内笹しな

外巨 :票部ナ為 体部
上半タテハケ(8粂 /14
cm)。 体部下半タテベラ
ミガキ(幅3an/本 )。

内面 :票部ナ/.体 部

顕部と体部の残にユビ

オサエ顕著。顕部に歿

合戻あり。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

に
　

橙

緬
哨
航

第18図―
SD1001 A 5

覆土
岩盤直上

部

１２

顎

ツ 103 一
部

顕
体

瑛都直立気昧1こ 上方に
延びる。体部内暫しなが

タト面 :ヘ ラミガキ(幅7

nd/本 版ナカ 。
内面 :頻部ナア。

`部

石英 長石
雲母 片岩

外面 1に ぶ

い赤褐

内面 :軍 掲

第18図‐

15 上

土

直

覆

盤中石

頸～体部
ユ/4

一
部

顕
体

頭部上方に延びる。体部
内III。

外面 :票 部 タラ

(15条 /1 lcc)。

内面 :ユ ビオサ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い責橙

第18図―

16
覆土

岩盤直上
顎～体部

1/4
一
部

頭
体

票部Ttや かに外反 しな
がら上方に延びる。4部
内TJk。

外面:衷 部ナデ。4都
タテハケ(9粂/em)。

内 面 :頻都ユどオサエ

ナ為 体郎ヨヨヘラケズ

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第18図―
SD1011ユ

覆土
岩盤直上

台付壼 蜘ψ
脚柱部

体部上方に廷び 脚部下
方に拡がる。

タテハケ(11粂 / 雲母 長 石
片岩 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面 1に ぶ
い責橙
内面 :に ボ
い黄澄

第19図 ■ SD1001
覆土

者盤直上
壷 瑯

勇
顕部

荻部ほは世立して上方
に延びる。豪部と体訃の

境に列点文、その下に3

条の凹線文を施す。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :橙

内面 :澄

第19図 2 SD1001 P-5
覆土

岩盤直上
郵
Й

136 100 頸都

豪部やや外方に開きな
がら直線的に上方に延

外面 :廉滅のため調整

内面 :康滅のため調整

英

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ
い赤協
内面 :橙

第19図 3 SD1001
覆上

者盤直上
重 瑯

И
125 55 瞑部

.●
pF部 には直立して、やゃ

斜め上方に延びる。

外面 :タ テヘラミガキ
(1騨 E」f/本 )。

内面 :ナ為

石英 雲 母
片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :明 赤

褐

第19図 4
覆土

岩盤直上
帥
路

158 頭 部

票部ほほ直立 して上方
に延びる。頸部下半に矢
蒻状の列点文を施す。

内II I摩 滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

面

　

面

外

褐

内

褐

第19図 5
覆土

岩盤直上
瑯
脇

瑛部

夙部機やかに外反 しな
がら上方に延びる。顕部
外面に凹縦文。顔部と体
部の境に把手の痕跡。

外両 :ナ デ タテハケ

(8条/cm)。

内面:ヘラケズリのち

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第19図 6 働 1001 Q-5
覆土

岩盤直上
顕～体部

1/4
105 一

部
顕
体

票部外反しながら上方
に/1び る。体部内警しな
がら下方に廷びる。頻部
と本部の境にす1点 文。

タト面 :顎 部タテハケ
(15条 /cdl)。 体都″テヘ

内面 :願部テテ。体部
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い黄澄

第19図 7 SD109] 不 明
覆土

岩盤直上
瑯
略

一
部

鑽
体

顕部直線的に斜め上方
に廷びる。日綜部外反。
捩部と体部の立に列点

文14,突文)。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :顎部ヘラケズリ
のちナテ。体部ヨコベ

石英 長石
雲母 片者

面

橙

面

外

い
内

第19図 8
覆土

岩盤直上

部体

１２
ヽ
Ｖ

顕
158 ヽ

部
頭
体

票部直立して上方に延
びる。体部内管しながら

下方に延びる。HE部 と体
部の境に列点文。

外面 :タ テハ ケ(5条/

ca)。

内面 |ナデ。

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :褐灰

内面 :に ぶ

い褐

第19図 9 SD1001 O-5 覆上
岩盤直上

部

１２

顎

ツ
ヽ
部

頸

体

頻部直立 して上方に延
びる。豪部と体部のIILに

突十文そのとから列五

外面 :票部タテハケ(7

粂れm)。

内面 :票部ナ九 体部

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第19図

10
P-5

上

上

直

覆

盤中石
長顕壷 鮒

勇
79 頸部

票部IFxゃ かに外反しな
がら上方に延びる。豪部
外面に凹線文。

外面 :ナ ア タテハケ(7

条/cm)。

内面 :ナ テ ユ ビオサ

石 英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い責褐

内面 :黄灰

第19図
SDi001

覆土

岩盤直上
壺

部

１２

顕

ν 顕部
哀部上方に延びる。頸部
と林部の境に列点文。

外面 :頻部タテハケ(7

条/餌 )。

内面 :撃滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に パ
い褐
内面 :に ぶ
い褐
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報告書
局載番号

置構 出土地点 層位 器種 残存率
径

ｍ， 榔囃ω
略
鰤

鮒
雌
径
ｍ

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

その他

法量

(em)

部位 形態 調整 翻繊
色 調 備考

第19図‐
SD1091 R-6 覆土

岩盤直上
壺

頸～体部
1/6

ヽ
部

顕

体

壊都直線的に射め上方
に廷びる。体部内をしな
がら下方に延びる。 内面 :票部ナ /.体都 揃賠

英
μ

石
雲

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第19図‐
SD1001

土
直

覆
盤岩 壺脚台

脚台部
1/8

110 脚台部

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩械のため硝整

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

に

　

景

獅
哨
肺

第19図‐ 覆土
者盤直上

頸～体部
1/4

35 ヽ
部

頸
体 呻呻募

輝
びる。初

ケ(10条 /em)。

内面 :豪 部ナ7.体 部

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 1に パ
い黄褐

第19図
SD1001

覆上
者盤直上

脚
略

67 体 部 体部やや層が張る。
(1膨 m/本 )。

内面 :坂 ナア(ヘ ラケ
ズリ)。

英

母

石
雲

長 石
緬
雌
朧
嘘

第19図 覆土
岩盤直上

部
Ю

体
ソ 81 体音[

林部内僣。外面に櫛世激 ミガキ(幅 3硼 /本)。

節脳
英
辟

石
雲

範
端
肺
端

第19図
SD1001 V-6 覆土

岩盤直上 票部 64 口縁部 致部外面に凹線文 ″
為
規

長石 黒色斑

粒

栓

橙

面

面

外

内 破片。

第19図
働 1001

覆土
岩盤直上

体 部 体部 櫛狙波状文。
為
え “潮

英
浄

石
片
粒

外面 :明 赤
褐
内面 :に パ
い澄

破片 2個 。

第19図

19
覆土

告盤直上 脚
携

ヽ
部

頸
体

票都芭かに山傾しなが
ら立ち上がる。

「
部中位

に最大径。

外面 :上 部ハケ(0余 /
cm)の ち ミガキ(幅35
耐 本)。 F部板ナデ。
内面 :願部と体部の髪
はベラケズリ。体部下

キ積ノヽケ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い黄澄

第19図

20
不 明

覆土
岩盤直上 脚

勇
113 体部 体部内管。

タト面 :体部上半タテハ

ケ(4条 /飢 )。本部中位
ヨヨヘラミガ■(幅25
虚 本)。 下キタテベラ
ミガキ(幅 2 5mm/本 )。

石 英 蜜 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :灰費

褐
内面 :

オリーブ褐

第19図

21
不 明

覆土
岩盤直上

臣 御
Й

91 体きБ 体部内整。

外面 :ナ テ(ベ ラミガ

キ)。

内面 :体部上半ヘラケ

サエ。

`部
下半タテヘ

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 1に ぶ
い黄澄

内面 :責褐

第20図 ■ SD10111
覆土

者盤直上 醐舅
10 1 口縁部

応部内サじながら斜め

上方に延びる。

外面 :タ タキ(3本 /cm)

のちタテハケ(10衆/

1 2cm)。
石 英 長 石
雲母

灰

ぶ

黄

に

橙

面

面

黄

外

内

い

第20図 2 SD1001
覆土

岩盤直上
螂
Й

一
部

体
底

(幅 Oda/本 版ナデ)。

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
片岩

赤

　

褐

ｍ
力
　

里
ト

面

　

面

外

褐

内

第90図 3 SD1011i O-5 覆土
岩盤直上

壺 螂
Й

64 底部
(IR2 5皿 /赤 )。

内面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :灰

第20図 4 SDiOlll
覆土

岩盤直上
壺 螂

И
底 部

平農。体部は斜め外方1

(Ta2 5dd/本 )。 外 広 面
タテヘラミガキ(1高25
1n/本 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い橙

第20図 5 SDi001
覆土

岩盤直上 邸
И

一
部

体

底

平底。底部短く立ち上力草

り、4部は斜めタト方に廷

夕I面 :ヨ コベラミガキ

(幅 4a14/本 )。

内面 :慶滅のため討整

不明。

石英 長石
片岩

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第20図 6 SDi001 Q-5
覆土

者盤直上
邸
ψ

底部 は斜め外方に延びる。

石英 長石
雲,黒色斑
粒

面

橙

面
橙

外

い
内

い

第20図 7 SD1001 覆上
岩盤直上

劇
Й

130 底 部
平底。ホ部は斜め外方 |

廷びる。

外面 :夕 タキ(0衆 /19
cm)の ちタテヘラミガ

内面 :タ テベラケズ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙

内面 :褐灰

第20図 8 SD1001
覆土

者盤直上
壷 瑯

珀
底部

平茂。ll部は斜め外方1

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 95皿 /本 )。

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い褐

第20図 9 SD1001
覆土

岩盤直上
廓
И

底部
笹かにあげ嵐。4都 は斜
め外方に延びる。外面Iこ

桜合痕残存。

外面 :タ テハケ(6条/

cI)の ち タテベラミガキ

徹講団体 )。外k面 ナデ。

内面 :摩滅のためIB整

不明。

石 英 長 石

雲 母 片 岩
赤色斑粒

赤

橙

明

面

面

外

内

褐

期
‐０
第

SD1001 上

上
直

覆
盤”百

壺 瑯
Й

148 底 部
(板ナデ)。

内面 :タ テヘラケズリ

(板ナデ)。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い褐
内面 :橙

第20図 ― 覆上
岩盤直上

瑯
レ

186 底部
平底。4部は斜めウト方I

廷びる。
(幅4al′ネ)。

内両 :斜め方向の粗い

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒 黒
色班粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

郷
‐２
第

SD1001 不 明
覆土

者盤直上
醐
И

一
部

体
底

芭かにあ

"宝
。体部は斜

め上方に廷びる。
(hi4血 ′本)ナ テ。
内面 :タ テベラケズリ

石 英 雲 母

片岩 赤色班

粒

橙

鶏

面

面

外

内

第20図 ―

13
SD1001

覆土
告盤直上 酎

И
底 部

世かにあげた。A部 短く
直立し体部は斜め上方
に狂びる。

(幅 3m/本 )。 ユ ピオサ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長 石
雲母 片岩

灰黄

橙

面

面

外

内
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
⑪ 榔韓ω

離
イｃｍぅ

螂
雌
径
鰤

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

その他

法量

(cm)

部位 形態 調整 働繊
色 調 備考

第20図 ―
U-6 覆土

岩盤直上
螂
開

80 底 都
平痕。体部は斜め上方

外面 :“部 ミガキ(幅

65囲 /本)ナ 為 外 底
面ナテ ヘラミガキ(幅

2成本)。

内面 :タ テヘラケズリ
“趣

英
浄

石
片
粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第20図 ―
SD100]

覆土
岩盤直上

壷 螂
И

底 部
平鷹。終都斜め外方に延

外面 :タ テヘラミガ■

(幅 4囮 /4)。

内面 :ヘ ラケズリユピイ

石 英 長 石

雲母

面

　

面

外

橙

内

浅黄

淡黄

期
‐６

第

上

土

直

覆

盤石̈
壺 邸

ψ
底 部

ややあげ鷹。体部は綱
め上方に廷びる。

外面 :タ タ■(3本 /cr)

のちタテハケ(10条/

cm)の ちタテベラミガ
キ(幅2朗 ネ)。

外底面 :タ タキ (3本 /

al)の ちタテハケ(10条 /

m)の ちタテヘラミガキ
(IF2 5賊本)ナ ア。
内面 :ベラケズリ。

石英 長 石
片 岩 黒

色斑粒

外面 :に ぶ

ヤヽ赤褐

内面 :に ぶ

ヤヽ赤褐

第20図 ―
SD1001

覆土
岩盤直上

鰯
ン

底 部
平底。Ih部斜め外方に延

外面 :磨減のため翻整
不明。
尚面 i蔭滅のため開整
不明。

石英 長 石
赤色斑粒

灰贈

灰

面

面

外

内

期
‐８
第

SDl(X91 O-5 覆土

岩盤直上
瑯
レ

底部
僅かにあげ底。体部は内
麟じながら上方に延び

外面 :タ タキ(3本 /m)
のちナえ
内画 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 ,に ボ
い橙

第20図

19
SD1001 Q-5

覆土
岩盤直上

螂
潔

■ 2 底 部
あIIIA。 体部イよ斜め上方
に廷びる。

不引。
内面 :席減のため調整

長石 雲 母
片岩

黄

灰

面

面

外

内

期
２０

第
SDユ 001

覆土

岩盤直上
茎 劇

舅
底部 延びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :歴滅のため調整

石英 長石
婁母

タト面:に ぶ
い橙

内面 :に ぶ

い黄橙

螂
２‐
第

SD1001 A‐ 4
覆土

岩盤直上
劇
路

一
部

体
底

外面 :ナア。
内面 !ヘ ラケズリ。

長石 雲母
片岩

橙

に

画

面

褐

外

内

い

第20図
SD1001

覆土
岩盤直上

豆 邸
勃

102 底 部
恒かにあげ底。II部 は斜
めと方に廷びる。

外面 :タ テヘラミオキ

印謝nd/本 )。

内面 :タ テベ ラケズ

リ。内農面ヘラ ミガキ

m諺 5成本)。

石英 長 石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

面

面

褐

外

内

い

灰褐

第20図

23
SD1001 P-5

覆土
岩盤直上

茎

部

１２

底

ン 底部
平底。体部は斜めタトカ

タト面 :タ テベラミガキ
(幅れVネ )。

内面 ;タ テヘラケズリ
石英 長石
要母 褐

橙

黒

画

面

外

内

第21図 ‐
SD1001 S-6

覆土
岩盤直上

壼 螂
舅

100 一
部

体
底

平嵐。底部短く立ち上が

り、体部は斜め外方に廷

外面 :″ タキの ちナ

内 面 :タ テベラケズリ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

橙

に

面

面

費

外

内

い

第21図 ‐

2
SD1001

覆土
岩盤直上

螂
％

102 底 部
平底。体部は斜め上方に

廷ぴる。

外面 :タ テハケ(4粂/

c4)ナ九
内面 !タ テヘ ラケズ

石 英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

橙

白

責

灰

面

面

外

内

第21図 ―

3
SD1001 P-5

覆土
岩継直上

一室 瑯
И

底 部

外面 :タ タキ(4本/em)

ラミガキm肇 5阻′客)。

タト底面ハケ(4条 ん皿)

のちヘラミガキ(幅35
m/本 )。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤掲
内面 :に ぶ
い橙

第21図 ― 覆土

岩盤直上
壷 帥

И
底部

平底。体部は斜め外方に

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :タ テヘラケズリ
のちヘラミガキ印謝m

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤禍

鉢の可能
性有り。

第21図 ―
不 明 上

上

直

覆

盤一石

底部
1/1

体～

底部
7崖。体部は斜め外方に

延びる。

外面 ;ナデ。
内面 :康滅のため調整

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

縮

輔

画

面

外

内

第21図 ―
SDl(メ91

覆土
岩盤直上

壺 瑯
惚

底 部
平底。体部は斜め外方に

外貢 :療滅のため調整

不明。
石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い黄褐

第21図 ―
SD1001

覆上

岩盤直上
壺 瑯

Й
底 部

平底。体部は斜ゆ外方に
外面 :摩滅のため調整

内面 :タ テ ヨヨベラ
石英 長 石
婁母 片岩

橙

明

画

面

外

内

褐

図２‐

８

第
SD1001 U-6 覆土

岩盤直上
壼 酪

勇
40 底 部

外面 :磨滅のため調整

内面 :タ テヘラクズ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

褐

灰

明

褐
揃
繭

第21図

9
SDllX11 U6

覆土

告継直上
壷 齢

Й
82 底部

(鱒醜体 )。

内 面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
黒色斑粒

外面:浅 責
橙
内面:灰

第21図
SDlt Ol

覆土

岩盤直上
霊

部

鬱

底
ツ

体～

底部
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :ナデ。
内 面 :タ テベラケズリ

長石 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面:に ぶ
い橙
向面:に ぶ
い橙

第21図 ‐ 覆■
岩盤直上

霊 鰤
黎

80 底 部
平た。体部斜め外方

外面 :タ テハケ(6条/

cm)。

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

外面:黒褐
内面:黒褐

第21図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

壺 瑯
И

底部
平底。体部は射め外方に
延びる。

外面 :タ テヘラミガキ

mttW本 )。

内面:タ テベラケズ
石英 長 石
婁母 片岩

外面:明 赤
褐
内面:明 赤
協

第21図 ‐

13

覆土
岩盤直上

壷 郎
И

底 部
平底。

“

部は斜め外方に
廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 4Ш /本)。

内面 :療滅のため調整
石英 長石

外 面 1に ぶ

い橙

内面 :掲灰

第21図 ― 覆土
岩盤直上

帥
腑

100 底 部
平底。体部は斜め,卜方に 外面 :ナ滉

内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母
級
騨

範
肺
唯
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報告書
掲載番号

遺槽 出土地点 層位 器種 残存率 醒
鰤 脚韓鰤

離
イｃｍ，

螂
朧
径
鰤

高

，

縞
賄
鯨

その他

法量
(cm)

部位 形 態 調整 鋤繊
色 調 備 考

第21図 ‐
SD1001 O-5 覆上

岩盤直上
帥
勇

底 部
平度。体部は容|め外方に
延びる。

外面 :タ テハケ(18条 /

cm)の ちタテベラミガ
キ(幅3硼 /本 )。

内面 :タ テヘラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面:に ぶ
い黄橙
内面:に ぶ
い黄橙

第21図 ‐

16
覆土

岩盤直上
鮒
勁

底 部
平底。体HIは 令「め外方に

廷びる。

外両 :ナ ア ユ ピオサ

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外 面 :に ぶ

い赤褐

内面 :明 赤

褐

第21図 ―
SDi001 O-5 覆土

者盤直上
壷 劇

勇
底部

平底。体部は向彎しなか

ら斜め外方に廷びる。

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :協灰

第21図 ― 粧土
岩盤直上

瑯
鴻

40 底部
平成。な部は斜め上方に
をびる。

ガキ(幅 3繊本)。

内画 :ベ ラケズ リ ナ

石 英 長 石
雲母

外面 :明褐

内面 :に ぶ

い黄褐

第21図 ―

19
O-5 覆土

岩盤直上
壷 劇

勲
10 1 底 部

干た。体部は斜め外方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :タ テヘラケズリ

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面:明 赤
褐
内面:に ぶ
い褐

第21図 ―

20
覆土

岩盤直上
醐
И

底 部
あtデk。体部斜め上方に
をびる。

外面 :ユ ピオサエ。
内面 :ベ ラケズ リ。IL
上接合痕残存。

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第21図 ―

21
SD1001 覆土

岩盤直上
壺 醐

略
76 体～

底部
平嵐。体証は斜め外方に
延びる。

外面 :ヨ ヨヘラミガキ

(幅3m/本 )。

内面 :タ テヘラケズリ
のちナア(板ナア)。

石英 長石

外面:橙

内面:明 赤
褐

第21図 ―
SD1001 【■5

上

土

直

覆

盤”石
醐
歿

底部
平底。体部は/111め

外方に
外面 :タ テヘラミガキ

(幅 9da/本 )。

内面:療滅のため調整
石 英 長 石

雲母

外面 :澄

内面 :澄

期
２３
第

SDllll11 R-6
覆土

岩盤直上
壺 螂

И
底部

平底。体郎は斜め外方に
内面 :ヨ コベンケズリ
のちナ滉

石英 雲 母
片岩 赤色班
粒

外面:黒褐
内面1灰 責
褐

第21図 ―

24
SDi001 V-6

覆土

岩盤直上
劇
開

底 部
平底。体部は斜め外方に 外面 :ナ/.

内面 :磨減のため調整
石 莫 長 石

雲母

褐黒

澄

面

面

外

内

第21図 ―

25
覆土

岩盤直上
壺

底部
1/4 35 底 部

平底。体部は斜め外方
ウト面 :タ テヘラミガ■
(幅 3m/本 )。

内両 :タ テベラケズ
石 英 長 石

雲母

外面:灰 黄
楊
内面:に ぶ
い褐

第21図 ―
SD1001

覆土
岩盤直上

壼 邸
珀

底 部
あげ広。体部は斜め外

方に延びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 5皿/本 )。

内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲 母 片

岩 赤 色 斑

粒

外面:橙

内面:に ぶ
い責澄

第21図
SD1001 J15

覆上
者盤直上

邸
И

底部
平度。体部斜め外方に廷

外面:摩 滅のため調整

不明。

石英 長石
雲 母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面:に ぶ
い黄澄
内面:に ぶ
い黄澄

第21図

28
SDilll11

覆上

告盤直止
華 螂

聰
底 部

平底。体部は斜ゆ外方
外面 :ナデ。

内爾 :タ テヘラケズリ

石

片

斑
蝶卦弾

石
　
岩
粒

外面:|こ ぶ
い褐
内面:に ぶ
い澄

第21図

29
SDi001 P-5

覆土
岩盤直上

瑯
開

底 部
平底。体都は斜め夕1方
に/・

Iびる。

外面 iナデ。
内両 :タ テベ ラケズ

石

片
振
群

英

雲

石

　

岩

赤

　

灰

明

　

黄

面

　

面

外

協

内

第21図

30
SD1001 不 明

覆■
岩盤直上

壷 螂
И

一
部

体

底

外質 :ナデ。

内直 :摩滅のため調整

石英 雲 母
片 岩 赤

色斑粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第21図 ‐

31
働 1991

覆土
岩盤直上

螂
開

3ユ ヽ
部

体
底

雲母 片 培
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :褐 灰

第21図 ‐ 覆土
岩盤直上

壷 螂
路

39 底部
平底。体部は舛め外カ 外面 :ナふ

内両 :タ テベラケズリ。

石

赤蝶菱期

石
　
色

面

機

面

外

い
内

褐
灰責

第21図 ‐ 覆土
岩盤直土

瑯
狛

70 33 底 部
平た。体部は斜め外方に
延びる。

タト両 :タ テハケ。
内面 iヘラケズリ

石 英 雲 母

片 岩 赤

色斑粒

灰

黄

画

面

外

内

楊

第21図 ―
SD1001

覆土
岩盤直上

壺 螂
И

31 底 部
平底。体部は斜め外方に

内面 :ナデ。

石 英 片 岩

赤色斑粒
赤

橙

明

外

内

褐

第21図 ‐

35
不 明

覆主
岩盤直上

螂
И

体 ～

底部
平底。体部は射め外方に

外面 :磨滅のため調整

内籠 :ユ ピオサエ ナ

英

岩

石

片
雲 母

澄

暗

面

面

外

内

費

第21図 ―

36

覆土
岩盤直上

壷 螂
脇

底 部
平底。体部は糾め外方に

外面 :ナ/.
内面 :摩流のため謡路

不明。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒 黒色斑粒

苗
ネ
　

パ

注
い
　

に

瓶
橙
繭
囃

第21図 ―
SD1001

覆土

岩継直上
齢
Й

底 部
平底。4部は斜め外方に
をびる。

誦

　
ズ紳ナァ，。ゃ

籠蔭砿眺

石 英 長 石

雲母 片岩

褐

ぶ

仄

に

褐

画

面

赤

外

内

い

第21図 ―

38
SD100]

覆土
岩盤直上

壷 鰤
務

底部
外面 :タ テハケ。
内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲 母 片

岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第21図 ‐
_RD1001

覆土
岩盤査上

瑯
靱

10 4 27 ヽ
部

体
底

平底。体部は余,め 上方
に■びる。 内面 :な流のため調整

不明。

石 英 長 石

雲 母 片

岩 赤 色 斑

粒

ぶ
　
　
灰

橙

面

黄

面

外

い
内

郷
４０ 上

土

直

覆

盤］石
壷 鰤

幣
底 部

平嵐。体.lは 斜め外方に
外面 :摩滅のため弱整

不明。
内面 :歴滅のためIH整

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

褐

赤

灰

明

画

面

外

内

褐
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 脚韓くｃｍ，

離
鰤

期
朧
径
⑪

器高

残存高

(cI)

その他

法量
(m)

郡位 形態 調整 鞠繊
色 調 備考

第21図
SD10Dユ

覆土
岩盤直上

壷 鰯
ψ

底部
平底。体部は斜めタト方に

外面 :藤滅のため調整

不明。
内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 角閃石

褐暗

皇
“

画

面

外

内

第21図 覆土
岩盤直上

螂
И

底 部
平底。体部は斜め上方に
延びる。

石英 長石
雲母

灰責

灰

画

面

外

内

第21図
SD1001 覆主

岩盤直上
豆 鰯

勲
3ユ 底部

平た。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :タ テ方向の板サ

内 面 :タテヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

茉
オ
　

ぶ

褐

面

　

面

赤

外

褐

内

い

第21図

44
SD1001

覆土
岩経直上

一軍 螂
】

一
部

体
底

平底。体部は斜ゆ分方に (幅2血/4),デ ユビ

内面 :タ テベ ラケズ

石英 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄糧

第21図 B'5 覆土
岩盤直上

壷 邸
略

40 一
部

体
底

平底。体部は斜め外方に

狂びる。

外面 :摩滅のため調整

不舅。
内 面 :タテヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い澄
内麗 :に お
い栓

第21図

46
SD1001

覆土
岩盤直上

重 邸
Й

一
部

体
底

平広。体部は斜め外方 (磁 5虚本),為
内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

赤

橙

明

面

直

外

内

褐

第21図
SDl1 01 B'5 覆土

者盤直上
螂
И

一
部

体
底

平底。底部短く直立して
4都は斜ゆ外方に廷び 獅

繭
え

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に お
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第22図
I-5

覆土

岩盤直上
劇
勇

32 底 都
外方に延びる。

外面 :タ テベラケズリ

(幅 2阻 /本 )ユ ピオサ

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

願

　

厳

百

　

面

外

黄

内

第22図 覆土
岩盤直上

齢
】

底 部
僅かにあげ痕。4部斜め

外方に延びる。

外面 :タ テヘラミガキ
(鶴 m//A)。

内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

橙
級

獅
繭

第22図 覆土

岩盤直上
壷 螂

И
底 部

平/H。体部は斜め外方に
延びる。

外面:ミ ガキ。(幅25m
/4)外底面ナデ。
内面:ユピチえ

石英 長石
赤色斑粒

ぶ

橙

に

‥

‥
澄

獅
航
峨

第22図

4
SDllllll I-5

覆土
岩盤直上

邸
歿

底部
平底。4gI斜め上方に廷

外面 :摩 滅 のため不

内面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石

蜜母

外面 :明赤
褐
内面 :に お
い澄

第22図

5
SDICOl Y-5 覆土

岩盤直上
壺 瑯

И
底部

平底。体部は斜め外方に

廷びる。

外面 !ヘ ラミガ■(幅

45口 /A板ナア)。

内面 :ナ為

長石 赤色斑
粒

褐

ぶ

黒

に

‥

‥

澄

知
航
崚

第22図

6
SD100ユ Q-5

覆土
岩盤直上

邸
】

37 底 部
あイナ底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :タ タ■(4本/m)
のちナえ
内面 :磨滅つため調整

石英 長石
雲母 片岩

ぶ
　

褐

に

　

黒

‥
褐

‥

面

赤

面

外

い
内

第22図
SDillll

覆土

岩盤直上
霊 螂

勇
27 底 部

平底。体部は斜ゆ外方に
廷びる。

外面 :ナ為
内面 :摩減のため調整

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

黄明

　

澄

加
褐
繭

第22図

8
SDilXll

覆土
岩盤直上

齢
陀

底部
平た。底部短く直立して
4部は斜め外方に廷び

外面 :ベ ラミガキ(幅 5

皿/本 なナデ)。

内面 :ヘ ラケズ リ ナ

石英 長石
雲母 角閃石
赤色斑粒

責

褐

灰

面

面

外

内

褐

第22図 覆土
岩盤直上

壷 螂
レ

一
部

体
底

平底。体部は斜ゆ外方に
廷びる。

外面 :タ テハケ(7条/

11a)ナ ,ユビオサI.

内面 :タ テヘラケズ

石莫 雲母
片岩 赤色斑
粒

灰

灰

褐

褐
揃
繭

第22図

ユ0
覆土

岩盤直上
螂
И

底 部
平底。体部は斜め外方に ”騨”。

獅
利
輌
利

石英 長石
婁母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぷ
い赤褐

第22図

11
SD100ユ

覆土
岩盤直上

壺 邸
И

65 底部
僅かにあげ癌。底部短く

直立して体部は斜め界

方に延びる。

獅
�
輌
鳴

タテハケ(8条/ 石英 長石
雲母 角閃石
単色斑粒

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :黒褐

搬入品。

第22図

12
O-5

覆土
岩盤直上

部

ψ

底

ツ 底部
外面 :タ テハケ(7粂/

m)。

内面 :強いユビナム

石 英 長 石

雲母

褐

責

黒

灰

画

面

外

内

第22図

13
SD1001 B15 覆土

岩盤直上
壺 醐Й

135 口縁 ～

体部

口縁部外反。四角く収め
回線部ナ為 体

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :澄

内面 :に ぶ
い責橙

第22図
A4

覆土

岩盤直上
螂
猜

30 底 部
平底。林部は斜め外方に 外面 :ナデ。

内面 :ベ ラケズリ。

石英‐長 石
雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄

第22日
SD1001

覆土
岩盤直上

壼 瑯
勲

底部
平茂。体郡は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テハケ(7条/

硼)ナア。
内面 :タ テヘラケズリ

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰褐

第22図
SD1991

覆土

岩盤直上
壼 螂

Й
底 部

僅かにあIデ底。底部短く

直立じ、体部は斜め外方
に延びる。

外面 :摩 流のため不

内面 !タ テヘラケズリ

雲 母 石 英
長石 片 岩
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第″図 覆土
岩盤直上

螂
И

70 底 部
―FE。 な部は糾め外方に 外面 :ナ為

内面 :タ テヘ ラケズ 石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第22回

ユ8
SDll101

覆土
岩盤直上

壷 廓
И

ヽ
部

体
底

平鷹。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(鰤 体 )。

内面 :ナ デ ユ ピオサ 節鰐
英
母

石

雲

外面 :に ぷ
い赤褐
内面 :橙

―- 688 -―



報告書

掲載番号
遺構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

ｍｊ 郷囃ｍ
離
てｃｍ，

瑯
鵬
径
輪

高

う

高

存

ｃｍ

器

残

く

その他

法量

(cm)

部位 形 態 調 整 翻繊
色調 備考

第22図 ―

19
U-6

覆土

岩盤直上
瑯
ψ

底部 廷びる。

外面 :体部タテヘラミ
ガ キ(幅Om/本 )。 外 底

内面 :タ テベラケズリ

石 英 雲 母

赤色斑粒

灰

に
褐

面

面

黄

外

内

い

第22図 ― 覆土

岩盤直上
螂
И

底 部
平底。llt部 は斜め外方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :廉減のため調整

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

ぶ
　
　
褐

に

　

皇
一

面

褐

面

外

い

内

第22図 ―

21
SDi001

覆土

岩盤直上
廓
歿

底 部
平嵐。底部短く直立し体

部は斜め外方に延びる。

タト面:タ テハケ(5粂 /

em)。

面 :藤滅のため調整不

石 英 片 岩

雲母 赤色斑

粒

責

　

褐

灰

　

灰

面

　

面

外

褐

内

第22図 ―
働 1001

覆土
岩盤直上

壺 鮒
И

33 底 部
廷びる。

タト面 :療滅のため翻整

内面 :肇滅のため調整

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い責褐

内面 1に ぶ

い褐

第22図 ―

23
働 1001

覆土
岩盤直上

螂
酔

底 部

外面 :磨滅のため調整

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

褐

褐

面

面

外

内

第22図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
邸
歿

底部
外面 :ユピオサエ。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

澄

灰

面

面

外

内

名

第22図 ―
U-6

覆土

岩盤直上
霊 螂

第
底部

平症。4部は斜め上方に
廷びる。

内面 :ナ デ ユ ビオサ

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :浅責

第22図 ―

26
働 1001

覆土
岩盤直上

邸
Й

84 34 ヽ
部

体
底

平底。林部は斜め上方に (幅 5 5mI1/本 )。

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 雲母
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第22図 ― 覆土

岩盤直上
董 瑯

勇
6ワ

体 ～

底部
平嵐。底都短く直立して

倅部は外方に■びる。

外面 :ナ デ。ユ ピオサ

内面 :ベ ラミガキ(瓶

ナデ)。

石英 長石
雲号 片岩

に

　

一責

面

橙

面

外

い
内

第22図 ―

98

49■

岩盤直上
螂
歿

31 底 部
平氏。体部は斜め外方に

延びる。

外面:タ テハケ0粂 /

cm)の ちタテヘラミガ
キ(幅3m/本 )。 外 嵐 面
ハケ(0粂 94)。

石英 長石
雲,赤色斑
粒

に
　

橙

面

橙

面

外

い
内

第22図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
瑯
Й

76 底部
(幅3硼 /本 )。 石 英 長 石

黒色斑粒

面

褐

面

橙

外

い
内

い

第22図 ―

30

覆土
岩盤直上

壷 邸
掬

底 部 上方に●Lびる。

滅のため調整不明。 石英 長 石
雲母 片岩

外面 :|こ ぶ

い赤褐

内面 :に パ

い赤褐

第22図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
瑯
秘

底 部
平底。体部は斜めタト方に

内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色班

粒

橙

赤

面

面

外

内

第22図 ―

32
K-6

覆土

岩盤直上
壷 劇

勁
底部

平度。体都は斜めタト方に

廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅25m/本 )。

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

面

澄

面

外

い
内

第22図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
螂
И

底 郡

タト面 :ベラミガ■(1高9

111/本 振ナデ)。

内面 :ベ ラケズリ ナ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い赤掲

内面 :に ぶ

い赤褐

第22図 ― 覆土
岩盤直上

壷 螂
レ

底部
平底。体部は斜め外方に

廷びる。
外面 :ナ為 石 英 長 石

雲母

面

橙

面

外

い
内 責灰

第92図 ―
Sつ 1001

覆土
岩盤直上

醐
И

80 底 部
あげ度。体部はllめ 外方

外面 :歴減のため調整

内面 :ベ ラケズ リ ナ

石 英 長 石

雲母

外

褐

内

い

第22図 ―
SD100,

覆土

岩盤直上
帥
И

,氏者[
平底。底部短く直立し体

部は斜め外方にたびる。

ウト面 :タ テハケ(6条/

cm)の ち タテベラミガ
キ(幅 311m/本 )。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 !に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第22図 ―

37
SD100]

覆土

岩盤直上
醐
И

底 部
あげ底。体部は斜め外方

内面 :タ テヘ ラケヌ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

澄

に

面

面

橙

外

内

い

第22図 ―
SD100] U-6

覆土

岩盤直上
壺 鮒

ψ
底 部

平底。体部は斜め上方に

延びる。
ガキ(幅4前V本 )。

内面 :ナ デ。

石英 片者
赤色斑粒

責

褐

灰

皇
【

面

面

外

内

第22図 ―

39
SD100〕 0‐ 5

覆土

岩盤直上
嘲
路

23 底 部
廷びる。

外面 :タ タキの ちナ

石 英 長 石

雲母 片岩

灰

褐

黄

黒

面

面

外

内

第22図 ―

40
SD10Э ]

覆土
岩盤直上

醐
略

62 30 底部
タト面:タ テハケ(8条 /

cm)。
石英 長石
雲母

外面
い責1

内面
い黄オ

窮22図 ― 綴上
岩盤直上

邸
レ

底 部

平底。底部短く直立して

体部は斜め外方に延び

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

掲

第″図‐
SD1001 J■4

覆土

岩盤直上
壺 廓

勇
底 部

平度。体都斜め上方に廷
外面 :必滅のため調整 長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面
い褐
内面

第″図‐
SD100] 」-5

覆土
岩盤直上

邸
勇

底 部
辛底。体部斜め上方に廷

外面 :タ テハケ(11条/

158m)。 石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :浅黄
橙
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鱒孵
遺構 出土地点 層位 器 種 残存率 略

ｍ

体部

最大径

(ca)

麟
くｃｍ，

瑯
朧
径
ｍ

器高
残存高
(cm)

その他

法量

(em)

部位 形態 調整 鞠繊
色翻 備考

第22図
J‐ 6

覆土

岩盤直上
瑯
路

底部
子●・。体部舞め外方に延 151」 1/本 )。

内面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い貨袴
内面 :に ぶ
い黄栓

第22図
SDl()01 」‐6

覆土

岩盤直上
邸
硝

18 底部
平庄。本部IIめ外方に延

石英 長石
褐

掲

明

責

外

内

第22図
SDi001

覆土
き盤直上 壼 劇

略
22 底 部

平底。体tl・ は斜め,卜 方に 外両 :ナデ。

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母 片岩

灰

ぶ

褐

面

面

黄

外

内

い

第22図
SD1001 」 6

覆土

者盤直上
台付壺 附

Й
脚 部 がり、■部は九く収め

外面 :タ テハケ(3条/

cm)。

内面 :ユ ピオサエのち

石英 長石
雲母 片岩

面

面

外

内

第22図
SD1001 T-6

覆土

岩盤直上
台付霊 螂

胸
150 脚 部

四角く収める。

外面 :摩減のため調整
石英 長石
≡母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄褐

脚台。

第22図

49
SD1001

覆土

岩盤直_L
台付壺 躙

狛
12 6 脚 部

脚部下方に拡がる。脚瑞
部ややЛ巴厚 し四角 く収
める。脚注部にヘラ猫直
線文 脚紀部に2条 の凹

タト面 i脚注部タテベラ
ミガ キ(幅3皿 /本 )。 脚

下半ナみ

内面 :ヨ コヘ ラケズ

リ。脚据部ナみ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

に

面

面

澄

外

内

い

第22図
SD1001 P-5

覆土
者盤直上

把 手 肝
Й

把 手
「C」字よに管曲。VF面 凹
角形。

外面 :ナ7.
石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

面

橙

外

い

登犯手 の

可能性有
り。

第22図 覆土

岩盤直上
把 手 肝

勲
80 把 手 「C」字状に卸山。 員石 片岩

費

　

橙

明

　

黄

面

　

面

外

褐

内

壺把手 の

可能性有
り。

第22回 ―

レ
J■ 4

覆土

岩盤直上
把 手 肝

И
把手 「C」字状に暫曲。

石 英 長 石

婁 母 片 岩

黒色斑粒

外面
ヤヽ橙
内面
い橙

第22図 ―

開
SDilX11 不 明

覆土
岩継直上

犯 手 肝
ぬ

把手
「CJ字 1人 に4曲。断IIれ

外面 :ナア。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い黄澄

第22図 ―
U‐ 6

覆土
岩盤直上

IB手 肝
潔

IB手
「C」宇状に4曲。断面四
角形。

石英 長石
雲母

外面 :掲

郷
５５

SDi001 U-6
覆土

岩盤直上
犯 手 肝

閉
犯 手

「CJ宇状に世曲。断面祐
外頁 :ナデ。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い橙

郷
５６

覆土
岩盤直上

犯 子 肝
第

犯手 「C」

'状

1こ 警曲。 長石 雲母

外面 :明 黄

褐

内面 :明 責

褐

の
右

手

性

把

能

。

重

可

り

第23図 1 U-6
覆土

岩盤直上
把手付

莞 聰
”

25 8
口縁～

体部

口霰部短く外反。瑞部は

四角 く収める。4き F内

咎。肩部に把子が付 く。
その下に刺突文を巡ら

外面 :口伝菩Fナ デ。体

都ナ 7‐ . 内面 :口 縁

都ナデ。体部 ヨコベラ
石英 長石
雲母

外

内

第23図 2
覆上

岩盤直上
霊 醜

舅
口縁 ～

体 部

口桜部「く」字1大 (外反。
端謝

`は

上下に拡張する。

外面 :口緑郁ナ為 体都

石 英 長 石

雲母

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第23図 3
上

土

直

覆

盤中石
霊 醐硝

日縁ヽ

体部

口積苫F「 くJ年状にタト反。
鶏.fは やや上下に拡張

タト面 i口 緑郡ナ7.不都

内面 :口縁部ナ為 小
都 ココヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い袴
内面 :に ぶ
い黄橙

第23図 4
上

土

直

覆

盤石̈
霊

口縁部
1/7

23 4
日縁～

体部

口霰吉F外反。賠部はJ
内面 1口族部ナ為 体

部ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母

橙

橙

外

内

第23図 5 SD1001
上

土

直

覆

盤中石
奏 蹴

Й
210 196 口縁ヽ

体部

口Tt部外反。瑞部はメしみ

タトDl i口 経常Fナ え f卜部

内II:口 族.71ナ 為 体
部ヨヨヘラケズリナ 蛹瑞

英
麟

石

雲

外面 :明 赤

褐
内面 :に ぶ
い褐

第23回 6 SD1001 U‐ 6
覆土

岩盤直上
発

口縁部
1/6

188 59
口縁ヽ

体部
四角 く収める。体部内

甘。

外面 :口岳那ナ為

“
部EI濾 のため調整不

内面 i回 緑部ナ 7.体

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第23図 7
覆土

岩盤直上
菱 醐略

口縁部
口Ik部「くJ字状に

'卜

反。
瑞部はつまみ上げて尖

外面 :ナ滉

内蘭 :ケ ズ リの ち
石 英 長 石

雲母

外面 :明 貢

褐

内面 :橙

第23国 8 SD1091 A S
覆土

岩盤直上
寵 醐腑

176 口縁～

体音[

外面 :ハケ ナデ。

内面 :摩腕のため調整 長石 雲母

外面 :袴

内面 :に ぶ

い費橙

第23図 9 SD1001
覆土

岩盤直上
翼 蜘猫

164 日I尿
ヽ

体音[

外面 1日候部ナ‐.体部

内面 :口 縁部ナア。体

部ヨヨヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母

面

橙

面

澄

外

い
内

い

第23図
10

SD1001 X56
土

直

覆

盤岩 茎 嘲酪
口帝尿～

体吉I

回緑都「く」字状に夕〔反。

る。二重口器。瑞都は四
角く収める。

外面 :屋滅のため調整

内面 :鷹滅のため調整

石 英 蜜 母

片岩 赤色班

粒

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :明 赤

褐

第 23図
SD1001 18

覆土
岩盤直上

整
口縁部
1/7

15 3 日縁部
口緑部タト反す珊部にかに
つまみ上げる。

ナデ。醐ゥエ。

耐
耐
抑
”

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぷ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第 23図 覆土

岩盤直上
誕

口縁部
1/3

日縁 ヽ

体部

口器削 卜反。口績端都は

四角 く収める。体部内

彎。

タト面 :廉減のため調整

り 慶滅のためII整不

長 石 雲 母

赤色斑粒

面

　

面

外

褐

内

褐

第 23図 覆土
岩盤直上

班
口縁部
1/5

回縁 部
口緑●「タト反。船部やや肥
厚し、四角く収める。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い貨橙
内面 :灰白
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 脚韓くｃｍ，

離
ω

鮒
朧
径
ｍ

器高
残存高
(cm)

柳の濃てＣｍｊ
部 位 形 態 調 整 鋤繊

色 調 備考

第 23図 ‐
SD1001 I-5

覆土
岩盤直上

箋 醐お
口縁部

口縁部「くJ字 1大 に外反。
璃部四角く収める。

外面 :磨滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

赤色斑粒

明
　
澄

画
　

面

外

褐

内

第 23図 ‐
SD1001 U-5 上

土
直

覆

盤］石
茎

口縁都
1ノ'7

口縁～

体部

口霰都煙く外反。口縁端

都は四角く収める。4部
内警。

郎ヨヨヘラミガキ(幅

35血 /本 )。

内面 :口霰部ナ為 体

部ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石
雲母 片者

外面 1に ぶ
い橙

内面 :に ぷ
い赤褐

第23図 ‐

16
SDlClll

覆土
岩盤直上 整

口縁部
1/10

日縁部

外面 :口 緑部 ヨヨナ

ア。体部 タテハケt84
ca)。

ヨナ為 体部摩流のた

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い責澄

第 23図
SD1001

覆土
岩継直上

甕
目縁部
1/5

220 207 口縁～

体部

肥厚し四角く収める。ロ

縁増部外面に2粂 の凹線

文。

加
′ヽヶ。繭
紳

口綜部ナえ 体部

日縁苫Iナ ア。体

石英 長 石
雲母 片岩

橙

橙
面

面

外

内

第 23図
SD1001 I-5

覆土
岩盤直上 醐Й

196 口縁部
内面 :口 縁部 ヨヨナ

∴ 本部ヨヨヘラケズ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

澄

澄
面
面

外

内

第23図
19

SD1001
覆土

岩盤直上
回縁部
1/9

40
口縁 ～

体部

口縁部外反。増部は肥厚
する。口縁増部外面に2

条の回線文。

部ナえ
内面 :日巌部ナア。体

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い赤ig.

第23図
20

SD1001 B'-5
覆土

岩盤直上
日縁部
1/15

23 口縁菩[

日擦証外反。口縁培部上

下に拡張する。口iR繋部

外面に2条 の凹線文。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :橙

内面 :に ぶ
い責橙

第拠図■
覆上

岩盤直上
墾

口縁部
1た

188 50
回縁～

体部

口縁部外反して外方に

廷びる。日縁端部は四角

く収める。体部内管。

面

明
。

面

ォ
回霰部ナふ 体

石 英 長 石

雲母

外面 :灰 黄
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第24図 2 SD1001
覆土

者盤直上
認

口縁部
1/4

18 つ 48
口縁～

体部

口縁部「くJ字状に外反。
口縁端部四角く収める。

外面 :国縁部ナ為 4
都摩滅のため調整不

都ヨヨベラケズリ。

石英 長石
雲母

栓

橙

面

面

外

内

第24図 3 SD1001 L‐ 17
覆土

岩盤直上 露
口縁著[

ツ9
口縁部 肥厚する。口霰船部外面

に2茶 の凹縦文。

タト面 1口族郎ナえ 体部

内面 :日縁部ナみ 林

部靡滅のため調整不

長 石 雲 母

片岩 黒色斑

粒

外面 :に ぶ
い橙

内面 :灰黄

第理図 4 SD1001 V6 覆上
岩盤直上 疑 嘲酪

166 口縁～

体部
上方Ⅲつまみ上げる。体

部下方に廷びる。

外面 :麻滅のため調整

内面 :廉滅のため詞整

英
岩

石
片

雲 母 外面 :澄

内面 :橙

第解図 (

覆土
告盤直上 甕 醐珀

176 口縁部
口縁部外反。増部やや上

下に拡張する。日縁拙部

外面に2条 の回線文。

外面 :日 採 部 ヨヨナ

内面 :ヨ ヨナデ。体部

猛減のため調整不明。

石 英 長 石
雲母 片岩

ぶ

　

黄

に

　

浅

橙

面

黄

面

外

い

内

橙

第解図 6 Sつ 1001
覆土

岩盤直上 露
口縁音ト
1/10

42
口縁～

体部

口晟部「くJ字状に外反。
回縁端郎は上方に拡張
する。口艦鮒都タト面に3

粂の四線文。

外面 :回線部ナア。体

部タテハケ(0余/師 )。

内面 :口緩部ナテ。体

部ユビオサエ ナデ。頸

部と本部の現に接合戻

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 1に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第24図 7 X-6 覆土
者盤直上

整
口縁部
1/12

168 口縁～

体部

□線都「く」字状にタト反。
口黒船部やや拡張する。
口隷賠M外面に2条の凹

線文。

石英 雲母
片岩

面

面

外

間

第24図 8 SD1001 U-6 上

土
直

覆
盤中苗

艶 醐酪
回縁～

体部

回線部「くJ字状に

'卜

反。
口森贈部はやや尖る。

ウト面 :磨流のため翻整

内頁 :口 ri部 ナF.体
部ヨヨヘラケズリ。

石 英 長 石

赤色斑粒

明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第24図 9
覆土

岩盤直上
発

口縁部
1/10

162 口縁部
口緑紳

`反

。瑞部四角く
収める。

外面 :口 伝部ヨコナア。

体部歴滅のため調整不

明。

オサエ。体き,コ コヘラ

長石 雲母 褐

橙

黄
面

面

外

内

刻
‐０
第

SD1001 J■ 5 上

土
直

覆
盤中百

霊 醐璃
口縁部

口績部外反,端部やや肥
Fす る。

夕十面 :ヨ ヨナれ

/.体部ヨヨヘラケズリ。

石 英 長 石
雲母 赤色斑

粒

タト面 :に パ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責褐

第勿図― 覆土

岩盤直上
箋 醐Й

176 醍
鶴

口緑部「くJ字状に外反。
回転賠部は四角く収め

る。体部内む。

都タテベラ ミガキ(|“

2前ν本 )。

内面 :回線都ナ為 体

部ヨコベラケズリ。

石英 長石
雲母 角閃石

外面 :暗灰
内面 :褐

搬入品。

期
，

SD1001 A 5
覆土

岩盤直上
斐 醐め

178 153 45 回縁、郷
口縁部外反。口緑磐都や

や肥厚し四角く1文 める。

外両 :回線部ナデ。体

郎タタキ (2条 /12c皿 )

内面 :口擦部ヨコハケ

(12条たm)。体部ヘラケ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第24図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

整 醐舅
128 116 醍

編

日縁都外反。日隷鶏都や
や上方に拡Fitす る。口績

増部外面に2余 の凹線

外面 :口穣部ナデ。然

都タテヘラミガキ(幅3

m/本 )。

部ベラケメリのちナ為

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

面

橙

面

外

い
内 澄

郷
・４

第
SD1001

覆土
岩盤直上

霊 聰
歿

160 61
口縁～

体部

口縁部外反。口緑鶏部は
四角く収める。4El下方

外面 1回縁都ナテ。体

部タテハケ(5条 /84)。

内面 :口緑部ナデ。体

都ヨコヘラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩

澄

に

面

面

橙

外

向

い

刻
‐５

第
K56 覆土

者盤直上
霊 醐Й

178 口縁著[

口尿訃舛反。瑞部は上下
に拡歿する。口属鶏部外

石英 長石
雲母 片岩

外面 :褐

内面 :に ぶ
い黄橙

刺
・６
第 覆土

岩盤直上
甕 醐

歿
口縁ヽ

体部

口療部外反。口縁船都は

値かに拡張して四角 く

1又 める。lt・ 部下方に廷び

タト面 :ナデ。
内面 i障滅のため嗣笠

石英 長石
雲母

外面 iに ぶ

い責褐
内面 !に ぶ
い費橙

第И図‐
SD1001

覆上
岩盤直上 露 輔

勇
日縁部

回線部「く」字状に外反。
回線端部肥厚し外面に3

条の凹線文を施す。

外面 :ヨ コナ為

内面 :撃減のため調整
石 英 長 石
雲母

外面 :明 褐
内面 1明 赤
褐
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掲載番号

選穏 出土地点 層位 器種 残存率
径

ｍ， 榔韓鰤
略
てｃｍ，

瑯
雌
径
ω

高

―

高

存

側

器

残

ィ

その他

法量
(cm)

部位 形態 調整 翻繊
色 調 備考

第24図
働 1001

覆土
岩盤直上

露
回縁部
1/4

口縁～

体部

口森部外反。端部は上方
に拡張する。口縁端証外

外面 :口候部ナ為 体

部ナふ
内面 :口緑部ナデ。体

石 英 長 石

婁母

外面 :澄

内面 :に ぶ
い責橙

第24図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

霊
口縁部
1/6

18 0 161 39
口縁～

体部

口縁部「く」字状に外反。
口晟絹部やや上下に拡

外面 :口縁部ナテ。体
部 タ テハ ケ(6条/07
cm)。

内面 :ナ為

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :澄

内面 :澄

第24図 ‐

20
SD1001

覆土

岩盤直上
口縁部
1/7

156 口縁吉I

口縁部外反。4部 やや拡
張する。4都外面に2条

の凹黒文。

外 面 :口 霰 部 ヨヨナ

え 体部タテハケ(0粂 /

1幼 )。

内面 :回線 部 ヨヨナ

為体都ヨコヘラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第2図 ‐
SD1001 P-5

覆土

岩盤直上

口縁部
1/18

口縁 ヽ

体部

口縁部外反。端部拡張
し、外面に9条 の凹線文

外面 :ナデ

向面 !ナ え 頸部 と体
部の境に桜合痕。

石 英 長 石

雲母 角閃石

知
端
肺
端

般入品。

第24図 ‐

22
SD1001 不 明

覆上
岩盤直上

茎
日縁部
1/5

回縁 ～

体部 角く1又める。

外面 :ナ為 石英 長石
蜜母 片岩

外面 :褐

内面 :に ぶ

い褐

第24図 ‐

23
SD1001 P-5

覆土
者盤直上

霊
部

２

縁

海
160 155 回 縁～

体部

回線部外反。端都は四角
く址める。

部タテベラミガキ(幅 3

価/本 )。

内面 :口縁部ナみ 体

石 英 長 石

雲母

橙

に

面

面

澄

外

内

い

第25図 J J‐ 14
覆土

岩盤直上
養

口縁部
1/6 口縁部

口糠部外反。路部四角く
収める。

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ ヨナ為

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第25図 2
覆土

岩盤直上
霊

口縁部
1/8

158 口縁～

体部

口縁部外反。口緑増部や

や下方に拡張する。

外面 :回線部ナデ タ

テハケ(7条/1284)。 体
部 タテ ハ ケ(7条 /12
cm)ヨ ヨベ ラ ミガキ

(幅 3m1/本)。

内両 :日線部ナー.体

部ヘラケズリのちナえ

石英 長 石
妻母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第25図 3 SD1001
覆上

岩盤直上
発

口縁部
1/■

149 口縁ヽ

体部

口緑部外反。口緑培部は

芭かに上方につまみ上

げ尖る。

外面 :口縁部ナデ。体
部タテハケ(6条/m)。

内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

雲母

ぶ
　
　
褐

に

　

一貫

褐

…

面

赤

面

外

い

内

第25図 4 SD1001 不 明 上

土

直

覆

幹

・

鶏
部

５

縁
れ 口縁、脚

口隷部外反。口縁船部四

角く収める。

石 英 長 石

雲母 片岩

面

面

外

内

第25図 5 SD1001
覆土

岩盤直上
甕

部

Ｏ

縁
ぬ

12 6 32
口縁～

体部

口織部外反。口縁鵡部は
四角くlXめ る。

外面 :磨減のため調整

内面 :磨減のため調整

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第25図 6
覆土

岩盤直上 憂 醐И
160 191 口縁～

体部

口縁部外反。口縁鶏都値
かにつまみ上げて四角

外面 :藤滅のため調整

内面 :屋滅のため調整

不明。

石 英 片 岩
赤色斑粒

画

面

外

内
明掲
明掲

第25図 7 K-56 覆土
岩盤直上

霙 輔
勇

127 回縁部
回縁部外反。端部はやや

肥厚し四角く収める。

外面 :回線都ナデ。体

向面 :口縁部ナデ。体
部ヨコヘラケズリ。

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

黄

橙

浅

面

面

外

内

澄

第25図 8 SD1001 O-5
覆上

者盤直上
甕

口縁部
1/10

158 口縁部
口緑部外反。端部は四角
く収める。

外面 :ナ為
長石 雲母

面

　

面

外

褐

内

褐

明黄

明黄

第25図 9
覆土

告盤直上
甕 嘲”

口縁部
口霰部外反。瑞部はや

lE厚する。
外面 :ナテ。
内面 :ナア。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :赤褐

内面 :に ぶ

い黄褐

第25図

10
SD1001

覆上

者盤直上
甕 醐И

口縁～

体部
日緑部外反。口縁給部は

四角く収める。
外面 :ナ為
向面 :ナ為

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

褐

面

面

外

内

第25図
SD1001

覆土
岩盤直上

整

部

０

縁
れ 日縁部 張する。船部外面に2条

の凹線文。

外面 :3コ ナデ。

内面 :ヨ ヨナデ。
石英 雲母

橙

に
獅
肺
蛇

第25図
SD1001

覆土

岩盤直上
霊

口縁部
1/7

口縁部
口縁部外反。口綜端部は

世かにつまみ上げる。

外面 :席咸のため調整

不明。
内面 ;摩滅つため調整

石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤

褐

内面 :赤澄

第25図 ―
SD1001

覆土
岩盤直上

甕
口縁部
1/6

122 口縁～

体部

外面 :摩滅のため調整

内面 :口緑部ナデ。体

部ヨヨヘラケズリ。

石実 長石
褐明

橙

面

面

外

内

第25図 ‐
SD10111

覆土

岩盤直上
甕

口縁部
1/4

186 回縁～

体部

口緑部「く」字状に外反。
内面 :日線部ナア。体

部ヨコベラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　

橙

画

　

面

外

褐

内

第25図 ‐ 覆土
岩盤直上

緊
口縁部
1/6

128 口縁ヽ

体部

回線部外反。端郡は四角
外面 :ナ汽
内面 :口縁都ナ/.体
部ヨコベラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩

橙

明

外

内

褐

第25図 ― 覆土
岩盤直上

霊
日縁部
1/り

150 口縁部
口粽部外反。鶏部は丸く

収める。

外面 :回線部ナえ爛

内面 :口,部ナデ。体
長石 雲母
黒色斑粒

浅

　

浅

画

　

面

外

橙

内

袴

第25図 ―
SD100]

覆土
岩盤直上

霊 醐勇
149 口縁～

体者[

口縁都「くJ字状に外反。
口縁増部は四角く収め
る。国縁船部外面に1余
の凹線文。

タト面 :口稼部ナア。体
部タテハケ(12余/15
cm)。

内面 :回線部ナデ。体

石 英 長 石

妻母

獅
哨
航
哨

第25図 ―

18
SD100] P-5 覆土

岩盤直上
菱 醐Й

口縁、榔
口繰都外反。船部は上方
につまみ上げて尖る。

∴
滉 長石 雲母

面

面

外

内

第25図 ‐

19 上

土

直

覆

盤］石
甕

部

０

縁

� 116 口縁ヽ

体部

回線部外反。‖都は四角

外面 :口伝部ナ為 体

都摩滅のため調整不

内面 :日縁部ナテ。体

部コヨヘラケズリ。

石英 長石
雲母

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 郷繭⑪
離
鰤

帥
雌
径
鰤

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く

その他

法量

(cm)

形態 調整 翻繊
色 調 備考

郷
２０
第

SD1001 X-5
覆土

岩盤直上
箋 醐勲

125 口縁～

体部

口縁部外反。口緑靖部は
上下に拡張する。

外面 i口緑部チデ。体

都タテハケ(6条 /cm)。

内面 :口縁部ナア。体

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

郷
２‐

第
SDi001

覆土
岩盤直上

発

部

２

縁
左

口縁～

体吉Б

口綜部外反。口縁賠部僅
かにつまみ上げる。

口縁部ナア。体
石 英 長 石

雲母 片岩

浴

橙

面

面

外

内

第25図 ‐
SD1001

覆土

者盤直上
甕

部

２

縁

Ａ
疏
僻

口縁部外反。船部は上下
に拡張する。口緑船部外

面に3条 の凹線文を施

外面 :口候部ナ為 4
都タテハケ(9粂/側 )。

内面 :口縁部ナみ 林
石英 長 石
妻母

面

面

外

内

第25図 ―
F-5

覆土
岩盤直上

菱 欄И
120 112 回縁部

口綴部外反。増部は四角
く収める。

外面 :磨滅のため調整

不明。
内面 :rf滅のため調整

石 英 長 石

肇 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :に ぶ

い褐

内面 1に ぶ

い黄橙

第25図 ― 覆土

岩盤直上
箋

口縁部
1 

‐ 116 口縁部
口燎糾外反。端部は四角

夕

`面

i磨滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

長石

粒

赤色斑 外面 :明 褐
内面 :橙

第25図 ―

25

覆土
岩盤直上

養
口縁音[

1/10
105 31

口縁ヽ

体部

Λ

デ
。

石 英 長 石

雲母

褐

褐

責

責

面

面

外

内

第25図 ‐

26
不 明

覆土
岩盤直上

露
口縁部
1/10

口縁～

体部
口緑都外反。口嵌鶉部四

角く収める。

外面 :ナテ。

内面 :座滅のため.H整
石英 赤色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第25図 ‐

27

覆土
岩盤直■

甍
日縁部

1ノ'7
128 53 口縁部

外面 :口 綴 部 ヨヨナ

テ。体Ifflタ テハケ (8条 /

ed)。
石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :灰責

褐

第25図 ‐

28
SD1001

覆土
者盤直上

整
口縁部
1/4

口縁部 四角く4又める。

外面 i歴滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

雲 母 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :橙

内面 :に お

い黄袴

第25図 覆土

岩盤直上
霊

口縁部
1/13

131
口縁～

体部

やや上下に拡張する。口

縁鴻部外面に2条の凹潔

文。4部 内4。

口縁部ナデ。
口縁部ナテ。体

石 英 長 石

赤色斑粒

灰

灰

面

面

外

内

第25図

30
SD1001

覆土
岩盤直上

甕
口縁部
1/10

口縁～

体音h

口霰部「く」字状に外反。
口縁鑑郎は四角く1又め 部タテハケ(7粂/1)。

内面 :口縁部ナ‐
.体

都ヨコヘラケズリ。

石英 雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い首澄

第25図

31

覆土
者盤直上

霊
口縁部
1/12

口縁～

体吉h

外面 :回絨部ナ 2‐ .体

部ベラミガ■ (幅2飾
′ム )。

向面 :口族部ナ為 体

石英 長石
雲母 角閃石

褐

褐

灰

灰

面

面

外

内 搬入品。

第25図 ―
SD100ユ

覆上

岩盤直上
箋 醐珀

118 略脚
口縁部外反。口縁璃部や

やlE厚 じ四角く1叉める。

外面 :口振部ナ7.`部

内面 :回線都ナデ。体

石英 長 石
雲母 片岩

外面 !褐 灰
内面 :に ぶ
い黄澄

郷
３３
第 覆土

岩盤直上
箋 醐腕

口縁部 口縁部外原
内面 :ヨ コナデ

英

母

石

雲
片 岩

外面 :灰 黄

褐

内面 :に ぶ

い黄橙

刺
翻

SD1001
覆土

者盤直上
斑 醐剪

日縁ヽ

体部

回線部外反。口縁瑞部は

やや上方につまみ上げ
る。口綴瑞部外面に2余

の凹継 体部内協

石英 片岩
赤色斑粒

灰

灰

責

黄
獅
師

第25図 ― 覆土
岩盤直上

霊 醜
И

瞭
鶴

口縁都外反。賠都は四角 石 英 長 石

雲母

面

面

外

内

第25図 ―

36
SD1001

覆土
岩盤直上

霊
口縁部
1/6

回縁 ヽ

体 部

口縁部外反。四角く収め

内面 :回転 .Tナ ア。4
部ヨヨベラタズリ。

雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 1に ぶ
い褐

第25図 ―
SD1001

覆土

者盤直上
霊

口縁部
1/4

口縁 部
口稼部外反。四角く収め タト面 :ナア。

内面 iナデ。
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第25図 ‐

38
SD1001

覆上

岩盤直上
菱

日縁部
ユ/14

130 15 回縁部
回緑都外反。口線端部や

や肥厚する。

タト面 :ナ為
内面 :ナみ

石英 長石
雲母

外面 iに ぶ
い橙
内面 :に パ
い澄

第26図 ■ SD1001
覆上

岩盤直上

口縁部
1/16

26 7 235 回縁部 に拡張する。口縁蛤部外
面に3奈の回線文。

外面 :ナ汽

内面 :ナデ。

石 英 長 石

婁 母 片 岩

赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第26図 2 SD1001
覆土

岩盤直上
養

口縁部
1/10

23 4 34 口縁部
口綜訃外反。端部四角く

外面 :回線都ナデ。体
部タテハケ(10A cm)。

内面 :磨 滅のため不
長石 雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :澄

第26図 3 SD1001
覆土

岩盤直上
甕

口縁部
1/10

230 日縁部
口漱部外反。端部は上方
にli張する。回線端部外

面に3条 の凹縦文。

外面 :口縁吉トナ為 体

部ナテ。

内面 :口縁部ナデ。体

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :浅黄

橙

内面 :に お

い澄

第26図 4 K-17
覆土

岩盤直上
露

口縁部
1/8

口縁部

口禄部外反。端部僅かに
つまみ上Iア て尖る。口縁
増都タト面に2条 の凹線
文。

外面 :口 縁部ヨヨナテ。

体部タテハケ (12粂 /

1 7cm)。

内面 :ヨ ヨナ‐.林部

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :橙

内面 :に ぶ
い橙

第26図 5 SDユ Ol11 【 6
覆土

岩盤直上
憂 蹴

胸
回縁部

日緑都外反。端部佐かに
拡張する。端部外面に2

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ ヨナえ

石 実 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :褐

第26図 6
覆土

者盤直上
露

日縁部
1/10

日縁部

口森部外反。口縁端部は

やや上下に拡張して外
面に9条 の回線文を加

外面 :ナデ。 石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤掲

第26図 7 SD1001
覆土

者盤直上
整

口縁部
1/14

150 30 口縁部
回緑部「く」宇よに外反
瑞部は四角くげめる。

外面 :ナデ

内面 :ナデ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 iに ぶ

い褐

内面 |に ぶ

い褐

―- 693 -



報告書
協載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 螂鵡ｍ
醗
ω

鮒
離
径
＜ｃｍ，

器高
残存高 }
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御の逓ｍ
部位 形 態 調整 鞠繊

色 詞 備 考

第26図 8 SD1001
覆土

岩盤直上
琵

口縁部
1/8 日縁部

口縁部外反。4部 はやや

上下に拡張する。口緑端
部外面に2条 の凹4A文。

外面 :ナ 為

内面 :ナ為
長 石

黄淡

灰緬
雨

第26図 9 Vヽ6 覆土
岩継直上

露
口縁部
よ/10

16 0 21 口縁部
口織郡外反。口緑端部は
四角く収める。

外面 :口縁部ナ為 豪
部タテハケ(10条 /cm)。

内質 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明赤

楊

内面 :に パ

い黄橙

第 26図
SD1001

覆土
岩盤直上

甕
回縁部
1/10

135 回縁きb
口録部外反。靖部は上方
につまみ上げて尖る。

外面 :ナテ。 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第26図 ‐
SD1001

覆土

岩盤直上 麓 醐И
口縁部

日織部外反。端部は四角
く収める。口霰端部外面
に2粂 の凹線文。

外面 :ナゑ
内面 :ナ為

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :明 赤
褐
内面 1に ぶ
い赤褐

第26図 ―

12
U-6

覆土
岩盤直上

雖 醐勇
口縁～

体部

口織部外反。口霰端部は

四角く収める。

外面 :盛滅のためi・8整

内面 :磨滅のため調整

石英 赤色斑
粒

外面 :明 貢
褐
内面 :橙

第26図 ―

13
SD1001

覆土
岩盤直上

甕
口縁部
1/9

130 日縁部
回線部外反。鶏部は四角
く収める。口縁鶏都外面
に2条の凹線文。

タト面 :ナふ
内面 :ナ∴

石 英 長 石

黒色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第26図 ―
SD100]

覆土
岩盤直上

羹 嘲酪
口縁部

口霰部外反。口霧消部は

やや肥厚する。 内面 iナア。

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :明黄
協

第26図 ―
SD100,

覆土
岩盤直上

霊
部
Ｏ

縁
れ

122 回縁 ～

体部

回濃部外反。口績璃部四

角く収める。
内面 :磨滅のため調整

石英 雲 母
片岩

澄

橙

面

面

外

内

第%図 ‐

16
SD1001

覆土
岩盤直上

範 醐勇
回縁都

口緑部外反。船部九みを
外面 :ヨ ヨナ為
内面 :簾蔵のため調整

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ

い橙

内面 :橙

郷
Ｖ

SD1001 P-5
覆土

岩盤直上
霊 醐蘭

120 口縁部

日緞部タト反。琳部は上方
につまみ上げて尖る。日
伝射部外面に3条の凹線
文 内面に獅紺波よ文を

外面 :チデ

向面 :ナデ
石英 長石
雲母 片岩

袴

灰

面

面

外

内

細
‐８

第
SD1001

覆土
岩盤直上

整 縛
畑

190 口縁部
口trk郡外反。賠都芭かに
上下に拡張する。回転船
部タト面に2条 の凹線文。

内面 :ナデ。

長 石 雲 母

赤色斑粒

褐

褐

面

面

外

内

期
‐９
第

SD1001
覆土

岩盤直上
墓 醐略

25 口縁郡
口縁都外反。鶉部はやや

肥厚する。

外面 :虜滅のため.B整

内面 :舛滅のためIH整

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に お

い黄橙

内面 iに ぶ

い橙

郷
２０
第

SD1001 Y‐ 5
覆土

岩盤直上
甕

部
６

縁
ぬ 20 回縁部

口伝部外反。口緑璃都や
や上方に拡張する。日繰

端部外面に2条 のEl線 文。

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第26図
SD1001 I-5

覆上
者盤直上

整 醐И
159 口縁部

回霰部「く」字状に外反。
鶉部四角く収める。

郡タテハケ(7条/m)。

内面 :回線都 ヨコハケ

(3余 /m)。 体部 ヨコヘ

石英 長石
雲,片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤格

期
２２

第
SD1001

覆土
岩盤直上

霊
口縁音ト
1/10

160 回縁苦[
口織郁タト反。端部は四角
く収める。

外面 :ナア。
内面 :ナ為

長石

粒

黒色班
灰

　

橙

面

　

面

外

褐

向

期
２３
第

SD1001 不 明
覆土

者盤直上
霊 嘲略

146 回縁部
日織部tr反。口縁鶉.4九

みを持つ。
石英 雲母
赤色斑粒

外面 i明赤
褐
内面 1に ぶ
い橙

第%図
SD1001

覆土
岩盤直上

霊
口縁部
ユ/16 19 口縁都

口隷都外反。口縁4部 は

拡張じタト面に2炎 の凹撤
文を施す。

え
え

石 英 雲母
赤色斑粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第26図

25

覆土
岩盤直上

墾
口縁部
1/5

曰縁部
口な紛 卜反。端部はやや
肥厚する。□縁端部外面
に2条の凹線文。

外面 :ナみ
内面 :ナ 嘉

tJF部 と体
部の境にヨヨベラケズ

石英 長 石
雲母 片岩

瓶
嶋
肺
唯

第26図 ‐

26
SDi001

覆土

岩盤直上
露

口縁部
1/10

134 12 0
口縁～

体部

口振部外反。端都は拡張
し上方につまみ上げる。
口振錦部外面に2条の凹

報文をたす。

外孤 :口霰部ナ為 体

郎ナ丞
内面 :口縁部ナア。な

石 莫 長 石

雲母

外面 :灰褐

内面 :に パ

い褐

第26図 ‐
SD1001 U6

覆土
岩盤直上 嘲略

口縁部
回縁都外反。口縁4部 は

肥厚して四角く1又める。

タト面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第26図 ‐

28
働 1001 K-6 覆土

岩盤直上

口縁部
1/6

21 口縁部
回線部外反。端訃やや肥

厚し、四角く収める。

外面 :盛滅のため調整

不明。
内面 :摩成のため調整

不明。

石 英 長 石
雲母 片岩

ぶ
　
　
黄

に

　

戌

獅
蛇
肺
橙

第26図 ―
SD1001

覆土
岩盤直上

整
口縁部
1/5

110 日縁部 廂
�

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

黄

費

淡

減

正

面

外

内

澄

第26図 ―

30
SD1001 U-6

覆土
岩盤直上

甕
口縁部
1/8

10 1 口縁部
タト面 :ナデ。
内面 :摩滅のため調整

石英 雲母
長石 赤色斑
粒

外面 :灰黄
褐
内面 :灰責
褐

第26図 ―

31

覆土
岩盤直上

甕 蜘開
口縁部

石 英 長 石

妻母

橙

栓

面

面

外

内

第26図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

薬 醜
ぬ

176 18 口縁部
回線部外反。口振瑞部は
やや肥厚 し四狗く収め

内面 :ナ為

石英 長石
雲母

舶
哨
肺
喘

畑
３３

第
SD1001 P-5

覆土
岩盤直上

甕 蹴
勇

136 口縁～

体部

口縁紗 卜反。璃部はやや
上下1こ拡張する。口森端
部タト面に2茶 の凹撤文。

都ナア。
内面 :口霧部ナデ。体

部ヨコベラケズリ。

片岩 長石
雲母

疵囃砿囃
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報告書
掲載番号

遺籍 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 榔韓ω

路
くｃｍ，

螂
雌
径
ω

‥‐
高

，

高

存

餌

器

残

く

柳の濃でｅｍｊ
部 位 形態 調整 拗繊

色調 備考

第%図―

34
働 1001 U-6 覆土

岩盤直上
甕

部

０

縁
れ 16 口縁部

外� :ナデ。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄澄

細
３５

第 覆土

岩盤直上
菱 蜘携

口縁部
口縁部外反。口縁靖部は

やや犯厚 して路部は段
を有する。

外面 :ナデ

内面 :ナア

長石 雲 母
黒色班粒

澄

に
瓶
繭
蛇

郷
３６
第

SD1001
覆土

者盤直上
露 嘲剪

142 口縁、榔
口隷部外反。日経鶉部四
角く収める。

外面 :口縁部ナ丞 体

内面 :国縁都ナ為 体
部ヨコヘラケズリ。

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :橙

郷
３７
第

SD1001
上

土

直

覆

盤】石
霊 醐開

154 132 口縁部
回線部外反。端部査かに

冦厚する。
外面 :ヨ ヨナ7‐ .

内面 :ヨ ヨナえ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い澄

郷
３８
第

SDilllll
覆土

岩盤直上
巽 嘲開

日縁部
口霰部外反。靖部四角く
収める。

為

為

獅

輌
石英 雲母
赤色斑粒

澄

に
獅
肺
嘲

期
３９
第

SDi001
上

土
直

覆
盤］百

甕
部

５

縁

れ 日縁部
口縁籠外反。口緑端部は

下方に拡張する。

え

テ
。

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第26図 ―
SD100】

覆土
岩盤直上

露 嘲И
16 口縁部

口縁部外反。輩郡は四角
く収める。

為
え

石英 長石
片岩

橙

橙

画

面

外

内

第26図 ―
SDl101

覆土
岩盤直上 醐略

162 口縁部

口縁部外反。口縁増部は

やや下方に拡張する。口

緩路部外面に3案 の凹線
文。

外

内

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

外面
内面

橙

後

第26図 ― 覆主
岩盤直上

壺

部

３

縁
ぬ

142 口縁部
回縁部外反。回線磐部は

四角く収める。
外面 :ナア タテハケ。
内面 !ナ未

石英 長 石
雲母

外面 1に パ
い赤褐
内面 :橙

第26図

43
SD100ユ

覆土
岩盤直上

部

２

縁

れ
日

１
21 口縁著[

日緑都外反。口篠J● 部四
角く収める。

外II:ナみ
内面 :す為

石英 雲母

赤

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第26図
SD1001

覆上

者盤直上
壺

口縁部
1/10

日縁部

回線部外反。国緑端郡は

上下に拡張する。外面に

3粂 の凹線文、期 1■ の

日形浮文を施す。

外面 :テア
向面 :ナデ

石英 長 石
雲母

橙

橙

面

面

外

内

第27図 ■ SDi001
覆土

岩盤直上
琵 脚

略
体 部

体部内鸞 しながら下方
に延する。居部に揆合

痕。

外面 :摩滅のため調整

内面 :体部ヨヨヘラケ
ズリ。票都と体部の境

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 1に ぶ
い黄橙

第27図 ‐2 SD1001
覆土

を経直上
部

Ю

顎
ν

一
部

顕
体

顔部直立して上方に延
びる。体部内世 しなが
ら下方に延びる。璃部
と体部の境に列点文。

外面 !タ タ■(a粂 /em)

のちタテハケ(0条/

cm)。

内菫 :ヨ コベラケズリ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第27図 3
覆土

岩盤直上
壺 邸

Й
135 底苦I

平底。体部は斜め外方に

延びる。

0酪団/本)。 外底面タ

キllV O血 /本 )ナ 為
画面 !タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

赤

　

赤

明

　

明

画

　

面

外

褐

内

掲

第27図 4 SD1001
覆土

岩盤直上
瑯
И

底部
平底。体部は斜め外方に
廷びる。

獅
成
帥
”

タテハケ(6粂 /8

石 英 長 石

雲母

灰

灰

面

面

外

内

第27図 5 SD1001 K56 覆土

者盤直上
壷 螂

剪
底 部

平底。体部は斜ゆタト方に
外面 :ナ為

内面 :タ テヘラケズリ
石英 長 石
雲母 角閃石

タト面:

オリ‐ブ黒
内面 :灰オ
リ‐ブ

第27図 6
覆土

岩盤直上
瑯
潔

底 部
平底。体部は斜ゆ外方に
延びる。

肛
不明。繭
え

摩減のため調整 石英 長石
妻母 片岩
亦色斑粒

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :橙

第27図 7 SD1001
覆土

岩盤直上
壼 螂

狛
118 24 底部

外面 :磨滅のため調整

内面 :療滅のため調整

石 実 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤明

　

協

面

　

面

外

褐

内

第27図 8 SD1001
覆土

岩盤直上
瑯
И

40 底部

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :靡滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

褐灰

澄

画

面

外

内

第27図 9
覆土

岩盤直上
壷 鰯

歿
¨
部

体
底

平底。体部は斜め外方に
外面 !磨滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母

橙

暗

面

面

外

内

黄

第27図 ―

10
働 1001

覆土
岩盤直上

弱 脚
珀

体 部 体部内管。
外面 :タ テハ ケ(9条/
14)。

石英 片 岩
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :赤褐

第27図 ―
働 1001

覆土

岩盤直上
発 体、劇

路
235 体～

底部

ややあげ腹。体部は内掛
し中位よりやや上方に

外面 :タ テハケ(7条/

cm)。

内面 :ユ ピオサェのち

石英 長 石
雲母 片岩 灰

橙

褐

面

面

外

内

第27図 ―

12
SD1001

覆土
岩盤直上

整 齢
ワ

体 ～

底部
僅かにあげ度。体部は斜
め上方にたびる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3皿/本 )。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第27図 ‐
SD1001 【-15 覆土

岩盤直上
羹 帥

ぬ
底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :タ テヘラミ才キ

(幅3甑 /本)。

内面 :ヨ コベ ラケズ
石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :

オリ‐ブ黒
内面 :

オリーガ黒

第27図 ―

14
SD100】

覆土
岩盤直上

甕 瑯
笏

底部
あげ産。体部はtlめ 上方
に廷びる。

タテハケ(6条 ノ
石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い褐
内面 :黒 褐

―- 695 -―



諏告書

掲改番号
遺構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

ｍ，

体部
最大径
(cm)

離
てｃｍ，

瑯
鵬
径
鰤

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く

その他

法量

(cm)

形態 調 整
合有物
組成

色 調 備考

第27図

15
SDユ Olユ 不 明

覆土

告盤直上
霊 劇

略
6]

体～

底部
平底。体部は斜め上方に

外面 i磨流のため調整

内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

雲 母 片 者

赤色班粒

面

袴

面

橙

外

い
内

い

第27図
SD1001 不 明

覆土
岩盤直上

霊 瑯
И

底部
笹かにあ(ザ氏。体部は/11

め上方に廷びる。
本)。

雲 母 長 石

石英 結晶片

岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :黄 灰

第27図
SD1001 Q6

覆土
者盤直上

霙 螂
И

底部 て4部は斜め上方に廷
外面 :強いユビナア。 石英 長石

雲 母 片岩
赤色斑粒

灰

橙

褐

面

面

外

内

期
‐８

第
SDl(〉Эユ O‐ 5

覆土
岩盤直上

棗 酬
潔

78 底 部
平庄。体部は祭|め上方に

廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 3m/本 )。 長石
粒

黒色斑
外面 1に ぶ
い責橙
内面 :淡責

郷
‐９

第
O-5

覆土

岩盤直上
霊 邸

Й
底 部

平度。体部は斜め上方に
外面 i踏減のため調整

向面 :ヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :赤

内面 :黄灰

刺
カ

働 1001
覆土

岩盤直上
整 邸

勲
64 67

体 ～

底部
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :磨減のため調整

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

袴

に

面

面

褐

外

内

い

第27図 ‐
U‐ 5

覆土

岩盤直上
整 螂

И
一
部

底
体 1こ延びる。

外函 :摩滅のため調整 石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 黄
褐
内面 :に パ
い赤褐

第27図 ―
SD10Э ]

覆土
岩盤直上

奏 螂
秘

76 底部

外面 i摩滅のため調整

内面 :摩滅のため翻整

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

澄

橙

面

面

外

内

第27図 ―
Sつ100]

覆土
岩盤直上

甕 螂
舅

60 底 部
廷びる。

外面 :摩滅のため討整

内面 i摩減のため詢整

石 英 片 岩

赤色斑粒

赤

　

灰

明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第27図 ― 覆土

岩盤直上
整 瑯

ψ
●A部 平底。体部は射め上方に

デ。底部ユピオサエ。
内面 :ユ ビオサエ。

石英 長石
雲母

外面 iに ぶ

い橙

内面 :橙

第27図 ‐ 覆土

岩盤直上
甕

体部下半
～底部
1/5

体音[

下半～

底部

あげ底。嵐部内傾して立

ち上がり、体部内をじな

に焼成時の破裂痕。

ガキ(1言25a1/本 )。 底

部ユピオサエ ナデ。

内面 :ヨ コヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

赤

赤

面

面

外

内

第27図 ‐

26
SD1011ユ

覆土

岩盤直土
霊 瑯

潔
底 部

平嵐。体部はIIめ 上方に
外 面 :タ タ■のちナデ
ヘラミガキ(幅 2m/

本 )。 “翻
英
母

石

雲

粒

褐黒

澄

画

面

外

内

第27図 ―
SDlll11

覆土
岩盤直上

誕 劇
ψ

”
部

体
底

恒かにあげ底。体都は直
夕〔面 :タ テハケ(9条/

cr)ナ デ。
内面 :ヘラケズリのち

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第27図 ―
働 1001

覆土
岩盤直上

麓 劇
И

底部

外面 :タ タキのちタテ
ヘラミガキm謝皿/本 )。

外底面ナデ。
内面 :タ テベラケズリ

英

母

石

雲
長 石

外面 :明赤
褐
内面 iに ぶ
い黄橙

第27図
働 1001

覆上

岩盤直上
霊 螂

″
40 底 部

平底。体部は斜め上方 ガキ(幅 35m/本 )。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第27図

30
SD1001 05

覆土

岩盤直上
発 帥

И
底部

僅かにあげ底。rFN部 は斜
め上方にをびる。

外面 :ナテ。

内面 :房滅のためIIB整
石英 長石
雲母 片岩

褐

協

赤

皇
【

面

面

外

内

第28図 ■ SD1091
覆土

岩継直上
霊 瑯

Й
35

体 ～

底部
平底。本部は斜め外方に

外面 ,座滅のため調整

不明。
石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い賞浴

第28図 2 U-6
覆土

岩盤直上
霊 邸

幣
一
都

底

体
あ助ミ。小部は斜め上方

外 面 :タ テベラミガキ

(幅end/本 )。 石 英 長石
雲母 片岩

面

面

外

内
黒褐
単褐

第28図 3 働 1001
覆土

岩盤直上
甕 嘲

靱
50 40 ヽ

部

底

体
平A。倅部は斜め上方に

夕十両 ,タ テハケ(9条/

側)ナ デ。

内面 :タ テヘ ラケズ

石英 雲 号
片岩 赤色斑

粒

褐

ぶ

皇
【
に

褐

面

面

赤

外

内

い

第28図 4 U-6
覆土

岩盤直上
霙 瑯

レ
35 ヽ

都
底
体

タト面 :タ テハケ(8条/

C4)ナ デ。
内面 iタ テヘラケズリ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外

褐

内

褐

灰責

灰黄

第28図 5 SD1001 U6
覆土

岩盤直上
整 劇

И
底 部

外面 :ハ ケ 坂 ナデ

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

面

澄

面

外

い
内

褐
明赤

第28図 6 SD100ユ
覆土

岩盤直上
範 螂

ψ
底 部

外面 :ナみ 石 英 雲 母

片者 赤色斑

粒

外面 :に お

い褐

内面 :褐

第28図 7
覆土

岩盤直上
菱 劇

ン
35 底 部

外画 :磨滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

雲母

外面 :に パ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第28図 8 J-14
覆土

岩盤直上
霊 螂

】
52 底 部

僅かにあげ底。体都斜め

上方に延びる。

cm)。 石英 長石
片岩

面

面

外

内

第28図 9 J-14
覆土

岩盤直上
斑 螂

Й
底 部

平崖。体部斜め上方に廷
外面 :タ テベラミガキ

(幅4m/本 )。 節獅
英
μ

石

雲

粒

灰

ぶ

褐

に

澄

面

面

黄

外

内

い
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報告書
掲載番号

選椿 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 榔聾ｍ
雖
ｍ

躙
雌
径
ω

器高

残存高

(cm)

御の濃鰤
部位 形態 Fj8整 勃触

色調 備考

第28図

10
SD1001

覆上
岩盤直上

琵 邸
狛

32 底 部
平嵐。

“

部は斜め上方に 石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :黄 灰

第28図
SDi001 J■4

覆土
岩盤直上

霊 瑯
歿

底 部
平度。4部斜め上方に廷

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :褐灰
内面 :黒褐

第28図 覆土
岩盤直上

霊 螂
ψ

一
部

体

底
平底。体部は斜ゆ上方に
廷びる。

外両 :タ テハ ケ(6粂/
ct)。 外嵐面ハ ケ(6条 /
m)。

内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒 黒色斑粒

栓

橙

画

面

外

内

第28図

ユ3
SDl∞ 1 K-17

覆土

岩盤直上
甕 帥

路
底部

平底。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :摩減のため調整

内面 :摩減のため調整

長石 片岩
赤色斑粒

難
厳

画

面

外

内

澄

第閉図
SDilllll

覆上

岩盤直上
養 螂

И
底部

平底。体部は斜ゆ上方に
延びる。

揃
繭
工。

石英 雲 母
片岩

灰

ぶ

褐

に
ｉ

‥
橙

面

面

黄

外

内

い

第28図
SD1001 W-6 覆上

岩盤直上
発 鰯

略
底部

平底。底部短く直立して

体部は斜め上方に延び 内面 :タ テベラケズワ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

責

橙

灰

画

面

外

内

褐

第28図
SD1001

覆土
岩盤直上

琵 螂
ψ

44 底部
延びる。

外面 :ナア。
内面 :ベ ラケズ リ

石 英 長 石

雲母

澄

澄

面

面

外

内

第28図 ‐
SD1001 覆土

岩盤直上
壼 螂

И
底 部

笹かにあげ底。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅囲溶 )。

内面 :摩滅のため調整

石英 長石
婁母 片 岩
赤色斑粒

赤

　

赤

面

　

画

外

褐

内

褐

第熔図‐
SD1001

覆土
岩盤直上

霊 螂
Й

底 部
平底。体部は斜め上方に

康滅 のため不 石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

に
　

灰

面

橙

面

外

い
内

第28図 ‐
SD101 1

覆土
岩盤直上

甕
部
Ю

底
ν lA部

平底。体部は斜め上方に
外面 :体都タテベラミ

ガキ(幅3成本)。
石英 片 岩
赤色斑粒

に
　

橙

緬
哨
肺

第28図 ‐

20
SD1001

覆土
岩盤直■

甕 帥
Й

底 部
あげ底。体部は斜め上方
に延びる。

外

　

内

リ

石莫 長石
雲母 片岩

外面 :褐灰
内百 :灰黄
褐

第邪図‐
SD1001 O-5 疲土

岩盤直上
整 瑯

Й
底 部

あげ底。4部 は斜ゆ上方
に延びる。

外面 :ナ為
内両 :ヘ ラケズリのち

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :責灰

第28図 ‐ 覆土

岩盤直上
甕 螂

И
底 部

平底。4部は斜め上方に

夕晒 :タ テヘラミガキ
(膊m/A)。外/H面 タ
タキ碑 9)のちナ/.
内両 :タ テベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぷ
い赤褐
内面 :黒

第28図 ―

23
SD1001

覆土

岩盤直上
発 螂

璃
底 部

平痕。4部は斜め上方に
外面 :ナデ。

内面 :歴滅のため調整

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第28図 ―
SD1001 A5

覆土
岩盤直上

巽 邸
И

底 部

平底。虜都短く立ち上が

り、体部は直線的に斜め
上方に廷びる。

外面 :ナデ。

内面 :ベ ラケメ リ ナ
石英 長 石
雲母

橙

ぶ

赤

に
瓶
繭
峨

第28図 ―

25
SDi001

覆土
岩盤直土

発 醐
歿

底 部
あげ癌。体都斜め上方に
延びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(1騨肛″本)ユ ピオサ

内面 :摩 減 のため不

石英 長 石
片岩 雲母

廠
　
喉

画

　

面

外

黄

内

褐

第28図 ―

26
SD1001 」■4

上

士

直

覆

盤］石
蔓 螂

防
底部

平底。体部斜め上方に延 外面 :ナ為

内面 :ヘ ラケズリ

石 英 長 石

雲母

面

澄

面

外

い
内 褐灰

第28図 ―

27
SD100J

覆土
岩盤直上

甕 螂
略

54 27 底 部
7底。4部は舞め上方に

廷びる。

外面 :ナ為

内面 :摩滅のため調整

不明。
石英 長石

外面 :

オリーブ褐
内面 :橙

第28図 ―

閉
SI1100,

覆土
岩盤直上

茎 螂
И

底 部
平療。体部は斜め上方に
廷びる。

獅
為
繭

石 英 長 石

雲母

褐

に

褐

画

面

黄

外

内

い

期
２９
第

SDi001
覆土

岩盤直上
甕 邸

挑
底 部

平底。体部は直線的に斜
め上方に廷びる。

外面 :ヘ ラミガキ(1酌

咸 ホ 板テア)。

内面 :療減のため調整

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

灰

ぶ

褐

に頼
繭
峨

郷
３０

働 lC l11 N-5 覆土
岩盤直上

箋 齢
舅

底 部
平底。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :タ テハケ(9条 /

14)。

内面 :ヨ コベ ラケズ
石英 長石
片者

赤

里
ヽ

面

面

外

内

第28図 ―
SD100]

覆土
岩盤直上

憂 螂
И

底部
lIE3m体 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 片岩
長石

厭

　

橙

面

　

面

外

黄

内

期
８２
第 覆士

岩盤直上
墾 邸

略
底 部

平底。4部は斜め上方に

廷びる。

外面 :ハケ。

内面 :タ テヘラケズリ
長石 雲母
片岩

外面 :に ぶ
い費橙
内面 :に ぶ
い責

郷
３３
第

SD1001
覆土

岩盤直上
発 邸

И
底 部

平嵐。

“

部は斜め外方に
延17tる 。

外面 :ベ ラミオ■(幅

35m/4板 ナカ 。

内面 :ベ ラケズ リ ナ

石 英 長石
雲母 赤色斑
粒

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第28図
SD1001 Q-5 上

土

直

覆

盤中石
甕 瑯

珀
底部

平底。体部は斜め外方に

延びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(IB2甑 /本)。

内面 :タ テベラケズリ

石英 長 石
婁母 片岩

外面 :に ぶ
い責4H

内面 :黄灰

期
３５
第

SD1001 O-5
覆土

岩盤直上
甕 齢

】
底部

ややあげ渡。林部は斜め
上方に廷びる。 節焙

英
母

石

雲
黄

橙

明

画

面

外

内

橙
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
⑪ 螂囃鰤

罐
ｍ

鮒
朧
径
ω

高

，

高

存

鉤

器

残

で

初の遼鰤
都位 形 態 調 整 翻繊

色 調 備考

第28図 ―

36
働 1001

覆土
岩盤直上

箋 螂
И

底 部
平痕。体部斜め上方に延

外面 :磨滅のため調整

不明。
石英 長石
雲母 片岩

黄

　

黄

灰

　

浅

面

　

面

外

褐

内

橙

第28図 ―
SD1001 Y-5

残土

者盤直上
齢
勇

36 底 部

平広。癌部,く 立ち上が
り、体部は斜め上方に

蜘
工。耐
”

石英 長 石
雲母 赤色斑

粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い黄澄

第28図 ‐

38
SD1001 不明

覆土
岩盤直上

螂
Й

体～

底部

笹かにあlfH。体部は直
線的に斜ゆ上方に廷び

外面 :盛滅のため調整

不明。

内面 :タ テベラケズリ

(ハケ)。

英

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :暗灰

第28図 ‐

39
SD1091

覆土

岩盤直上
瑯
Й

底部
平麿。体部斜め上方に廷

外面 :タ テハケ(7粂/

1 2ca)の ちタテベラミ
才キ舘磁nd/本 )。

内面 :タ テベラケズ

石英 長石
砂岩 雲母

灰

責

黄

浅

画

面

外

内

第28図 ‐
SD1001 U6

覆土

岩盤直上
甕 齢

瀦
底部

あげ底。林部は斜め上方
に近びる。

外面 :4昴タテ′ヽケ(8条

/ω )。虜部ユピオサエ ナ

内面 :タ テハケ(8条/

ed)。

石 実 長石
雲母

外面 :橙

内面 :澄

第28図 ‐
SD1001 W6

覆土

岩盤直上
甍 螂

弗
底 部

平底。体郵斜め上方に廷

面

ｏ
面

。

長石 雲母
片岩 黒色斑
粒

外面 iに ぶ
い黄褐
内面 1に ぶ
い橙

第28図 ‐

42
SD1001 W-6 覆土

岩盤直上
甕 螂

路
底 部

平残。体部斜め上方に廷 石英 雲母
片岩

褐

格

赤

黒

面

面

外

内

第28図 ‐
SD1001

覆土

岩盤直上
整 醐

Й
底部

笹かにあげ嵐。体郡は斜
め上方に廷びる。

獅
鰤

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :浅黄
澄

第28図 ‐ 覆土
者盤直上

発 鰯
路

底部
平底。体部は斜め上方に

テハケ (0条 / 石英 婁母
片岩 赤色斑
粒

外面 :灰責
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第28図 ‐
働 It OI

覆土

岩盤直上
霊 齢

И
底部

平底。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :摩成のため調整

不明。
内面 〔タテベ ラケズ 石英 長石

橙

橙

面

面

外

内

第28図

46
SD1001 O-5

覆土
岩盤直上

弱 瑯
碗

80 底部
平慶。体部は斜め上方に

外面 :タ テハ ケ(8条 /
cm)ナ /.
内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第郷図
SDll101

覆土
岩盤直上

霊 齢
勇

底部
平残。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3Hm力 働触 両ナ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

褐

黄

黒

灰

面

面

外

内

褐

第28図

48
SD1001

覆土

告盤直上
甕 鮒

И
底 部

平底。体部は斜め上方に 九
肋

石英 長石
雲母

灰

場

黄

黄

画

面

外

内

郷
４９
第

SD1001
覆土

岩盤直上
箋 螂

Й
62 底 部

平底。体都は糾め上方
廷びる。

獅
繭
”

石英 雲 母
赤色斑粒

責
　
　
ぶ

灰

　

に

褐

画

　

面

赤

外

褐

内

い

郷
５０
第

SD1001
覆主

岩盤直上
墓 瑯

И
底 部

あげ鷹。体都は斜め上カ
に廷びる。

え
未

石英 長 石
雲母 片岩

赤

赤

面

面

外

内

郷
５．
第

SD1001 O-5 覆土
岩盤直上

甍 邸
歿

92 底部
外面 !ナえ
内面 :ベ ラケズ リ

石 英 長 石

雲母

寅

　

褐

明

　

黄

面

　

面

外

掲

内

第23図
FD2 SDllCl

覆土

岩盤直上
箋 瑯

跡
86 底 部

テ
。

ぇ
石 英 長 石

婁母

外面 :

オリ‐ブ黒

内面 :に ぷ

い掲

第28図

53
SD1001 N-5 覆土

岩盤直上
甕 螂

ψ
底 部

あげ痕。な部は斜め上方
テハケ(6条/ 石 英 長石

雲母 片岩

橙

澄

画

面

外

内

第28図

54
SD1001

覆土
岩盤直上

甕 螂
路

22 底 部
平底。体部斜め上方にを 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :澄

第28図

55

覆土
岩盤直上

甍 螂
第

18 底部
平底。体部は斜わ上方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 片 岩
赤色斑粒

赤

　

黄

面

　

面

外

褐

内

褐

第23図 覆土

岩盤直上
露 帥

И
22 底部

平底。体部は射め上方に
itび る。

外面 :“滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 雲母

外面 1に ぶ
い責橙
内面 :に お
い黄澄

第28図
SD1001

覆土
岩盤直上

露 螂
И

60 底 部
平度。体都は斜め上方 1

延びる。

外函 :板ナ為

内函 :タ テベラケズリ “櫛
英
；

石
片
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い褐

第23図

弱
SDl10ユ ど 5

覆土

岩盤直上
壽 邸

略
62 底部

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :褐

郷
５９
第 覆土

岩盤直上
甕 邸

黎
66

体～

底部
平鷹。体部は直線的に斜
め上方に廷びる。

不明。
内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

黄

橙

明

面

面

外

内

褐

第29図 ■ SD1001 A5
覆土

岩盤直上
鉢

口縁部
1/20

23 回縁部
回線部内管しながら上

方に廷びる。鶉部はやや

拡張して四角く収める。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い賞褐

内面 :暗灰

―- 698 -一



報告書
掲載番号

遺構 出土地 点 層 位 器種 残存革 唯
ｍ 脚韓でｃｍ，

径

ｍ，

底

ぐｃ

瑯
朧
径
イｃｍ‐

高

う

高

存

ｃｍ

器

残

で

側の逓イｃｍぅ
部位 形態 調 整 翻

破
合

監 色調 備 考

第29図 2 SD1001 U6
覆土

者盤直上 鉢
部
３

縁
れ

21 4 25 口縁吉[

口緑部屈曲してに立す
る。瑞部は拡張する。ロ
緑部外面に2条 の凹振
文。

外面 i摩流のため削監

内面 :虜減のためItl鼈

石 英 長 石

角閃石

褐

に

面

面

赤

外

内

い

第29図 3 SD1001
覆土

岩盤直上
鉢

縁

れ
口縁部 ら上方に延びる。回黒端

タト面 i口緑部ナテ。林
部ヨヨヘラミガキ(幅

9前V本 )。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :灰

第29図 4 SDi001
覆土

岩盤直上
鉢 峨

愧
ロイ尿ヽ
体部

回rt｀体部内をしなが

らL方に延びる。口黒瑞

部やや拡張する。

石英 長石
雲母 片岩

橙

灰

面

面

外

内

第29図 5 SD100, 上

ｉ
直

覆

盤］石
鉢

日縁部
1/12

回 縁ヽ

体都

にiFび る。日法端部は九
みをもつ。□族瑞部外画
に凹線文。

部タテハケ(6粂/帥 )。

内両 :ヨ コヘラミガキ

(幅3511J4/本 )。

長石 雲母
片岩

橙

橙

面

面

外

内

第29図 6
覆土

岩盤直上
鉢

日縁部
1/6

160 口縁～

体部

口縁炒 卜反。瑞部はや

丸みをもつ。
内面 i口織剖Iナ デ。lI

部ヨ〕ヘラケズ リ ナ

石 英 長 石

片岩

外面 :澄

内面 :明 赤
褐

誕 の 可 育ヒ

性有 り。

第29図 ヤ O-5 覆土
岩盤直上

台付鉢 螂
Й

脚 部

脚部下方に拡がる。体部

内掛 しな力=ら 上方に延
外函 :タ テヘラミガキ

(幅lm/本 )。

内面 iナ 為 円協と九填。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 |に ぶ
い黄橙

内面 :に ぶ

い澄

第29図 8
覆土

岩盤直上
鉢

口縁部
1/16

黎 5 58 目縁部
杯部斜め上方に廷び 回

伝部屈山して直立する。

端都は四角く収める。

外面 iナみ

部タテハケ(6粂たm)。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ
い橙

内面 :に ぶ

い黄袴

第29図 (

覆土
岩盤直上

脚
勲

118 体部
`部

やや屈Itし て内世。

外 面 :タ テベラミガキ

(幅 3m/本 )。

内面 :上半根ナデ(幅

18側 /本 )。 下半タテベ

ラミガキ(,蔦31n/本 )。

石 英 長 石
雲 !片 者
赤色斑粒

硝

一

橙

画

面

黄

外

内

い

里
一

面

有

外

斑

第29図

10
SD1001

覆土
告盤直上

鉢 螂
Й

37 0 61 底 部
平氏。体

“

は斜め外方に
外面 :タ タ■の ちナ

内面 :圧流のため討整

不明。

石 英 長 石

雲 母 片 岩
赤色斑粒

外

内

第29図
SD1001 Z‐ 5

覆土
岩盤直上

鉢 瑯
掬

底部
平嵐。

「
部は斜め外方 I

タト面 :ri滅のため副整

内面 :4減のため翻整
石 英 長 石
妻母 片岩

画

面

外
内

第29図
12

SDi001 J■ 6
覆土

岩盤直_ヒ

把手付
鉢

瑯
第

34 底 部 延びる。体都片側にlE手

が付く。

外面 :4滅のため調整

内面 :廉滅のため調整

石 央 長 石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

期
‐３

第
SD1001 O-5 覆土

岩盤直上
把手付

鉢
鮒
駒

底 部
平氏。

「

著卜上方十二廷び
ウト面:タ テハケ(16条 /

sI)の ちタテヘラミガ
キ(,こ lIIm/本 )。

石 j_・ 長 石
雲母

灰

灰

外

内

第29図 ―
SD1001 上

土
直

覆

盤］石
脚
剪

杯部

llN都 直執的に外方に廷
び、口縁都屈曲して直立

する。X郎 はやや外方に

外面 :ヨ コベラミガキ

(幅25血 /本 )。 石英 長 石
雲母 片岩

持

外

い
内

褐
灰黄

鉢 の 可 能

性有 り。

卿
‐５

第
SD1001

覆土
岩継直上

高IT
部

１５

杯

ツ 932 杯 部

llN部世rl的 に外方に延
び 口縁部屈曲して直立

する。鶏部は四狗 (1又 め

外面 :回線部チア。杯
歯卜嘴成のため副整不

明。

部イ減のため副整不

石英 長石
雲母 片岩

外面 :澄

内面 :澄

第29図 ―

16
U-6 覆土

岩盤直上
高 杯

杯

ν
口縁ヽ

杯部

外面 :回族部ナデ。杯

部ヨヨベラミガキ(1岳

2 51tr/本 )。

内IH I口 伝営Fナ ア。杯

都ヘラミガキll認 5舶

/本 )。

石 英 長 石

雲母 角閃石

灰

　

掲

画

　

面

外

協

内
搬人品。

第29図 ―
15

覆土

岩盤直上
高杯 榔

胸
杯 部

林訃外方に延び、口緑部
屈曲して立ち上がる。■
剖
`は

四角く収める。

外面 :ナふ 石 英 長 石
雲母

外面 :給

内面 :袴

第29図 ―

18
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯 椰

И
杯部

llN首 FttIII的 に外方にlT

び 回議部屈曲して直立
する。端都は四角く収め

外而 !鷹減のためll整

内面 :″滅のためll整

石 英 長 石

雲母 片岩

赤

澄

面

面

外

内

第29図 ―

19
SD1001

覆土

岩盤直上
高 杯

部
ワ

杯
ツ

210 杯著[

IT部 直線的に外方に廷
び 口候部屈曲して直立

する。端都は四角く収め

外面 :磨滅のため調整

内面 :磨滅のため嗣整

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

面

　

面

第30図 ■ SDl(〕91
覆土

岩盤直上
高杯

部

〕

杯

ツ
39 杯 部

口務部屈dIし て外反。瑞

部は四角く収める。
(1ヽ2m/本 )。

内面 :ナア。

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :橙

第30図 2 SDi001 K‐ 17
覆土

岩盤直上 高杯 榔
】

杯 部

林部直線的に外方に延
びる。口緑剖I屈曲して立

ち上がり短く内慣する。

瑞鰐 しく1又 める。

タト面:ヨ ヨナ為 石 英 長 石
雲母

橙

袴

面

面

外

内
水銀朱付
着。

第30図 3
覆上

岩盤直上
高杯

部
１６

杯
ツ

32 口縁部
回線部屈曲して夕r反。瑞

部はやや九みを持つ。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 3鰤 /本 )。

内面 :ナみ
“潮

英
Ｖ

石
雲
粒

硝

一

橙

面

面

黄

外

内

い

第30図 4
覆土

岩盤直上
高杯 榔

ぬ
杯部

杯部直線的に外方に廷

る。端都は四角く収め
石 英 長 石

雲母 片岩
褐

面

橙

面

赤

外

い
内

い

第30図 5 SDi001
覆土

岩盤直上
杯部
1/12

杯 部
に延び 口縁部屈曲して

直立。瑞部は四角く収め

外面 i歴滅のため詞笠

内面 :口伝部ナゑ //

令痕あり。体部摩蔵の

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :暗灰

黄
内面 :に ぶ
い黄褐

第30図 6 SD1001
覆土

岩盤直上

部
１１

杯
ツ

杯 部

IIN都 直報的に外方に延
びる。口綜鯛 hし て短く

直立する。

外面 1回転都ナデ 4・ f

部ハケ(16条 /cm)。

石 英 長 石
雲母 赤色斑

粒

面
面

外

内

第30図 7 SD100ユ
覆土

者盤直上
高 杯

部

ワ

杯

Ｖ
26 6 33 杯部

杯部直線的に外方にlI

する。端部は四角 (1又 め

外面 :口 法都ナデ。杯

部摩減のため調整不

内面 :回線部ナデ。杯

.・F摩 減のため調整不

石 英 長 石

雲母

外面 :澄

内面 :明 褐

一- 699 -―
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遺縛 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 榔薙てｃｍ，

離
鰤

鮒
雌
径
ω

高

，

高

存

釦

器

残

て

枷の遼鰤
部 位 形 態 調 整 勃繊

色調 備考

第30図 8 SD1001 K-6
上

土

直

覆

盤中石
高杯

部

１０

杯
ツ 37

林都直稼的に外方に廷
びる。回線部屈曲して立
ち上がり短く内傾する。
増都売く収める。

外面 :口螂 ヨコナ為
杯部分部のヨヨヘラミガ

キ(幅25成本)。

内面 :口縁部ヨコナ為
林郎放射状のタテベラミ
才キ(幅25甑 A)。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :灰責
褐

第30図 9 U6
覆土

岩盤直上
高 杯

部

１０
杯
ツ

20 6 杯者[

口擦部屈曲して直立す
る。磐部は四角 く収め

外面 :摩滅のため調整

内両 :摩滅のため調整

石 英 雲 母

片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

協

第30図

10
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯

部

１０
杯
Ｖ 杯部

に廷び、回転部屈曲して

直立。端部は四角く収め
痴
繭

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

黄明

　

澄

面

　

面

外

褐

内

第30図
SD1001 Z-5

覆土
岩盤直上

高杯
部

１６

杯
ツ 37 杯部

杯郡直線的に丼め外方
に延び、口振部屈曲して

直立。■部は四角く収め
内面 :ナ /.

石 英 妻 母

長 石 片 岩

赤色斑粒

廂
蛇
航
蛇

にぶ

第30図
N5

覆土
岩盤直上

高杯 榊
И

杯部

日緑部屈曲して直立す
る。瑞部は四角 く収め

為
為

長石 黒色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第30図 ‐
SD1001 覆土

岩盤直上
高杯 榔

η
杯部

曰縁部屈曲して直立す
る。瑞都は四角く収め 外置 :ナデ。

内面 :ナテ。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

澄

澄

面

面

外

内

第30図 ‐
SD1001

覆土

岩盤直上
高 杯 榔

ぬ
杯吉S

不部直線的に斜め外方
に延びる。口標削扁曲し
てほぼ直立する。端部は

やや肥厚 し四角 く収め

不明。
内面 :ナ/.

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第30図 ‐
働 1001

覆土

岩盤直上
高杯 榔

勇
16 杯 部

口縁部屈曲して直立。瑞
部は四角く収める。

外面 :磨滅のため調整
不明。
内面 :摩滅のため調整

石 英 婁 母

片岩

褐

赤

赤

明

面

面

外

内

褐

第30図 ―

16
SD10Э】 覆土

岩盤直上
高 杯 椰

胸
166 38 杯 ～

脚柱部

口縁部屈曲して直立。増
部は四角く収める。口縁

部外面に2余 の凹報文。
脚柱部直立。

外面 :口 縁部 ヨヨナ
デ。林～脚た部磨減の
ため調整不明。
内面 1日 綴 部 ヨヨナ

為 杯部靡滅のため調
整不明。

石英 長石
雲母

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第30図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

高杯
部

１３

杯

Ｖ
176 184

杯部直線的に外方に延
びる。口霰都屈曲して上

方に延びる。端部は丸く

収める。口綴賠部外面に
3粂 の凹線文。

石 英 長 石

雲母

灰褐

橙

面

面

外

内

第30図 ―
SD10Э ] O-5 覆土

岩盤直上
高 杯

部

１２

杯

ν 杯 部

杯部外方に廷び口縁部
包く屈曲してほぼ直立

する。口縁端部外面に2

余の凹線文。

外面 :ナア

内面 :ナ ア

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

灰

黄

黄

浅

画

面

外

内

鯛
・９

第
SI11001 K56 覆土

者盤直上
高杯 榔

懃
33 杯 部

口緑部屈曲して直立す
る。増部は四角 く収め
る。口緑措部外面に3条

の凹線文。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い協

壷 の可能
性有り。

朗
２０
第

SつユOOユ O-5 覆土

岩盤直上
高 杯 榔

Й
杯部

回線部ほほ直立。口霰措
部外面に3央 の凹縦ズ。

外面 :ナデ

内面 :ナデ
石 莫 長 石

雲母

褐赤

橙

画

面

外

内

第30図 覆土
岩盤直上

高杯 榔
胸

13 3 杯部
日縁部屈曲して斜め上

方にをびる。■部は四角
く収める。

タト面 :ナデ。
内面 :摩滅のため調整

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

黄

　

赤

画

　

面

外

褐

内

掲

第30図 ‐

22
SD1001

覆土

岩盤直■
高杯 椰

沈
杯 部

口織部屈曲してflめ ■
方に廷びる。端部は囚角
く収める。

内面 :磨成のため調整

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :黄褐
内面 iに ぶ
い責橙
明赤褐

第30図 ‐

23
SD1001 覆土

岩盤直上
高杯

部

１０

杯
ツ

170 杯 部

杯部斜め上方にをびる。
曰縁都屈EIし て直立す
る。端部は四角 く4kめ

外面 :ナ , 石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :橙

第30図 ―

24
SD1001 手6

覆土
岩盤直上

再 杯
部

Ю

杯

ツ 杯菩

`

杯部外方に廷びる。回線

拙部屈山して直立する。

外面 :磨減のため調整

内両 :唐減のためFH整
石英 長石

橙

褐

面

面

外

内

第30図 ―
SD1001 」-7

覆上
岩盤直上

高杯 榊
珀

びる。口縁部屈曲して

上方に延びる。

タト面 :日線部強いナ
九 体都摩滅のため調

内両 :ナえ

石 英 長 石

雲母 片岩

面

橙

面

外

い
内 黒場

鯛
２６

第
SD1001

覆土

岩盤直上
吉 Fr 脚

И
杯 部

林部遭素的に斜め外方
に廷び、口縁部屈曲して
には直立。端部はゃや尖 内面 :ヘラミガキ。

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い橙

第30図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
榔
И

23 脚柱部 下方へ拡がる。杯部円盤
充瑛。

(幅 3血 /本)。

内面 :4rN部 ヨコベラミ
ガ■(幅 3皿 /本  6分
割)。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

ぶ廂
繭
哨

第30図

28
SDl(〉91

覆土

告盤直上
高杯

体～脚部
1/7 39

体～

脚部
林部糾め外方に廷びる。
下部に把子力IIITく 。

輌
�
茄

テハケ(0条/
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い褐

鉢
性

付
能

手
可
り
。

把

の
有

第80図

29
覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/1 脚柱部

杯部タト方に廷び脚部下

方に拡がる。脚部外面に

円形穿 Tし (3カ 所)。杯部
円盤売摸。

外面 :タ テベラミガキ
0節師/本 )。

内面 :杯都磨滅のため
調整不明。脚部ベラケ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い褐

第30図 ‐

30
15 覆土

岩盤直上
高杯 醐

ン
脚柱部

杯部外方に廷びる。脚都
外面 :摩滅のため調整

内面 :ナデ。

石英 長石
赤色斑粒

澄

澄

面

面

外

内

第30図 -34

と同一個体
の可能性有
り。

第30図 ―
SDi00J Q-5

覆土
岩盤直上

高 杯 ］閉
脚柱部

杯部外方に廷びる。脚部
下方に拡がる。林部門盤

充業。

(幅熱 ヽ )。

内面 :“部ヘラミガキ

(板ナデ)。 脚都ナア。

石英 長 石
片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第30図 ―

32
働 1001 O-5 覆土

岩盤直上
高4T

脚柱部
1/ユ

脚柱部
脚部下方に拡がる。体部
内轡 しながら上方にlL

びる。林都円盤充媒。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

石 英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

赤

に廂
繭
哨

台杯壷 の

可能性有
り。
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報告書
掲載番号

逮穂 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 螂鵡ｍ
路
くｃｍぅ

瑯
雌
径
でｃｍ，

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く

その他

法量

(em)

部位 形態 調整
含石物

組成
色 調 備考

第30図 覆土
岩盤直上

脚
Й

33 78 脚部 下方に拡がる。杯部門霊

充猿。

(幅25耐本)。 石 英 長 石

雲母 片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第30図

34

覆土
告盤直上

高 杯 呻Й
60 脚柱部 杯部外方に廷びる。

序滅のため不
石 英 長 石

赤色斑粒

澄

橙

面

面

外

内

第m図 30と

同一個体の

可言ひ争有り。

朗
３５

第
U6

覆土
岩盤直上

高杯 朧
И

28 脚柱部

Ir部外方に廷び、胸部下

方に延びる。林都円霊売

猿。

(幅25血 /本)。

内面 :ナみ

石英 長石
雲母 片者

外面 :赤協
内面 :に パ
い黄橙

鯛
３６

第
創)1001

覆土

岩盤直上
高杯 暇

ψ
脚柱部

“

部外方に延び脚部下
方に廷びる。

外面 :板ナデ

内面 :ナア。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐

ぶ

橙

面

面

黄

外

内

い

瑚
３７
第 覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/1

脚柱部

杯都外方に廷び、脚部下

方に廷びる。杯部門盤充

政。

(aw5m/本 )。

内面 ;杯部ヘラミガキ

(lS3amた )ヽ。 脚都ナデ

成形天残存。

石英 雲母
赤色斑粒

澄

橙

外

内

朗
３８

第
SD1001

覆土
岩盤直上

高杯 鵬
ψ

脚柱部
杯部外方に廷び、脚都下

方にlFびる。

外面 :ナデ 石英 長 石
雲母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第30図 ‐

39
SD100,

覆土
岩盤直上

高 杯
脚柱部

1/1
脚柱部

林部円盤充摸。 内面 :ユ ビナ∴

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 1に ぶ

い責橙

第30図 ―
SDlllllJ

覆土
岩盤直上

高杯
脚柱部

1/1
55 脚柱部

林吉F外方に廷び、脚部下

方に拡がる。

石 英 長 石

雲母 片岩

褐

褐

赤

明

面

面

外

内

第30図 ‐
SD1001

覆上
岩盤直上

高杯
脚柱部
3/4

脚柱部

lr・ 都ギIめ上方に延びる。

脚都下方に拡
plる

。杯部

円整充娯。

外面 :脚部タテヘラミ

ガキ(幅 25硼 /本 )。

(幅 3血 /本 )。 胸都ヘ ラ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

袴

面

面

外

内

第31図 ■ SD1001
覆土

岩盤直上
高杯 脚

砕
76 脚 部 外面に直線文(脚 柱剖η

本 脚裾都5本 )を 施す。

外面 :タ テヘラミガキ

(1高3m/本 )。

内面 i杯 部ベ ラ ミガ

キ。脚都ヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

橙

橙

面

面

第31図 2 N‐ 20
覆土

岩盤直上
高杯 螂

И
80 脚 部

林都斜め外方に延びる。

脚部下方に拡がる。

タト面:磨流のため調整
石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第31図 3 SD1001
覆土

岩盤直上
高杯 呻И

52
tFN～

脚部

脚柱都直立し、llN部 直線

的に外方に延びる。杯都

円継売填。

(幅 25m/本 )。

内面 :杯部鷹減のため

.H遂 不明。脚都ヘラケ

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　

澄

面

　

面

外

褐

内

第31図 4 SD1001
覆土

岩盤直上
高杯 躙

勇
脚 部

llN部 外方に廷びる。脚部
(幅3mlt/本 )。

山面 !ナデ。

石英 長石
雲母

面

褐

面

澄

外

い
内

い

第31図 5 SD1001
覆土

岩盤直上 ］И
35 脚柱部 方に廷びる。脚柱部直

摩滅のため調整 石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

黄

費

淡

明

面

面

外

内

褐

第31図 6 SD1001 U-6
覆土

岩盤直上
高 杯 鵬

И
脚柱部

杯都外方に延び、脚部下

面

明
。

面

ｏ

石 英 長 石

雲母

面

赤

面

責

外

い
内

い

第31図 7 SD1001 V-6
覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/1

脚柱著ヽ
杯部外方に延び 脚都下

方にをびる。

外面 :r減のため調4/

内面 :靡滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

タト面 :に お
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄

第31図 8 Z-5
覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/1

脚柱部
脚都下方に拡がる。脚培

部四角く収める。tF部日

経充嗅。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :黄 iF・

第31図 9 U-6
覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/2

脚注部
杯都外方に延び 脚都下

方に廷びる。IrttPI盤 充

娯。

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :明 褐

第91図 ‐

10
SD1001

覆土

岩盤直上
高 杯

脚柱部
1/2

50 脚柱部
杯部斜め外方に延び、脚

部下方へ拡がる。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

橙

に

画

面

褐

外

内

い

第31図 ‐
SD1001 0-5 覆土

岩盤直上
高杯 躙

開
48 脚柱部

脚部下方に拡がる。胸部
タト面に櫛描直線文(3本

単位)を 施す。

外面 :ナム

リ。成形べ寅存。

石英 長石
雲母 角閃石

赤

　

赤

暗

　

暗

面

　

面

外

褐

内

掲

搬入品。

第31図
SD1001 U-6

覆土

岩盤直上
高杯

脚柱部
1/1

35 38 脚柱部

杯部外方に廷び、脚部下

方に延びる。脚在部芭

立。林部門鉦充填。

外面 :ナ テ

内面 :ナデ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第31図
S-6

覆上

岩盤直上
高杯 螂

И
脚柱部

脚郡下方に拡がる。林部

門盤売兵。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3nd/本 )。

山面 :ヘ ラケズ リ サ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 |に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い黄燈

第31図
J5

覆土

告盤直上
高 杯 躙

Й
脚 部

杯部外方に延びる。脚部

外面 :タ テハケ(9条 /

ca)。

り痕有り。

石英 長 石
片岩 黒色斑

粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

鯛
‐５

第
_QD1001 Q-5

覆土
者盤直上

高 杯 鵬
ψ

脚柱部
廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 25血 /本 )。

(幅 1 lcm/本 )。 成 形 戻

残存。

石 芙 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐

に

褐

面

面

赤

外

内

い

第31図 ―
SD1001 U‐ 6

覆上
岩盤直上 鵬

第
63 脚柱部

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3m/本 )。 石 英 長 石

黒色斑粒

外面 :に パ

い澄

内面 :橙
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報告書
掲載番号

遺構 出土地 点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 脚韓鰤
離
ｍ

瑯
鵬
径
くｃｍ，

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

て

御の鴻でｃｍ，
部位 形 態 調 整 翔繊

色調 備考

第31図
SD100ユ 不 明

渡土

告盤直上
高杯

脚柱部
1/3

31 脚柱部
外面 :磨滅のため調整 石 英 長 石

雲母

栓

費

外

内

第31図 覆土
岩盤直上

高 杯
脚桂部
1/1 脚柱部

脚柱都直立。林部タト方に

杯部円盤充填。

外面 :タ テハケ(S余 /

em)。

内面 :lf部ベラミガキ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

澄

澄

面

面

外

内

第31回

19
SDユ 00 子14

覆土
岩盤直上

高杯 脚
珈

脚 部
外面 :摩成のため嗣IA 石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤

澄

明

面

衝

外

内

褐

第31図 ‐
SD1001

覆土
岩盤直上

高杯 躙
務

38 脚 部
脚部下方に広がり止線5

本を施す。

ナアのち洸線5
石 英 長 石

雲母

外面 |に ぶ
い橙
内面 !明 赤
褐

第31図 ―
SD1001

覆上
岩盤直上

高杯 呻酪
脚柱部

帥部下方にをびる。胸柱
都タト面にヘラ■の報刻

タト面 :ナ為
内面 :廉減のため謝輩

石 英 雲母
赤色斑粒

褐

褐

赤

赤

面

面

外

内

第3,図 ―
SD1031

稜土
岩盤直上

聞 杯
脚柱部
1/2

46 脚柱都 下方へ拡がる。脚裾部に
円形タユLll‐ 19剛 )o

(幅 25血 /本 )。

内面 :ベ ラケズリのち

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐黒

楊

面

面

外

内

第31図 覆土
岩盤直上

高 杯 脚
確

脚柱部
脚部下方に拡がる。■(部

日延売填。

”
ハ
芍

獅
蛹
繭

石英 長石
片岩

外面 :に ぶ

い褐

内面 1灰

如・　一

SD1001
覆土

岩盤直上
高杯 鵬レ

脚柱部
14荘部直立。円を形を三

タト面 :タ テヘラミガキ
(幅 2鰤 /本 )。 揃艦

英
じ

石

雲

外面 :明 赤

掲

向面 Iに ぶ

い栓

年Rl図 ― 覆土
岩盤直上

高杯 附
歿

脚柱部 l」1部下方に拡がる。
内面 iヘ ラケズ リ ナ
デ。成形痕残

=。

石英 長石

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い橙

乍31図

26
覆土

岩盤直上
高杯 呻潔

脚柱部
ll部外方に廷びる。脚部
下方べ拡がる。lm裾部に
同形夕:ttl‐ 9m)。

(IE4dI1/本 板ナデ)。 石 英 長 石

雲母

面

褐

面

外

い
内 灰褐

加
２７
第 覆土

岩盤直上
把手付

高杯

杯～脚部
9/3

12 8
杯 ～

脚部

lIN部 内をしながら外方

がり岩部は丸みを帝び
る。杯部門縦充撲。林部
下半に把手力対 く。

タト面 :磨滅のため調整
不明。
内面 :林部摩成のため

調整不明。脚部ナれ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面

褐

内面
い橙

1第ど1図

1   28
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯

杯～脚部
2/3

ヽ
部

杯
胸

体部斜め外方に延び、脚
部下方に延びる。脚瑞訃
四角く収める。杯部門罐

・ 1瑛。

内面 :林部 ミガキ脚部
石 英 長 石

雲母 片岩

画

面

外

内

台 杯 壺 の

可 能 性 右

り。

第31図 ―
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯 脚

Й
120 51 脚 部

IF部 外方に近びる。脚在絣

帥裾部下方に拡がる。脚紀
鑑部は四角く〕又める。脚It

都タト面に5余 の凹稼文。ll
都円盤売凍。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 4皿 /本 )。

ナア。卿柱部に成形痕
残存。

石英 長石
雲母 片岩

タト面 :に ぶ
い赤褐
内面 :橙

第31図 ―

30
Q-5

覆土

岩盤直上
高杯

部

１０

脚

ツ 脚 部
脚部下方に拡がる。裾瑞

部は四角く1又 める。

外面 :タ テハケ(10条/

cm)。 石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :に ぶ

い褐

朗
３‐
第

SD100】 U‐ 6
覆土

岩盤直上
高杯 脚

勲
ユ5 6 脚柱部

卿rII下 方に拡がる。脚船
部丸みを持つ。

タト面 :摩減のため調整

内雨 iベラケズリのち
石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い責
内面 :に パ
い黄橙

第31図 ‐

32
Y‐ 5

覆上

岩盤直上
高杯 附

開
12 0 脚者[

脚部下方に拡がる。W鶏
部四角くlRめ る。

外面 :ナテ。
向面 :ナデ。

石英 長石

外面 1に ぶ

い橙

内面 :澄

朗
３３
第 覆土

岩盤直上
高 杯 圏

И
脚 部

輝訃下方に拡がる。脚磐
部四角く1又 める。

外面 :摩滅のため調整

内面 :肇減のため調整
不明。脚部に成形痕残
存。

石英 長 石
雲母 片岩

赤

赤

面

面

外

内

鯛
３４

第
SD1001 K-56 覆土

岩盤直上
脚
Й

104 脚 音Б
脚都 下方に拡がる。瑞都

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

に

面

面

褐

外

内

い

瑚
３５
第

SDlOOl U6
覆土

告盤直上
高 杯 脚

И
脚II部

m訃下方に延びる。端部
は四狗く収める。

外面 :脚荘 .flタ テベラ
ミガキ(幅3前n/本 )。

内面 :卿II部 ヘラケズ

リ。脚裾部ナ為

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤

褐

内面 :橙

第31図

86
SD1001

覆土
岩盤直上

高杯 脚
％

63 脚部
tr部タト方に延びる。脚都
下方に拡がる。

“

部円経
充要。

(幅 2 5ol1/本 )。

内面 :タ テベラ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

澄

澄

外

内

第31図 ‐

87
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯 脚

醜
脚 部

やや外方に拡張する。脚
裾椰外面に矢羽沢の線
刻を施す。

外面 :ナ デ。

葛賠
英
Ｂ

石

雲

外面 :に が
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第31図 ‐
SD1001

覆土

岩盤直上
高杯 螂

路
脚 部

杯部外方に延びる。脚部
下方へ拡がる。脚端都外
方に拡張する。夕「面に次
羽状の執亥Iを たす。

石 英 長 石

雲母

澄

橙

画

面

外

内

第31図 ―

39
SDユ〔〉91

覆土
岩盤直上

躙
勇

50 脚 部

脚部下方に拡がり、端部
外方に拡張する。加裾 rT

外面に矢羽状の線刻を
ウト面:ナ デ。 石 英 長 石

雲母 片岩

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第32図 ] _tD1001 R‐ 6
覆土

岩盤直■
高杯

部

ワ

脚

ツ

脚部下方に拡がる。脚端
部は夕

`方

に拡張する。柳
都外面に矢羽状の線刻、
脚裾部に櫛TH直 級文を

施す。

外面 :ナデ。
内面 :ナ‐

.

石 英 長 石

雲母

澄

橙

面

面

外

内

第32図 2 SD1001
覆土

告盤直上
高 杯 螂

労
139 脚 部

胸部下方に拡がる。脚端

タト面に久羽状の釈亥I。

石英 雲 9
赤色斑粒

外面 |に ぶ

い澄

内面 1に ぶ

い費澄
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報告書

掲載番号
遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯

ｍ 鰯離ｍ
離
＜ｃｍ，

瞑部

(脚柱 )

径

(cm)

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

で

御の灌くｃｍ，
部位 形態 調 整 働繊

色調 備考

第32図 3 Y-5
覆上

岩盤直上
高 Ir

部

Ю

脚

ツ 脚 部
脚部下方に廷びる。陣端
部四角くⅨめる。

外面 :磨滅のため調整

内面 i麻滅のため調整

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :橙

第32図 4 SD1001
覆上

岩盤直上
高 杯

部

Ｈ

脚

ツ Im部

脚都下方へ拡がる。脚端
部やや外方に拡張する。
外面に矢羽状の線刻を

施す。

タト面 i摩滅のため調整

内面 :席滅のため調整
石 英 長 石

雲母

外面 :明赤
褐
内面 :橙

第32図 5 SD1001 R‐ 6
覆土

岩盤直上
高杯 脚

Й
126 脚都

脚部下方に拡がる。加瑞

部は値かに外方に拡張
する。脚部外面にベラ描
きの線刻を施す。

外面 iナ デ。
内面 :ナデ.

石 英 長 石

雲 母 片 培

赤色斑粒

外面 :黒褐
内面 :黒褐

第32図 6 SD1001
覆土

岩盤直上
高 杯 躙

ぬ
脚 部

飩部下方に廷びる。脚船

部やや外方につまみ出
外面 :ナデ。

内面 :ナ 7.
石英 雲 母
赤色斑粒

橙

に

面

面

褐

外

内

い

第32図 7 K-17
覆主

岩盤直上
高杯 脚

拗
脚 部

脚部下方に拡がる。瑞都
四角く収める。

外面 :ナデ。

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母 赤色班

粒

橙

橙

面

面

外

向

第32図 8
覆土

岩盤直上
高 杯

部

１２

脚

ツ 胸 部
脚部下方に拡がる。端部

拡張する。
内両 :ヨ コヘラケズリ 石英 長石

赤

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第32図 9 SD1001 P-5
覆土

岩盤直上
高杯 附

防
脚 都

脚都下方に拡がる。抑硝
部は囲狗く‖又める。

外面 :脚 部 タテハ ケ

(17条 /1 5cm)。 脚船都 長 石 雲 母

赤色班粒

橙

橙

面

面

外

内

第32図 ‐

10

覆土
岩盤直上

高 杯 附
Й

脚 部
脚部下方へ拡がる。卿鶉
部四角くlRめ る。

石 英 長 石

雲母

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第ψ図‐
J■ 4

覆上

岩盤直上
高 杯 脚

”
27 脚 部

脚部下方に拡がる。瑞部
やや拡張する。

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い澄

第32図 ―

上

主

直

覆

継中石
高 杯

部

１０

脚

Ｖ 脚部
脚部下方に拡がる。瑞部
は四角く収める。脚部外
面に段を有する。

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い浴

第32図 ―

13
SD1001

覆土
岩盤直上

高 杯 躙
И

100 脚部

杯部外方に延びる。脚部
下方に拡がる。

"‖

都四

角く収める。W裾 都強い

ナアにより段を有する。

内面 iベラケズリのち

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :黄灰

第32図 ―
SD1001 Z-5

上

主

直

覆

盤中石
高 杯 螂

略
脚 部

脚部下方に拡がる。脚端
fFlえ く収める。輝都外面
に1条の凹線文。

タト面 :磨減のため調整

内面 :ナデ。

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :明赤

掲

向面 iに ぶ

い明赤褐

第32図 ― 覆土

岩盤直上
高杯 躙

略
H4 脚 部

都外方に拡張する。脚部

外面にベラ猫の線刻を

施す。

タト面 :ナデ。 石 芙 長 石

雲母

外面 i明赤

褐

内面 :に パ

い赤掲

第32図 ―
SD1001 【-56 覆主

岩盤直上
高杯 脚

И
脚 部

脚部下方に拡がる。端部
やや拡張する。W都外面
に報刻のた縦、裾部を3

粂の四森(区画し、裾端

部に円形の生省文を巡

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 I明 赤
褐
内面 1明赤
褐

第32図 ―
SD1001

上

土

直

覆

盤石̈
高 杯 附

勇
脚 部

脚都下方に拡がり、瑞部

拡張する。脚裾部外面に

円形声J安 文を巡らす。

外面 :rr滅のため剖整
石 英 長 石

雲母

外面 :明赤

褐

内面 :赤褐

第32図 ―
SD1001

覆主

岩盤直上
高杯 躙

勇
脚部

脚部下方に拡がる。脚端
部四角く収める。脚裾部
外面に弱い凹線文。

m)。裾部ナ‐
.

内 面 iヨ コベラケズリ。

裾部ナえ

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

一画
面

外

内

第32図 ‐

19
Vヽ-6

覆土
岩盤直上

高 杯 醐
ぬ

脚 部

脚部下方に拡がる。脚瑞

部丸くlkめ る。開裾部1こ

同l1//穿 ▼L。

(幅 3mm/本 )ナ ア。
内面 :靡減のため翻整

不明。

石英 長石

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第ψ図―

20
」■4

覆上

岩盤直上
高1/T 躙

И
脚 部

脚都下方に拡がる。端部
は九く収める。

外面 :摩滅のため翻lt

内面 :ベ ラケズリ ナ

長石 雲母
赤色斑粒

橙

に

画

面

橙

外

内

い

第鬱図―
V-6

覆土
岩盤直上

高4T 聞
И

脚 部
脚部下方に廷びる。脚船

部やや九みをもつ。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 2Ш /本 )ナ デ。
石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙

楊

面

面

外

内

第32図 ‐

効
SD1001

覆土
岩盤直上

製

弾

土

投 完形
径

６

直

２ 長さ48 重さ
30 1g

完 形

両鶴は尖り、断面形は日
形を三する。ラグピー 石 莫 長 石

雲母
外面 :楊灰

第32図 ―
働 1001 不 明

覆上
岩盤直上

製

弾

土

投
ほぼ完形

径

５

直

歩 長さ44 重さ
23 8g

ぼ
形

ほ

を
死

形 を皇する。ラグピー

ボール,人の器形。

石 英 長 石

雲母

外面 !浅黄
橙

一部欠損。

第32図 ‐

Й
覆土

岩盤直上

製

弾

土

投 耕
潔

長 さ38
幅 19
厚 さ30

重さ
169g

紳
黎

断面形は円形を三する。
ラグビ 下 ル状の器形。

石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤

褐
一部欠損。

第32図 ‐
SDl(〕91

覆土
岩盤直上

製
柴

土
投

絲
勃

長 さ37
幅 26
厚 さ21

重 さ 絲
勲

外面 :ナデ 石英 長石
外面 :明 赤
褐

―部欠損。

第43図 1 働 1002
覆土

岩盤直上
曰縁、瑯
Й

口縁ヽ

顕部

日縁都縦やかに外反。ロ

縁瑞部やや上下にlF王

する。口・ 4r船 都外面に2

条の凹線文。

外面 :口 縁都 ヨヨナ
ア。票部タテハケ(8条 /

1 2cm)。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

澄

澄

面

面

外

内

第43図 2 SD1009
覆土

岩盤直上
口縁、期
防

13] 口縁ヽ

駆部

回縁部縦やかにタト反。増

部は四角く収める。

外面 |ヨ ヨナテ

内面 :ヨ コナア

石英 長石
_r母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い栓

―- 703 -一



報告書
掲載番号

遺構 出土地■ 層位 器種 残存率
径

ω 脚囃くｃｍ，
購
くｃｍ，

鮒
朧
径
てｃｍ，

器高

残存高

(m)

その他

法昆

(cm)

都位 形態 調整 翻繊
色 調 備 考

第43図 3
覆土

岩盤直上
脚
賄

87 体 部 体部内4。

外面 :タ テハケ(幅 8条

ρcm)。
石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒
褐

橙

里
ヽ

第43図 4 SDi002
覆土

岩盤直上
顕～体部

1/6
146 29 一

部

瞑

体

外面 :票 部 タテハケ

(10条/11師 )。

内面 :ヨ ヨベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

澄

橙

面

面

外

内

第43図 5
覆土

岩盤直上
瑯
И

底部
笹かにあげ底。体部は尉
め上方に延びる。

外面 :体部摩滅のため

調整不明。底部ユ ピオ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

灰

橙

暗

面

面

外

内

黄

第43図 6
覆土

岩盤直上

部

ψ

底

ツ 底 部
平度。体部は糾め上方に

外面 :タ テベラミガキ

(幅 4m/本 )。 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い責栓

第43図 7
覆土

岩盤直土
劇
勇

24 底 部
こかにあげ底。体部は州
め上方に廷びる。

外面 iタ テハケ ユ ビ

石英 長石
片岩

橙

褐

画

面

外

内

第rt3図 8 SD10∝
繊土

岩継直上
甕

口縁部
1/8

国縁部 口縁部「く」年よイこ外反。
内面 :回 線部 ヨヨナ 石英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第43図 9 SD1002
覆土

岩盤直上
霊

口縁部
1/8

口縁部
口緑部外反。瑞部やや尖 内面 :回 線部 ヨヨナ

デ。体部ヨヨヘラケス “麹
英
母

石

雲

粒

ボ

　

灰

に

　

一寅

褐

面

黄

面

外

い

内

第43図 ‐ 覆土

岩盤直上
霊

日縁著ト
1/6

日縁部

口隷都「逆LJ字状に外
反。瑞部上方に拡張す
る。日療端部外面に2粂

の回線文。

外面 :ヨ ヨナア。

内面 :ヨ ヨナテ。

石莫 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :暗灰
黄
内面 Iに ぶ
い黄橙

第43図 ―
働 1002

覆土

岩盤直上
霊

口縁部
1/14

180 154 16 回縁部 口縁証外反。
み
え

石 英・長 石

雲母

外面 :明 赤

掲

内面 :橙

第43図 ― 覆土
岩盤直上

琵 邸
И

底 部
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

石英 長石
黒色斑粒

外面 :黄 灰

内面 1に ぷ

い黄澄

第43図 ―
SDi002 F■ ,

覆土
岩盤直上

高杯 脚
防

脚 部
脚都下方に拡がる。脚端

郎肥厚し四角く収める。

石 英 長 石

雲母 片岩

面

褐

面

褐

外

い

内

い

第44図 ■ SD1003 覆土 高 杯
部

１２

脚

ツ 脚 部

脚部下方に拡がる。増部
やや犯厚 し四角 く収め

外面 :ナ為
内面 :席滅のため調整

石英 長 石
雲母

橙

橙

面

面

外

内

SB(土器 )

報告書
揚戒番号

遥構 出土地点 層位 器 種 残存牽 唯
ｍ 椰韓ｍ

離
ｍ

瑯
醒
径
ω

器高
残存萬
(cm)

御の進ω
部位 形態 調整 勃繊

色調 備 考

第46図 1 SBl(〉Э]
10 11 雅

明
記 犯 手 「C」字状に努HH。

外面 :ナテ。
内面 :ナテ。

石 英 片 岩

雲 母 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :に ぶ

い黄橙

壺把手の

可能性有
り。

第46図 2 覆 土 茎
縁

れ 日縁部

口霰都「く」字状に外反。
口織殆都やや上下に拡
張する。口綜瑞部タト面に
2茶の四縦文。

長 石 雲 母

赤色班粒 黒

色斑粒

面

面

外

内

第46図 3 SB1001
10 11

覆 土 整 略
И

口縁部
口縁部外反。回縁増部B
上下に肥厚する。

ナみ 顎部にユ
エ残

=。

長石 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面 :明 黄
掲
内面 :に が
い黄橙

第46図 4 SB1001
XY― 紐

明
霊 閣舅

16 曰縁部
口緑部タト反。口l・ 船部上

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :に パ

い貨掲

内面 :

オリーブ褐

第46図 5
1011 稚

側
露 醐剪

150 13 日縁部 四角く収める。 内面 :磨滅のため罰整

石 莫 長 石

雲母 黒色斑

粒

画

面

外

内

第46図 6 SB1001 雅
明

霊 邸
Й

78 底 部
平嵐。体都は斜め上方

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

外面 :澄

内面 :に ぶ

い橙

第46図 7
10■ 1

覆土 霊 瑯
】

73 底 部
平底。体部は斜め上方

外面 :E滅のため調整

内面 :靡滅のため調整

石 英 長 石

_r母 赤色斑

粒

黄
　
　
ぶ

澄

面

　

面

黄

外

褐

内

い

第46図 8 SBI ll11
1011 覆土 整 瑯

狛
30 底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :整滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :灰 白
内面 :

オリーブ褐

第46図 9 SB1001
kY‐
10■ 1

覆土 整 劇
歿

底部
芭かに上げ底。体部は創
め上方にをびる。

外面 :磨滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

雲号 赤色斑

粒 黒色斑泣

灰

ぶ

褐

に

褐

面

面

赤

外

内

い

第46図
SB1001 覆土 甕 瑯

Й
底 部

平底。体部は斜め上方に
タト面 1磨滅のため調整

内面 :廉滅のため剖整

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :橙

内面 1に ぶ

い責橙

第46図
SB1001

1011 覆土 菱 螂
Й

底 部
平農。4部は斜め上方に

外面 !磨滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

不明。住かにユビオサ
エ残

=。

長石 雲母
赤色斑粒 黒
色斑粒

褐黒

橙

面

面

外

内

第46図
SB1001

10 11
雅
明

霊 螂
脇

10 底 部
僅かにあげ度。体都は斜
め上方に廷びる。

タト面 :ユ ピオサエ ナ

内面 :摩滅のため調整
石英 長石
雲母 片岩

灰褐

橙

面

面

外

内

-7M一



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存華 唯
鰤

体部

最大径

(ca)

睡
ω

螂
朧
径
鰤

器高

残存高

(C8)

御の遼ω
部位 形態 調 整 勃繊

色 調 備考

第46図

13
SB1001

KY―
10■ 1

床面直上 高杯 靭
ψ

脚 部
り。ユビオサエ残存。

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

第46図
SB1001

1011 盈
躙

不 明 磨滅のため調整不明。
石 英 長 石

雲母

厭
　
厭

獅
費
揃
黄

約3m角 の

破片。

第50図 ■ SB1003 Y-13 覆土 壺
口縁部
1/P3

21 口縁部
口縁部外反。回線措部は
上下に肥厚する。口縁鶏
部外面に3粂の凹線文。

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

褐

ぶ

灰

に‥
褐

面

面

赤

外

内

い

第50図 2 SB1003 覆土 螂
Й

底部
平底。体部は浴Iめ上方に
廷びる。

外面 !療滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不舅。

石英 長 石
黒色斑粒

灰

ぶ
獅
繭
唯

第50図 3 鵠 1003 X-13 覆土 整 齢
舅

底 部
僅かに上げ底。4部 は斜
め上方に延びる。

外面 :藤減のため調整

不明。
内面 :ユ ビオサエ ナ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :浅黄
澄

第∞図 4 SBllD3 覆土 塞 齢
Й

7FA部
平底。体部は丼め上方に
たびる。

舛面 :タ テヘラミガキ。
内面 :廉滅つため調整

長石 雲母
結晶片岩 黒
色斑粒

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第53図 ■ SB1004 覆土 霊 脚
翔

口縁部
回線部外反。口縁培部や
や九みをもつ。

外面 :ナテ。
内面 :ナテ。

石 英 長 石

結晶片岩

外面 :浴

内面 :に ぶ
い赤褐

第53図 2 SI11004 覆土 壺
回縁部
1/10

回縁部
回縁郎外反。回線磐部四

角く収める。

外面 1療滅のため調整
不明。
内面 :療滅のため調整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙

橙

画

面

外

内

第59図 3 SB1004 V-11 覆土 壺 瑯
勁

底 部
平嵐。体部はtrlめ 上方に 外面 :ナ為

内面 !ナ九
石英 長石
片岩 褐

赤

赤

面

面

外

内

第56図 1 SB101 6
9■0

覆士 重 齢
略

底部 る。脚部下方べ拡がる。

外

デ
内

ｎ

石 英 長 石

雲母

橙

橋緬
繭

台付霊 の
可能性有
り。

第硝図 2 SB1006
A上 BI
-9 10 覆土 露 醐Й

51 日縁部
回線部外反。口縁瑞部上
部やや尖り、四角く収め

外面 :口縁～察部ヨコ

ナ/.体部タテハケ。
内面 :回線～璃部ヨコ

ナア。体部との境にユ

ピオチエ。体部 ヨヨヘ

石英 長石
雲母

外面 1に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第弱図 3 SB1006 -9 10 覆土 菱
部ヽ体

И

顕
ヽ
部

顕
体

雲都外反。体蔀は斜め下
方i工する。

外面 !ナテ。
内面 :ユ ビオサエ ナ 長石 雲母

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :費 灰

第59図 ■ SB1007 C-9 覆土 直口壷 口縁、榔
Й

口 縁～

体部

回線部直立して上方に
立ち上がる。日緑端部は
短く外反する。

外面 :ナみ
内面 :日縁部ナみ 顕
部と体部の境にユピオ

サエ。体都 ヨコベラケ

石英 長石
雲母

赫

　

級

画

　

面

外

橙

内

第59図 2 胡 1007 覆土 重 醐Й
13 口縁部

外面 tナ /P.

内面 !ナえ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

橙

橙

外

内

第59図 3 SB1007 C'9 覆 土 醐И
日縁苫ヽ

や尖る。

石 英 長 石

雲母

橙

澄

面

面

外

内

第ω図 4 SB1007 C9 覆 土 発 醐勇
口 縁～

体部

回線部外反。口繰磐部や
や肥厚し、えみをもつ。

外面 !口綜～体部ヨコ

ナえ 票 部 にユピオサ

内面 :回線～顕部ヨヨ

ナ為 体部ユビオサエ

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に が
い赤褐

第59図 5 SBIl10● C-9 覆土 霊 醐勇
口 縁～

体者[

日綴都外反。回線弔部や
や上下に肥厚する。回線

端部外面強いヨヨナア

外面 :口森～鎮都ヨヨ
ナテ。体部タテハケ(9

条/飢)。

内面 :口縁部ヨヨナ
為 体部ヨヨベラケズ

石英 長石
雲母

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第59図 6 覆土 霊 醐Й
口縁部

口縁部「く」宇状に外反。
口縁端部やや上下に拡

張する。日縁増部外面強
いヨヨナアにより凹む。

外面 :日縁～襲部ヨコ

ナえ 体都タテハケl12

粂/m)。

内面 :口縁～壊部ヨコ

ナ/.頸 体部との境に

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

赤

　

赤

姉
褐
繭
褐

第59図 7 SBllll17 覆土 整 鰤
Й

37 底部
平麿。体部は斜め上方に

延びる。

(幅鉤 /本 板ナデ)。 外
底面サデ。

内面 :ユ ピオサニ タ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

泣

灰

灰

黄

黄

面

面

外

内

第59図 8 SB1997 覆土 甕 瑯
И

60 29 底部
建かにあげ痕。4部 は斜
め上方Ⅲ廷びる。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第59図 9 SB1007 じ 9 覆土 菱 瑯
勲

50 底部
平/H。林部はTlめ上方に
廷びる。

石 英 長 石

雲母

外面 :褐灰

内面 :に ぶ

ヤヽ赤褐

朗
‐０

第
SB1007 C'-9 覆土 甕 醐Й

口縁部
口縁れ外反。国縁路部四
角く収める。

外面 :ナ 7.
内両 :日線部ナデ。顕
部と体部の境にユピオ 長石 雲母

橙

橙

面

面

外

内

第59図
鵠 il l17 覆土 甕

口縁部
1/8

回縁部

口縁部外反。日稼4部 や
や上下に肥厚する。口縁

璃部タト面強いヨヨナデ
外面 石英 長石

雲母

橙

澄

画

面

外

内

第59図 ‐
SB1097 C-9 覆 ■ 蔦杯 螂酪

154 33 口縁部
杯部屈曲してやや外方
に廷びる。口振蝦訃外面
に3粂 の四線文。

外面 :口霰賠部ナ∴
内面 :口縁部ナ為 林

部放射状のベラミガキ

(膊W本 )。

長石 雲母
黄

浅

面

面

外

内

―- 705 -―



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
ω 郷韓ロ

降
くｃｍ，

瑯
雌
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

で

柳の遼鰤
部 位 形態 調整 鞠続

色調 備考

第59図 ―
朗 1007 覆土 高杯 脚

И
99 脚部

外面 :タ テヘラミガヤ
(幅 35凹 /本)。

内面 :タ テヘラケズ
リ。縦嗽 農存。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :橙

内面 :に お
い赤褐

第62図 】 SBllll18 不 明 覆 土 壼 口縁、螂
蜘

210 176 52 0
口縁～

底部

口縁外反。口縁鍛器はわ
すかに下方に拡張。4部
内掛じ中位に最大径。平
底。

使つたナ/.壊部ハケ。
タタ■。体部上部ハケ
のち少しのミガ■。タ
タキ。体部F部ハケの
ちミガキ。底部強めの

内画 :工兵を使つたナ
え 頸都ユピオサエ。体
部上部ユピオサエ。ケ
ズリ。体部下部ケズウ。
底部ケズリ。

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :橙

内面 :橙

第62図 2 団31008 不 明 覆 土 長顕壷 口縁、榔
協

21 2 21 7
日縁～

体部

頸部直線的に上方に廷
びる。増部3条の凹線。頸
部中位に4条 の凹縦、4
部との境に5条 の四線を

巡らし区画し、凹線との

間に列点文を施す。体部
は属が張り体部

“

位上

方に列点え、お都中位
に獲描文が見られる。

列点文。頸部凹鯉 条。
列点文。凹線5条 。列点
文。体部下部ハケ(膝/
cn)。

内面 :頸 部ユ ピオサ

石英 長 石
雲母

外面 1に ぶ
い橙
内面 :灰

第62図 3 朗 1008 覆 土 口縁、榔
胸

口縁～
体部

口縁都綴やかに外反。ロ
綴増部やや肥厚する。4
部内彎。

外面 :回線部ナテ。頸
部タテハケ(翔 m)。

体部タテハケ(8蝶鶴 )

のち″テベラミガキ
(幅 3na/本)。

内面 :口 縁～頸部ナ
/.体部ヘラケズウ ナ

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :橙

内面 :澄
図面上で
合成。

第62図 4 SB1008 P-9 覆土 重 口縁、瑚
Й

126 口縁．瑯

口霧都綴やかに外反。ロ

繰鍛部四角く収める。ロ

線部外面に5条 の回線

文、票部に9条 つ回線文
を施す。

外面 :ナえ
内面 :ナ為

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

詭

一
橙

面

面

責

外
内

い

第62図 ‐
: SBltl18 PO‐ 9 覆 土 壺 日縁、帥

略
120 回縁 ～

鎮部

口機

“

綴やかに外反。ロ

緑繋都やや九く収める。

駅離桜合熊あり。

獅
輌
え

雲母 長石
赤色斑粒

澄
澄獅

肺

第62図 6 SB1008 覆土 重
口縁部
ユ/16

116 日縁部
IE羅籠外反。口緑鶉郡四
角く収める。

石 英 長石
雲母 片者

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第62図 7 SB1008 P09 覆土 壺
頸～体部

1/6
一
部

頸
魯

票部上方に廷びる。頸苺
裾に2条 の凹線文。体部
との境に列点文を巡ら
す。

外面 :ナえ
内面 :磨滅のため調整

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第62図 〔 創31008 P-9 覆士 壷 醐И
178 口縁部

回線部外反。口綴弱部上
下に拡張し、外面に3姿

の凹線文。

え

滉

獅
繭

石 英 長 石

雲母 赤色朔

粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :「 ぶ
い黄橙

第骸図 ( SB1008 P-9 覆土 壺
縁

ん 口縁部
内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

厚する。

窮62図 ―

10
SB1008 覆土 睡螂ψ

口縁～

頸部

口縁部外反。口繰増部下

方に拡張する。回線増部

外面強いヨヨナアによ

り凹む。

外面 :口縁瑞部ヨヨナ
デ。頚郡糧いタテハケ

(4粂 /cm)の ち和かいヨ
コハケ(10条/m)。

内面 :口 縁都 ヨヨナ

為 顔部ユピオサエ ナ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

第62図
胡 1008 P-9 覆土 醐И

140 口縁部
口霧部直立気味に上方
に廷びる。娼部は丸く収

頼
繭
え

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

澄

橙

画

面

外

内

硼
・２

第
SB1008 覆土 壺 瑯

Й
53 頸部

瓢部はやや斜め上方に
外面 :磨滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長石
雲母 赤色斑
粒

浅

　

橙

面

　

面

外

橙

内

囲
・３

第
SB1008 PO‐ 9 覆土 長頸壷 鮒

％
104 頸部

駅部直線ljに 上方に廷
びる。頸部を9条 、体部と

の境に3条の洸線を巡ら

し区画し、泥線との間に

猛いハケを施す。環都に

接冬嗅力現 られる。

外面 :,テ 頸部社い

タテハ ケ(54/cm)。 体
部猛いタテハケ(5本/

ed)。

内面 :ユ ピオサエ 強

石 英 長石
雲母

面
橙

面
橙

外

い
内

い

硼
‐４

第
SBIC08 P‐ 9 覆土 把手 把子811。 獅

輛
石 英 長 石

雲母

ぶ

　

灰

に

　

褐

‥

橙

面

責

面

外

い

内

硼
・５
第

SB1008 覆土 壷 把 手 「CJ字状に留出。
デ
。
為

石 英 長石
雲母 赤色斑
粒

黄

　

黄

浅

　

浅

輛
給
繭
澄

甕把手の
可能性有
り。

第62図 ―

16
SB1008 PO-9 覆土 132 把 手 「C」 字状に鸞山。

え
為

石 英 長石
雲母

面

橙

面

橙

外

い

内

い

にお

養把手の
可能性有
り。

第63図 ■ 覆上 壷 螂
Й

底部
平FH。体部は斜ゆ上方に
廷びる。

石 英 長 石
雲母

タト面:に ぶ
い赤褐
内面 :褐灰

第63図 2 SB1008 PO-9 覆土
部

１０

底
ツ 底部

平底。体部は斜め上方に
内面 :磨滅のため調整 石英 長石

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :浅黄
橙

第

“

図 3 SB1098 覆上 壷 瑯
″

128 底 部
平残。体部は斜め上方に

廷びる。
不明。
内面 :麻滅のため語整

石 英 長 石

赤色斑粒

灰

灰

面

面

外

内

第63図 4 SB1008 覆土 邸
ψ

底 部
コ蔑。体部は斜め上方に

廷びる。

夕願 :ナえ
内貢 :ユ ビオサエ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外IF:灰貢
内面 :灰

第63図 5 鵠 1008 覆上 重 琳
Й

底部
平底。体部は斜め上方に

外面 :ナ デ ユ ピオサ

内面 :ユ どオサエ ベ
石英 長石
雲母

獅
蛇
肺 黄灰
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器 種 残存率 醒
ｍ 郷繭ｍ

降
くｃｍ，

瑯
雌
径
鰤

高

，

絡
跡
価

御の濃鰤
部 位 形態 調 整

含有物
組成

色 調 備考

第63図 6 SB1008 P09 覆 上 茎 醐Й
26 0 口縁部

ウト面 :摩減のため調整
不町。
内面 :回 縁都ヨヨナ
デ。体部ココベラケズ

石 英 長 石

雲母

橙

灰

耐

耐

ブ

外

内

リ

第63図 7
SB10118

(ED-1)
O-9 覆 土 賓 口縁．脚

歿
23 0

回縁～

体部
回縁部外反。口様翡部上

方に拡張する。 山面 :ユ ビオサエ ヨ 長石 蜜母
澄

澄

画

面

外

内

第63図 8 SBi008 覆 土 箋 口縁．螂
勇

回縁～

体部

曰縁籠外反。国縁繋部上

方につまみ上げる。口縁

鵡部外面に2条 の凹線

文。

外面 :摩滅のため調整

内面 :口 緑部 ヨヨナ

為 体部 ヨコヘ ラケズ

石英 長石
赤色斑粒

外面 :灰オ
リ‐ブ

内面 :灰オ
リ‐ブ

第63図 9 SB1008 覆 土 霊 醐】
口縁部 ］蝉］

酷
嚇
醸
赦

え
え

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第63図 ‐

10
鵠 1008 覆土 甍

日縁部
1/15

28 口縁部
日縁部外反。口縁増部四

角く収める。

外面 :ヨ コナデ

内面 :ヨ ヨナア

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い橙

第63図 ‐
SB1008 覆土 墓 醐拗

184 口縁部
口穣部外反。口緑鶉部や 石英 長石

雲母

外面:オ リー

ブ黒
内面 :橙

第63図 ‐
SB1008 PO-9 覆土 箋

口縁部
1/10

150 口縁部
口緑部外反。口縁鴻部や

や上下に拡張し、外面に

2粂 の四撤文を施す。

え
え

石英 長石
雲母

橙

橙

面

面

外

内

第63図

13
SB1008 覆土 甕

部

３

縁

泡
日

１
口縁部

口縁都外反。口縁増部四
外面 :回線部ナえ 体

部タタキ ナア。

内面 :ナア。
“櫛

母
浄

雲
片
粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第63図
SB1008 覆土 霊

日縁部
1/13

31 日縁部
口縁部外反。口緑鶏部や

や尖る。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

獅
肺

第63図

15
SB1008 PO‐ 9 覆土 弱 醐И

12 7 口縁部
口塚部外反。口縁掛部肥

厚する。日縁瀦部外面に

2条 の凹線文。
内面 :ヨ コナ為

長石 雲母
灰

仄

黄

黄

面

面

外

内

第63図 ―

16
SB1008 PO‐ 9 覆土 甕

部

Ｏ

縁

海
ロ

ー
口縁部

回標都外反。口縁増部四

角く収める。

外面 :ナえ 長 石 雲 母

赤色斑粒

外面:に ぶ
い黄橙
内面:に ぶ
い黄橙

第63図 ‐

17
SB1008 P-9 覆 土 霊

部

１２

縁
ｙ

日縁部
曰縁部外反。口縁鴻部上
方につまみ上げる。

長 石 雲 母

赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第63図 ―

18
SB1008 PO-9 覆土 甕

頸～体部
1/5

■ 0
頸～

体部

タト面:タ テハケ(10条/

m)。

内面 :ユ ビオサエ ヨ

石英 長石
雲母 赤色斑

疵

橙

浅

面

面

外

内

橙

第68図 ―

19
SB1008 PO‐ 9 覆上 甕 醐

“
底 部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :ナ テ タテハケ

(10条/1 2em)。

内面 :ユ ピオサエ タ

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第63図 ―

ワ0
P‐ 9 床 面 茎 螂

″
50 底 郡

平底。林

“

は斜め上方に
たびる。

外衝 :タ テベラミガキ

(幅 3繊本)。

内面 :ユ ビオサエ タ
石 英 長 石

雲母

外面 :灰黄
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第63図 ―
SB1008 騒 土 整 廓

勇
底部

4都は舞め上方に延ひ 外面 :摩成のため調整

不明。

内面 :ユ ビオサエ。

石英 長 石
雲母

外面 :灰

内面 :灰

第63図 ‐

22
鵠 1008 覆士 甕 鰯

】
102 底 部 め上方に廷びる。

タト面 :ナ デ 底部外面

内面 :盛滅のため潤整
不明。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :灰黄

第68図 ‐

23
SB1008 P09 覆 土 郎

歿
底 部

僅かにあげ虞。体都は州
め上方に延びる。

舛面 :ナ テ タテベラ
ミガ■印黎血体 )。

内面 :タ テベラケズ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第63図 ‐

2/1
SB1008 P-9 床 面 露 瑯

勇
底部

平底。体部は斜ゆ上方に
廷びる。

外面 :ナ デ タテヘラ
ミ才キ(幅25m/本 )。

内面 :ユ ピオサエ タ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

隊
灰

獅
肺

第63図

25
SB1008 PO-9 ＥＰ・３雅

謎 齢
勇

底部
辛底。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :購滅のため調整

内面 :摩減のため調整

不明。

石英 長石
片岩

外面 :に ぶ
い冶
内面 :橙

硼
２６
第

SBユ008 P09 覆土 甕 螂
И

底部
笹かにあげ底。体部は斜
め上方に延びる。

外面 :ナ為

内面 :ユ ピオ

'エ

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

硼
２７

第
SB1008 P09 覆土 霊 瑯

И
底部

上げ鷹。トナツ状を呈
する。体都は斜め上方に
延びる。

外 面 :ナテ タテヘラ

ミガ■ (幅3da/本 )。外

底面ナ為 長石 雲母
外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :灰

硼
２８
第

鵠 llll18 覆土 整 螂
И

底 部
平底。体部は斜め上方に

逆びる。

外面 :ユ ビオサエ ナ

内面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :暗灰

鯛
２９
第

SB1008 P-9 覆上 露 帥
黎

底部
平残。体部斜め外方に廷

外面 :タ テベラミガキ
llH3nd/本 )ナ 7.
内面 :摩流のためIIB整

石英 長 石
雲母 片岩

褐

黄

黒

灰

画

面

外

内

褐

硼
８０

第
胡 1008 P09 覆土 甕 螂

黎
底部

値かにあげ底。体部は斜
め上方に廷tFる 。

外面 :ナ デ ユビオサ

内面 :強いナ7~.

長石 雲母

外面 :浅黄
橙
内面 1に ぶ
い黄橙

硼
３‐
第

SB1008 覆土 霊 邸
％

底 部

平底。底部短く直立し、
体部は斜め上方1こ 廷び

外面 :磨滅のため調整

内面 :強いタテナみ

石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い黄橙
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 脚朧ｍ

雖
ω

瑯
醒
径
イｃｍ，

器高

残存高

(cm)

柳の漣ぐＣｍ，
部位 形悪 調 整 勃繊

色 調 備 考

醐
３２

第
SB1008 覆土 箋 廓

ン
底 部

平嵐。体部は斜め上方
外面 :ナ為

石 英 長 石

雲母

褐

灰

面

面

外

内

第63図 ―
〔朔31α蕗 覆土 整 邸

珀
底部

平度。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :ナー.

内面 !タ テベ ラ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

ぶ

黒

に

面

面

橙

外

内

い

第∝図
SB1008 覆土 養 瑯

″
底部

あ
"ミ

。Th部は斜ゆ上方
内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

ぶ

黒

に
舶
繭
噛

第63図

35
SB1008 P09 覆土 高 杯 榔

胸
杯部

tr部 直線的に外方に延
びる。口綜増郎屈出し短
く直立する。増部は四角
く収める。回線器部夕(面
に3粂の凹縦文を施す。

タト両 :口綴部ナデ VTh

都ヨコベラミガキ(幅

15m々 4)。

内面 :回縁部ヨヨナデ
杯都放射状のベラミ
ガキ(幅 2繊本)。

石英 長 石
雲母

灰

灰

面

面

外

内

第鶴図
36

擁土 高杯
部

１２
杯
Ｖ

188 杯著L
回転郎ほぼ直立。回線賠

都四狗く収める。

石 英 長 石

雲母

橙

減

画

面

外

内

橙

鉢の可能
性有り。

第63図

37
SB1008 稜土 高杯

部

Ю

杯
ツ 杯 部

口緑部直立。端都は四角

く収める。口緑部外面は

強いナアにより段を右

外面 :ヨ ヨナ7.
石英 長石

橙

橙

面

面

外

内

第63図 ‐

38
胡 1008 PO-9 震土 苗杯

杯、鮒
ψ

50 杯～

脚部

杯部機全部より直線的

に外方に廷びる。脚部下

方に廷びる。杯部桜合部

外面 :ナア (タ テヘラ

ミガキ)。

内面 :杯部5分 割の ヨ

ヨベラミガキ (幅 2111/

本)。 脚部ベラケズリ。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第

“

図‐

39
鵠 1008 P09 覆土 高杯

脚It部

1/1
107 脚柱部

脚柱部営立。円II形 を三
する。

外面 :タ テヘラケズリ

(1諺 5HH/本 )。

内面 :林部ベラミガキ
石 英 長 石

雲母

面

橙

面

外

い
内 浅責

第63図 ―

40
SB1008 覆土 高杯 ］Й

68 脚柱部

外面 :タ テベラミガキ

(幅 7団 /本 。板ナア)。

内面 :ヘ ラケズ リ。成

形lk。

石 英 片 岩

長石 赤色斑

壮

外面 :明 赤

褐

内面 !に ぶ

い赤褐

第63図 ―
SBユ008 P-9 床 面 高杯 臓

塊
脚柱部

脚柱部直立。日程形を三
する。

タト面 :摩滅のため調整

内面 :ナえ 縦り/R残

存。

石英 長石
赤色斑粒

燈

浴

画

面

外

内

第63図 ‐
SB1008 覆土 高杯 圏

剪
62 脚 部

脚部下方へ広がる。端都
は四角くⅨめる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3血 /本)。 脚船部 ヨ

内面 :ヨ コベ ラケズ

リ。脚端部ヨヨナふ

石英 長石
赤色斑粒

橙

灰

面

面

外

内

硼
４３

第
_RB1008 P-9 覆土 高杯 脚

И
脚部

脚都下方へ広力手る。弔部
はやや肥厚し、段を有す

外面 :ナえ

内 面 :ヨ コヘラケズリ 石英 長石

外面 :灰 赤
内面 :に ぶ
い赤褐

第知図■ SB1009 ST56 覆土 壺
口縁部
1/■ 口縁部

口縁部外反。端都四角く
内面 :ナテ。

英

岩

石

片
長 石

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄燈

第70図 つ SB1009 ST-56 覆土

回縁ヽ

頸部
1/6

口縁～

顕部

口禄部綴やかに外反。曰
緑靖都やや丸く収める。

外面 :口 巌部 ヨヨナ

7.豪 部タテハケ(12条

r4)。

内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

橙

明

面

面

外

内

楊

第m図― SB1009 ST50 覆土 憂
口縁部
1/11

32 曰縁部
回lR部外反。口霰端部や

や尖る。

外面 :臨滅のため調整

内面 ;摩滅のためiH整

石 英 長 石

婁母

赤
　
　
ぶ

面

　

面

橙

外

褐

内

い

第Ю図 4 SB1009 ST56 覆 土
口縁部
1/12

%3 回縁部
曰霰部外反。4部 BI厚

し、四角く収める。

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :赤

内面 :に ぶ
い赤褐

第70図 〔 SB1009 ST-56 覆土 螂
И

37 顕 部 yV部縦やかに外反。
外面 :ナデ

石英 長石 褐

赤

赤

面

面

外

内

第知図 6 SB1009 覆土 壼
都
ワ

顕
ツ と26 顕部 頸部外反。

外面 :慶減のため調整

内面 :聴滅のため調整

石英 長石
雲母 片 岩
黒色斑粒

赤

赤

面

面

外

内

第Ю図 7 SB1000 覆土 回縁．鮒
鵜

口縁～

頸部

口縁部外反。頸部強いサ

テにより段を有する。

石 英 長 石

雲母 片岩

褐

お

黒

に

褐

面

面

黄

外

内

い

第70図 8 SB1009 ST56 覆土
雅
脚
防

一
部

願
体

類部上方にlIびる。体部

外面 :願都ナ為 体部

狙いタテハケ(8粂 /2
cm)。

石英 長 石
雲母

赤明

　

黒

面

　

面

外

褐

内

第70図 9 SB1000 ST-56 覆土 壺 齢
И

126 13 底 部
平嵐。4訃は斜め上方に
Itびる。

外面 :摩滅のため調整

向面 :康滅のため調整
石英 長石

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :に ぶ

い澄

鯛
‐０

第
SBllX19 SC56 覆土 瑯

И
底部 部。体部は斜め外方に延

外面 :歴滅のたゆ調整

内両 :磨減のため調整
石 英 長 石

雲母

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第約図―
SB1009 ST56 覆土 瑯

勇
37 底部

平底。体部は斜め外方|

外面 :磨滅のため調整 石英 長石
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 1に ぶ
い橙
内面 :橙

第iO図
SBユ009 覆土 螂

略
底 部

平残。体都は斜め外方に
外面 :ナ為

石 央 長 石

赤色斑粒

橙

明

面

面

外

内

褐

第70図

13
SB1009 覆土 壼 瑯

沈
88 23 底部

外面 :弱いユビオサエ

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

に

面

面

褐

外

内

い
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
ω 脚離ｍ

離
ｍ

螂
朧
径
ω

高

ｊ

高

存

ｃｍ

器

残

で

柳の遼ｍ
都位 形態 調整

合有物
組成

色調 備考

第70図 ―
SBllll19 ST56 覆土 瑯

め
底部

外面 :摩減のため調整

内雨 :摩減のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

面

　

面

橙

外

褐

内

い

第70図 ―
SB1009 ST56 覆 土 壺 螂

勇
底 部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。 内面 :強いユビオチエ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

　

褐

明

　

黒

獅
褐
繭

第70図 ‐
SB1009 ST-56 覆土 鰯

Й
底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :ナ未
内面 :ユ ビオサエ 敬

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぷ
い褐

第70図 ‐
ST-56 獲土 壺 螂

И
底部

平底。林部は斜め外方に
廷びる。

外面 :ユ ピオサエ。

内面 :摩滅のため調整 石英 長石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :暗灰

第70図 ‐
覆 土 螂

Й
底部

平底。体部は斜ゆ上方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。

内面 :摩滅のため副整

不明。

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

外面 1に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い褐

第Ю図‐

19
SB1009 ST56 覆土 壷 劇

酪
底 部

コミ。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :鷹減のため調整

不明。
内面 :タ テヘ ラケズ 石英 長石

外面 :澄

内面 :黄灰

第70図

20
SBill19 ST56 覆土 霊 螂

剪
底 部

平底。体部は斜め外方に
外面 :摩減のため調整

不明。

内面 :摩減のため調整

石 英 長 石

片者

外面 :赤褐
内面 :橙

第殉図
SB1009 ST56 覆土 瑯

酪
25 底 部

平度。体都は対め上方に
廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
石英 長 石
黒色斑粒

外面 :責灰

内面 :黒褐

鯛
２２
第

SB1009 ST56 覆土 壼 螂
】

70 底部
平渡。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。 石 英 長 石

雲母

ぶ

　

一仄

に

　

暗

面

褐

面

外

い

内

黄

鯛
２３
第

SBユ009 ST-56 覆土 劇
И

71 底部
平底。4報は斜め上方に
延びる。

舛頁 :摩滅のため調整

不明。

内面 :ユ ピオサエ。

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :灰 黄
褐

硼
２４

第
SB1000 ST56 覆土 壷 螂

勲
底 部

平底。4部は斜め外方に

廷びる。

外面 :磨滅のため翻整

内面 :ベラケズつ。

石英 長 石
雲母

外面 :灰責
褐
内面 :黒褐

鯛
２５

第
SB1000 ST56 覆土 帥

Й
13 底 部

平底。体部は斜め外方に
廷びる。 内面 :磨流のため調整

石英 長石
雲母 片岩

外面 :褐灰
内面 :に ぶ
い責橙

第iO図

26
ST56 覆土 壷 螂

Й
底部

芭かにあげ残。4都 は斜
め上方に廷びる。 潟増り。

加
繭
カ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :赤

内面 :に ぶ
い黄橙

硼
２７

第
SBl1 09 ST56 覆土 瑯

珀
底部

平た。体部は糾め上方に
をびる。 石英 長石

灰

黄

褐

灰

面

面

外

内

褐

第m図 ―

28
胡 llX19 ST56 覆土 壷 螂

靱
底部

平底。体部は斜め外方に
外面 :ナ 為 底部外面

内面 :ユ ビオサエ ヨ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

褐

赤

赤

明
獅
雨
褐

硼
２９
第

SB1009 ST56 覆土
部

Ю

底

ν
23 底部

平産。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :タ テベラミガ

内面 :摩滅のため調整 石英 長石
灰

灰

褐

褐獅
肺

硼
３０
第

翻 1009 ST56 覆土 壷 邸
腑

底部
平痕。体部は斜め外方 1

外面 :摩滅のため調整

不明。 石 英 長 石

雲母

姫
聰
面
褐

灰黄

硼
９．

第
SB1009 ST-56 覆土 壺 邸

И
底 部

平底。4部は斜め上方 1

廷びる。

外面 :療滅のため調整

向面 :摩滅のため調整 石英 長石
褐黒

橙

面

面

外

内

鯛
３２

第
SI11009 覆土 壺 把手 把 手 「Cl●状に4出。 為

為
石英 長石

橙

橙

面

面

外

内

鯛
３３

第
SB1000 ST‐56 覆土 甍 醐ぬ

口縁部

外面 :日 繰都 ヨコナ

為 体部ヨヨタタ■の

ちタテハケr8条/m)。

内面 〔口緑部 ヨコナ

え 頸部ユビオサエ ナ

え 体部ヨヨベラケズ

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

四角く収める。

鯛
Ｖ

SB1009 ST56 覆土 琵
部

Ｏ

縁
ぬ

127 口縁部
口綴部外反。口緑鍛都四

角く収める。

不明。

内面 :康滅のため調整

不明。

石 英 長 石

片岩 橙

橙

赤

画

面

外

内

鯛
３５
第

SB1009 ST56 覆 土 箋
部

４

縁

狗 口縁部
回線訃外反。鵡部四角く
収める。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い費橙

第70図 ―
SBllll19 ST56 覆 土 甕

部

２

縁

れ 37 口縁部
回線部外反。口綴鶉部け

四角く収める。

外面 :テア。

内面 :磨減のため調整

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第70図 ‐

37
鵠 1009 ST56 覆土 霊 鮒

酪
91 32 頸部

豪部上方に廷びる。体部
内轡。

外面 :磨減のため調整

内面 :磨滅のため調整
石英 長石
雲母 片岩

外面 :赤

内面 :に ぶ
い黄橙

第70図 ―
鵠 1009 ST56 覆 土 甕 鮒

珀
118 頸 部 票部外反。

外面 :,デ。
内面 :摩成のため調整

石英 長石
雲母

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

―- 709 -―



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 縫 残存率
径

ω 榔離ロ
睫
ｍ

鎖部

(脚柱 )

径

(cm)

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

その他

法量

(cm)

部位 形態 fJq整 鞠繊
色調 備 考

第約図―
SB1009 ST56 覆土 蔓

部

Ю

底
ツ 19 底部

平痕。体部は斜め上方に
外面 :摩滅のため調整

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母

外面 :黄灰
内面 1に ぶ
い黄橙

鯛
４０

第
SB1009 覆土 露 醐

歿
底 部

僅かにあげ底。体部は斜
め上方に延びる。

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰寅
褐

第iO図 ―
SB1000 ST‐56 覆 土 甍 螂

妨
底部

あげ底。体部は斜め上方
に廷びる。

不町。
内面 :ベラケズリ。

石英 長石

外面 :に ぷ
い赤褐
内蔵 :に ぶ
い黄褐

硼
４２

第
SB1000 ST56 覆上 甕 邸

璃
底部

平底。Ih部 は斜ゆ上方に
外面 :磨滅のため調整
不明。
内面 :摩減のため調整

石英 長石
片者

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :黄灰

第和図―

43
SIli009 ST-56 覆土 霊 瑯

ψ
底部

僅かにあげ底。体部は斜
め上方に狂びる。

外面 :ナえ
内面 iタ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

面

橙

面

褐

外

い

内

い

第70図 ―
SB1009 ST-56 覆土 整 瑯

ψ
32 底 部

平監。体部は斜め上方に
廷びる。

廂
不明。繭
為

磨滅のため調整
石 英 長 石

黒色斑粒

赤

に１

橙

画

面

黄

外

内

い

鯛
４５

第
SB1009 ST50 覆土 整 螂

略
28 底部

平底。体部は糾め上方に
外面 :黙滅のため調整

不明。
内面 :タ テベ ラケズ 石英 長石

画

　

面

り

外

褐

内

オ

明赤

菊

硼
４６

第
SB1000 ST56 覆土 甕 廓

Й
底 部

内面 :タ テベ ラタズ
石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :褐灰

鯛
４７

第
SBユ009 ST-56 覆土 甕 瑯

開
底部

廷びる。

輌
不明。繭
え

石英 長石
雲母 片岩

需
版

獅
繭
黄

第約図
48

SIli009 ST-56 覆土 甍 螂
И

底部
僅かにあげ底。体都は斜
め上方に廷びる。

外面 !磨滅のため講整

内面 :摩流のため調整

不明。

石芙 長石

赤

赤

暗

明

面

面

外

内

褐

第約図
SBユ O09 ST56 覆土 露 齢

ψ
63 底 部

あげ嵐。IIMは斜め上方
外面 :ユ ピオチエ ナ 石英 長石

雲 母 片 岩
赤色班粒

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第・ O図
覆土 甍 鰯

И
60 底 部

7底。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
婁母 片岩

赤

に

褐

画

面

赤

外

内

い

第Ю図
SB1009 ST-56 覆 土 霊 鮒

И
底 都

平底。体部は斜め上方に 揃
繭

石英 長石
片岩

褐

褐

黒

黒

画

面

外

内

第40図 ‐
SB1009 ST-56 覆土 霊 瑯

И
底部

僅かにあげ度。体部は剣
め上方に延びる。

外面 :ナ為

内面 :ユ ピオサエ。 車融
英
挙

石
雲
粒

澄

に

面

面

褐

外

内

い

第70図 ‐

53
SB1009 ST-56 覆土 箋 螂

略
56 底 部

平鷹。体部tよ斜め上方に

廷びる。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

赤

灰

明

面

面

外

内

褐

第Ю図
SB1009 ST56 覆土 甕 瑯

И
底 部

あげ痕。体部は糾め外方
外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :磨滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 片岩 掲

赤

赤

面

面

外

内

第Ю図―
胡 1009 ST56 覆土 霊 鰤

沈
底 都 笹かにあげ虜。

外面 :磨減のため調整
不明。

内面 :歴減のため調整

不明。

石英 長石

外面 :明赤
褐
内面 :明赤
褐

第約図―

56
SBi009 ST-56 覆土 高杯 螂

路
脚部 脚部下方へ拡がる。

不明。
内面 :摩滅のため翻整

不明。

石英 長石
婁母 赤色斑
粒

外面 iに ぶ
い赤褐
内面 :澄

第70図 ―
SB1009 ST-56 覆土 高 杯 附

勇
脚 部

脚部下方べ拡がる。増部
肥厚する。脚部裾に1条

の四線。

外面 :ナみ 石英 長石
片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い澄

第Ю図―

58
覆土 高杯 躙

珀
脚 部

脚部下方へ拡がる。増部
内側につまみ出す。脚部
据に1条の凹練。

外面 :ナ為
内面 :コ コヘラケズリ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

パ

　

一ス

に

　

黄

加
囃
航

第70図 ―

59
胡 1009 ST56 覆土 高杯 脚

珀
120 脚 部

脚部下方べ拡がる。調EI

はЛB厚 し、四角く収め
る。外面には縦列が施さ

外面 :ナデ。
内面 :ユ ピオサエ タ
テヘラケズリ。瑞部 ヨ

石英 長石
片岩

褐

ぶ

赤

に

面

面

澄

外

内

い

第75腟 ■ 駒酸
一軍

口縁部
1/10 口縁部

口縁部外方に延び、路部
は短く外反する。

タテハケ 16余ノ
石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第75図 2 SB1010 」K―

1011 覆土 壷
部
０

縁
れ 口縁部

回線部外反。口候端部や
や尖る。

外面 :摩滅のため調整

内面 :磨減のため調整

不町。

石英・長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第75図 3 胡 1010
遺構面
直上

一窟 醐胸
103 口縁部

口経部外反。口縁鵡都四
角く収める。

外面 :摩滅のため爾整

不明。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英・長石

末
オ
　

ぶ

褐

瓶
褐
輌
嚇

第75図 ‐4 SB1010 」【―

Ю ll
覆土 壷

口縁部
1/4

日縁部
口縁郎外反。口繰路部や
や尖る。

為
え

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤明

　

橙

画

　

面

外

褐

内

―- 710 -―



報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層位 器種 残存革
径

ｍ， 脚囃くｃｍ，
購
ω

瑯
鵬
径
くｃｍ，

高

ナ

高

存

帥

器

残

て

側の避ｍ
部位 形態 調整 翻繊

色 調 備考

第75図 5 SBiO10 」(―
覆 土 壺

回縁部
1/8

18 0 口縁部

口IR部外反。口稼船部上

下に拡張する。口縁鍋部
外面3条 の凹iP文 を施

外面 iナテ
石 芙 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い澄

内面 :に ぶ

い橙

第75図 6 SB1010 JK‐
10 1ユ

覆土
部

Ｏ

縁

狗 17 口縁部
目織都外反。口縁端部タト
面に2条の凹線文。

外面 :ナテ
石 英 長 石

雲 母 片 培

赤色斑粒

橙

明

外

内

褐

第75図 7 SB1010 」【―

10 11
覆上 醜

胸
口縁部

方に延びる。日療キ部内
タト面に2条 の減い凹報
文。

外面 :磨滅のため調整

内面 :摩減のため調整

石 英 長 石

片岩

外面 :に ぶ

い黄澄

内面 :に お

い黄澄

第75図 8 SB1010
JK―

覆 土
縁

れ 目縁著[
口構部直線的にやや外

タト面 :摩流のため副整

内面 !聴減のため.H整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第75図 9
JK‐

覆■ 壺 瑯
”

底 部
平嵐。体部は斜め上方に

外面 :庵滅のため調整 石 芙 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :暗灰

黄

第75図 ―

10

JK―
1011 覆土 瑯

勇
底部

平嵐。体部は斜め上方に
(1講 m/本 )。 外底面 ナ

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面

内面

澄

黄灰

第75図
SB1010 JK―

覆土 瑯
勇

底 部
廷びる。 内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

黒色斑粒 赤

色斑粒

外面 :黒 褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第75図
8B1010 J【―

1011 覆土 壷 廓
レ

底 都
(3Ⅷ /本 )。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :掲灰

第75図

13
鵠 1010

JK‐
1011 覆土 邸

】
底 部

平嵐。本部は糾め上方に
m謝血/本 )。 外嵐面ナ

内面 :ユ ビオサェ タ

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒 赤色斑池

灰褐

澄

面

面

外

内

第75図 ‐
JK―

覆土 霊 嚇
剪

22 3 20 3 口縁部
回線部「く」字l■Nに外反。
口房端部やや上下に拡

張する。

タト面 :口 霰部 ヨヨナ
デ。体都タテハケ(10条

/c II)。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑泣

橙

橙

面

面

外

内

第75図 ―
鵠 1010

遺構面

直上
琵

回縁部
1/18 口縁部

口縁部外反。日緑端都四

角くIRめ る。口緑磐部外
面に1条 の口報文(強 い
ヨヨナア)。

外面 :ナデ。
石 英 長 石

雲母 早色斑

粒

外面 :に ぶ
い責褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第75図 ‐

16
SB1010 JK―

覆 土 駆
日縁部
1/7 口縁部

口緑部「く」宇状に外反。
口線端部ややつまみ上
Iデ る。

外面 :口縁～小都ヨ

内画 :回 霰部 ヨヨ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :明 赤

協

第75図 ― JK―
10 11

覆 土 甕
口縁部
ユ/6

112 口縁部
口縁訃縦やかに外反。口

晟鶏部四角く1又 める。

デ
。
コ

ナ

増

デ。制
一
。

外

内

部

ラ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 早色斑粒

面

澄

面

褐

外

い

内

い

第75図 ―
SB1010 J-11

選構面
直上

憂
駁～体部

1/11
″ 6

頸～

体部

外面 :タ テハケ0余′
cm)。 石英 長石

雲母 片岩

橙

面

責

面

橙

外

い
内

い

第75図 ‐
SB1010 」■1

遺構面

直上
霊 螂

Й
70 25 底 部

平度。体部は斜め上方に

ビオサエ。や
石 英 長 石

黒色斑粒

褐

ぶ

黒

に

橙

面

面

責

外

内

い

硼
２０

第 選構面
直上

霊 邸
ツ

底 部
庶部短く直立し、体部は 外面 :板ナデ。 石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 i明 赤

褐

内面 :橙

第75図 ―
SBi010 JK‐

覆土 甕 瑯
】

50 底 部 体部は上方に延びる

外面 :″滅のため調整 石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 1に ぶ

い黄橙

第75図
SB1010 J‐ 11 師酸

箋 劇
璃

23 底 部
廷ずる。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い橙

内面 :褐灰

硼
２３

第
SB1010 J-11

遺構面
直上

茎 瑯
И

13 底部
体部は外方に廷びる。

タト面 :摩滅のため詞整

内面 :座減のため調整

石英 長 石
雲母

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第75図
鵠 iO10 JK―

1011 稜■ 奏 鰤
Й

底部
平辰。本部は斜め上方

内面 !ユ ビオサエ ベ 石 英 長石
片岩

灰褐

灰

面

面

外

内

第お図
SB1010 JK―

1011 覆 土 霊 帥
略

23 底 部
世かにあげ底。本部は斜
め上方に廷びる。

外面 :摩減のため調整
不明 (ナ デ)。

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第75図 ―
胡 1010

遺構面
直上

部
ワ

底
ツ 底 部

平農。4部 は斜め上方に
タト面 :摩滅のため調整

内面 :序滅のため調整 石英 長石
褐

掲

画

面

外

内

第75図 ‐ JK―
10 1〕

覆土 霊 瑯
レ

底 部
平崖。体部は斜め上方に

外面 :摩滅のため調整

内面 :タ テベ ラケス
石 英 長 石

黒色斑粒

外面 :明 赤

褐

内面 :褐 灰

第る図―

28
SB1010 K■ 1

遼穏面
直上

高杯
部
‐２

杯
ツ 杯 部

tFN部 直線的にタト方に延
びる。鶏部は屈曲して、
外反しながら立ち上が

石 英 長 石

雲母

外面 :袴

内面 :に ぶ

い寅橙

第75図 ―

29
SB1010 J【‐

覆 土 高杯 卿
飽

脚 部

脚注都直立。杯部は外方
に延びる。杯部核合部円
盤売嘆。

タト面 :ナ デ(ベ ラミガ
キ)。

内面 :体 部ヘラミガ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :明 赤

褐

内面 :澄

-711-



穀告書
掲改番号

逮構 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ω 椰鱒てｃｍ，
離
くｃｍ，

螂
鵬
径
＜ｅｍ，

器高
残存高
(cm)

その他

法量
(cm)

部位 形 態 調 整 鞠繊
色 調 備考

第75図 ‐

鉤
JK―
1011 覆土 高杯 脚

黎
脚 部

脚部下方へ拡がる。円形
外面 :タ テヘラミガキ

(幅 2面 /本 )。

内面 :摩減のため調整

不明 (ナ デ)。

実

岩

石

片
雲 母

褐

ぶ

灰

に

外

内

い

第75図
鵠 1010

」K‐
覆土 高杯

部

Ю
脚
ν

34 81 脚 部

脚郎下方へ拡がる。船都

合都円盤充瑣。

外面 :ナえ
内面 :ベ ラケズ リ。賠 節潮

英
を

石

片

粒

橙

橙

面

面

外

内

第75図

32

遺構面
直上

高杯 躙
胸

脚 部
部外面It2余の四縦文。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

澄

澄

面

面

外

内

第75図
J‐ lJ

遺構面
直上

脚
路

脚 部

脚部下方へ拡がる。発部
は縦やかに外反。脚部裾

部に穿▼t。

外面 :ナア。 石 英 長 石

雲母

面

橙

面

外

い
内 黒褐

第75図

34
鵠 1010

JK―
覆 土 喜 杯 圏

略
脚 部

はやや上方に拡張する。

脚部外面を凹線文で区

画し 直下より矢羽状の

線刻が施される。脚端部

外面1こ 凹縦文。

外面 :ナー
. “翻

英
μ

石

雲

粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い澄

壺脚部 の

可能性有
り。

硼
３５

第 J【―

10 11
覆 土 高杯 螂

酪
脚 部

脚部下方へ拡がる。瑞部
は短く外方に屈ltし 上

石 英 長 石

雲母

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

硼
３６

第
SB1010

JK‐
10 1ユ

覆 土 高イ 脚
ぬ

脚部

外面 :摩減のため調整
石英 長石
雲母 片岩

外面 :褐灰

内面 |に ぶ

い黄橙

第75図 ―
SB1010

JK‐
10 11

覆土 高杯 脚
酪

脚 部
脚部下方へ拡がる。船郎
は四角く

'又

める。

夕〔面 i磨 滅のため調整

不明。端部はHIい ヨヨナ

内面 :ヘラケズリ。路部

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙

徹

面

面

外

内

第78図 〕 SB1011 覆 土
口縁著h

ユ/4
口縁部

かにつまみ上げる。口緑
■部外面に刻日文を施

外面 :坂ナア ナア

内面 :ナア。

石英 長石
雲母

外面 :明 赤

褐

内面 :明 赤

楊

第終図 2 M■0 覆 土 壺 廓
Й

底部
平底。体部は斜め外方に

外面 :磨減のため調整

内面 i聴流のため調整
石英 長石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 :に ぶ

い責橙

第
‐
8図 3 SB1011 1ヽ10 覆土 再杯 榔

Й
160 杯 部

口縁部やや内傾 して上

方に廷びる。口縁端部九

く収める。口霰18都外面
に2条の凹線文を施す。

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ コナ九

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に パ
い澄

第78図 4 胡 1011 覆 土 高杯 脚
酪

脚 部
脚都下方へ拡がる。脚端

郎九く収める。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3dd/本 )ナ 為 石英 長石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 1橙

第31図 ■ SB1012 床面直上

口縁～

頭都

1/6

口縁 ヽ

顕部

口綜Ffl「 逆LJ字状に
外反。日森拮都ややつま

外面 :口縁船部ヨヨナ

デ。頻部外面 タテベラ

ミガキ(幅 25皿 /本)。

内面 :回転 部 ヨヨナ
テ。願都 ヨコヘラケズ

ミガキ(幅25m/本 )。

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第81図 ― SB101つ 覆土 嘲Й
58 口縁部

口霰部直線古,に 斜め■

方に廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3rm/本)ナ ア。
石英 長石

タト面 :に ぶ
い黄IBl

内面 :に ぶ
い責掲

第81図 3 床面直上
口縁部
1/10

口縁部
回緑都タト反。口緑増部肥

厚する。

外面 :磨減のため調整

内面 :磨滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第81図 4 SB1012 床面直上 略
酪

163 20 口縁部

口禄部外反。口縁磐部下

方に拡張する。口縁鍋都
タト面に3条の回線文を施

外面 :ヨ コナデ 石英 長石
雲母 片岩

外面 :黄 灰

内面 :

オリーブ褐

第31図 5 覆土 瑯
勇

底部

タト面:タ テハケ(7秦/

cI)。 石英 長石

外面 :黒掲

内面 :に ぶ

い費褐

第8ユ図 6 床面直上 瑯
И

底部
平底。体部は斜め上方

ウト面 :タ テハケ(8条/

cm)の ちタテヘラミガ
キ(lE2 5函 /本 )。外底

内面 :タ テベラケズ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 1に ぶ
い責橙

第81図 7 覆土 瑯
珀

底 部
平茂。体部は|.lめ 上方に

外面 :摩滅のため調整 石英 長石
片岩

外面 Iに ぶ
い責袴
内面 iに ぶ
い黄橙

第81図 8 SB101ワ 床面直上 邸
歿

67 34 底 部
辛底。然都は斜め上方に

外面 :摩滅のため調整

不明。
石英 長石
雲母 赤色斑
粒

黄

　

灰

浅

　

褐

面

　

面

外

橙

内

第81図 9 覆 土 壺 瑯
酪

底部 延びる。

外面 :密 Htの ため調整

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い褐

内面 :に ぶ

い黄褐

第81図 ‐
SB1012 覆 土 発

縁

角
20 8 33 回縁著I

厚し 四角く収める。

テ
。
み

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

澄

橙

面

面

外

内

第81図 ‐
覆 土 整

縁

れ
186 日縁部 や丸みを市びる。

石 英 長 石

雲母 片岩

澄

浅

外

内

第81図 ―
SB1012 Q8 覆土 整 嘲塊

口縁部
口粽部タト反。口縁端部四

角く収める。

外面 !ヨ ヨナデ。

内面 :ヨ ヨナデ。

石英 長石
雲母

攪
一

橙

外
内

い

一-712-



鱒婚
遺構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

０ 獅鵡ω
醒
ω

鶏
雌
径
鰤

高

，

縮
嚇
飾

柳の遼ω
部 位 形 態 調整 翻勧

色 調 備考

第81図 ‐

13
SB1012 覆土 整

口縁部
1/8 口縁郡

回線部「くJ字状に外戻。
日塚増部肥軍する。回線

端部外面に2条 の回線文
を施す。

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ ヨナえ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :褐灰
内面 :褐灰

第81図 ‐

14
SB1012 覆土 発

口縁部
1/8

172 口縁部

回線部「く」宇lkに外反。
口縁嬌都売く収める。ロ
緑磐部外面に2央の凹線
文を施す。

外面 :口縁部ナえ 体
部タテハケ(0余 /m)。

内面 :口緑部ナ為 体

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第31図 ―
SB1012 Q7 覆土 甕 脚

畑
157 日縁都

口縁部外反。日粽器部四
角く収める。

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 tヨ コヘラケズリ

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒 黒色斑粒

浅

浅

面

面

外

内

第81図 ―

16
Q7 覆土 露

鮮
榔
略

頸～

体部
回線部外反。体部内雪。

外面 :摩減のため調整 石英 長石
雲母 赤色斑
粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第81図 ―
SB1012 覆土 奏 邸

И
底 部

平蔵。体郎は斜ゆ上方に
廷びる。 内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長石
妻母 片岩

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :黒褐

朗
・８
第

SB1012 覆土 甕 瑯
略

底都
平底。体部は斜め上方に 不明。

内面 :摩滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母 片岩 褐

褐

明

面

面

外

内

鯛
・９

第
鵠 1012 床面直上 発 螂

酪
底部

平底。4部は斜め上方に

延びる。

外面 :磨滅のため調整

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

黄

　

褐

灰

　

黒

画

　

面

外

褐

内

鯛
２０
第

SB1012 覆土 箋 螂
Й

23 底部
平底。体部は斜め上方

外両 :摩滅のため調整
不9H。 英

，

石

雲
長 石

外面 :に お

い橙

内面 :に ぶ

い費橙

第81図

21
SB1012 覆 土 高杯 螂

】
37 脚部

脚部下方に拡がる。脚蝸
部は上方につまみ上げ、
九く収める。外面にタテ

方向の線刻および裾郡
に3条 の沈線を施す。

外面 :ナテ。
内顧 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母

黄

澄

浅

面

面

外

内

橙

第81図 ‐

22
SB1012 覆土 高不 脚

酪
脚部

脚部下方に拡がる。裾部
は外方に拡張する。脚部
外面から円形の穿孔を

施す。

外面 :ナ為

内貢 :ヘ ラケズ ウ ナ

石 英 長 石

雲母 赤色班

粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :灰

第81図 ‐
SB1012 覆土 高杯 螂

璃
脚 部

脚都下方に拡がる。裾鶉
部1よ 四角く収める。

タト面 :療滅のため調整

内頁 :藤滅のため調整
不明。

石莫 長石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第81図 ―

24
SB1012 覆土 高杯 螂

酪
脚部

脚部下方に拡がる。裾部
は肥厚し、外方にやや拡

張する。

外面 :ナ7.
内菫 :ベ ラケズ リ ナ

石 英 長 石

雲母 黒色班

粒

橙

橙
緬
繭

第81図 ―
SB1012 覆土 高杯 鰤

ぬ
脚部

脚部下方に拡がる。裾部
はやや肥厚し、四角く収

外面 :磨滅のため調整
不明。

内面 :ベ ラケズリ ナ

石英 長石
雲伊 片岩 峨疎難

外

内

い

第81図 ～

26
SB1012 覆土 高杯 螂

Й
21 脚 部

脚部下方に拡がる。裾i・R
HIは四角く収める。

外面 :摩滅のため調整

不舅。
内面 !摩滅のため調整

石英 長石

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い橙

第34図 ■ SB1013 覆土 壷
曰縁部
ユ/10

213 口縁部
回線部外反。増部は四角
く収める。

外面 :磨滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

不明。

母

難婉
石
赤

澄

澄

画

面

外

内

第84図 2 鵠 1013 U-8 覆上
口縁部
1/8 口縁部

口縁部外反。日縁船部上

方につまみ上げる。

外面 !摩滅のため調整

内面 :摩減つため弼整

不切。

石英 長石
雲母 片岩

ぶに
　

澄

緬
峨
肺

第84図 3 SBi013 覆土 富
顕～体部

1/8
ヽ
部

顕

体
壊部上方に延びる。4部
内習。

夕m:摩 滅のため調整

不明。
内面 :康滅のため調整

石英 長石

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

484図 4 SB1013 覆土 壷 廓
酪

底 郡 林部上方に延びる。

外面 !摩滅のため調整

内面 :磨減のため調整
不明。

石 英 雲 母

片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い費橙

第84図 5 SB1013 覆土 瑯
珀

底 部
子底。林部は斜め上方 tこ

外面 :タ テヘラミガ■

(2皿 /本)ナデ。 石英 雲母
片岩

外面 :灰黄
褐
内面 1に ぶ
い黄橙

第84図 6 SB1013 覆 土 鮒
Й

底 都
廷びる。

不舅。
内面 :磨滅つため調整

石英 長石

浅

　

浅

輛
橙
揃
橙

第84図 7 鵠 1013 覆 土 壷 齢
戌

底部 体部上方に廷びる。

外面 :療滅のため調整

内面 :療滅のため調整

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

普
（
　

ぶ

灰

　

に
橙

面

　

面

黄

外

褐

内

い

第84図 8 SB1013 覆土 箋 嘲И
口縁部

日繰部外反。鰐部やや肥
厚し、四角く収める。

外面 :摩減のため調整

内面 :磨滅のため調整
不明。

石英 長石
雲母

責

黄

浅

浅

面

面

外

内

第84図 9 床面直上 露
頸～体部

1/8 頸 部 回線部外反。 導一
榊
立
鳴

石英 長石
雲母

澄

徹

画

面

外

内

期
・０
第

SB1013 T-8 覆土 甕 劇
И

底 部
コ震。体部は斜め上方に
延びる。

外面 :療減のため調整

内面 :磨減のため調整
石英 長石
雲母 片者

赤

　

灰

明

　

褐

姉
褐
航

第84図
SB1013 覆土 甕 螂

И
底 部

平度。林部は斜め上方に

廷びる。

外面 :磨滅のため調整
不明。
内面 :療滅のため調整

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :暗オ
リーブ褐
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
鰤 螂鞭ω

摩
ｍ

期
朧
径
ｍ

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

その他

法量
(cm)

部位 形 態 調 整 鋤納
色 調 備考

第駆図‐
SB1013 稜土 甍 鮒

Й
底 部

平底。4部は斜め上方に
たびる。

外面 :摩滅のため調整

不明。

内面 :摩滅のためiH整

不明。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :掲灰

第84図 ‐

13
SB1013 覆土 琵 爛

賄
底都

平度。体部は斜め上方

外

師
内

不
摩腕のため調整

石英 片 岩
赤色班粒

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第84鳳
_QB1013 覆土 高杯 脚

略
脚柱部

林都外方に延びる。脚部
下方に拡がる。

石英 長石

橙

に
‥
　

澄

面

面

黄

外
内

い

第84図

15
S31013 T8 床面直上 高杯 呻酵

4ユ 脚柱部
不明。

内面 :磨滅つため調整

不明。

石英 雲母
片岩

面

澄

面

橙

外

い

内

い

第84図

16
SB1013 覆土 高杯

部

１０

脚

Ｖ 脚柱部 脚籠下方に拡がる。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石実 長石
面

面

外

内

第89図 ■ SB1014
VW
89 覆土 甕

部

Ｏ

縁

れ
ロ

ェ
150 口縁部

日縁部外反。回線増部四

角く収める。

外
内

不
摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

面

　

面

外

褐

内

明赤

糧

第89図 2
VヽT
89 覆土 甕

部
Ｏ

縁
Ａ

回縁部
回縁郎外反。日縁磐部上

方に短くつまみ上げ、謝

部は尖る。
内面 :ナデ。

石 英 長 石

婁母

褐

灰

灰

褐

画

面

外

内

第89図 ‐3
89

覆土 整
部
０

縁
れ

142 132 口縁部
曰縁都外反。日縁璃部上

方に短くつまみ上げる。

外面 :屋滅のため調整

不明。

内面 :磨滅のため溺整

不明。

石 英 長 石

雲母

外面 :明 褐

内面 1に ぶ
い箕褐

第89図 4 SB1014
89

覆 土 魂
部
０

縁
ん

220 日縁部
口縁部外反。口縁鵡部や

や尖る。

外面 :購減のため調整

内面 :摩減のため調整
石英 長石
赤色斑粒

赤

　

赤

獅
褐
雨
褐

第89図 5 SB1014
89

覆土 霊 附
Й

底部
平底。痕部短く直立し、
体部は斜め上方に廷び

外面 :磨滅のたゆ調整

不切。

内面 :ユ ビオサエ タ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

　

灰

明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第89図 6 SB1014
Vヽ V‐

89 覆土
部

１０

底

ツ 底部
平底。林部上方にせび

外面 :歴滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

澄

明

画

面

外

内

褐

第89図 7 SB1014
Vヽ V‐

89 覆 土
部

１０

底

ツ 底部
平底。林部上方に廷び 外面 !療滅のため調整

内面 :強いナ九

石英 長石
赤色斑粒

縮

澄

画

面

外

内

第89図 8 SB1014
Vヽ T―

89 覆 土 壺
部
Ю

底
Ｖ 底部

平た。体都は斜め外方に
外面 :療滅つため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 雲母
片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :赤褐

第働図 9 SB1914 V-9 覆 土 壺 螂
黎

底 部
平底。体部は斜め外方に (Mm/A)。

内面 :嬌減のため調整
石英 長 石
雲,

赤

橙

明

面

面

外

内

掲

包含層 (土器 )

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層位 器種 残存率 醒
ｍ 鰯魏⑪

蹴
てｃｍ，

螂
朧
径
ｍ

高

，

高

存

価

器

残

く

柳の濃ぐＣｍ，
部位 形 態 調整 働触

色 調 備考

第92図 ■ 不明 包含層 壷

口縁ヽ

家部
1/2

口縁～

顕部

頚部上方に廷び、口縁部

綴やかに外反。口縁端都

上方卜拡張する。口縁都

外面に刻日文、頸部外面

にア1点 文を破 巡らす。

内面 :摩滅のため翻整 “潮
英
母

石
雲
粒

澄

澄

画

面

外

内

第ν図― 包含層 重
口縁部
1/8

口縁部
口縁a4A反 。路部は四角
く収める。鎮部と4部 の

境に列注文。

外面 :日標部ナデ。顔
部タテハケ(10条/14
ca)。体部タテハケ(9条

/cm)。

内面 :回線部ナ為 頸
部ヨコハケe条/m)。

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第ν図 3 包含層 豆 欄И
解 0 148 口縁～

霞部
回線部外反。

外面 :回 縁部 ヨヨナ

デ。頸部 タテベラミガ

キ(幅25m/本 )。

内面 :ナ滉

石英 長石
雲母 片者

橙

澄

面

面

外

内

第磁図 4 包含層 口縁、螂
ψ

16 7
国縁～

鎮部

日縁部外反。日綜靖郎拡

張する。

外面 !口 縁部ヨヨナ
ア。顔都タテハケ(7条/

2・ m)。

内面 :ヨ コベラケズリ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒 黒色IV粒

橙

に

面

面

給

外

内

い

第92図 5 包含層 壺 醐И
176

口縁～

顕部

口緑部外反。口縁4部 や

やつまみ上げて尖る。
為
為

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :浅黄

第92図 6 包含層 重 醐Й
12 3 口縁、帥

直線的に上方に廷びる。
口霰部外反。日縁靖都四

角く収める。口縁璃都外

面に2条の凹4RI。

外面 :回線都ナデ。頸

部ベラミガキ。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :

オリーブ黒

第92図 7 K■ 6 包含層 壷
日縁善Ⅲ
1/14

170 口縁部
肥厚する。

え

デ
。

石 英 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

黄

　

黄

浅

　

浅

面

　

面

外

澄

内

橙

第92図 8 J■ 4 包含層 壷 醐Й
180 口縁部

口線部外反。繋都は四角
く収める。

タト面 :ナテ。
内面 :ナ為

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　

橙

獅
褐
繭

第92図 9 包合層 重

口縁～

顕部
1/5

口縁、動
票部直立 して上方に廷

び、口綜部タト反。口縁増
部やや肥厚する。

外面 :口縁部ナ/.舅
部タテハケ(14条 /飢)。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

噺
厭

面

面

外

内

黄
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器 種 残存卒
径

ｍ， 脚騨鰤
離
鰤

鮒
朧
径
くｃｍ，

器高

残存高

(m)

柳の遼鰤
部位 形態 調 整 勃繊

色調 備 考

第92図 ―

10
卜 5 包含層 鵡

酪
138 回縁 音[

口猥部機やかに外反。国

縁喘部四角く収める。

外面 :ナテ 石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い責橙

第92図 ―
O-5 包含層 主 醐い

16 0 日縁部
口縁部タト反。端都は四角
く収める。 内面 !廉腕のため測整

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤

掲

第92図 ―
包含層 口縁、瑯

恥

日縁～

顎部

口森～I郎縦やかに夕I

反しながら上方に7ytひ

る。口霰端部肥厚する。

外面 :摩滅のためIIH整

内面 :廉滅のため調整

長石 雲母
片岩

外面 :に ぶ

い責澄

内面 :浅責

第92図 ‐

13
不 明 包含層

口縁部
1/14

127 口縁～

額部

jH部 斜め上方に廷び

口君都外反。口縁端部や

や上方につまみ上げる。

外面 i磨滅のため調整

内面 :磨減のため調整
長石 雲母

外面 :に ぶ

い責

内面 :に ぶ

い黄

第銹図‐
R‐ 9 包合層

日縁～

頭部

1/4

16 6
日縁～

顕部

回線～頸証縦やかに外

反しながら上方に廷び

る。口

'璃
部四角く収め

タト面 :Fti滅 のため調整

長 石 雲 母

赤色斑粒

掲明

橙

面

面

外

内

第92図 ‐
包含層

口縁部
1/4

口縁 ～

体部

致部直立して上方に廷
び 曰綜訃嶺やかに外

反。体部下方イこ拡がる。
口縁端部四角く収める。

部タテハケ(8余 /c肥 )。

内面 :口 蒜～頻 都 ナ

え 体部ヨコベラケズ

英

母

石

雲
長 石

外面 |に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い赤掲

第弦図
R‐ 6 包含層

国界尿ヽ
顕部
1/6

口縁、螂

曰緑～顕都積やかに

'ト反しながら上方に廷び

る。口綜船部やや肥厚す

タト面 :口緑部ナデ。頸
部タテベラミガキ(�

2511m/本 )。

石英 雲母
赤色斑粒

面

橙

面

造

外

い
内

い

第92図
包含層 壼 瞭

И
国縁部

口患郎外反。瑞都は肥厚
石英 長 石
婁母 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面 :橙

内面 1に ぶ

い赤褐

朗
‐８

第
S-6 包含層

口縁～

顕部

1/11

170 78
口縁～

頸部

豪部亡立して上方に廷
びる。日候都外反。口振

培部は四角く収める。

外面 :廉減のため調整

内面 :庵滅のため翻墜

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

面

　

面

外

褐

内

褐

囲
‐９

第
包含層 壺

口縁部
1/12

128 眸螂
頸部直立 して上方に廷
び 口縁那外反。口霰珊

都四角く収める。

面

明
。

面

テ
。

L減のため調整
石英 長石
雲母 片岩

に

　

灰

面

褐

面

外

い

内

第92図 ―
pO J5 包含層 略

И
173 口縁部

口縁部外反。北部は拡張 為
肺 石英 長石

橙

橙

画

面

外

内

第ν図‐
包含層 壺 蹴

И
H8 回縁部

哀部線やかに外反じ 口

尿端都短く外反する。口

タト面 !口 緑部ナデ。頸
きFタ テハケ(8条 れm)の

ち″テベラミガキ(1冨

25鰤 /本 )。

内面 :タ テヘラケズリ
のちナデ。票都と体都
の境に核合痕残″。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :燈

内面 :に ぶ

い責橙

第92図 ―
包含層

口縁～

頭部1/7
09

口縁ヽ

頭著[

漂部短く直立。国縁部外

反。船部は四角 く収め
テ。豪部下半タ

(7条 cm)。

石 英 長 石

雲 FI片 岩

赤色斑粒

外面 :橙

内面 !橙

第92図 ―

23
包含層

日縁～

顕部

1/8

140 口縁～

頸部

頸都ほぼ直立して日霰

都縦やかに外反。日緑端

部やや拡張する。

外面 :口伝部ナア。顕

部タテハケ。 石 英 長 石

雲母

外面 :赤

内面 :赤褐

第92図 ―
包含層

部
０

縁
カ

日縁 ～

票部

票都亡立して上方に廷

は 回緞都外反。口猥端部

芭かに拡張する。口居端

都タト面に刻目文を施す。

′ヽケ(10条たm)。

英

母

石

雲
長 石 橙

澄

面

面

外

内

第9ワ図―
D十

_9 包含層

口縁ヽ

頸部
1/8

口縁～

顕部

反しながら上方に廷び

る。口縁硝都やや下方に

拡張する。日経都外面に

夕

`面

:口縁部ナデ。頚

都タテハケ(7条 /m)。

内面 :康滅のため調整
石英 雲母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第93図 ■ 子■6 包合層 醗
舅

162 口縁部
口森説 卜反。瑞部は四狗

く収める。

タト面 :回 線部ヨ
デ。票部タテハケ

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第93図 つ 包含層 壺 醐舅
■ 6

回縁～

顎部
口伝部短く外反。日思縮

部は九みをもつ。

外面 :摩滅のため調整

内面 :座減のため調整

石 英 長 石

雲母

赤明

　

橙

外

褐

内

第93図 3 包含層 醐拗
口縁部

□霰部外反。口緑駕部上

方につまみ上げ尖る。口

iR瑞部外面に2茶の凹線

文。

タト面 :ヨ ヨナデ
内面 :ヨ ヨナデ

石 芙 長 石

雲母

外面 :に お

い橙

内面 :橙

第93図 4 包含層 豆
口縁音[

1/9
100 口縁部

国lF都外反。口殺瑞部四

角く収める。□縁瑞部外

面に2尖の凹線文。およ

●則日文。

外面 :回裾部ナー.瑛

部タテベラミガキ(幅 2

111/本 )。

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :褐 灰

内面 :に ぶ

い黄橙

第粥図 5 包含層
口縁部
1/12

口縁部

口献部縦やかに

'卜

反。ロ

緑磐部やや拡張する。ロ

緑部外面 1こ鋸歯状文を

施す。

外面 :回 療 部 ヨ

デ。票都タテベラ

キ(幅2師 /本 )。

石英 長石
雲母 片岩

面

　

面

外

褐

内

褐

明赤

明赤

第98図 6 包含層
口縁部
1/12

35 口縁部
口AR部維や力H=タ ト反。国
無■部は位かに上下に

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い責橙

内面 1に ぶ

い黄

第93図 7 2含層 回縁．瑯
ン

148
日縁 ヽ

頸 部
つまみ上げる。口彦瑞部

外面 :ナ デ。

部ユビオサエ ナ為 体

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 Iに ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い澄

第粥図 8 U‐ 6 包含層 壺 醜
酪

26 口縁部 角く収める。口縁船部外

面に2余の凹線文。

タト面 :ナデ
内面 :ナテ

石 英・・ 母

片岩 赤色班

粒

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い褐

第餌図 9 不 明 包含層 醐塊
1,1 94 口縁部

哀部直立 して上方に廷
び 口法都外反。□報端

外面 :rT滅のため調整

内面 :歴滅のため翻整

石 興 片 活

赤色斑粒

掲

掲

赤

明

面

面

外

内
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存華 唯
ω 脚睡ｍ

罐
ｍ

瑯
朧
径
ぐｃｍ，

高

ケ

高

存

帥

器

残

く

卿の巌ω
部位 形態 調整 翻繊

色調 備考

第93図 ―

10
包合層 壼 翻

抱
80 回縁部

口縁部外反。口縁路部上
方につまみ上げる。

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤澄

第93図 ―
K-15 包含層 壼 口縁、螂

地
回縁、螂

顕部は直立し口縁部外
反。培部は肥厚する。 内面 :摩滅のため調整

不研。

石英 長石
妻母 片岩

外面
い澄
内面
い橙

ぶ

　

ぶ

第93図 ―

12
包含層

日縁部
1/10 口縁部

口縁部外反。口緑鐵部四

角く収める。
獅
輌

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い栓
内面 i橙

第93図
包合層 壷 醐略

120 日縁部
口縁都外反。増部は四角
く収める。

ア
。
ぇ

石英 長石
雲母 片岩

褐

掲

画

面

外

内

第93図
F-10 包含層 壼

回縁部
1/12 口縁部

口緑部外反。回線増部笹
かに肥厚する。

外面 :日縁部ナえ 鞣
都タテヘラミガキm謝
虚 本)。

内面 !ナ /.

石 英 長 石

雲母

褐

赤

赤

明

面

画

外

内

掲

第
"図15

I-5 包含層 壺 醐И
口縁～

頸部

回線～鎖部糠やかに外
反じながら上方にたび
る。日緑路部四角く収め 叫胸嚇つ

耐
ル
耐
『
え

長 石 雲 母

片岩 黒色斑

粒

外面 :に ぶ
い栓
内面 :に ぶ
い褐

第93図 ‐

16
包含層 醐И

口縁都

口縁部外反。日緑増部下
方に拡張する。口綜路部
外面に7条の凹線文のち

刻目文を巡らす。回線内
面に竹答文。

外面 :ナア。
内面 :ナ /~.

石英 長石
雲母 片岩

澄

橙

画

面

外

内

第93図 ‐
包含層

口縁部
1/3 口縁部

口粽部外廃 増部は肥厚
じ三角形状を三する。ロ

綴磐部貼仕。

外面 :ナ /.
内面 :ナ為

石 英 長 石‐

雲母 角閃石

外面 :暗灰
黄
内面 :賠灰
黄

第93図 ―
包合層 壺 醐剪

280 口縁部
口縁籠外反。口綴増部肥

厚 じ外面に8条 の回線
文。

外面 :磨滅のため調整
不明。
内H:療滅のため調整
不明。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第93図 ―

19
包含層

回縁部
1/12 口縁郡

日縁部外反。回線磐部上

方に拡張する。
え
為

長石 雲 母
片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :橙

第93図 ‐

20
F IO 包含層 重

部

６

縁
れ 口縁部

日縁部外反。繋部は拡張
する。増部外面に凹線文
および仕管文を毅 tt施

外面 :ナ デ(票部板ナ
ア)。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母

澄

赤

赤

明

面

面

外

内

褐

第粥図―

21
O-5 包含層 壷 醐И

230 口縁部

口縁都外反。磐部は上下
に拡張する。口縁増都外
面に3条の日森文および

刻目文。

外面 :ナ未
内面 :ナ汽

石英 長石
雲母 片岩

黄

澄

明

面

面

外

内

褐

螂
２２
第

包含層
部

２

縁

れ
日

１
22 0

回縁～

顕部

鎮部直立して上方に廷
び、口縁部外反。口縁踏
部肥厚する。日縁鵡訃外
面に4条 の回線文を施
す。

外頁 :口縁部ナ嘉 頸
部タテハケ(7条/cm)。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第93図 ―

28
O-5 包合層 壷 醐第

ユ49 口縁 ～

体部

票部直線的に外方に廷
び、口縁部外反する。船
部は上下に拡張する。ロ

線4部外面に擬凹線文。

タト面 :日縁部ナデ。頸
部タテハケ(1つ条/84)。

体部 タテヘ ラ ミガキ

(幅 9md/本)。

内面 :口縁部ナ滉 顕
部ナ為4部 ヨヨベラ

石

岩

娘

珊

軸

石

雲

黒

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い橙

第93図
包含層

部

０

縁

海
日

１ 口縁部
口綜郎外反。報部は拡張
じ外面にa条 の凹線文を

施す。

外面 :回縁 部 ヨヨナ

為 頸都タテハケ。
内面 (ナテ。

石英 長石
雲母

外面 iに ぶ
い黄橙
内面 :黄灰

朗
２５
第

M■0 包合層 壷
口縁部
ユ/14

256 32 口縁部
口縁都外反。靖部は肥厚
し三角形決を星する。ロ

線部姑仕。

外面
長 石 雲 母

角閃石 黒色

婉

外面 :

オリープ褐
内面 :

オリープ褐

第93図

26
包含層

日縁部
1/9 曰縁部

頸部直線的Ⅲ外方に延
びる。口縁謝部は三角形
状を三する。口縁端籠猶
■。

外面 :ナ為
内面 :摩減のため調整

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第93図 ‐
包含層 壷

曰縁部
ユ/7

229 29 口縁部
口縁部外反。増部は肥厚
じ丸く収める。国縁部貼
付。

外面 :ナデ。
内面 :ナ為

石英 長石
角閃石 黒色
斑粒

外面 :褐

内面 :に ぷ
い褐

第93図 ―

翅8
N■ 1 包御唇

口縁部
1/8

21 6 日縁部
口霧部外反。端部は肥厚
じ三角形状を呈する。ロ

外面 :ナ九
内面 :ナ /.

長石 雲母
角閃石

褐

褐獅
繭

第98図 ―
包含層 壷

部

６

縁

カ
ロ

ュ
220 口縁部

回線紗 卜反。措部は上方
にj4張する。口縁踏部外
面に3条の回線文。

え
え

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第
"図

―

30
包含層 嘲狛

口縁部
日緑部外反。口緑璃部外
方に拡張し三角形状を

呈する。

外

内

硼

ヨコハケ(10条/
石英 長石
雲母 片岩

縮
澄

瓶
繭

第93図 ―

31
西斜面 包含層

回縁部
1/10

170 日縁部
口縁部外反。口縁端都四
角く収める。

外面 :ナデ。
内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄捨

第
"図

―

32
D7 包合層 霊

口縁部
1/14 口縁部

口緑部外反。回線靖部四

角く収める。

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :摩減のため調整
不lH。

片岩 長石
雲母

褐

褐

面

面

外

内
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 螂鵡でｃｍｊ

罐
⑪

瑯
朧
径
ω

器高

残存高

(cm)

柳の雄ω
部位 形態 調 整 翔繊

色調 備考

第94図 〕 包含層 壷 醐歿
曰縁都

口縁部外反。輩部は四角
く収める。

外両 :摩滅のため調整

不明。
内面 1療滅のため調整

不瞬。

石英 長石
雲母

橙

橙

置

面

外

内

第94図 2 包含層 醐ぬ
20 0 口縁部

日繰部外捩。磐部は喧か
イこつまみ上げる。

外面 :口縁部ナ/謗郡

内面 :ユ ピオサエ ナ

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :橙

第94図 3 包含層 醐沈
201 口縁都

口縁都外戻。器部は四角
く収める。

外面 :タ テハケ (11条/

1 Zm)。

内面 :ユ ピオチ ェ ナ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :橙

内罰 :に ぷ
い赤褐

第94図 4 包含層 壷 潮
脇

口縁ヽ

鎮部

口穣～雲部綴やかに外
原しながら上方に廷び
る。口縁器部やや肥厚じ
四角く収める。

外巨 :摩滅のため調整

不明。
内面 :藤滅のため調整

石英 長 石
雲母 片岩

橙

澄

画

面

外

内

第94図 5 包含層 醐】
口縁部

口緑部外反。璃部は上下
に拡張する。口縁増部外
面に3条の凹線文。

外面 :ナア。

内面 :ナ /.

長石 雲 母
片岩 黒色斑
粒

外面 :橙

内面 :橙

第94図 6 包含層 壺
部

８

縁
ぬ

口縁部
口縁部外反。回線路部や
や下方に拡張する。

外面 :ナえ

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片 岩
赤色遊粒

橙

澄

面

画

外

内

第94図 ヤ 包含層 壷 脚
畑

200 回縁部
口綴∬外反。4部 は肥厚
し三角形状を皇する。ロ

縁鰤 。

外面 :ナ為

内面 :ナテ。

石英 長石
雲母 角閃石

褐

褐

責

黄

画

面

外

内

第94図 8 05 包合層 一霊
部
０

縁
ぬ

41 口縁部

票部直線的に外方に廷
びる。口繰鰐部は三角形

状を皇する。口緑増部鶏

仕。

ナ

藤
石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒
褐

黒

黄

面

面

外

内

第94図 9 包含層 壺 嘲】
回縁～

頸部

口縁～頸部直線的に斜
め上方に廷びる。口織鍛

部三角形伏を皇する。ロ

線錦部外面に円形刺突

文、口綴部内面に毅 の

竹智文を巡らす。

石英 長石
雲母

外面 :浅黄
橙
内面 :に ぷ
い黄橙

第94図 ―

10
包含層 醐珀

口縁部
口縁離外反。路部は肥厚
じ三角形状を皇する。

外両 :ナデ。
内面 :ナ /.

石英‐長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
ヤヽ赤褐
内面 :に ぶ
い黄澄

第94図 ―
包含層 霊

回縁都
ユ/3

回縁～

顎部

口綴～票都直線的に斜
ゆ上方に延びる。口縁端

部三角形伏を呈する。日

緑鶏絋貼付。

外面 :ナデ。
内面 :ナア。

石 英 長 石

雲母 角閃石

黒色斑粒

外面 :灰黄
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

般入品。

第94図 ―

12
不 明 包含層 壷 醐狛

口縁～

顕部

雲部斜め上方に廷び口
緑郡外反。日緑繋部上下
に拡張する。口縁報部外
面に4条の凹線文。

外爾 :ナえ
西面 :ナテ。

石 莫 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

噸
　
橙

獅
褐
航

第94図 ―

13
●L含層 霊 嘲珀

13 日縁部 上方につまみ上げる。 内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母

ぶ

　

一責

に

　

灰

輌
嘘
肺
協

第94図 ―

14
包含層

部
０

縁
れ 口縁部

口線部外反。口緑鶉都は

下方に拡張する。

外面 :ナア。

内面 :ナえ

石英 長石
雲母 角閃石

褐

褐獅
繭

般入品。

第94図 ―

15
不 明 包含層 壷 脚

れ
215 回縁部

口縁部外戻。口縁報部上

方に拡張する。口縁増部
外面に2条 の凹線文。

デ
。
為

痢

輌
石 英 長 石

蜜母

外面 :に ぶ
い赤掲
内面 :責傷

第銘図―

16
包含層

口縁部
1/13

220 口縁～

顕部

口縁～顕糀直線的に斜
め上方に延びる。口線IL

郎三角形状を三する。日
縁増部貼仕。

外面 :ナえ

内面 :ナえ

石英 長石
雲母 角閃石

外面 :暗オ
リー窮
内面 :黒褐

般入品。

第94図 ―
包含層 壼

口縁部
1/14

222 口縁部

口緑部外反。口縁端部や
や冦厚し増部外面に下
方に2条 の四韓文を施
す。

外面 :ナ為
内面 :癖滅つため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

橙

明揃
肺
褐

第94図 ―

18
包合層

曰縁部
1/11

口縁部

口穣部外反。硝郎は肥厚
じ三角形状を三する。日

緑増部外面に2条の凹線
外面 :

丙面 :

潟
為

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い黄橙

第94図 ―

19
包含層 壷

口縁部
1/10

口縁部
口縁部外反。瑞部は四角
く収める。口縁増籠外面
に3条の四熱文。

外面 :ナ 7.
内面 :ナえ

石英 長石
黒色斑粒

言
＾
　

ぶ

韓
い
　

に

緬
橙
揃
唯

第94図 ―

20
包含層

口縁部
1/8

218 口縁部
回線部外馳 鶏都は僅か 外面 :ヨ ヨナ/. 長石 雲母

赤色斑粒

外面 :褐灰
内面 :に ぶ
い赤褐

第94図 ―
包含層 壷

口縁部
1/ユ O

208 17 口縁部
口縁部外反。口縁端部上
方に拡張する。口縁器部
外面に2突の四線文。

内面 :ナ為

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

橙

橙揃
航

第94図 ―

22
包合層 醐Й

20 0 口縁部
回線部外反。口巖IHmは

下方に拡張する。
外面 :ナ為

内画 :ナゑ

石英 雲母
角閑石 赤色
斑粒

褐

褐揃
航

搬入品。

第94図 ‐

23
O-9 包含層 壷

口縁部
1/11

口縁～

顕部

回線部外反。報部笹かに

拡張する。

外面:口絨部ヨヨナ
デ。頸部タテハケ0条 /

本)。

内面 :ナ為

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

橙

橙揃
肺

第94図 ―
不 明 包合層 壺 醐Й

200 口縁部
口縁訴外戻。口縁増部下
方に拡張し三角形状を
里する。口縁端部射村。

外面 :ナ為
内面 :ナ元

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :暗灰
黄

第94図 ―

25
不 明 包含層

曰縁部
ユ/14

口縁～

顕都

票部上方に廷び口縁部
外反。口縁増都ややと下
に拡張する。

外面 :摩滅つため講整

不明。

内面 i離減のため調整

石英 長石
雲母 片者

ぶ

　

ぶ

獅
端
肺
端

―-717-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 脚離ｍ

離
ｍ

瑯
朧
径
くｃｍ，

高

，

高

存

側

器

残

モ

柳の灌鰤
部位 形 態 調整 翻繊

色調 備考

第銘図―

26
包含層 重

部
２

縁
ぬ

口縁～

顕部

回線部外反。回線器部上
下に拡張する。回線部外
面に3条の凹線文。

外面 :口縁都ナ/.頸
部タテハケ18熊甑 )。

内面 :ナえ

石英 長石
雲母

外面 :にぶ
い橙
内面 :橙

第94図
V-6 包含層 壺 蜘略

回縁部
口糠部外反。口線端部は
肥厚じ四角く収める。ロ
緑靖部RIII。

不明。
内面 :藤減のため露整

長石 雲母
角閃石 黒色
斑粒

褐

褐

黄

黄

画

面

外

内 搬入品。

螂
２８

第
F-9 包含層

口縁部
1/10

22 回縁部
口縁郡外反。増部下方に
拡張する。回線瑞部外面
に9条の凹線文。

為

丞

獅

輌
石英 長石
蜜母 片岩

外面 :橙

内面 :橙

螂
２９
第

包含層 蔑 醐И
口縁～

顕部

票部直線的に斜め上方
に延びる。回線部外反。
回線増部四角く収める。

外菫 :摩滅のため調整

不明。
石英 長石
雲母 片岩

姉
嘘
肺
囃

第95図 ■ 不 明 包含属 壷 蜘胸
口縁部

口線部外反。口緑蛤部下
方に拡張する。

外面 :ナ/.
内面 :ナ九

石英 長 石
蜜母 片岩

澄

橙

画

面

外

内

第95図 2 【-16 包合層
口縁部
ユ/6

190 18 口縁部

口縁都外反。輪部は上下
に拡張する。口縁増部外
面につ茶の回la文 、日形
津文および刻口文を施
す。

石英 長石
雲母 片岩

緬
肺

第95回 3 包合層 重
口縁部
1/■

口縁部
回線部外戻。端部上方に

拡張する。
石 英 長石
雲母 .片岩

輌
蛇
輌
囃

第95図 4 包含層 〓霊 醐И
日縁部

口縁部外反。璃部は肥暉
し三角形状を三する。ロ

線部貼仕。

為
え

獅

繭
長石 赤色斑
粒 黒色班粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第95図 5 包合層 翻
淑

口縁部
口緑部外反。口採磐部肥
厚する。口緑瑞部は上方
につまみ上1/る 。

舛面 :ナデ。
内面 :ナみ

石英 長石
雲母 片岩

ぶ

橙

に
獅
航
喘

第95図 6 QR6 包含層 壷 蜘”
口縁部

口線都外反。口隷鶉部下
方に拡張し丸みを持つ。

石英 長 石
雲母 片岩

澄

橙

画

面

外

内

第95図 7 K-7 包含層 醐ツ
口縁部

口縁部外反。増都は四角 鰤
繭

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い赤掲

第95図 8 包御唇 壺 螂Й
176 口縁部

口綴都外反。霧部は四角
く収める。

外面 :ナ/.
内面 :ナ/.

石英 長石
片岩

赤

に

画

面

橙

外

内

い

第95図 9 包含層 重 醐И
128 口縁部

頸部直立し回線証外反
する。口綴磐部肥厚す
る。口縁増部外面に刻ロ

文。

外面 :口縁部ナふ 頸
部タテベラミガキ(彊

35m/本 )。

内面 t口録 部 ヨコナ
デ七顕部タテベラケズ

リのちナア。

石 英 長 石

婁 母 片 岩

赤色斑粒

知
峨
繭
蛇

にぶ

第95図

10
A5 包合層 重

口縁部
1/15 口縁部

口終都外反。四角く収め 劇離のため調整 石英 雲母
片岩 長石

獅
蛇
師
蛇

第95図
包含層 壼 蜘珀

176 43 日縁部
口緑部外反。増都はやや
上下に拡張する。口縁翡
部外面に2条の凹線文。

外面 :ナ え

内面 :ヨ コハケ (12条/

12・m)。

石英 長石
雲母 赤色班
粒

面

面

外

内

第95図 ‐

12
不 明 包合層 壷

口縁吉L

1/14 口縁部

外面 :日縁部ナア。顕
郎タテハケ。
内面 :屋滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

外面 iに ぶ
い費橙
内面 :に ぶ
い費

PE
角く収める。

第95図 ‐

13
包含層 蓋 醐Й

日縁部

口緑部外反。調器は上下
に拡張する。回線靖部外
面に2条 の凹線文を施
す。

え
為

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

責明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第95図 ―
包合屋 壺 醐碗

口縁～

顕部

口縁部外戻。口緑繋部肥

厚し、外面に2粂 の凹稼
文。

岩
母

片
婁

長 石 黄

黄

浅

浅

画

面

外

内

第95図 ―

15
包含層 壷

日縁部
1/12

口縁部
日縁部外反。日縁端部上

方に拡張する。口協器部
外面に9条 の凹粽文。

外面 :ナえ
内面 :ナ為

石 英 長 石

雲母

外面 :澄

内面 :に ぶ
い黄橙

第95図 ―

16
包含層 壷

部

８

縁
れ

160 回縁部
口縁部「く」字状に外反。
口緑4部やや下方に拡

張して尖る。

外頁:口緑都ナ為体
部タテハケ0粂 /倒 )。

内面:口撰都ナ為体
部ヘラケズリ。

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

橙

橙獅
肺

朗
・７

第
包含層 壷 脚

れ
168 口縁部 方に拡張する。回線増部

外面に2条の回線文。

外面 :ナ /.
内面 :ナえ 石英 雲母

外面 :切 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第95図 ―

18
包含層 嘲拗

口縁部
口綴部外反。口縁報部や
や拡張する。

輌
繭

石英 長石
瀧

縮

画

面

外

内

硼
・９
第

包合層 壺 醐″
回縁、瑯

口縁部外反。口緑増部四

角く1又める。回線増部外
面に2余 の四稼文。

外面 :口線都ナデ。顕
部タタ■のちナみ
内面 :療滅のため調整

石 英 長石
片岩

輛
哺
繭

朗
２０

第
包含層

部

１

縁
ぬ 日縁部

回線部外反。口繍鶉部僅
かにつまみ上げる。回線
部外面に2条の凹線文。

外面 :ヨ コナ為
内面 :ヨ コハケ(7条/

倒)ナ 為

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

灰

明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第95図
包合層 壷

口縁部
ユ/6

日縁～

鎖部

頸部直立して上方に廷
び口縁部外反。日緑端部
笹かに上方につまみ上
げ尖る。国縁部内面にべ
ラ猫の線刻記号文(鋸歯
状文)を 施す。

外面 :摩滅のため調整

内面 !回線部ヨコハケ

(9条/包 )。 頸都テ為

石英 長石
雲母 片岩

燈

澄

面

面

外

内

地土

く
。

出

近

鏡

点
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 郷韓ｍ

解
ω

顕部

(脚柱 )

径

(em)

高

，

高

存

枷

器

残

て

御の潅鰤
部位 形態 調整 勃繊

色調 備考

第95図 ―

22
包含躇 醐″

日縁都
日縁部外反。口繰端部上

方に拡張する。口黒4部
外面に2条の凹線文。

外面 :ナテ。
内面 :ナア。

石英 長 石
片岩 角閃石

灰

灰

褐

褐

画

面

外

内 搬入品。

第95図 ―

23 ,‐ 5 包含層 壺 醐酪
口縁部

口緑部外反。増部はやや
肥厚じ尖る。口親増部外
面に2条の回線文。

外面 :口縁部ナデ。頸
都タテハケ。

内面 :康滅のため調整

不明。

石英 長石
片岩

外面 |に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

螂
２４

第
包含層 壷

口縁部
1/10

19 口縁部
口縁都外Fx。増部四角く
1又める。日線‖部外面に
9条の口練文。

外面
内面

石英 長石

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

M501i
働 llX l内 出
土遺物含J。

第95図 ―

25
包合層

回縁部
1/12

16 1 回縁部
口縁部外反。口縁鞘部や
や下方に拡張する。口緑
部タト面に2条の四線文。

え
え

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

向

協

第95図 ―

26
【-16 包含層 壷

日縁部
1/12

口縁部
回線部外反。船部は上下
に拡張する。口緑端部芥
面に3条の凹線文。

獅
輌

長石 婁母
赤色斑粒 黒
色斑粒

澄

橙

画

面

舛

内

第95図 ‐

27
包含層 亜

回縁部
1/10

口縁部
口穏部外反。日経搬部拡

張する。口繰報部外面に

2条の回線文。

獅
繭
ア。

石英 長石
雲母

外面 :にぶ
い燈
内面 :に ぶ
い黄橙

第95図 ―

28
包含層 豆 醐И

口縁部
口隷部外反。鶏部上下に

拡張する。口縁端部外面
に2条の四練文。

外面 :テ●.

内面 :藤滅のため調整

不明。

石英 長石
筆母 黒色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い澄

第95図 ‐

29
包合層 】“ 醜

И
口緑部

回線部外反。増部上方に
つまみ上げ尖る。

外面 :麻減のため溺整

不明。
内面 :磨減のため調整
不明。

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :費灰

第95図 ‐

30
F‐ 12 ●L含層 蔓

口縁部
1/13

口縁部
口霰部外反。口織鵜部笹
かにつまみと

'る

。回線
部分面に3条の凹線文。

外両 :ヨ ヨナ為 石 英 長 石

察母

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第95図 ‐

31
包含層 壺

口縁部
1/12

175 口縁部
縦
瞭
撤蝦尊脚

峨
強
舶

外面 :タ テハケ(12条/

1“ 口)。

石英 長石
雲母

外面 1に ぶ

い橙

内面 :橙

第95図 ‐

32
包含層 壺 醐略

口縁部

外頁 :口緑部ナ/.顔
都タテヘラミガキ(幅

25繊ホ)。

内面 |ナ /.

石英 長 石
雲母 片 岩
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄澄

角く収める。

第95図 ‐

33
包含層

口縁部
1/10

口縁部
口縁都外反。回線4部肥
厚する。

え
え

石 英 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責澄

第95図 ‐

34
K-16 包含層 蔑 醐路

日縁部

口稼部外反。船部はやや

上下に拡張する。日隷璃

部外面に2条 の凹線文、
長方形rFx。

外画 :ナ未

内面 :ナえ

石英 長石
雲母 片岩

証
縮
献
糀

外

い

内

い

第95図 ‐

35
包合層 醐璃

曰縁部
口線部外反。回線増部四
角く収める。

内面 :摩滅のため調整
不BH。

長石 雲 母
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :明 褐

第95図 ‐

96
包含層 重

口縁部
1/12

日縁～

頸部

回線～瓢部縦やかに外
反。口縁璃部肥厚じ四角
く収める。口緑増部外面

外面 :日緑部ナえ 票

部タテハケ(5条 /m)。

内面 :藤滅のため調整

不BH。

石英 長石
雲母

面

橙

面

橙

外

い

内

い

脚台の可
能性有り。

第95図 ‐
包合層 重 醐酪

167 口縁都
口縁部外屎。日線IL部僅
かに拡張する。日縁措部

外面に1条の回線文。

為
為

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

掲

第95図 ‐

38
F-12 包含層 壺

口縁部
1/12

15 7 口縁部

口緑部外反。端部は上方
につまみ上げ拡張する。
口緑鶉部外面イこa条 の凹

線文。

石英 長石

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第95図 ‐

39
D6 包含層 霊

部
２

縁
れ

41
口縁～

鎮部

票部直線的に斜め上方
イこ廷びる。口糠都外反。
回線船轟やや肥厚じ四
角く1又める。

外面 :日縁部ナえ 瑛
部タテハケ(6条 /811d)。

内面 :ナ/.

石英 雲 母
片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第95図 ‐

40
包合層 壼

口縁部
1/12

曰縁都
回緑部外反。日粽賠郎僅
かに上方につまみ上げ え

え
石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い褐

第95図 ‐
西斜面 包含層

口縁部
ユ/14

口縁～

体部

類～口縁都外反。回線繋

部四カく収める。体部下

方に延びる。

外面 :口縁部タテハケ
ナえ IkHナデ(板 ナア)。

内面 :日縁部ナえ体
部ヨコヘラケズリのち

石英 長石
雲母 片岩

澄

澄

画

面

外

内

第96図 ■ U56 包合層 一車

口縁～

頸部
1/7

152 日縁～

顕部

回線～頸部直線atに 斜
め上方に延びる。口漂鞘
部賠仕瓢語。

石 英 長 石

雲母

給

一
橙

面

面

費

外

内

い

第96図 2 包合層 壷
部
６

縁
れ

3よ 日縁部
口縁部外反。回線轄部や
やつまみ上げて尖る。 石英 雲母

責

　

灰

灰

　

黄

画

　

面

外

褐

内

第96図 3 V‐ユユ 包含層 褒 欄路
口縁部

え
え

石 英 長 石

雲母

外面 1に パ
い責澄
内面 :に ぶ
い黄

厚じ四角く収める。

第96図 4 包含層
口縁部
1/14

146 曰縁部
口縁部外反。日稼器部外

方に拡張し三角形状を
外面 :ナえ

内面 :磨滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

褐

ぶ

赤

に

褐

画

面

赤

外

内

い
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報告書
掲載番号

選 構 出土地点 層 位 器 種 残存率 酪
ｍ 榔騨鰤

離
てｃｍ，

螂
雌
径
⑪

高
，

高
存

∽

器
残
て

柳の涯くｃｍ，
部 位 形態 調整 翔繊

色調 備考

第96図 5 不 明 包含層 醐腑
47 口縁、鮒

頸部斜め上方に廷び口

縁都外反。口縁増部やや

上下に拡張する。口縁錦
部外面に2条 の凹線文。

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

面

橙

面

外

い
内 灰責

第96図 6 不 明 包含層 壺
縁

た
回縁ヽ

頭部

頚部上方に延び口縁部

外反。口緑端部やや上方
内面 :ナ為

石英 雲母
獅
褐
肺
褐

第∞図 7 J-5 包合層
部
３

縁
れ

18 口縁部
口緑部外反。瑞部は四角
く収める。

獅
輌

長石 雲母
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第96図 8 ●L含層 蜘Й
コ縁～

顔部

口緑部外反。鴻部上方に
ややつまみ上げる。回線
端都外面に刻目文。

外面 :ナデ

内面 :ナア

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

ぶ

橙

に
橙

画

面

黄

外

内

い

第96図 9 ●L含層 壺 醐防
口縁ヽ

顎部

外面 :ユ ピオサエ ナ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぷ
い褐
内面 :に ぶ
い黄褐

やや肥厚する。

第96図 ―

10
包含層 嘲勇

口縁部
回線部外反。既部は下方 外面 :

内面 i

為
為

石英 長 石
雲母 角閃石

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :灰責
褐

第96図 ―
不 明 包含層

口縁部
1/8

回線部
口緑部外反。口線増部や

や肥厚じ廼角く収める。
部タテハケ。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

ヤヽ赤褐

第96図 ―

12
」■4 包含層 壺

口縁部
1/4

133 口縁部
口縁部外反。増部は四角
く収める。

外面 :口 縁部 ヨヨナ

え 顔部タタキのちナ
石英 長石
雲母 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第96図 ―
包含層

縁

ん
回縁 ～

票部

口繰～票部縦やかに外

反しながら上方に延び

る。口線IB部やや肥厚し

外面 :療滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :明 褐
内面 :明 褐

第96図 ―
包含層 壺

部

０

縁

れ 口縁部
曰縁部外反。口縁端部は 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :明 責
橙

第96図 ―
不 明 包合屈

部
０

縁
れ

口縁部
内面 :ナデ。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

面

褐

面

橙

外

い
内

い

第96図 ‐

16
Q56 包含層 壺 爛酪

160 口縁部
回線部外反。口縁鶴部や
やえみを持つ。

外面 :ナえ
内面 :磨滅のため調整

石英 長石
雲母

橙

橙

面

面

外

内

第96図 ‐
包合層

口縁部
1/5

口縁部
外面 :口霰部ナ 7~.顔

部タテハケG条 /cI)。
石 英 長 石

雲母

外面 :明赤
褐
内面 :明赤
褐

く収める。

第96図 ‐

18
包含層 壺 蹴

略
35 口縁部

口縁部機やかに外反。端

部はどかに肥厚する。

舛面 :ヨ ヨナえ 石英 長石
雲母

黄

灰

浅

黄

面

面

外

内

第96図 ‐

19
F-12 包含層 壺

口縁部
1/12

159 口縁部
回線部外反。口擦端部つ
まみ上げ尖る。口擁部外
面に2央の四線文。

内面 :ヨ ヨナみ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

明

　

橙

画

　

面

外

褐

内

第96図 ‐
J■4 包含層

口縁部
1/9

口縁部
回線部外反。競部はやや
肥厚し四角く以める。

外面 :ナふ
内面 :ナ九

石 英 長 石

雲母
赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第∞図‐

21
O-5 包含層 壺

口縁部
1/4

15 0 口縁部
回線部外反。鶉部は尖 不明。

内面 :摩滅のため調整

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :橙

第∞図
Y-5 2含層

回縁部
1/18

口縁～

頸部

回線部外反。回転培部や

や下方に拡張する。

外面 :口縁部ナデ。瓢

部タテハケ(11余 /側 )。 長石 雲母

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第∝図
23

K-16 包含層 壼
口縁部
1/9

ユ44 口縁部
口緑部外反。端部は四角
く収める。 内面 :ナ九

石英 長 石
雲母 片岩

橙

澄

面

面

外

内

第96図

解
包含層 壼

口縁部
1/7

20 口縁部
口綜都外反。増部はやや
肥厚じ四角く収める。

外面 :ナテ 石英 長 石
赤色斑粒

外面 :灰黄
内面 :黄灰

第∞図
包含層

口縁著[

ユ′7
口縁部

回縁都外反。日候増部四
角く収める。回縁増部外
面に3条の凹線文。

舛面 :ナ為

内置 :ナみ

英

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ
い褐
内面 1に ぶ
い褐

第96図

26
包含層 壷

日縁部
1/6

口縁部
口縁都外反。用部は四角

舛面 :療滅のため調整

石明。
内面 :摩滅のため調整 節鰐

英
〓

石

雲

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第96図
包含層

口縁部
ユ/13

16 1 25 口縁部
口縁部外反。口緑増部は

四角く収める。

外面 :ナ為
内面 :ナデ。 “麹

英
を

石

片

粒

外面 :明 赤
褐
内面 1に ぶ
い黄褐

第96図

28
包含層

口縁部
ユ/10

回縁部
外面 :ナア。
内面 :療滅のため調整

石 英 長 石

雲母
赤

澄

明

画

面

外

内

禍

蜘
２９

第
包合層

口縁苫[

1/16
15 2 19 回縁部

口縁都外反。増部下方に

拡張 し、外面に3条 の凹

線文を施す。

外面 :ナテ。
石 英 長 石

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 1に ぶ

い橙

内面 :澄

朗
３０

第
包含層

口縁部
1/8

25
回縁～

鎖部
曰縁部外反。日縁増都は

やや下方に拡張する。

外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石英 婁母
片岩

澄

に

画

面

褐

外

内

い
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率
径

０ 郷確ω
購
ω

螂
雌
径
ｍ

高

，

縞
賄
価

柳の雄鰤
部也 形 態 調 整 翔繊

色調 備考

第96図 ―

31
包含層 五

口縁部
1/7

口縁部
口縁部外反。■部は僅か
に肥厚じ四角く収める。

外面 :ヨ ヨナ九

内貢 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
蜜母 片岩

外面 :暗灰
黄
内面 :に ぶ
い責燈

第96図 ―

32
包含層 郷

解
25 口縁部

口縁部外反。措部やや払

張する。回線鞘部外面に

Э条の回線文。

外面 :ヨ ヨナ為
内頁 :ヨ ヨナえ

長 石 雲 母

黒色斑粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第96図 ―
包含層 壷

口縁部
1/9

144 日縁部
外面 :ナテ。
内面 :ナデ。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐黄

澄

画

面

外

内

第96図 ―

34
包合層 醐ン

142 日縁部
口縁部外反。曰繍磐部は
EEgじ外面に2祭り凹線
文を施す。

タト面:ナア。 石英 雲母
片岩

澄

澄

画

面

外

内

第96図 ―

35
J6 包含層 霊

口縁部
1/18

19 口縁部
口様都外反。鞘部Iよ やや
肥厚する。

外面 :ナ ,
内面 :ナデ

石英 長石
橙

澄

面

面

外

内

第96図 ―

36
包含屈

口縁部
ツ13

口縁部
回線部外反。鶏部笹かに
拡張する。

外面 :ヨ

内面 :ヨ

為
み

石英 長石
箋H片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第96図 ―
包合層

口縁部
1/7

134 口縁部
回線部外反。報部は上下
に拡張する。口縁路部外

外面 :ナア。

内面 :ナデ。

石英 長石
雲母

登

橙

面

面

外

内

第96図 ‐

38
包含層 壺 醐胸

回縁ヽ

頸部

外面 :口縁部ナデ。頸
都タテハケ(6条/硼 )。

内面:口 縁部ナデ。頚都
ヨコハケ6条 /g4)。

石英 長石
箋母 片岩

外面 1に ぶ

ヤヽ赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

18～ 12

SDilX l内出
土遺物含帆

る。回線端部四角く収め

第97図 ■ 包含層
口縁部
1/15

口縁部
回転部外反。謝部は,
肥厚し九みをおつ。

外面 :ナデ。
内面 :ナテ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :栓

内面 :に ぶ
い舞笹

第97図 2 」■4 包含層 壷
口縁部
1/10

口縁部
回線部外反。口縁瑞部下
方に拡張する。口縁報部
外面に3条の凹線文。

外面 :ナデ。
内面 :ナア。

石英 長石
雲母 片 岩
黒色班粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :明 赤
褐

第97図 3 包合層
回縁部
1/12

155 口縁部
口縁～瑛部ほに直立し
て短く上方に延びる。日
経増部丸く収める。

外面 :ナア。 石 英 雲 母

赤色斑粒

未
オ
　

ぶ

明

　

に

面

　

面

褐

外

褐

内

い

第97図 4 包含層 壺
口縁部
1/14

122 口縁部
外面 :ナテ。
内面 :ナア。

石 英 雲 母

赤色斑粒

澄

明

面

面

外

内

褐

第97図 5 包合層 壺 醐И
130 口縁部

口緑部外反。口縁報部上

方に拡張する。口縁鶏部
外面に2条 の凹隷文を施
す。

外面 :ナテ。
内面 :摩滅のため調整

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :褐灰
内面 :に ぶ
い黄澄

第97図 6 包含層 壷
口縁部
1/14

230 口縁部
口縁部直立。璃部は四角
く収める。口縁謝部外面
に弱い凹線が巡る。

揃
輌

石英 長石
雲母 片岩

褐

ぶ

赤

に

画

面

褐

外

内

い

第97図 7 包含層

口縁～

鎮部
1/3

口縁～

顕都

口縁～豪部糠やかに外

反じながら上方に延び

る。回線増部は四角く収

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :明 赤
褐
内面 :橙

第97図 8 包含層 重 醐略
口縁～

体部

壊部ほぼ直立して口線

都緩やかに外反。体部内

彎。票部と体部の境に列

点文。

外面 :ナテ。
内面 :日縁～顕部ヘラ
ケズリのちナ7.体部

ケズリ。票部と4h部 の
現に接合痕。

長石 雲母
赤色斑地 石
英 片岩

澄

澄

面

面

外

内

第97図 9 包含層 壺
口縁部
1/5

■ 6
口縁～

体部

票部外反して回線部直
線IJに斜め上方に廷び

る。4都下方に拡がる。
口縁増部四角く収める。

外面 :磨減のため調整

不明。ナテ。
内面 :口縁～顔部摩滅
のため調整不 明。ナ

え 体都ヨコベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

褐

赤

赤

明

画

面

外

内

褐

第97図 ‐

10
包含層 壷

口縁部
1/14

口縁～

XII部

口縁～票郎直線詢に斜
め上方イこ延びる。II綴輯

部四角く収める。口縁部
外面に9条 の凹線文を施

外面 :ナデ。
内瓦 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :淡安
内面 :に ぶ
い黄橙

第97図 ‐

11
包含層 壷 日縁、螂

珈
70

日縁 ～

顕部

口縁～壊郎直線的にや
や斜め上方に延びる。日

縁部直立。端部四角く収

外面 :摩滅のため調整

内面 :ナデ ユビオサ
石 英 長 石

婁母

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第97図 ‐

12
包含層 壷 醐】

123 回縁～

体部

め上方に延びる。体部下
方に拡がる。口縁磐部四
角く収める。口縁部外百
に5条の凹縦文、票部と
体部の境に列点文を施
す。

外面 :日縁部ナみ 顕

部タテハケ(8条 /m)。

内頁 :口縁～頚部ナア
ユピオサエ。体都ヨヨ

石 英 長 石

婁母 片岩

明

　

澄

画

　

面

外

褐

内

第97図 ‐

13
O-5 包含層 壺 醐И

口縁ヽ

頸部
九く収める。回線磐都外
面に族 の回線文。

外面 :口縁部ナ7.票
部タテベラミガキ。

内面 :要部ナえ 筑部
と体部の携ヨコヘラケ

石英 長 石
蜜母 片岩

外面 :橙

内面 :橙

第97図 ‐
包含層 壷

口縁部
1/19

176 口縁～

鎮部

口縁部外戻。口縁増郡九
みを持つ。

外面 :ナ/.
内面 !ナえ

石英 長石
雲母 片岩

橙

に緬
航
峨

第97図 ―
包含層

口縁～

頸部1/8

口縁～

頸部

口協部直線的に斜め上

方に近びる。靖部は九み

をもつ。外面に凹線状の

段を有する。

外面 :ナ/.
内面 :ナ嘉

石英 長石
婁母

舶
嘘
肺
端

N56■ 7

18

SD1001内
出土遺物
含む。
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鶴麟
選構 出土地点 層 位 器 種 残存率

径

ｍ， 脚鱒ω
離
ｍ

螂
雌
径
ｍ

高

，

絡
姉
鯨

御の雄鰤
部位 形態 調整 柳繊

色調 備考

第97図

ユ6
F-10 包含層 嘲И

141 口縁部
日縁部緩やか,こ外反。ロ

塚硝部売みをもつ。

外面 :口緑部ナア。頸
部タテベラミ才キ(幅

2・dm体 )。

内貢 :ヘ ラケズリのち
石英 罠石

澄

澄

画

面

外

内

第97図 ‐
包含層 壺 醐腑

15 7 47
口縁～

頸部

回線ヽ願部直線的に斜
め上方に廷trる 。日報部
外面に3条 の淀い凹報
文。

為
為 石英 長石

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

P56■ 7

帥 1∞1内 出
土遺物合む。

第97図 ‐

18
包含層 壷

口縁部
1/ク

日縁～

頸部
口線部上方に延びる。調
部は四角く収める。

外面 :口縁 部 ヨヨナ

為 日形施文(4管文)。

頚部 タテベ ラミガキ

(幅 3祀本)。

内面 :ユ ピオサエのち

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第97図 ‐

19
包含層

口縁～

顕部
1/4

回縁～

頸部

て続やかに外反しなが
ら上方に廷鴨 。口縁4
部九く収める。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :療滅のため調整

石英 筆母
黒色斑粒

外面 :

灰オリー兆
内面 :

灰オリー九

第W図―

20
包合層 壷

日緑部
1/12

口縁～

頸郡

日縁～頸Hb綴 やかに外
反しながら上方に延び

る。日経増部四角く収め 叫『］
耐
”
耐
明。

外

部

内

不

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第97図 ‐

21
C7 包御層 嘲И

回縁～

鎮部 呻中鉤る。
期
蝉

，こ外
呻

外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い橙

第97図 ―

22
包含層 壷

部
ワ

縁
海

136 120 曰縁、瑯
回線部縦やかに外反。増
V・ やや肥厚して四角く

外置 :口緑端部ココナ
為 頸部タテハケ(4条 ノ
cm)。

内面 1日繰船都ヨヨナ
為 銀部ヨコヘラケズ

■残存。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責褐

第98図 1 包含層 壼 嘲И
口縁．螂

口緑 頸ヽ部ほぼ直立し
て上方に廷ずる。回線増
部九みをもつ。

為

為
獅
繭

片 岩,長 石
雲母 赤色斑
粒

に

　

減ヽ

舶
崚
�

第98図 ‐2 包含層 壷 口縁、鶏
И

[12 回縁、瑯

口縁～環部綴やかに外
反しながら上方に延び

る。日経船部九みを持

石 英 長石
雲母 片岩

輛
哺
繭
哨

第98図 3 包含層 一軍
部

２

緑

れ

日

１ 目縁部
回線部機やかに舛反。端
部は口角く収める。

外面 :ナ/.
内面 Iナ/.

石英 長 石
赤色斑粒 黒
色斑粒

橙

橙

責

黄瓶
面

第98図 4 包含層 重

口縁～

鎮部
1/7

口縁、鮒

口緑～票部IIぼ 直立し
て直線

"に

■方に廷び
る。回線増部丸く収め
る。口縁都外面に7条の

デ
。
為

石 英 雲母
赤色Jn/1

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い澄

第98図 ( 包含層 螂略
11 2

口縁～

頸部

口漂～頻部直線的に斜
め上方に廷びる。日縁増
部四角く収める。口4R部

外面に4条の茂い凹線文

外面 :ナえ
内面 :ナ/.

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒 黒色斑地

外面 :〔 ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第98図 ( 包含層 壷

日縁ヽ

顕部

1/6

14 6
日縁～

顕部

口縁～鎮nII直 線的に斜
め上方に廷びる。日経4
部四角く収める。

獅
不明。鰤
瘍

磨滅のため調整
石英 雲母
赤色斑粒

外面 :明 黄
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

脚部 の可
能性有り。

第98図 7 不 明 包含層 壺 嘲Й
66

口縁 ～

頸部

口緑～蕪部直4R的 に創
め上方に延びる。日縁鴻

部四角く収める。曰綴端

部外面に3粂の凹線文。

タト面 :口岳部ナデ。頸
部タテハケ(8条 cr)。

内面 :ヘラケズリのち

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第98図 ‐8 包含層
日縁部
1/7

120 42
口縁～

顕部

回線～票部直線 ||に 斜
め上方に廷びる。日捩端

部四角く収める。

外面 :ナ九

内面 :ナえ

石英 長 石
雲母

外面 :橙

内面 :橙

第98図 9 不明 包含層 醐恥
口縁～

額部

口縁～票都直線的に斜
め上方に延びる。口緑端

部やや肥厚 じ四角 く収
める。顕部外面に4条 の

四線文。

外面 :ナえ
内面 :ベ ラケズリのち

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :黄褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第98図 ―

10
R-17 包創唇 壷 日縁、螂

勲
口縁ヽ

願部

口報～鎮部級やかに外
反しJFが ら上方に延び
る。口縁路部四角く収め
る。口禄部外面に3条 の
凹線文。票部外面に列点
文を施す。

外面 :ナ為
内面 :ナ九

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぷ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第98図 ―
包含層 醐拗

125 口緑部
口縁部タト反。消部は僅か
に肥厚する。

み

え

輌

輌
石英 長石
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い費橙

螂
・２

第
包含層 壺 口縁．螂

И

口縁～

顕部
回縁部ゆるやかに外反。

端部は四角く収める。

外面 :口 縁部 ヨヨナ
7~瀬 都 タテハケ(9条/

ca)。

内面 !ナ滉

石 英 長 石
雲母 片岩

橙

に―
澄

面

面

責

外

内

い

第銘図―

19
包含層 一軍

口縁、瑯
珀

口縁～

頸部

回線～票糀芭絵的にや
や斜め上方に廷びる。日
縁鶏部九く収める。

外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責橙

第98図

14
包含層

口縁部
1/12

回縁～

顕部

口繰～察部直線的に斜
め上方に廷びる。口縁鶏
部四角く捩める。曰級部
芥面に5余の凹線文を施

外面 :口隷部ナデ。頸
部騨馘のため調整不

内面 :口縁～頸部ヨヨ

石英 長石
雲母 片岩

赤

澄

明

画

面

外

内

褐

第98図

15
K-17 包合層 重 日縁、鮒

勁
口縁～

顕部

頸部は綴やかに外戻し
回線都直立。端都は九み
をもつ。頚部と4部の携
に刻目文。

7.頸 部タテハケ (5条 /
em)。

内面 :回線 部 ヨヨナ
ア。顕部ベラケズリ ユ

石薬 長石
雲母 片岩
黒色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第98図 ―

16
包含層 豆 醐歿

12 6 59
口縁～

頸苫

`

外面 :磨減のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い責褐

部は四角く収める。
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
鰤 榔鱒ｍ

離
ω

螂
雌
径
鰤

高

ケ

高

存

ｍ

器

残

て

柳の遼ω
都位 形態 調 整 翔繊

色調 備考

第98図 ―
包含層 壺

口縁部
1/5

口縁～

頸音h

口絨～鎖籠直線的に斜
め上方に廷びる。口縁端

籠四角く収める。回線部

舛面に3条 の浅い凹縦

文。

内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母

橙

澄

画

面

外

内

第98図 ―

18
包含層 壺

口縁部
1//8

日縁～

頸部

鈍部ほぼ直立して上方
に延びる。日無IH部はや

外面 :口 緑部 ヨコナ

え 頸部タテベラミガ

キ(幅2酌V本 )。

内面 :療滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第98図 ‐

19
包含層 醐腕

口縁 ～

顕部

口繰～頸都直線的に糾
め上方に廷びる。口縁競
部四角く収める。

石 英 雲 母

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :褐灰

第98図 ‐

20
包含層

口縁部
1/6 口縁．鮒

口線～票部直線的に斜
め上方に延びる。回線増

部四角く収める。

デ
。
為

獅
繭

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ
い費橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第98図 ―

21
包含層 重 醐歿

日縁部
方に延びる。鶴部1よ 四角
く収める。外面に回線文
を施す。

外面 !ナデ。
内面 :ユ ビオサエ ナ

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内函 :に ぶ
い務

第98図

22
不 明 包含層

口縁部
1/6 日縁、郷

口粽～票郎直線的に斜
め上方に廷びる。口縁端
部やや尖る。回縁消部外
面に3条の凹縦文。

外面 :回線部ナ /.療
都タテハケ(7条 /m)。

内面 :ナデ(板ナア)。

石英 雲母
片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第鋸図
23

包含層 醐幣
Ю 8 口縁部

口縁部縦やかに外反。日

線鍋部売みをもつ。回線

鵡よ外面に日形浮文、顔

部外面に凹報文を施す。

石英 長石
要母 片岩

赤

澄

明

面

面

外

内

褐

第98図
A-10 包含層 壺 輔

略
口縁部 方に廷びる。日縁蝦部四

角く収める。

外面 :鷹滅のため調整

不明。
内面 :療減のため調整

石 英 長 石

雲母

外面 :に お
い黄橙
内面 :に ぶ
い費橙

第餌図―
包含層

部
２

縁
Ａ

44 瞼
錦

回線～録部縦やかに外

反しながら上方に妊ぴ

る。口縁鶏部四角く収め

外面 :ナ為
内面 :療滅のため調整

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い黄澄

醐
２６

第
包含層 壺 醐И

口縁部
口報部直線的に斜め上

方に廷びる。措部は四角
く収める。

輌
ｍ
え

石 英 長 石

雲母

橙

澄

画

面

外

内

蠅
２７

第
包含層

部

０

縁
た

日縁～

顕部

口縁～票都縦やかに外

反しながら上方に延び

る。口隷船部四角く収め
外面 :ナデ。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

面

褐

面

褐

外

い

内

い

第98図 ―

熔
不 明 包含層 壷

部

０

縁

ぬ
日

１
■ 6

口縁ヽ

頸部

口縁～馘駆直撤的に斜
め上方に延びる。口縁船
轟やや肥厚し四角く収

外面 :盛減のためFJH整

内面 :す/.

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い黄橙

第98図 ―

29
包含層

部

２

縁
左

日縁部
方に延びる。回線鞘部肥

厚し九く収める。日隷都

外面に3条の回線文。

石英 片岩

外面 :褐

内面 :に ぶ

い褐

第98図 ―

30
F■ 0 包含層 壷

回縁都
1/8

日縁部

口縁部綴やかに外反。ロ
縁璃部四角く収める。ロ
縁部外面に緩やかな凹
線文を施す。

石英 長 石
雲母 片岩

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第98図 ―

31
A6 包含層 翻

ル
回線部

口徹都直線的に斜め上
方にIIする。口縁端部四

外面 :ナアI 石英 長石
雲母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :明赤

褐

第粥図―
包含層 壺

口縁部
1/4

口縁～

顕部

口緑～票轟綴やかに外

反。回線培部四角く収め
外面 :ナア。
内面 :ナア。

石 英 長 石

雲母

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い褐

第98図 ‐

33
包含層 醐賄

90 46
口稼～

顕部

口織～頸部縦やかに外
反しながら上方に廷び

る。口緑培部四角く収め

る。口緑部外面に3条 の

外面 :ヨ ヨナ鳥
内面 :ヨ ヨナ/.

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

■-9～ 11

SD 1001内
出土遺物
含む。

第98図 ヽ
Y5 包含層 壼

日縁部
1/12

104 口縁部

口緑部亡稼的に斜め上

方に延びる。日縁増部四

角く収める。口稼郡外面
に3条 の凹線文。

熟
九

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ

い褐

内面 1に ぶ

い褐

第98図 ‐

35
包含層 重

口縁部
1/9

35
口縁 ～

頸部

回線～顕部直線的に斜
め上方に延びる。口縁鶉
都四角く収める。日緩部
外面に2条の四線文を施
す。

内函 :ベ ラケズリのち
石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第鋸図
36

南斜面 包含層 壷 醸瑯剪
回縁～

顎部

口縁～票部直線的に斜
め上方に延びる。口縁購
部画角く収める。口縁部
外面に3条の凹線文。

外面
内面

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

澄

澄

画

面

外

内

第99図 ■ I-5 包合層 醐Й
口縁～

顕部

口縁～蒙部緩やかに外
反しながら上方に延び
る。日縁報部九く収め
る。外面に5粂の凹縦文。

外面 I磨滅のため調整

不明。

内面 :磨滅つため調整

不明。

石英 雲母
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第99図 ‐ C‐ 7 包含層 長鎮畠 醐開
66

口縁～

顕部

口縁～票都緩やかに外

反しながら上方に廷び

る。日縁環部充 く収め

る。日経都外面に3条 の

回線文。

ヘラケズリのち
石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第99図 3 【 6 包含層 醐Й
96

口縁～

顕部

回線部外反。磐郡は丸く
収める。

外面 :蔭減のため調整

内面 :ナ/.

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い澄

第99図 4 包含層 壺 日縁、帥
略

53
日縁～

鎖著ヽ

回線～鋲部綴やかに外
反しながら上方に延び
る。口縁磐部丸く収め

外面 :療減のため調整

内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い費澄。
内面 :に パ
い黄澄。
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報告書
掲裁番号

遺構 出土地汽 層 位 器種 残存率 略
ｍ 榔鞭⑪

購
ω

螂
雌
径
ω

高
，

高
存

卿

器
残
く

その他

法量
(ll l)

部位 腺 調整 働繊
色調 備考

第99図 ‐5 M-15 包含層 重 蜘И
67

口縁～

顎部

口綴器外反。需部は売み 不明。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い褐
内罰 :に ぶ
い褐

第99図 ‐て じ 5 包合層 短顎壺 口縁、榔
И

62
口縁～

体部

曰縁都短く上方に廷び

る。口縁端部は九く収ゆ
る。体部内雪。頸部に日
形穿■。

外面 :口縁～体部上半
ナア。体部下半タテベ

ラミ才キ鶴隋咸本)。

内面 :口繰部ヨコベラ
ミ才キ(幅 3虚本)。 体
部ベラケズリのちナ

石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :黄灰

第99図 7 K-17 包含層 舗麟
口縁ヽ

体部
1/1

睡維卿
日縁～

体部

口縁部疑く直立。磐部は

えく収める。体部中央に

最大笹。壕部と体部の携
に2カ 所穿子ヒ

内面 :ナ九

石英 長石
雲母 片岩

黄

　

黄

浅

　

浅

揃
澄
繭
澄

第99図 〔 不明 包含層 奎
日縁部
1/6

口縁～

顕部

票～回縁部外反。回線粥
都国角く収ゆる。

え

え

獅
繭 石笑 雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第99図 ( K-15 包含層 壷 螂
И

172 頌部 頸郎斜め上方に妊tFる 。

外菫 :タ テハケ(5条/

aa)。

内面 :ナ /.

石英 長石
雲母 片岩

澄

橙

画

面

外

内

第99図 ‐
包合層 重 螂

И
鎮 部

壕部ほぼ直立して上方
外面 !タ テヘラミガ

(5m/本 )。

内面 :ナ為

長石 雲母
角閃石

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

般入品。

第99図 ‐
包含層 一霊 期

剪
頭部

顔部直線的に斜め上方
に延びる。頸都外面に凹

線文。

外函 :ナ/.
内面 :ナえ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

赤

　

赤

獅
褐
繭
褐

第∞図―
包含嘱 重 即

И
110 顕部

顎部級やかに外反しな
がら上方に延びる。

外面 :タ ケヘラケズ

角面 :藤減のため調整
石英 長石
片岩

褐資

澄瓶
揃

第99図 ―

13
包含層 壷 螂

И
頸部

票都外反。口縁部外面に
日形穿Iし 。

タテハケ(9粂/
石 英 長 石

雲母

橙

橙

画

面

外

内
脚部の可
育B茫レ庫り。

第99図 ―
包合層 壷 螂

勇
頸 部

頸郡11は直立して糾め

上方に廷びる。日繰部外

反する。頸都と体部の境
に列点文。

外面 !タ テハケ(10条/

1 9clt)。

内面 :ヨ コベラケズリ
のち,デ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

苦
（
　

ぶ

灰

　

に‥

褐

瓶
褐
繭
崚

蜘
巧

P-6 包含層 一軍 螂
勇

頭 部
票部直立して上方に廷
びる。口縁部外工。

外面 :ヨ ヨベラミガ■

(鱒団体 )。

内面 :ベ ラケズリのち

(鶴戯 莉 。

石英 長石
雲母 片岩

ぶ

橙

に

‥

‥

褐

揃
肺
瘍

朗
・６

第
包合層 瑯

第
顕 郡

票部直線

"に

斜め上方
に延びる。頚部下位外面
に2条の回線文。

外面 :タ テハケ(7粂/

ca)。

内面 :タ テヘラケズリ
のちナ為

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :橙

第99図 ―

17
包含層 重

顎～体部
1/6

ヽ
“

頸
体

雲部直立して上方イこ廷
ずる。体部内4.環部と
体部の携に列点文。

外面 :鎮 部 体部 タテ
ハケ(12条/m)。

内面 !顔部ユビオサエ

ナ/.体部ヨヨヘラケ
ズリ。属部に接合預残

石英 長石
雲母 片岩
黒色斑粒

橙

灰

画

面

外

内

第99図 ―

18
O-5 包含層

頸～体部
1/2

一
部

頸

体
顕部直線的に斜め上方
に廷びる。体部内督。

外面 :襲都ナ為 頚部
と体部の境にユピオサ
エaFF。

内面 :頸部ナ/.体部

と。顕部と体部の現に
接合痕。

石英 長石
雲母 角閃石

褐

褐

画

面

外

内

O-56ユ 7

18

SDl∞ 1内

出土遺物
含む。

第99図 ―

19
包御層 壷 顕部1/4 顕部

雲部直立して上方に廷
びる。頸部と体部の境に

刻日突常。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 2 5an/本 )。

内面 :ユ ピオサエ ナ

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い費褐
内面 :にぶ
い褐

第99図

20
0～ 5 包合層

頸～体部
2/3

126 ヽ
部

顕
体

頸都ほぼ直立して上方
に廷びる。4部内4。

外面 :タ テハケ164/
cm)。顕部と体郡の場に
列点文。体部タテハケ
(6条/al)。

内面 :頸部ユピオチエ

ナ/.体部ヨヨヘラケ
ズリ。顕部とな部の境
に装合涙。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :澄

内面 :に 懇
い黄橙

第99図 ‐

21
包含層 壼

瑛～体部
1/5

ヽ
部

頸
体

頸部には直立して上方
に廷びる。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整
不切。票部と体部の境
に接合漢。

石英 長石
婁母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い責橙

第99図 ‐
F-10 包含層

顕一体都
ツ6

144 鉾
榔

頸部直立。

外顧 :顔部 タテハケ(9

条/1 Zm)。

内面 :ナ デ ユ ピオサ
石英 長石
雲母

赤

　

赤

面

　

面

外

掲

内

協

第99図 ‐

23
Ct,3 包合層 壺 螂

】
140 壊～

体部

頚部ほぼ直立して上方
に廷びる。票部と体部の
境に刺突文(列 点文)。

揃
繭 ナデ(振ナ刀 。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :明赤
褐
向面 :橙

第99図 ―
包含層

部
一体
勇

顕
一
部

頸
体

票部には直立して上方
に廷する。体部内4.

外面 :タ テハケl10綱
19m)。

内面 :摩滅のため翻整
不明。

石英 片 岩
赤色斑粒

緬
蛇
緬
囃

第1∞図
包含層

顕～体部
1/4

鎮～

体部

中̈錦
外面 :頚 部ナ/.タ テ
ハケ18粂/囲 )。

内面 :票部ユどオサエ

ナ/.体部ヨコベラケ

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

禍

褐

面

置

外

内

第100図 ‐
不 明 包含層 螂

Й
ヽ
部

頸
体

票部ほぼ直立して上方
に延びる。II部下方に廷

外面 :タ テハケ(5茶/

84)。

内面 :頸部ナ為 体部

石英 長石
雲母 片岩

澄

に
獅
繭
嘘
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
ｍ 郷鱒ｍ

購
ｍ

螂
朧
径
鰤

高

う

高

存

ｍ

器

残

で

柳の遼鰯
部 位 形 態 調 整 翻繊

色 調 備考

第100図 ‐

3
包含層 重 期

防
一
部

顕
体

寮部ほぼ直立して上方
に廷びる。票都外面に4

条の回線文。

獅
軌
師

タテハケ(7条/ 母難

帥

石

赤

面

橙

面

澄

外

い

内

い

第1∞図‐

4
包含層 重

顕～体部
1/6

ヽ
部

顕
体

票部直立。馘部と体部の

境に烈点文を巡らす。体

部内4じ て下方にをび

外面 :要都タテハケ(8

条/91)。体部 タテハケ

(7条/cm)の ちタテヘラ

ミガキm鬱 5d。 /ca)。

内面 :ヘ ラケズ リ ユ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 :黄 灰

第100図 ―
包含屠

顕～体部
1/4

一
部

顕
体

鎮部斜め上方に廷びる
4部内雪。

外面 :摩減つため調整

不明。

内面 !磨減のため調整

不明。

石英 長石
蜜母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第100図 ―

6
包含層 茎 瑯

И
票 部 頸都直立。

外面 :摩滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片 岩
黒色斑粒

亦

赤

画

面

外

内

第llXl図
‐

包含層
鎮～体部

1/4
ヽ
部

顎
体

MEI上方に延びる。体部
内営。

外面 :狙いタテハケ(7

条/1駐0。
内面 !タ テヘ ラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第lllll図
‐

8
不明 包合層 壷 瑯

Й
顕部

票都直線的に斜め上方
に延びる。体部下方に拡

外面 :摩減のため調整

不明。
内面 :摩滅のため霧整

不明。

石英 長石
雲母 角閃石

ぶ

　

ぶ

褐

　

褐

揃
蝶
面
崚

搬入品。

第1∞図
9

包含層
把手付

壺
頸～体部

1/6

額～

体部

頸部やや外反方して上

方に廷びる。体部内管。

票部と体部の境に凹穂

文。肩部に把手が付く。

外面 :磨滅のため調整

内菫 :摩滅のため翻整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

外画 1に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第l10図

iO
包含層 壷

体～底部
1/2

197 体～底
部

底部短 く直立して4部
内管しながら上方に延
びる。体部は絡円形状を

三し、器璧は厚い。

外面 ,体部タテヘラミ
ガキ(幅3nd/本)。 底部

内面 :体部下半″テベ

ラケズリ。■キヨヨヘラ
ケズリ。目郎ナデユピオ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :赤褐

第ltXl図 ―
【-6 包含層 長顕壺 榔

】
体 部

体部中央に最大径。第盤
工形を皇する。藪部とお
部の塊に列点文。

外面:体部上半ヨコベ

ラミガキ(幅25m/本 )。

4部下半タテヘラミガ
キ(幅25m/4)。
内菫 :タ テヘラケズリ

上半都にユピオサエ。

中央部に接合涙残存。

石英 長 石
雲母 片岩

外罰:赤

内面:黒褐

第二10図 ―

12
V5 包割国 榔

碗
体部 変形の器形を三する

外面 :タ テベラミガキ
(IH4m/A)。
内面 :体部上半タテヘ
ラケズリ。本部下半ナ

石 英 長 石

雲母 角閃石
黄

絹

灰獅
肺
褐

搬入品。

図∞

・３

第
O-5 包合層 重 脚

И
体部 体部内管。

石英 長石
雲母 片岩

褐

ぶ

赤

に‥

褐

知
肺
瘍

ミニチェア土
器の可能性有
り。

第 lllll図 ―
」-6 包含層 豆

顕～体部
1/4

体 部
票部上方に廷びる。A都
内督。

外面 〔体 部 タテハ ケ

(11矧m)。

内面 :ユ ピオサエ ナ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第1∞図―
包含層

JL手荷
壷

頸～体部
1/9

体 部 体部内習。月部に犯子。 獅
師

石 英 長 石

片岩

ぶ
　

灰

に

　

黄

鰤
哺
航

第m図‐

16
包合層 壺 榔

Й
回縁部 体部内脅。

外面 :体部上半タテハ

ケ(12条み甑)、 下 半 タ

タ■(4本/硼 )。

内面 :ヘ ラケズ リ ユ

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

図∞

‐７

第
O-5 包含層

顕～体部
1/6

顔～

体部

壊部上方に延びる。IIS
内湾。顕部と体部の現に
列点文。

外面 :顕部タテベラミ

ガ■。体部タテベラミ

ガキ(IH41m/本 )。

内面 !環部ナデ。体部

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第1∞図
18

O-7 包含層 壷
顕～体苛

1/5
175 顕 ～

体部
頸部上方に廷びる。林都

内聟。

外面 :摩減のため調整

不明。

内面 :簗減のため調整

不明。

長 石 筆 母

角閃石 黒色

斑粒

褐

褐

面

面

外

内

第llXJ図

19
包合層 壷

顕～体部
1/7

一
部

褒
体

鎮部上方に延する。体部

内脅。

外面 !摩減のため調整

内面 :タ テヘラケズリ
石 英 長 石

雲母 角閃石

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

図∞

２０

第
包含層 霊

頸～体部
1/8

や
部

顕
体

票部～4部外反しなが
ら斜め上方に狂びる。

外顧 :ハケ(7蕪咀 )の

ち櫛描直線文。その下
に波状文。
内面 :ナデ。

赤色斑粒 雲
母 片岩

面

褐

面

褐

外

い

内

い

第1∞図
21

C7 包含層 壷
顕～体部

1/18
ヽ
部

頸
体

顕部上方に廷びる。4部
内母。頸部と4部の携に
列点文。

外面 :ヨ コヘラミガキ
(鱒m/4)。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長石
雲母 赤色斑

粒

澄

に

面

面

橙

外

内

い

第llXl図 ―
包合層

頸～体部
1/8

¨
部

捩
体

頸部上方tこ延びる。体部
内督。

外面 :粗いタテハケ(7

条/1&m)。
内面 !ヨ コベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩
黒色斑粒

外面 :橙

内面 :に ぶ
い責橙

第100図 ―

23
D-7 包含層 壷 螂

Й
23 1 頸部

捩部直線的に斜め上方
に廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅SII1/本 )。

内霞 :ヘラケズリのち

石英 婁母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い赤鴇
内面 :に ぷ
い褐
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報告警
掲載番号

選構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
鰤 脚韓ω

離
でｃｍぅ

鰯
雌
径
ｍ

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

その他

法最

(cm)

部位 形態 調整 働繊
色調 備考

第101図
【■7 包合層 壺 口縁．螂

ψ
440 16 0

復元高
580

口縁～

底部

駅部縦やかに外反しな
がら上方に煙びる。顕部
に刻目文を巡らす。

外面 〔頸部ナア。体郡

ガキ印謝 5皿 /ホ )。 底
部タタキのちタテハケ

(19条/m)の llタ テベ

ラミガキ(幅35m/本 )。

内面 :頸 部ユピオサエ

ナア。体部ユピオサエ

ヨコベラケズリ。底部

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色班粒

橙

に舶
揃
噛

第101図 ‐
U-8 包含層 壷

顕～体部
1/5

158 ヽ
部

顕
体

鎮那外反して上方に廷
びる。4部内餅。

外面 :磨滅のため調整

内In:摩減のため調整

不明。

石英 長 石
雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :明赤
褐

第101図 ‐

3
Z‐ 5 包含層

部
・体
塊

鎮
舛
郷

顎部外又して上方に延
びる。4部内翌。

外面 :磨滅のため調整
不明。

内IH:ヘ ラケズリ。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

赤

　

赤

獅
褐
肺
褐

第101図 ‐
包含層 壺

瑛～体部
1/6

一
部

頸
体

瓢部上方に廷びる。体都
内彎。

外面 :摩滅のため調整
不明。襲部に□縦文を

施す。

石英 長石
雲 !片 岩
黒色斑粒

浅

淡

画

面

外

内
脚部の可能
性有り。

第101図 ‐

5
包含層 壺 体部 体部

外面に波状文 獅整直線
文。

外面 :ナ為
内面 :ベラケズリ。

石英 長石
雲母

橙
麟

画

面

外

内

責
破片。

第101図 ―

6
包含層 壷

郡

１２
体
ｙ 体 部 体部内を。

外面 :櫛描波状文 直
線文 ヨコヘラミガキ
(V335m/4)。
内面 :ヨ ヨヘラケズ

石英 長石
雲母 片岩

橙

明

面

面

外

内

褐
破片。

第101図 ―
R-6 包含層 壺 脚

拗
体部

‖部内整。体都外面に列
t文を2歿 に巡らす。

外面 :肩部ヨコベラミ
ガキ(幅 2耐客 )胴 部
タテヘラミガキ(幅 21Jd

/本 )。

内面 :ヨ ヨベラケズリ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

橙

明

画

面

外

内

褐

第101図 ―

8
包含層 壷 体 部 回縁部 4部 7H督。 不Bg。

内面 :屋滅のため調整

不明。

石英 長石
妻母 角因石

外面
黄
内面

灰

　

褐

暗

　

黄

第101図 ―
O-5 包含層 壺 瑯

И
底部

平底。体部斜め上方に廷

外面 :タ テハケ0粂/
ca)の ちタテヘラミガ
キ(幅 4w/A)。
内面 :摩減のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母

獅
哨
肺 種

第101図 ―
包含層 重 瑯

И
一
部

底
体

平底。4都は斜め外方に

廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3耐ネ )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第101図 ―
包含層 邸

И
底部

笹かにあイカ歳。体部は斜
め上方に廷する。

面

ｏ
面
明
。

磨滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

澄

橙

画

面

外

内

第101図 ―
包含層 壼 瑯

珀
底郡

平成。疸部短く直立して
4httiよ 斜め外方に延び

外面 :ナ為

内面 :タ テヘラ
のちナえ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

黒赤

赤

画

面

外

内

図０１

‐３

第
包含層 壷 螂

И
脚 部

体部内脅じで上方へ妊
びる。脚部下方へ拡が

外面 :タ テハケ(10条/

09m)。
内面 :摩減のためFB整

不明。

石 英 雲 母

赤色斑粒

赤

　

褐

明

　

黒

画

　

面

外

褐

内

第101図
包含層 台付範 脚

路
脚 部

体蔀上方に延び、脚部下
方に拡がる。

(幅 4皿 /4)。

内面 :ヘ ラケズ ウ ナ

石英 雲母
赤色逆粒

面

黄

面

黄

外

い
内

い

高杯 の可
能性有り。

第102図
包含層 壷 廓

腕
底部

平底。体部は斜め上方に
外面 :磨滅のため調整
不舅。
内面 :ユ ピオサニ。

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :明 貢
褐
内面 :橙

第102図 ‐
O-5 包含層 壷 齢

い
底 部

平底。体部は斜め外方に

廷びる。

外面 :ナデ。
内面 :磨滅つため調整

石英 長石
雲母.片岩

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第102図 ‐

3
不 明 包含層 劇

菊
底 部

平重。重都煙く直立して
体部は斜め外方に延び 外面 :ナえ

内面 :ナ為
石英 長石
婁母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄燈

第102図 ‐
包合層 壺 廓

】
120 55 底都

平残。体部は斜ゆ外方に

近びる。
内面 :ユ ビオサエ ナ

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :明 褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第1骸図―
不 明 包含層 壺 螂

И
底 部

平虜。4部は斜め外方に 外面 !磨滅のため調整

内面 :ユ ピオサエ。

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :灰責
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第102図 ―

6
包含層 壺 邸

陀
底部

7底。rhSは斜め外方に
IItび る。粘■携全茨残
存。

外面 :康滅のため調整

内面 !簾滅のため調整
不明。

石芙 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

輌
唯
航
輯

第102図 ―
包含層 螂

ψ
底 部

あげ底。体部は斜め外方
外面 :ナ ,ユ ピオサ

内面 :磨滅のため翻整
不明。

長石 雲母
片岩 赤色班
粒

費

　

白

浅

　

灰

知
橙
肺

第102図 ―

8
包含層 壷 瑯

Й
ヽ
部

体

底 廷びる。 内面 :タ テヘ ラケズ
石 英 長石
雲母 片岩

外面 :澄

内面 :に ぶ
い責橙

第102図 ―

9
包含層 重 瑯

Й
102 ヽ

部
体
底

平残。体部は斜め外方に
たびる。

外面 :ナ/. 石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :橙

一- 726 -―



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 榔韓ω

罐
ω

瑯
雌
径
鰤

高

，

縞
蹄
価

その他

法量

(m)

剖Ч笠 形態 調 整 拗繊
色調 備考

第102図 ‐

10
包含層 醐

路
底部

平底。体部はrlめ外方に
外面 :ナ為
内面 :ベ ラケズリ ナ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

画

　

面

外

掲

内

褐

第ユ02図 ‐

11
包合層 壺 鰯

Й
97 底部

平底。体部は斜め外方に
Itびる。

外面 :タ テヘラミガキ

印講W本 )。

内面 :タ テヘ ラケズ
長石 赤色斑
粒 黒色斑粒

ぶ

　

一仄

に

　

掲

瓶
唯
面

第102図 ―

12
Cl-7 包含層 壺 廓

Й
91 ヽ

部
体
底

平底。林部は斜ゆ上方に
をびる。

外面 :タ テハケ(5条/

c8)。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 赤色班
粒

蠣
膀

耐
疏
フ

外

内

リ

第二〇2図―

13
包倒蜃 螂

路
体、劇

平痕。4部は斜め外方に
外面 :タ テベラミガ■

(幅 3Ш /4)。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :楊灰
内面 :に ぶ
い黄橙

第102図 ―

14
包含屠 壺 鰤

И
120 底 部

平麿。篠部は斜め外方に
延びる。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母

外面 :灰黄
褐
内面 :に ぶ
い赤褐

図ω

・５

第
包含層 螂

ψ
HO 底部

平底。体部は斜め外方に

外面 :タ タキ(1～m)

(似 5耐本)。 外 底 面
租いハケ(6条れ 6m)。

内面 !タ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

ぶ

　

灰

に

　

黄

澄

面

黄

面

外

い
内

第102図 ―

16
包合層 壺 邸

塊
底部

平/H。 体部は斜め上方に
(幅25m/本 )。夕.H面ナ 石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙
歓

揃
肺

第102図 ―
包含層 壺 邸

Й
67 体、螂

あげ底。林部は斜め上方
に延びる。

外面 :タ タ■(24/c砲 )

のちタテハケ(9条/13
cm)。

内画 :タ テベ ラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い橙

第102図 ―

18
包含層 壼 螂

ψ
底 部

あげ嵐。な部は斜め外カ
に廷びる。

外面 !癖流のため調整

内面 :タ テベラケズリ

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :橙

図ω

・９

第
U‐ 6 包含層 廟

璃
105 ヽ

部
体
底

平底。体部は斜め外方に
妊びる。

外面 !タ ケベラケメリ
ナア(板ナ7・ l。

内面 :摩減のたゆ調整

不明。

石英 長 石
雲母 片岩

褐

灰

里
■
寅

画

面

外

内

図∝

２０

第
【-16 包含層 壷 瑯

】
底部

僅か|こあげ底。体都は制
め外方に廷beる 。

外

へ
本
内

――

ミオ■(幅3m1/ 石 英 長 石

雲母 片岩

獅
嘘
航
雌

第102図 ‐
R‐ 10 包含層 壺 齢

舅
底 部

7底。4部は斜め外方に
延びる。

舛面 :磨滅のため調整
不明。

内頁 :摩滅のため調整

不明。

石英 蟹母
片岩

外面 :澄

内面 :に ぶ
い黄褐

第102図

22
包含層 壷 帥

勁
29 底 部

平嵐。体部は斜Iめ外方に
廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(IB3da/本 )。

内面 :ベラケズリのち

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い褐

第102図
P‐ 9 包合層 齢

略
底部

平底。体部は拇め外方に
外面 |ナ/.
内面 1摩減のため調整

石英 長 石
雲母 片 岩
黒色班粒

外面 :明 赤
褐
内面 :黄灰

第102図

"
包含層 壷 廊

璃
底 部

平底。傘部は斜め外方に

廷びる。

外面 :ナ為
内面 :ヘ ラケズリのち

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い橙

第102図 ‐
包含層 一軍 螂

″
底 部

平底。4部は斜め外方に
妊びる。

外面 :療滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :黒褐
内面 :明 褐

第102図 ‐

26
包含層 壷 醐

猶
一
部

体
底

平底。体部は糾め外方に
延びる。

外面 :療滅のため調整
不明。
内面 !癖減のため調整

石英 長 石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第102図 ‐
包合層 壺 酪

レ
底部

平底。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :磨減のたゆ露と

不明。

内 面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

橙

明

画

面

外

内

褐

第102回 ―

28
M■9 包含層 壷 瑯

И
底 部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。

デ
‐
テ獅

繭
鳴

石英 長石
婁母 片岩

外面 :明赤
褐
内面 I明 責
褐

第102図 ―

29
K-16 包御唇 壺 瑯

″
底 部

平崖。4部は斜め外方に
外面 :ナア ユビオサ 石英 長石

雲母 片 岩
赤色斑粒

赤

黒

面

面

外

内

第102図 ―

30
J-5 包含層 壷 螂

艶
底 部

平底。体部は斜め外方に
ltびる。

外面 :ヘラミガキ(幅9

田/本)。

内面 :強 いナえ 内底
面に粘土装合痕。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒
灰

橙

暗

画

面

外

内

第102図 ―

31
包含層 醐

И
底部

廷びる。
不明。
内面 i磨滅のため調整
不明。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

図ψ

３２

第
O-5 包含層 巨 廊

ψ
102 37 底 部

僅かに上げ底。体部は斜
め上方に延びる。

外面 :ベ ラミガ■(幅3

ut′挙 )。

内面 :ヘ フケズリのち

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :黒褐
内面 :に ぶ
い責橙

図骸

３３

第
Q‐ 5 包割唇 霊 螂

黎
100 底善ヽ

平底。体部は斜め外カ
延びる。

面

明
。

面

。

摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母

ぶ

　

一貫

に

　

長ヽ

‥

澄

面

黄

面

外

い

内

橙

―- 727 -一



報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層 位 器種 残存率 略
ｍ 榔韓ω

離
ぐｃｍ，

瑯
雌
径
ω

高

ケ

絡
癖
価

柳の選ω
部 位 形態 調整 働続

色調 備考

第102図
F-10 包合層 廓

Й
38 底部

干底。体部は斜め外方に

廷する。

外面 :タ テベラミガキ

(磁 函 溶 )。

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :〔 ぷ
い赤褐
内面 :黒褐

第102図
包含層 壺 螂

Й
底 部

平底。体部は斜め外方に

延びる。

外面〔癖減のため調整

内面 :摩減のため調整
石英 長石
雲母 片岩

ぶ

橙

に
緬
繭
嘘

第102図

36
包含層 壷 齢

”
底 部

平底。体部は斜め芥方に
延びる。

外面 :摩減のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

石英 長 石
雲母

橙

に
獅
肺
嘘

第102図

37
不 明 包合層 重 螂

勇
87 底 部

平臨 体部は斜め外方に
外面 :ナえ 石英 雲 母

片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第102図
05 包含層 螂

Й
底 部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テハケ(10条 /

7un)の ちタテヘラミガ
■mttda/本 )。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :澄

第102図

39
O‐5 包含層 螂

И
底部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。
獅
繭
え

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

澄

浅

面

面

外

内

澄

第103図 ―
包含層 一霊 齢

レ
底 部

平底。4h部 は斜め外方に 外面 :ナ為

内面 :ナ為

長石 赤色斑
粒 黒色斑池

外面 :・E
内面 :に ぶ
い橙

第103図

2
J6 包含層 壷 齢

賄
底 部

平底。4部は斜ゆ外方に
廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :タ テベ ラケズ

石英 長石
雲母

飯

厳

面

面

外

内

第103図 ―

3
不明 包含層 螂

脇
ヽ
部

体
底

ややあげ底。体部は41め

外方に廷びる。

外面 :体 都 タテハ ケ

(10条 /14)。
長石 雲母
赤色斑粒 黒
色斑粒

ぶ

　

ユ貢

に

　

浅

‥

橙

‥

獅

峨

肺

第ll13図 ―
P-5 包含層 壷 螂

И
一
部

体
底

平底。林部は斜め外方に

外面 :タ タキ14～働)

のちタテベラミ才キ
(鱒 u1/4)。

内面 :タ テベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明赤
禍
内面 :に ぶ
い赤褐

第103図 ―
包合屋 巨 螂

Й
底部

平底。体部は斜め外方
廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ
(膨 5m/4)。
内面 :タ テヘラケズリ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :橙

内面 :にぶ
い黄橙

図０３

６

第
不明 包含層 重 邸

略
底部

平底。底部疑く直立して

4部は斜め外方にだび ナデ(ハ ケ)。 石英 雲母
角閃石

褐

褐

暗

黒

置

直

外

内 搬入品。

図０３

７

第
包含層 螂

И
37 底 部

平底。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :庫滅のため調整
不明。 石英 長石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い責橙

第108図 ―

8
H-5 包含層 附

略
底部

平底。体部は斜め外方に
外面 :藤滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

不明。

石 英 雲 母

片岩

外面 1に ぶ
い澄
内面 :灰責

第103図 ―

9
O-5 包含層 邸

黎
底部

平底。体都は斜め上方 I

延びる。

外面 :ナ九

内面 :磨滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母 片 岩
黒色班粒 赤
色残粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い費橙

図∝

１０

第
P-5 包含層 重 螂

И
ヽ
部

体
底

平底。体部は斜め外方に

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母

褐

黒

面

面

外

内

第103図 ―
【-6 包含層 壷 螂

路
底 部

平底。体都は斜わ外カ
廷びる。

外面 :タ テハケ (10条/

15m)。
内面 !タ テベ ラケズリ

石英 長石
黒色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :橙

第103図 ―
包含層 重 瑯

姥
底部

平底。嵐郵疑く直立し体

部は斜め外方に延びる。

外面 :タ テハ ケ(6条/
延)。

内函 :タ テベラケズリ

石英 長 石
雲母 片岩

赤

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第103図 ―

13
不明 包含層 重 螂

勲
底部

平残。体部は斜め外方に
延びる。

外面 !タ テベラミガキ

(陣 的 淋 )。

向面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石

雲母

輛
嶋
繭 橙

第103図 ―
包含層 重 螂

略
底部

あげ嵐。体部は斜め外方
に廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :康滅のため調整

石英 長 石
雲母

販

　

蠣

面

　

面

外

黄

内

第103図 ―
F-8 包含層 螂

Й
ヽ
部

体
底

雹かにあ1/FH。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 !/H部 強いナ/.
体部タテベラミガキ
(幅25m″ p。

内面 :漆滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母

褐

褐

黒

黒

面

面

外

内

図∝

‐６

第
包御辱 邸

勇
底 部

平底。体部は斜め外方に

延びる。
不明。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

ぶ

　

灰

に

　

黄

橙

面

黄

面

外

い
内

第1∝ 図―

17
O-5 包含層 壷 螂

舅
底 部

平瘍。体部は斜め上方

延びる。

外面 !タ タ■孵 皿)

のちナ為
内面 :タ テベラケズ

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

図∝

・８

第
包含層 壼 邸

И
一
部

体
底

外面 :タ テヘラミガキ

(4・mm/4)ュ ピォナ

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長 石
雲母

赤

　

灰

明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

第103図 ―

19
包含層 壷 螂

拗
体 ～

底部
平鷹。体部は斜め上方に

タテハケ(10茶/

石 英 長 石

雲母

外面 :に パ
い黄褐
内面 :灰責
褐
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報告書

局載番号
選構 出土地声 層 位 器種 残存率 唯

鰤 脚鶉ｍ
離
ｍ

頸部

(脚柱 )

径

(cm)

器高

残存高

(cm)

側の服ｍ
部位 形態 調 整

含有物

組成
色 調 備 考

第103図

20
包含層 邸

И
79 底 部

平底。体部は斜め外方に
外面 :タ テハ ケ(9秦/

ed)。

内面 :タ テベ ラケズ
石 英 長 石

峯母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第103図

ワ1
K-16 包含層 瑯

第
底 部

平底。体部は斜め外方に

外面 :タ テベラミガキ

(幅3m/ホ )ユピオサ 石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に パ

い赤褐

第103図
不明 包含層 螂

И
底 部

平嵐。4部は斜め外方に
外面 iタ テベラミガキ

(幅 35皿 /本 )ナ 為

内両 :タ テベ ラケズ
石芙 長石
雲母 片岩

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第103図

23
包含層 螂

И
底 部

平た。体部は斜め外方に

廷びる。
内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

褐

に

面

面

褐

外

内

い

第103図
J■ 7 包含層 鰯

Й
37 底 部

平嵐。4部は斜め上方に
外面 :タ テハケ(3粂 /

cm)。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に お

い黄褐

内面 :に ぶ

い掲

第103図

25
包含層 豆 螂

略
底 部

あ
'VFK。

体部は斜め外方
にをびる。

外面 :療滅のため調整

不明。 石 英 長 石

雲母 片岩

橙

赤

赤

明

面

面

外

内

掲

」5～ 7■
～ 17 SD
1001内出土
遺物含む。

第103図
J■ 5 包含層 螂

И
底部

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 !に ぶ

い澄

第103図

27
包含層 螂

И
底部

条/m)。 外底面板ナア。
石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐

橙

面

面

外

内

第103図
包含層 壷 螂

Й
底 部

平嵐。体部は斜め外方に
摩滅のため調整

長 石 雲 母

片者 赤色斑

粒 黒色班粒

タト面 :に ぶ
い黄
内面 :に ぶ
い黄橙

第103図
F-10 包合層 壷 螂

勇
底部 廷びる。

外面 :タ タキe本 /94)

(幅25繊本 )。

内面 :タ テヘラケズリ
のち内底面ナデ。

石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤

褐

内面 :明赤

褐

第103図
なヽ-9 包合層 董 螂

Ｗ
底 部

僅かにあイrFh。 体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :摩減のため翻整

不切。 石英 長石
雲母 片岩

褐

灰

赤

褐

外

内

第103図
包含層 瑯

И
86 底 部

平底。体部は斜め外方Iこ

外面 :摩滅のため調整

内面 :磨流のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い褐

第103図
包含層 一霊 醐

路
底 部

廷びる。

外

工
内

リ

石 莫 長 石

雲母

灰

灰

黄

黄

外

内

第103図 P10 包含層 壷 瑯
酪

底 部
平底。体部1=斜め外方に

近びる。

ベラミガキ 板ナデ(幅

5硼 /本 )。

内面 :磨 滅のため不

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

面

橙

面

外

い
内 澄

第103図
包含層 壷 醐

И
体～

底部
平底。本部は斜め外方に
層びる。

外面 :摩滅のため調整

内面 :磨滅のため IH整
石英 雲母
片岩

ぶ
　
　
赤

褐

面

赤

面

外

い
内

褐

第103図

35
●L含層 帥

Й
底 部

石英 長石
雪母 角閃石

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :褐 灰

第103図

36
U-56 包含層 醐

Й
底 部

平嵐。4部 は斜め外方に

廷びる。
為
Λ

石 英 長 石

雲母

踊
肺
端

黒褐

第103図

37
P-5 ●L含層 茎 螂

略
体～

底部
平嵐。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :タ テベラミオキ

(幅4皿/本 )。外底面ナ

内巨 :タ テベ ラケズ

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 :に ぶ

い赤褐

第109図

38 J-6 包含層 邸
略

80 底部
平底。体部内督じな力

'ら
斜め外方に廷びる。

血 )。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

褐

責

里
讐
火

面

面

外

内

褐

第103図 ‐

39
包含層 壷 邸

脇
79 27 底 部

平底。体部は斜め外方に (幅25硼 /本)。

内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第103図 ―
包合層 瑯

ン
底 部

l FA。 体部は斜め外方に

廷びる。

外面 :磨減のため調整

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
妻母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :灰責
褐

第103図 ‐
包含層 瑯

И
底部

平底。体部は斜め外方に 石莫 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 1に ぶ
い橙

第103図 ‐
包合層 螂

И
底 部

平た。体部は斜め外方(

魅びる。
内面 :ユ ピオサエ。

英

母

石

雲
長 石

灰

橙

褐

面

面

外

内

第104図 ―
包含層 帥

Й
27 底 部

平嵐。ド部は斜め外カ

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

瓶
嘘
肺
掲

灰黄

―- 729 -―



報告書
掲載番号

選構 出土地点 層 位 器種 残存率 略
ω 榔韓⑪

略
⑤

螂
朧
径
ｍ

高

＞

高

存

ｍ

器

残

く

柳の議ω
部位 形態 調整 勃繊

色調 備考

第lμ 図―
包含層 重 邸

路
ヽ
部

体
底

平腹。痕部短く直立して

体部は斜め外方に廷び

外面 :体都ナデ。外底

ぬ面 |ナ ア ベラミガ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に お
い責

第104図 ―

3
包含層 壺 螂

Й
底部

平底。体部は斜めと方に
外面 :タ テハケ(9条/

84)の ちタテベラミガ
キm認 5W本 )。

内画 :ベラケズリ。

石英 長石
雲母 片者

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :黄灰

第104図 ―
包含層 重 琳

И
体～

底部
平度。体都は斜め外方に
妊びる。

外面 :j4滅のため調整

内面 :タ テベラケズ
石英 長石
雲母 片者

外面 :橙

内面 1に ぶ
い黄橙

第104図 ―
包含層 重 劇

歿
底部

平底。4F部 は射め外方に
廷びる。

外面 :タ テハケ(O粂/

cII)。

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責橙

第ll14図 ―

6
包含層 壷 邸

И
70 底 部

平虜。4部 1よ斜め,卜方に
外面 :ナ テ ユとオサ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

灰褐

橙

画

面

外

内

第104図 ―
O-6 包含層 邸

ψ
底部

廷びる。

タト面:タ テハケ(5条/

ed)の ちタテヘラミガ
キ(幅25団/本 )。外慮
面ハケ(6条/倒 )。

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぷ

い褐

内面 :灰

第1∝ 図‐
J■ 7 包含層 齢

お
底部

平底。棒部は斜ゆ外方に
外面 :タ テヘラミガキ

(輻 25m/本 )ナ テ。
内面 tタ テヘ ラケズ

リ。内/H面 ナ九

石 英 長 石

雲母

給

“

橙

面

面

費

外

内

い

第104図 ‐
不 明 包含層 壷 瑯

跡
23 底部

廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅3輌/本 )。外猿函チ
石 英 長 石

蟹母

願

厭

面

面

外

内

第104図 ‐

10
J-5 包含層 壼 螂

И
76 底部

あげ底。体部は糾め外方
に延びる。

外面 :タ テベラミガキ

(櫛aV本 )。

内種 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

Ａ

橙

に

面

面

澄

外

内

い

第104図 ‐
包含層 一霊 劇

酵
47 底 部

平底。林部は斜め外方に
Itび る。

外面 :タ タ■(9本/91)

内面 :タ テベラケズリ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

灰

灰

褐

褐

画

面

外

内

第靱 図‐

12
A'‐ 4 包含層 壺 瑯

携
36 底部

平底。体部は斜め外方に

延びる。

外面 :タ テヘラミオキ

(腰8孤 I本)。 外 底 面

内面 :ナえ

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い赤IB

第104図 ‐
包合層 廓

ψ
底部

平麿。体部は斜め外方に

延びる。

外面 :ユ ビオサエ ナ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色遊粒

輌
嘘
繭
褐

灰黄

第靱 図‐
包含層 蓋 螂

珀
底 部

平底。IA郁 は斜め外方に 不明。

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 長石
蜜母 片岩

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第104図 ‐
包合屋 螂

防
73 底部

平底。4部 は斜め外方(
廷げる。

外面 :ナえ

内面 :磨滅のため翻整
長石 黒色斑
粒

灰

に

面

面

責

外

内

い

第ll14図 ‐
包含層 重 齢

Й
底 部

平療。4HIは斜め外方に
廷びる。

タト面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :タ テベラクズ

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

面

褐

面

外

い
内 褐

第ll14図 ‐
O‐ 6 包含層 壺 鰯

閉
底 部

平底。4F部 は斜め上方tこ

とびる。
石英 長石
雲母 片岩

灰

灰

黄

黄

画

面

外

内

第104図 ‐
」-12 包合層 壷 螂

勇
底 部

平底。体部は斜め外方に
をびる。

外面 :タ テヘラミ′キ

(幅Э画/4)。

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲母

黄

灰

灰

黄

面

面

外

内

第104図 ‐

19
2含層 壷 邸

略
底 部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長石
雲 母 片宕
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い費

第104図 ‐

20
包合層 齢

ψ
57 底都 廷びる。

外面 :ハケ。

白面 :タ テヘラケズリ
石 英 長 石

雲母

面

橙

面

外

い
内 黒褐

第104図 ‐
(■ 5 包含層 壷 醐

レ
81 底部

外面 :磨滅のため調整

内面 :摩滅の/_め調整

不明。

長 石 雲 母

片岩

責

灰

淡

費

画

面

外

内

第104図 ‐
包含層 壷 瑯

歿
7FA都

平残。体部tよ斜あ外方に

外面 :タ テヘラミガキ
(幅 2 5do/cM)。 ユL/ォサ

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長石
雲母 片岩

褐

褐

鼻

皇
”

輛
師

第104図 ‐

93
包含層 醐

И
底 都

IIびる。

外面 :タ テベラミガキ
(幅95m/本 )。 外底面ナ

内面 :タ テヘラケズ

石英 長石
雲母 片岩

輛
褐
師
褐

第104図 ‐

24
包含層 壷 螂

Й
80 底 部

平底。体部は斜ゆ外方に
外面 :ナ デ ユピオサ

内面 :タ テヘラケズ
石英 長石
雲母

褐

褐

明

黄

面

面

外

内

第104図 ‐

25
包合層 一車 醐

ψ
底部

外面 :ナテ。
内面 :磨滅めため観整

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :澄

内面 :明褐

X56
SD lllt I内

出土遺物
含む。
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器 種 残存率 唯
鰤

体部
最大径
(側 )

離
鰤

螂
朧
径
ω

器高
残存高
(cm)

柳の濾ω
部位 形態 調整

合右物
組成

色調 備考

図∝

２６

第
J5 包含層 壺 瑯

Й
底部

平震。

“

部は斜め外方に
延げる。

外貢 :体部摩減のため

調整不明。痕部ユ ピオ

内面 :タ テベ ラケズ

長 石 雲母
赤色茂粒 黒
色斑粒

外面 :明 費
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第ユ04図 ―

27
包合層 壺 鰯

И
底部

平底。4部 は斜め上方に
石英 長石
蜜母 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い賣橙
内面 :澄

第104図 ―

28
不 明 包合層 一軍 螂

И
底 部

平底。4部は斜め外方に
外面 :タ テヘラミガ■
(幅 4祀水)。

内面 :タ テヘラケズ
石 英 長 石

雲母

褐

灰

黒

黄

面

面

外

内

第1∝図‐
包含層 重 邸

黎
体～

底部
ややあげ底。体部は斜め
上方にをびる。

内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明赤
褐
内面 |に ぶ
い黄褐

第1似図―

30
包含層 劇

勇
底 部

平底。体都は斜ゆ外方に
外面 :ナ為

内面 :磨減のため調整

不明。底都ユ ピオサ

長石 片岩
赤色斑粒

面

橙

面

外

い

内 淡黄

第104図 ―

31
05 包含層 一霊 邸

閉
底 部

平底。体部はNゆ 上方に
廷びる。

外面 :ナ為

内面 :ユ ピオサエ ナ
石 英 長 石

雲母

に

　

灰

範
哺
肺

第l14図 ―
包含層 瑯

】
底部

平底。体部は斜め外方に

外面 :ヘ ラミガ■(幅

25m/本 )。 外広面 ミガ

内面 !タ テベラケズリ

石英 長 石
雲母

外面 :褐 灰
内面 :掲

第104図 ‐

33
包含層 壷 劇

ψ
底 部

あげ底。IF4は斜め外方
に廷びる。

外面 :ヘ ラミオキ(幅

35m/4)。
内面 |タ テヘラケズ

石英 長 石
雲母 片岩

黄

橙

画

面

外

内

第ll14図 ―
M‐ 16 包合層 壷 邸

Й
底 部

平底。体部は斜め上方に
延びる。

外画 !摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

石英 ,長 石
雲母 片岩

褐

褐

灰

灰

画

面

外

内

第104図 ‐

35
包含層 壼 螂

ψ
底部

平底。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :ナ 7.
向面 :タ テベラケズリ 石英 長石

婁母 片岩

後

に

画

面

橙

外

内

い

第lC4図 ―

“

不 明 包合層 螂
Й

底 部 り体部はFlめ外方に延

外面 :ナ /.
石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い赤掲
内面 1に ぶ
い赤褐

第lμ図‐

37
F-12 包含層 重 齢

И
底 部

平底。Th部 は斜め外方に

廷びる。

外 面 :タ タキ(34 ca)

洵面 :ヨ ヨヘ ラケズ

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い栓
内面 :に ぶ
い賞橙

第104図 ‐

38
Q6 包含層 醐

黎
底 部

平痕。林部は斜め外方に

廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 25囲 /本)ナ ム

内面 :タ テベ ラケズ

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤

褐

内面 1に ぶ

い黄橙

第104図 ‐

39
M-9 包含層 壷 醐

ψ
底部

ヤfA。体部は斜め上方に
外面 :タ テハケ(7条/

倒 )。

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母

灰

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第104図 ‐

40
包含層 邸

拗
51 底部

平底。体部は斜ゆ上方に
外面 :摩減のため調整

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母 片者

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :

オリ‐ブ黒

第104図 ‐
F-7 包含層 壺 廓

璃
39 底 部

平度。底部短 く直立 し

て、体部は斜め上方に延
(幅獅 /林 板ナデ)。

内面 :盛 滅 のため不

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑池

栓

橙

面

面

外

内

第1飩図‐
包合層 鰤

Й
31 底 部

平底。体部は斜め上方に 姉
繭
ウ。

石英 長 石
雲母

責

灰

面

面

外

内

第104図

43
O-7 包含層 壺 螂

И
底都

あげ底。痕部短く直立し
て4部は斜め上方に延

タト面 :磨滅のため調整
不明。
内面 iタ テヘラケズ

石 英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰

第1飩図
包合層 齢

猪
底 部

平嵐。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :ユ ビオサエ ナ

内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に お
い澄
内面 :褐 灰

第1似図
45

M■6 包含層 壷 瑯
妨

41 底 部
平底。体部は斜め上方に
廷びる。

(螂・」m/A)。
内画 :強いナえ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :褐 灰

第104図
包合層 齢

ψ
底 部

平底。体部Iよ斜め外方に
外面 :タ テヘラミガキ

(幅3un/本 )。

内面 :タ テヘ ラケス
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :灰

内面 :灰

第104図
K-16 包含層 壺 邸

略
77 底部

あげ嵐。4部は斜め外方
に廷びる。

外面 :ナ九

内百 :タ テヘ ラケス
石英 長 石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 :暗灰
責

第104図

48
じ 7 包含層 壷 瑯

И
29 底部

外面 :タ テハケ(9条 77

血 )。

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

面

黄

面

責

外

い
内

い

第1∝図
F■ 1 包含層 壺 劇

略
底 部

外面 :摩滅のため調整

不明 粘■装合痕jR4。

内面 :磨滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第104図

511
包含層 螂

Й
底 部

あイア底。体部は斜め上方
タト面 :ユ ピオサエ ナ

内貢 :タ テヘラケズリ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤

褐

内面 :澄
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報告書
掲載番号

遺構 出土 地 点 層 位 器 種 残存率 略
ω

体菩[

最大径
(cm)

購
くｃｍ，

蜘
朧
径
てｃｍ，

器高

残存高

(cm)

御の漣ω
部位 形態 調整 働繊

色 詞 備 考

第104図 ―
包含層 豆 邸

И
25 底 部

平嵐。体部は斜め上方に 獅
ｃｍ，。繭
”

タテハ ケ(5条/

“麹
英
浄

石
片
粒

外 面 :黒 褐

内面 :に ぶ

い褐

第105図
不明 包含層 螂

塊
73 底 部

平嵐。体部は斜め外方に
をびる。

外面 :体 部 タテハケ

(17条 ca)ナ 九 外 底
面ハ ケ(17条 a4)の ち
ヘ ラ ミ ガ キ(幅2m/
col)。

石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に パ

い黄澄

図０５

２

第
包含層 壺 潮

И
底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :摩減のため調整

内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

外

内

第105図
包含層 瑯

靱
底 部

平広。体部は斜め上方に

廷びる。
内面 :タ テベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い責橙

第105図
C5 包合層 壺 邸

И
32 底 部

あげ嵐。体部は斜め外方 ケヽ。芍
ル
テ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

第105図

5
J■ 5 包含層 醐

Й
50 31 底部

平底。体都は斜め外方に

瑾びる。

外面 :ヘ ラミガキ(幅

25皿 /本 )。

内面 :タ テヘ ラケズ
石 英 長 石

赤色斑粒

外面 :暗灰
黄
内面 :澄

第105図 ‐

6
包含層 廓

И
53 35 底 部

平嵐。■部は斜め外方に

廷びる。

外面 :摩滅のため調整

向面 :タ テヘ ラケズ
石 英 長 石

雲母 片岩

褐

責

黄

明

面

面

外

内

褐

第105図 ‐
包含層 邸

硝
底 部

平度。体部は斜め上方に
外面 :ユ ビオサエ ナ

“勘
英
既

石
雲
粒

姉
哨
航
囀

第105図 ―

8
J5 包含層 螂

И
40 底 部

廷びる。

外面 :ナデ。 石英 長石
雲母 片岩

灰

　

褐

暗

　
　
皇
一

画

　

面

外

黄

内

第105図 ―
包含層 螂

Й
底部

体部は外方に延びる。
向面 :ベ ラミガキ(板

ナデ)。

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

灰

ボ

褐

に
瓶
面
哨

SD 1001内
出土遺物台
む。

図０５

・０

第
包含層 瑯

Й
底部

平底。体部は斜め外方

外面 :摩滅のため調整

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 片岩
灰

澄

褐

面

面

外

内

第105図 ―
包含層 豆 螂

Й
23 底 部

平底。本部は斜め外方に 外面 :タ テハケ。
内面 :癖滅のため調整 節鰐

英
μ

石

雲

黄
　
　
ぶ

灰

　

に

舶
褐
繭
哺

図０５

‐２

第
P-9 包含層 憂 瑯

姥
61 39 底 部

平底。体HTは 斜め上方に

廷びる。
不明。

長石 赤色斑

粒

自

灰

灰

褐

面

面

外

内

第105図
包含層 壷 瑯

歿
28 底 部

平FH。体部は斜め上方に
内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ

い褐

内面 :灰褐

第105図
包含層 瑯

％
底 部

平た。体部は斜め上方に
をびる。

外面 :タ タキのちタテ
ハケ(7条/m)。

内面 〔摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第105図
F-10 包合層 壺 邸

ψ
55 底 部

平底。体部は斜め外方に
外面 !ナデ。

内面 :強 いユ ビナ
石 英 長 石

雲母 片岩

面

橙

面

外

い
内

第105図

16 Q-6 包含層 醐
И

6] 底 部

あげ底。底部短く立ち上
がり体部は斜め外方に

外面 :タ テハケ(3粂/

cm)。

内面 :タ テヘラケズリ 節麹
英
母

石

雲

粒

外面 :明 赤

褐

内面 :橙

第105図 ―
P-6 包合層 壺 齢

務
底部

内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

ぶ

　

灰

に

　

一絡

‥

橙

面

黄

面

外

い

内

第105図 ‐

18
包含層 劇

И
50 底音ヽ

平底。体部は斜め外方に

廷びる。

外面 :磨減のため調整

向面 :ユ ピオサエ ナ

石英 長石
雲母 片岩

橙

鶏

面

面

外

内

第105図 ―
K-15 包合層 廓

Й
23 底 部

平底。本部は斜め外方
外面 :タ テヘラミガキ

(幅eda1/本 )。 石英 長 石
雲母

皇
伴
黒

面

面

外

内

図０５

加

第
F-9 包含層 瑯

歿
底部 廷びる。

外面 iタ テヘラミガキ

(幅 3皿 /cm)。 外 底 面
ハケ(7粂/cm)。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母

外面 :暗灰
内面 :暗灰

第1∝図―
K-15 包含層 邸

ψ
底 部

あI)嵐。体部は斜め外方
外面 :磨滅のため調整
不明。
内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒

責

栓

明

面

面

外

内

楊

第105図 ―
不明 包含層 壼 瑯

黎
底 部

あげ底。嵐部短く直立し
て林部は斜め外方に廷 ”

”
Λ

耐
耐
サ

外
内
の

石英 雲母
褐

灰

黒

褐

面

面

外

内

図０５

２３

第
M-9 包含層 壺 螂

路
底部

ガキ(幅25舶 /本 )。

内面 :タ テベ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

灰

　

明

面

　

面

外

褐

内

褐

第105図

24
C7 包含層 螂

秘
56 18 底部

平底。体部は斜め外方に
外面 :タ テベ ラ ミガ

内面 iタ テヘ ラケズ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐

赤

黒

明

外

内

褐
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報告書
掲載番号

遺襦 出土地声 層 位 器種 残存率 確
ω 脚韓くｃｍ，

離
ω

瑯
触
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

その他

法量
(cI)

部位 形 態 調整 働繊
色 調 備考

第105図
K-6 包合層 瑯

潔
51 43 底 部

itび る。

外面 :板 ナア ユ ピオ

石英 長石
黒色斑粒

外面 :黒褐

内面 :に ぶ

い黄澄

第105図
T-6 包含層 螂

И
47 底部

外面 :摩滅のため調整

内面 1摩滅のため調整

石 英 長 石

赤色斑粒

外面 !澄

内面 :に ぶ

い黄褐

第105図

27
包含層 壺 邸

第
34 底部

(幅 5硼 /本 )。

内面 iタ テベ ラケス

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

褐

ぶ

黒

に

面

面

橙

外

内

い

第105図

28
F‐ 5 包合層 螂

И
底 部

平底。IF部斜め上方に延
石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :黒褐

内面 !に ぶ

い黄栓

働 1002内

出土遺物
含む。

第105図

29
S‐ 6 包含層 壺 瑯

Й
底 部

ぁTFA。体部は斜め外方 (幅 3m/本 )。

内面 :ヨ ヨヘ ラケズ

石 芙 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

灰褐

橙

画

面

外

内

第105図

30
Q-8 包含層 瑯

Й
26 底 部

笹かにあげ嵐。体都は・fH

め外方に廷びる。

外面 iタ テヘラミガキ

(幅 9m/本 )。

内面 iタ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :黄灰

第105図
P‐ 5 包含層 壺 瑯

％
底部

平底。体部1よ斜め外方に
外両 :タ テベラミガキ

(幅 4m/本 )。

内面 :板 ナ テ(タ テヘ

ラケズリ)。

石英 長石
雲母

外面 :に パ
い赤褐
内面 :に ぶ
い澄

第105図

32
包含層 劇

％
底 部

笹かIこ あげ底。体部は創
め上方に延びる。 内面 :摩減のため溺整 野

廟
石
角

長 石

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :に パ

い黄

第105図
包含層 重 瑯

靱
底者Ⅲ

あげ底。体部は斜め上方

外IH:タ テヘラミガキ

(幅 2m/本 )。

内面 :摩滅のため調整

長石 雲 母
赤色斑粒 黒
色班粒

褐黒

橙

面

面

外

内

図０５

９４

第
包合層 邸

И
19 底部

平度。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :歴滅のため調整

内面 :磨滅のため調整 節鰐
英
母

石

雲 灰

橙

黄

面

面

外

内

第105図 ―
包合層 螂

ψ
底 部

タテハケ(7条 / 長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

責

　

褐

灰

　

黒

面

　

面

外

褐

内

第105図 ―

36
不明 包含層 邸

脇
33 底部

(幅35m/ホ )。

内面 :タ テベラケズリ

石 英 長 石

雲母

褐黒

灰

面

面

外

内

第105図 ―
包合居 螂

ψ
50 底部

あり震。体部は斜め上方
に廷びる。

外面 :磨滅のため調整

内面 :療滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第105図 ―

38
包含層 鰯

Й
33 底 部

あげ底。

“

部は斜め上方 外面 :タ テベラミガキ

(幅 25皿 /本 )。

石 英 長石
黒色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 1に ぶ

い橙

第105図 ―
包含層 壺 螂

勲
底 部

平底。4部 は斜b外方に
外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整
不明。

長 石 雲母

外面 :黒褐

内面 1に ぶ

い黄褐

SE11001内
出土遺物

含む。

第105図 ―
包含層 帥

Й
底 部

平度。体証は斜め外方に

廷びる。

廃滅のため詞整

磨滅のため調整

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

責

黄

浅

浅

画

面

外

内

第105図 ―
西斜面 包含層 壼 螂

珀
86 底 部

平底。体部は斜め外方に

内面 :ナデ。

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 1に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄袴

図０５

４２

第
西斜面 包含層

部

Ю

底

Ｖ 底部
平嵐。底部短く直立して

体部は斜め上方に延び

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩 lrlの ため調整

石 英 長 石

雲母

面

褐

面

橙

外

い

内

い

図０５

４３

第
D-7 包含層 邸

歿
底部

外面 :摩減のため調整

内面 :摩滅のため調整

石英 結晶片

岩

赤

　

褐

明

　

赤

面

　

面

外

褐

内

図０５

４４

第
包合層 瑯

路
27 底 部

平FA。4部は斜め外方1

摩滅のため調整

摩滅のため調整
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :黄灰

第105図 ‐

45
包含層 螂

И
79 36 底 部

あげ嵐。体部は斜め外方 石英 長石
雲母

灰

ぶ

掲

に

面

面

橙

外

内

い

第105図 ‐
包含層 瑯

ψ
103 底 部

平た。体部は斜め外方1

魅びる。

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第105図 ‐
包含層 壺 劇

ン
底 部

笹かにあげ嵐。体都斜め

外方にJItびる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 3Шノ本 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

赤明

　
　
里
一

外

褐

内

図０５

４８

第
2含層 瑯

潔
底 部

予底。体部は斜め外方に

廷びる。
外面 :ナ ア。
内面 :ペ ラケズリ

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒 黒色班粒

黄

橙

明

面

面

外

内

褐

第105図 ‐

49
D6 包含層 壺 劇

酪
76 底 部

平痕。体部は斜め外方に
外面 !タ テベラミガキ

印高3m/水 )。

内両 :タ テヘラケズリ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 i黒 褐

内面 :に ぶ

い赤褐

D45
SD llllll内

出土遺物
含む。

図０５

ｍ

第
西斜面 包含層 瑯

И
78 ヽ

部

体

底 め上方に廷びる。

石 英 長 石

雲母 片者

褐

灰

灰

褐

面

面

外

内

―- 733 -―
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掲改番号
遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯

ω 脚韓てｃｍぅ
罐
鰤

瑯
雌
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

く

御の選ω
部位 形 態 調整 翻繊

色 調 lia考

第105図 ―
西斜面 包含層 脚

剪
体 ～

底書b
平底。体部は斜め上方に

外面 :タ テベラミガ

(幅3 5JJ1/本 )。

内面 :タ テヘラケズ
石英 長石
雲母

澄

暗

面

面

外

内

第105図 ‐
商斜面 包含層 劇

蘭
90 体 ～

底部
平度。体部は斜め上方に (幅 3m´本)。

内面 :ヘ ラタズリ ナ
石英 雲母

褐

仄

面

面

外

内

褐

第105図 ―

58
包含層 gE 邸

璃
底 部

平度。体部は斜め外方に
腫びる。 内面 :癖滅のため調整

不舅。

長石 妻母
片岩

外面 :に ぶ
い黄
内面 :暗灰
黄

第105図 ―

留
西斜面 包含層 瑯

珀
底部

平嵐。卜部は斜め外方に
外面 i療滅のため調整

石 英 長 石

雲母

明

　

黄

画

　

面

外

褐

内

第105図
D8 包含層 壺 螂

И
110 43 底 部

外面 〔ナア。
向面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
赤色斑粒 黒
色斑粒

橙

褐

黄

黄

面

面

外

内

第105図
包合層 壺 邸

脇
140 底 部

廷びる。

タト面 :タ テハケ(4条 /

c II)。

内面 :癖成のため調整
不明。

石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面

内面

褐

灰

赤

褐

第105図

57
包含層 台付重 螂

略
脚 部

林都斜め外方に延び、脚
部下方べ拡がる。脚端部
四角く収める。

(幅 25m/本 )ナ ア。
内巨 :摩滅のため調整

不明。

石 英 片 岩

赤色斑粒

外面 :に パ
い黄橙
内面 1灰 黄
lB

第105図

酪
包含層 台付重 脚

略
49 脚部

脚EI下方に拡がる。増都
拡張する。射部外面に洸
縦力� る。卸裾部に円形
穿了t。

外面 :ヨ ヨナテ タテ
ハケ(7条/c4)。

内面 :ヨ コヘラケズリ

瑞部ヨヨナ為

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :栓

第105図 ―
包合層 壺

体～底部
ユ/5

一
部

体
底

体部直線的に斜め外方
に延びて内掛する。

外面 :聴減のため調整
不明。

石莫 長 石
曇母 片 岩
赤色斑粒

褐

褐

面

面

外

内

第105図

60
●L含層 壺犯手 悟

潔
把子

「CJttlkに 4曲。断面ね
円形。 長石 雲母 外面 :貨灰

第106図 ‐
K‐ 6 包含層 甕

部
０

縁
れ

日縁～

体部

口霰都外反。端部は肥厚
し四角く収める。口緑培 内面 :鷹滅のため調整

石英 長石
片岩

澄

橙

画

面

外

内

第106図 ―
J‐ 6 包含層 箋

口縁～

体部
1/10

23 

“

回縁ヽ

体部

口縁部「くJ字求に外反。
増都 1よ 小さく上方につ

まみ上げ尖る。

外面 :口居 部 ヨコす
デ。体部贈滅のため調整
不明。

内面 :口縁 部 ヨコナ
2‐ .体部磨成のため調整
不明。

石 英 雲 母

片岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第106図 ―

3
赳合馬 整 醐酪

22 7
口縁～

体部 口療増部四角く収める。

外面 :日縁言[ナ デ。体
部 タテハ ケ(0粂 Ю 9

C4)。

内面 :鷹減のため調整

石 英 雲 母

赤色斑粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第106図 ‐
卜 6 包含層 変

口縁著[

1/14
24 6 39 口縁部

口縁部「くJ字状に外反。
船部は憧かに上下に拡

張する。

Λ
め

石 英 雲 母

片岩

外面 :に ぶ

い澄

内面 :に ぶ

い費澄

第106図 ―
W-8 包含層 箋

口縁部
1/12 日縁吉

`

回線部外反。
口綴船部四角く収める。

石 英 長 石

雲 母

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第106図
2含層 霊

口縁部
ユ/8 口縁部

回縁部タト反。口綜璃部つ
長石 雲母

面

褐

面

外

い

内

褐
灰費

第106図
包含層

口縁部
1/12

218 口縁部

口緑部外反。日織端部や
や上下に拡張する。回縁

船部外面に2条 の凹線

文。

内面 :療減のため調整

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

橙

橙

画

面

外

内

第106図
包含層 霊

口縁部
1/7

22 2 日縁～

体部

曰霧部外反。口縁鶏部4
かにつまみ上げる。

外面 :口緑部ナデ。タ

テハケ(16条/15甑 )。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

タト面 |に お
い黄橙
内面 :浅黄

第106図 ‐
J-6 2含層 賓 蹴

ぬ
口縁～

体音[

口縁部外反。瑞部は四角
くIRゆ る。

外面 :摩減のため調整

内面 :療滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母

外面 :明 黄
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第106図 ‐
」‐5 包含層 茎 蜘略

口縁～

体部

日縁都舛反。鶉部は四角 石 英 長 石

片岩

外面 :明黄

准

内面 :明 資

橙

第106図 ‐
包含層 整 醐塊

186 51
口縁～

体き[

口縁部外反。瑞部は芭か 外面 :コ ヨナム 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に パ
い黄准
内面 :に ぶ
い黄橙

第106図 ―
包含層 麓

口縁部
1/10 口縁、郷

曰縁都外反。口緑増部上
外面 :麻流のため調整
不明。

内面 :摩滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

図０６

Ｂ

第
F■ 1 包含層 甕

口縁著

`1/13
198 口縁部

口緑部外反。端部は四角
く収める。

タト面 iヨ ヨナデ。
内面 :ヨ コナみ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

画

面

外

内

第106図 ―
C5 包含層 霊

口縁都
1/16

21 0 20 7 日縁部

口緑部外反。口巖端部や
や上方に拡張する。口織

晴部外面に2余 のlu線

文。

外面 :ナデ。
石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :明 赤

褐

― 路4-
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掲載番号

遺構 出土地点 層位 器糧 残存率 唯
ｍ 榔騨鰤

離
鰤

蜘
雌
径
⑪

高

，

高

存

ｍ

器

残

く

御の遼ω
部位 形態 調 整 翻繊

色 調 備考

第106図 ―

15
包合層 茎 翻

μ
口縁部

回線部外反。硝部は芭か
につまオ上

`メ

尖る。
外面 :ナ7.
内頁 :ナ為

石英 長石
雲母

ぶ

　

一火

に

　

一貫

面

橙

面

外

い
内

第1∝図―
包含屠 整 醐И

回縁ヽ

体都

口縁郡外戻。器壁厚い。
回線措部外面に2条 の四

線文。

外面 :口綴郡ナ為 体
部タテヘラミガ■(幅

25Wイ )。

内面:口繰部ユビオサ
‐ナ/.`部 ヨコヘラ

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い黄・e
内面 :灰

第106図 ‐

17
J■ 4 包含層 箋 醐ぬ

20 8 87
口縁ヽ

体部

口縁都「く」字状に夕r反。
贈部は四角く収める。

外面:口 霧都郵ヨナ
ア。な部タテハケ18A/
cw)チ /.
内面 :日 線部 ヨコナ

/.体 部ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第106図 ―

18
包合層 墓 醐的

20,0
口縁～

体部

外面 :口縁都ナア。体
部ナ/.
内面 !口縁部ナ為 体
都ヨコベラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い費橙
内面 !にぶ
い経

角く収める。

第扇 図‐

19
包含層 霊

部

０

縁

狗
ロ

ー
21 0 口縁部

口儒部外反。増都Iユやや
つまみ上げて■く収め 外面:ナア。

PH面 :ナア。
石英 長石
雲母

橙

灰獅
航

第106図 ‐

20
包含層 繋 醐И

口縁～

体部
口縁部「く」事よに外反。

外面 :口緑部ヨコナ
ア。体部タテハケ174/
m)。

内面 1日縁都ヨコハケ
(7条/m)。 林都ヨコヘ

石 英 長 石・

雲母

外面 :にぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第1∝図‐

21
包合層 霊

部

Ｏ

縁
れ 口縁部

口緑部「く」学状に外浜。
繋部は小さくつまみ■
げ尖る。

外面 !口縁部ナ/.体
部ヨコベラミガキ(幅 2

Hd′客)。

内面 :口縁部ナ為 体
部ヨコヘラケズリユ

揃賠
英
群

石

雲

外面 :に お
い後
内面 :にぶ
い澄

第Il16図 ‐

22
包含層 箋 醐И

日縁～

体部

口縁部外反。口緑お部や
や拡張する。

外面 :すえ
内面 :摩流のため調整
不明。

石英 長石
橙

橙

面

画

外

内

第106図 ‐

23
不 明 包含層 甕 脚

μ
15 口縁部

え

え

獅
繭 れ抑

英
浄

石

片

粒

外面 :灰黄
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

角く収める。

第106図 ‐

珈
包含層 箋 鰯

″
口縁部

日稼部外反。日経靖部笹
かに拡張する。

外画 :ナ九
内面 :チ九

石英 婁 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :橙

内面 :澄

第106図

25
包含層 発 口縁、鶴

開
258 110 口縁～

体部

口線蔀「く」字状に外反。
強部は上下に拡張する。

外面 :回 線部ヨコナ
/.体部磨滅のため調
整不明。
内面 !回 線郡ヨヨナ
嘉 体郡藤滅のため調
整不現。

石英 雲母
片岩

外面 :澄

内面 :に ぶ

い橙線文。

第107図

1
包含層 養 醐Й

口縁～

体部

外

工
内

エ

頸部ユじオサ
英

母

石

雲
長 石 赤

澄

明

画

面

外

内

褐

第107図 ‐

2
包含層 甕

回縁部
1/10

口縁部 に上方につまみ上げ尖 内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第107図

3
(■6 包合層 琵

口縁部
1/10

口縁部
回線部外反。磐IIは僅か

に拡張する。

外面 :口漂部ナア。体

部ハケ。
内面 :ナテ。

石英 長 石
雲母

費

　

責

画

　

面

外

褐

内

褐

第107図
包合層 誕

日縁部
ユ/11

42
口縁～

体部

口繰部外反。日緑硝部は

四角 く収める。体部内

4.

外面 :ナア。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母

澄

灰

画

面

外

内

第107図
包合層 箋

口縁部
1/18

36 口縁部
口縁都「く」字状に外反。
増部はやや肥厚して四
角く収める。

外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :口櫻部ナテ 体
都ヨコヘラケズリ。

石英 長石

貢

ぶ

灰

に

画

面

責

外

内

い

第107図

6
不明 包御雪 窮 醐

璃
178 口縁～

体部

回緑郵外反。日縁船部肥
厚する。口縁増部外面に
3粂の回線文。

外面 :ナデ。
内画 :口搬部ナテ。体

都ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母
赤

澄

明

面

面

外

内

褐

第107図
包含層 箋 螂鴻

口縁～

体部 ”抑　‥ナデ。
長石 雲母
赤色斑粒

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い責橙

角く収める。

第107図

8
rヽ8 包含層 琵

口縁部
1/11

口縁～

燃部
口縁部外反。4部 は上方
につまみ上げ尖る。

外面 :口縁部ヨヨナえ
体部ナム
内面 :口 縁部ヨコナ
7.体部ヨヨヘラケズ

石英 長石
蜜母

外面 i明責
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第107図
包含層 箋

回縁部
1/7

口縁～

体部
口縁郎外反。4部 は躍厚
し四角く収める。

外面 :口縁部ナデ。体
部タテハケ。

内面 :日線部ナデ。体

都ヨコヘラケズリ。

石英 長石
片岩 赤色斑
粒 黒色斑冠

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第107図

10
包含層 琵

口縁部
1/6

口縁部
口縁郎外反。増部四角く
収める。

夕(面 :療滅のため調整

不明。
内面 !口縁部 ナえ 体
都ヨヨナ/.

英

母

石

雲
長 石

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い赤掲

第107図
【‐17 包含層 霊

口縁都
ツ18

164 24 回縁部
口緑部外反。増部は上方
に拡張する。口綜端部外
面浅い日擁。

外面 :ナア。
内面 :ナデ。

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

橙

澄

面

面

第107図

12
包含層 養 嘲璃

20 口縁部
回線駆外風。口縁増部や
や肥厚じ四角く収める。

外面 :ナア。
内面 :ナア。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い費褐
内面 :に ぶ
い賞褐
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報告書
掲載番号

選構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
鰤 脚鱒ω

購
ｍ

瑯
朧
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

御の遼ω
部位 形 態 調 整 勃繊

色調 備 考

第lW図 ‐

13
」-15 包含層 霊 醐И

口縁 ～

体部

口縁部外反。靖部はやや
肥厚し、小さくつまみと
げて尖る。

外面 :ヨ ヨナア。体部

内面 :日縁 部 ヨヨナ

え 体部 ヨコヘラケズ

石英 長石
雲母

外面 :橙

内面 :澄

第lM図‐
包含層 発

口縁部
1/4

口縁 ～

体部

口縁部「く」字状に外反。
口縁増部やや肥厚 じ四

角く収める。

外面 :ナデ。
内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :明 黄
褐
内面 :明黄
褐

第107図 ‐
包含層 甕 嘲И

175 口縁部
口縁都外反。増部上下に

拡張する。日織靖部外面
に2条の凹線文。

為
∴

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第107図 ‐

16
包含層 菱 嘲И

192 178 回縁都
口縁部外反。撃部は笹か
に肥厚じ四角く収める。

外面 :

内面 :

為
兆

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い責澄
内面 :に ぶ
い黄橙

第107図 ‐
包含層 箋

部
Ｏ

縁
れ 口縁部

口縁部外反。増部は四角
く収める。

外面 :療滅のため調整

内面 !摩滅のため調整
長石 雲 母
黒色斑粒

赤

赤

画

面

外

内

第107図 ‐

18
包合層 箋

部
８

縁
海 口縁部

日縁部外反。鍛部は小さ
くつまみとイする。

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ ヨナ九

長石 雲母
黒色斑粒

橙

澄

画

面

外

内

第107図 ‐

19
包含層 霊 醐И

180 口縁ヽ

体部
回線部外反。口縁鶉郎四

角く収める。

外面 :口縁部ナ/.倅
都タタ■(4秤皿)。

内面 :口縁Mチ 九 顕
部ユ ビオサエ。体部 コ

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第107図 ‐
包含層 露 醐幣

182 155 口縁ヽ

体部

口稼部「く」宇よに外反。
回線鵡部やや拡張する。
口綴鶴部外面に2粂の凹

線文。

外面 :ナ為
内面 :磨減のため調整
不明。

石英 雲母
片岩

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :にぶ
い褐

第107図 ‐
包合層 霊

部

６

縁

ρ

日

１
180 国縁ヽ

体部

口線部外反。口縁4部笹
かに翔軍する。錦郎外面
に2条の凹線文。

獅
輌

石 英 長 石

雲母

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第二

"図
―

包含層 霊

部

２

縁
Ａ

184 口縁、郷
曰緑部外反。日緑増部や
や肥厚じ四角く収める。

ア
。
未

長 石 雲母
片岩 赤色斑
粒

栓

難

画

面

外

内

第lM図 ―

23
L-6 包含層 霊

部
２

縁
れ

182 回縁部
口縁都外尿。培部は上方 外領 :ナ為

内貢 :ナ為

長 石 雲 母

片岩‐黒色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第107図 ―
【-16 包含層 菱 醐И

166 37 口縁、脚
口縁部外反。■部は笹か

に拡張する。

外面 :口線部ナア。体

部タテハケ。
内面 〔口縁部ナ /.体

石英 長 石
_g母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い黄澄

第107図 ―

25
M■0 包含層 養

口縁部
1/H 回縁部

日縁部外反。鵜部はやや
肥厚じ九みをもつ。

外面 :磨滅のため調整

不明。

内画 :摩減のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第107図 ―

26
包含層 箋

部
０

縁
ん 口縁部

口綴部外反。回縁鶉部や
や上下に拡張する。

輌
繭

石 英 長 石

雲母

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第107図 ―
包含層 霊

部

２

縁

ハ

日

１
170 164 口縁～

体部

口擦部外反。輩部は痙か
に肥厚じ四角く収める。

外面 :口縁 部 ヨヨナ

為 体部タテハケ(7粂/

m)。

内面 :口繰 部 ヨヨナ

え 鎮部ユビオサエ。体

部ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

褐

赤

皇
常
明

面

面

外

内

褐

第107図 ―

28
包合層 箋

口縁～

体部

1/7

21 3 201 日縁、榔
口縁部外反。口縁鍛削蜜
かに拡張する。口縁部外
面に2条の凹線文。

外面 :口隷部ナテ。体
部摩減のため調整不

内面 :回線都ナデ。体

石英 片 岩
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ

い赤褐。

内面 1に ぶ

ヤヽオヤ協。

第107図 ―

29
P-5 包含層 箋 醐胸

口縁、榔
口霰部外反。日緑瑞都四
角く収める。

外面 :ナえ
内面 !口隷郡ナテ。体

部ヨヨベラケズリ。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い褐

第108図 ―
O-5 包含層 霊 口縁、脚

И
142 口縁～

体部

口隷部外反。口緑増

“
四角く収める。体部内

聟。

外面 :口稼部ナみ 体

部タテヘラミガキ (幅

3 dd/本 )。

内面:回線部ナえ 4
石英 長石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第108図 ―
包含層 箋 醐И

156 62
口縁～

体部
回線部外反。韻部は■

方につまみ上げ尖る。

外面 :口 緑部 ヨヨナ
デ。体部タテハケ(15茶

/1 6ce)。

内面 :口 縁部ヨヨナ
デ。体部ヨヨベラケズ

石英 長石

外面 :に パ
い澄
内面 :に ぶ
い黄橙

第108図 ―

3
包含層 甕 嘲略

170 口縁～

体部

口縁部「くJ ttLkに 外
反。靖郎は小さくつま
み上げて尖る。

外面 :ヨ コナデ。

内面 :口綴 部 ヨヨナ
テ。体都ヨヨヘラケズ

長石 婁母
片岩 赤色斑
粒

黄

橙

明
揃
航
褐

第108図 ―
F-9 包含層 甕

日縁部
1/7

17 5 口縁部
曰縁部短く外反。景部
四角く収める。

外面 :摩滅のため調整

内面 :摩滅のため調整
石英 長石

雲母

褐赤

赤

面

面

外

内

第108図 ―
包含層 甍 蹴

Й
35

口縁～

体部

口縁部外反。口縁端部
四角く収める。

石英 長石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第108図 ―
不明 包合層 整

口縁部
ユ/12

口縁 ～

体部

口縁都タト反。日縁璃HI

四角く収める。

外面 :ナ /.
内面 1回報部テ/.体
部ヨヨヘラケズリ。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :灰責
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報告書
掲載番号

遺構 出土地声 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 榔囃ｍ
略
くｃｍ，

瑯
雌
径
くｃｍ，

高

，

高

存

釦

器

残

く

その他

法量

(cm)

都位 形 態 調 整 翻繊
色 調 備考

第108図
J5 包含層 養

口縁部
1/12

日縁～

体部

口緑部「く」字よに外

反。瑞都はやや拡張す
る。口緑増郡外面に2条

の凹線文。

cm)。

内面 :口緑 部 ヨコナ

ア。体部ヨヨベラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色班

粒 黒色斑粒

外百 :に ぶ

い褐

内面 :に ぶ

い掲

第108図

8
J6 包含層 賓

口縁著[

1/8
166 口縁～

体都

口緻都外反。増部は四

角く収める。

外面 :回 縁都 ヨコナ
デ。体部屋滅つため湖

デ。4部 ヨヨベラケズ

石 英 長 石

雲母

褐

橙

赤

赤

面

面

外

内

第108図

9
J6 包合層 誕

目縁部
ユ/17

日縁～

体著[

口黒部「くJ字 状に舛

み上げ尖る。
内面 :摩滅のため詞整

石芙 長石

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第108図

10
不明 包含層 整 醜

胸
口縁～

体音[ 四角く収める。
回綴部ナデ。体

長 石 雲 母

片岩 黒色斑

粒

外面 :橙

内面 :明 赤

揚

第108図
包含層 誕

口緑部
1/10

口縁部
回緑部外反。口縁瑞部
やや肥厚 し四狛 く哄め

外面 :ナ為

内面 :rr減のため調坐

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

夕1面 :明 褐

内面 :橙

第108図

12
包含層 霊

口縁著

`1/8
日縁部

口霰部外反。4.4は 四

角く1又 める。

外面 :ナデ

内面 :ナデ

石英 長 石
雲母 片岩

褐

褐

面

面

第108図 ―
不明 包含層 甕

口縁部
1/8

口縁部
口霰部タト戻。口縁瑞部
四角 く収めてやや尖

外面 :席 lrRの ため調整

内面 :磨減のため調整

石 英 蜜 母

片岩 赤色斑

粒

ホ
オ
　

ボ

面

　

面

掲

外

褐

内

い

第108図 ―
包含層 霊

口縁部

1/12
日縁部

口緑部外反。端部は四

角く収める。口禄端部
イこ2余の凹縦文。

外面 :ナ為

内面 :ナえ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に パ
い褐

第108図 ―
包合層 露

口縁部
1/8

口縁～

体部
は肥厚し外面に2粂 の凹

線文を施す。

外面 :国霰部ナア。体

部タテハケ(7条/7m)。

内面 :磨成のため調整
石英 雲母

褐

褐

赤

暗

面

面

第108図 ―

16
包含層 霊

口縁部
1/9

138 口縁～

体部 椰榊］
外面 :ナ滉

内面 :ナ為

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄袴
内面 :浅黄
澄

第108図 ―
包含層 露 醐胸

150 37 口縁部
日綜部タト反。□緑端都
肥厚する。

石 英 長 石

雲母

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第108図 ―

18
不 明 包含層 箋 醐酪

180 国縁都

外面 :磨減のため調整

内面 :購咸のため調整

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤

褐

内面 !に パ

い澄

第108図 ―

19
包含層 霊

回縁部
1/6

口縁部
回線部外反。口縁瑞部
やや尖る。

内面 :ヨ コハケ(7奈 /

f ll)。

石 英 長 石

雲母

栓

橙

面

面

外

内

第108図 ―
包含層 整 醐め

日縁部
角く収める。

為
為

石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い協

第108図 ―
包含層 贅

口縁部
1/8

163 135 口縁～

体部

回綜部「く」字状に外
反。□緑磐都芭かに肥

厚し、四狗く収める。

訃ナデ。

内面 :口縁部ナデ。体

部ユピオサエ ナア。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :橙

内面 :に ぶ
い澄

図∝

２２

第
F― iO 包含層 霊

口縁苦[

1/6
165

回縁～

体部 角く収める。

外面 :口 縁部 ヨ

ア。敦都ユピオサ

体部ハケ(9条 /cm)
石 英 長 石

雲母

責浅

栓

面

面

外

内

図∝

２３

第
J■ 7 包含層 露

口縁部
1/5

口縁～

体部
口縁部外反。船部 (よ や

や尖る。

タト面 :口 候部ヨヨナ
為 体訃タテハケ。
内面 :席成のため調整

英

岩

石

片
雲 母

黄

ぶ

浅

に

面

面

責

外

内

い

図∝

２４

第
包含層 露 略

Й
回縁苦[

回It部外反。口漱船.4上

方に拡張する。船部外面

段に円形辣1突文を施す。

石 英 長 石

黒色斑粒

面

　

面

明赤

明黄

第108図 ‐

25
F-12 包含層 整

口縁音[

1/6
口縁吉L

口緑部外反。口森瑞部月E

厚する。口綴端紗 卜面に

3条 の凹線文、刻目文を

施す。

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

に

面

面

澄

図∝

２６

第
包含層 箋

日縁部
1/8

168 159 ?7 口縁部
口黒都外反。瑞都やや上

方に拡張する。口縁弔部

外面に2条の凹線文。
サ射

石英 長 石
雲母 片岩

灰

灰

褐

褐

面

面

外

内

第108図 ‐
包含層 霊

日縁部
1/5

150 口縁 ～

体菩

`

タト面 i回 森部ナ為 体

内面 !回 霰部ナム 体

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤

掲

内面 :に ぶ

い澄

方につまみ上げ尖る。

第108図 ‐

98
O-5 包含層 箋

口縁部
1/4

口縁部
回IR部外反。端部は位か 石英 長 石

婁母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い橙

図∝

２９

第
包合層 霊

口縁部
ツIO

日縁部
回隷都夕I反。日綜賠部や
や九みをもつ。

雲 母 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :橙

内面 :に ぶ
い黄橙

第ll10図 ‐
」 6 包含層 翼

口縁部
1/12

153 日縁部

クト面 :口 縁部 ヨヨナ

デ 。体部摩滅のため調

整不切。
内面 1回 伝部 ヨヨナ

ア。体部ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第1∞図―
包含層 甕

口縁部
1/12

23 口縁部
口緑部外反。口擦端部や

や肥厚じ四角く収める。

タト両 :ナア。
内面 :ナデ。

石英 長 石
雲母 赤色斑

粒

橙

橙

面

面

外

内

第100図 ‐

3
包含層 整

口縁部
1/7

口縁～

体部

口縁部「くJ字よに外反。
始部四角くlRめる。

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

―- 737 -―



報告書

掲■Ft番 号
遺構 出土地点 層 位 器 種 残存率

径

耐

体部

最大径

(cm)

離
でｃｍぅ

頸部
(脚柱)

径
(cn)

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

ぐ

その他

法量
(cm)

部位 形態 調 整 翔繊
色調 備考

第109図
包含層 発

口縁部
1/9

23 口縁部
口居部外皮。硝ど

`は

,じ 厚
し四角くjⅨ める。

聴減のため調整
石 英 長 石

雲母

赤明

　

栓

外

褐

内

図０９

５

第
M-16 包含層 髭

口縁部
1/12

15 3 29
日縁 ～

体部 拡張する。

外面 :口緑 部 ヨコナ

み 体苫レ テハケ(7条/

cm)。

内面 :口患 部 ヨコナ

為 体部 ヨヨベラケズ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :傷灰

第109図

6
Z-5 包含層 発 醐璃

口縁都
回様都「く」宇状に外反。
口緑端部廼tBく 収める。

外面 :ナデ。
石 英 長 石

片岩 赤色斑

粒

赤

　

褐

面

　

面

外

褐

内

国０９

７

第
G‐ 5 包含層 範

口縁部
1/13

148 口縁～

体著[

回縁部「くJ字水に外反

岩部四角く収める。

外面 :ナデ

内面 :ナデ

石 英 長 石

雲母

面

面

外

内
赤褐
赤褐

第109図

8
包含層 整

口縁部
1/6

ロイ尿～

体著Ъ

口撰部外反。口根晴部上

方に拡張する。口霰瑞部

外面に3条の凹線文。

外面 i口岳部ナデ。体
部タタキ0～ rd)の ち 石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤明

　

橙

外

褐

内

第109図
J8 包合層 疑

国縁部
1/9

口縁部

回緑部「くJ字よに外反。

船部は小さくつまみ上

げて尖る。

タト面 :ヨ ヨナ‐
.

内面 :口 縁部ヨコナ
∴ 小部ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

画

面

外

内

第109図

10
包含層 発

口縁部
1/8

船
儒

回転fff外 反。珊郡は僅か
に肥厚し凹 IIく 収める。

外面 :口 森著Fヨ

内面 :il族 部 ヨ

デ。体部ヨコヘラ

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :に ぶ

い橙

第109図
包含層

口縁部
1/4

112 87
口縁～

体音h
白報部綴やかに外反。

内面 1口 緑～頭 部 ナ
デ。体部ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

橙

澄

面

面

外

内

第109図
O-5 包含層

口縁ヽ

体部
1/4

口縁 ～

lA音 [

口IR部外戻。瑞部は上下
にやや拡張する。瑞部外
面に刻目文。体都内整。

部タテハケ(13余 潅師)。

内面 :回核部ナテ。体

部ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に パ

い澄

内面 :澄

第109図

13
包含層 露

口縁部
1/6

15 3 25
口縁～

体音[

回岳部外反。口は瑞部li

かにつまみ上げる。

外面 !回線那ナア。体

内面 :口娠部ナデ。体

部ヨコヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第109図
Y‐ 5 包含層 整

口縁部
1/14

口縁～

体部

口振部外反。回線瑞部は
上方に拡張。

外面 :剥離のため制整

山面 :ナテ ケズリ。

石 英 長 石

雲母

廂
哺
繭

第109図
包含層

口縁部
1/9

口縁部
口濃都舛反。口霰船割

`位かに肥厚 じ四角く収め 不明。

長 石 雲 母

赤色斑粒 早

色斑粒

外面 :橙

内面 :に ボ

い黄栓

第109図
S‐ 6 包含層 斑

日縁部
1/4

口縁～

体部
口な部

'卜

反。日凧瑞部四
角く収める。

タト面 :ナ デ 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 |に ぶ

い橙

第109図
テ■4 包含層

回縁部
1/10

140 28 口縁言h
口縁都外反。増部はや

肥厚する。

外面 :ヨ ヨナ/.
内面 :ヨ ヨナ為

石 英 長 石

雲母

橙

橙

外

内

第109図
包含層

口縁吉[
1/14

日縁部
口桜部タト反。日報賠都肥

厚する。

外面 :歴滅のためVl整

内面 tr滅のため制整
長 石 片 岩

赤色斑泣

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い橙

第109図
包含層

口縁部
1/3

日縁～

体部

曰緑都外反。日根端部四

狛く収める。
内面 :口綴都ナデ。体
苫Fヨ コヘラケズリのち

英

母

石

雲
長 石 澄

橙

面

面

外

内

第109図
包含層

国縁部
1/5

126 口縁 ～

体著I

口緞都「く」宇l■ に外反。
口泳靖部凹角く収める。
口縁器部外面に2余の凹
線文.

テ。
為

石 英 長石
雲 母 片岩
赤色斑粒

澄

明

面

面

外

内

褐

第109図
包含層 脚腑

150 口縁部
回転郎外反。日綜船部や
や肥厚し凹角く収める。

外面 :ナテ
山面 :ナテ

雲母 黒色斑

粒

外面 :淡費
内面 :に お
い黄澄

第109図
包含層 整

日縁部
1 3

口縁～

体都

口IR部外反。船部はや

拡張する。

外面 :日 ri部 ヨヨナ
テ。14部 タテハケ(8条/

1 lcm)。

内面 :口 縁部 ヨヨナ
ア。体きIヨ ヨベラケズ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第109図
包含層 誕

口縁部
1/8

15 9 139 28
口縁～

体部

口尿部「く」,1大 に外反。
□縁瑞部四角く収める。

椰タテハケ(6条/硼 )。

内面 :回伝部ナデ。お

部ナ為

石 英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第1∞図‐
●L含層 甕

日縁部
1/8

口縁ヽ

体部

口患都タト民。■.Iは 42か

に拡張する。口縁端部外
面に2条 の凹線文。

外面 !回転▼トナア。A
部タテハケ(11条 /18
m)。

内面 :口縁部ナデ。体

石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

外

内

第109図 ‐
●L含層 整

日縁部
1/5

15 8 日縁者[ 方に拡張する。口,器 .I

外面に2糸の凹縦文。

外面 :ナデ。 石 英 長 石

雲母

外面 :1き 赤

褐

内面 :

オリ‐ブ褐

第109図 ‐

26
●L含層 菱

口縁部
1/9

148 口縁ヽ

体部
口禄部「く」字lFに外反。

外面 :ナア。

7.林 .Tヨ コヘラケズ
長 石 雲 母

片岩

外面 :澄

内面 :に ぶ

い橙

第109図 ―
包含層 霊 蹴

路
回縁ヽ

頸部 下にやや拡張する。 内面 :ナ為

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 |に ぶ

い赤褐

内面 :赤褐

第109図 ‐

28
包合層 艶

口縁部
1/6

回縁部
不羽。
内面 :荘滅のため嗣/

石英 長 石
雲母 片岩

赤明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

―- 738 -―



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 脚聾鰤

駆
ω

瑯
鵬
径
くｃｍｊ

高

，

高

存

ｍ

器

残

て

その他

法量
(cm)

部位 形態 調整 鞠繊
色 調 傭 考

第109図 ―

29
包含層 甕

口縁部
1/6

23 口縁部
回縁部外反。岩部はやや

上下に拡張する。曰縁端

部外面に2粂 の凹縦文。

タト面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石英 長石
雲母

に
　

橙

橙

面

責

面

外

い
内

第109図 ―

30
包含層 甕 醐腕

149 口縁部
外面 :ナデ。

内面 :ユ ピオサエ 石英 長石
赤色斑粒

ぶ

　

　

ぶ

耐

難

疏

橙

外

い

内

い

図∞

３．

第
包合層 羹 醐防

31
口縁～

体営ヽ
糊
瞼
練

鏃聴御

外面 :口縁部ナ為 体

部タテハケ(4条rm)。

内両 :回線都ナア。体

部ヨコヘラケズリ。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第109図 ―

32
K-16 包含層 箋 嘲珀

139 口縁ヽ

体部

口縁部タト反。路部は四角
くIkめる。

タト面 :回線部ナデ。体

都 タ テハ ケ(7条/11
ca)。

内面 :口様都ナ為 倅

都ヨコヘラケズリ。

長石 赤色斑
粒 黒色斑粒

橙

橙揃
肺

第109図 ―

33
包含層 菱 醐略

31 口縁部
日縁都外反。日綴霧部上
方につまみ上げ尖る。

外面 :ナ/.
内面 :ナ未

石英 片 岩
赤色斑粒

橙

澄

面

面

外

内

第109口 ‐

34
不 明 包含層 箋

部

Ｏ

縁

れ

ロ

ー
127

日縁～

体部

外面 :口縁部ナデ。体

都タテベラミガキ(|・V
m/本 )。

内面 :口縁郎ナテ。体

部ヨヨヘラケズ リ ナ

石英 長石
雲母 片 培
赤色斑粒

外面 :澄

内面 :澄
かに上方につまみ上げ

第109図 ‐

35
O-5 包含層 箋

口縁吉ト
1/8

192 21 口縁者[
方に拡張する。 内面 :ナ為

石 英 長 石

雲母

橙

橙姉
航

第1∞図
86

包含層 甍 醐勇
口縁部

回縁部外反。回線増部つ

まみ上げて尖る。

為
え

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い褐

第109図
包含層 茎

口縁部
1/10

口緑～

体部
口縁証タト反。増部やや上

方につまみ上げる。

外面 :口縁 部 ヨコナ

為 体都タテ′ヽケ(8粂/

飢 )。

内面 :口楊 部 ヨヨナ

本 体部ヨヨベ ラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

第109図

38
包含層 甕

日縁部
1/16

126 120
口縁～

体部

田縁部外戻。口縁端部や
や丸みをもつ。

外面 1療減のため調整

不明。
内面 :燃滅のため調整

石英 長石
雲母 灰

橙

黄

面

面

外

内

第109図 ―

39
西斜面 包含層 露 蜘拗

口縁 ～

体部 四角く収める。

石 英 長 石

筆母

外面 :に ぶ
い責橙
内面 1に ぶ
い橙

第109図 ―

40
】 4 包含層 霊

都
２

縁
ぬ

口縁部
口隷都外反。口縁始部四
角く収める。

外面 :口楊部ナ為 体

部タテハケ(G条/cn)。

内面 :口縁部ナテ。

石 英 長 石

筆 母 片 岩

赤色斑粒

褐

赤

面

面

外

内

褐

第■0図 ―
H-9 包合層 霊

部

０

縁
れ

口縁～

体菩b

口縁部外反。轄部は四角
く収める。

外面 :ナ /.
内面 :ナ/.

石 莫 雲 母

赤色斑粒

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第■0図―
J■ 5 Q含層 憂 囲Й

129 口縁部
回線都外反。端部は四角
く収める。

外面 :療滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

不明。

長石 雲母
赤色斑粒

澄

澄

面

面

外

内

第110図 ―

3
包含層 甕

部
２

縁
ぬ

152 回縁部
口縁部外反。日縁路部肥
厚する。口緑部外面に3

条の回線文を施す。

外面 ;ヨ ヨナえ

内面 :ヨ ヨナふ

石英 片岩
雲母

橙

橙

面

面

外

内

第■0図―
K■ 6 包含層 発

部
２

縁
れ

150
口縁～

体部

口療部外反。報部上方に
つまみ上げ尖る。

内面 :摩成のため調整

不明。

石英 長 石
片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に パ
い橙

第110図 ‐
包含層 発 醐Й

口縁～

体部

口縁都外反。弱部はや

上方に拡張する。

外面 :靡滅のため調整

不明。

内面 :ナデ ベラケズ

リ。軽いユビオサエ。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

澄

澄

画

面

外

内

第no図 ‐

6
包含層 霊

部
２

縁
泡

148 口縁～

体部

口緑都外反。顕部に円形

外面 !摩滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

外面 1に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い澄

第■0図‐
包含層 魏

回縁部
1/5

142
口縁～

体部

外面 :摩滅つため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母

橙

趙

面

面

外

内

第110図 M■6 包合層 疑
口縁部
1/5

■ 8
日縁～

体部

口綜部外反。調部はやや
肥厚し四角く収める。ロ

外面 !口縁 部 ヨヨナ

テ。体部 ヨコヘ ラミガ

■(幅25耐本 )。

内ag:口 縁部 ヨヨナ

7.頸部ユピオサエ アヽ

ケ (8条 /凱 )。 4部 ヨヨ

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙文。

第HO図
9

包含層 整
口縁部
1/10

31
口縁～

体部 角くJtめ る。

外面 :口縁部ナ為体
部板ナデ。
内面 :磨滅のため調整
不明。

英
母

石
雲

長 石
に

　

灰

面

橙

面

外

い

内

第■0図

10
包含層 露 嘲И

124 32
口縁～

体都

口縁部「く」字状に外反。
路部僅かに上方につま

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第■0図 ―
K-15 包含層 霊 醐略

口縁～

体都

回線部「く」宇状に外反。
霧部はやや肥厚じ四角
く収める。

部ナテ。

内面 :口縁部ナ∴ 体

部ヨコベラケズリ。

長 石 雲 母

片岩 黒色斑

粒

責

黄

浅

浅

画

面

外

内

第110図 ―
包含層 霊 醐И

137 130 日縁～

体部

回線部「く」字状に外反。
船部は四角く収める。ロ
織璃部外面イこ2条の凹縦
文。

え
滉

石英 長石

ぶ

　

“寅

に

　

一浣

舶
哺
繭
澄

第■0図 ‐
J-11 包含層 羹 嘲珀

口縁部
口縁部外反。増部は四角
く収ゆる。

長石 雲母
片岩 黒色斑

粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :に ぶ
い黄橙

-739-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
ｍ 郷魏ｍ

酪
てｃｍ，

鶏
雌
径
ω

高
，

高
存

側

器
残
ぐ

柳の渡ｍ
部 位 形態 調 整 鞠繊

色調 備考

第■0図‐
F-9 包含層 霊

部
２

縁
ん 口縁部

回線部外反。輩部上方に
つまみ上げ尖る。

外面 :ナ為

内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母

橙

橙

画

面

外

内

第■0図‐

15
F10 包含層 甕

部

Ｏ

縁

ぬ
日

１
口縁ヽ

体部

回線部外反。錦部は肥厚 外面 :ナえ
内面 :テ /.

石 英 長 石

雲母 片岩

に

　

浅

獅
崎
輌
澄

第110図 ‐

16
包含層 箋 醐И

146 口縁部
回線部外反。口緑靖部や
や上方につまみ上げる。

石 英 長 石

雲母 片岩

画

　

面

外

褐

内

明赤

増

第110図 ‐
■-5 包合層 茎

部
０

縁
れ 口縁部

口縁郎外反。増部は肥厚
する。口緑増離外面に2

条の四線文。

え
九

石英 長 石
雲母 片岩

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

T-67
SD 1001内
出土遺物含
I」。

第■0図―

18
包含層 箋

部

Ｏ

縁
れ 12 2 日縁部

回線部外反。輯部は肥厚
じ四角く収める。

外画 :ナ為
石 英 長 石

雲母 赤色班

粒

獅
雨

第■0図―

19
L-5 包含層 甕 嘲Й

口縁、榔
回線部外反。端部は四角
く収める。

外面 !口縁 部 ヨヨナ

為 体部タテハケ。
内面 :口縁 部 ヨヨナ
7.体部 ヨコベラケズ

石英 長石 姉
航

第HO図 ―

20
包合層 整 欄勇

日縁～

体部

口縁部夕:反。端部は僅か

に肥厚じ四角く収める。

外 面 :回 線 部 ヨ コナ

え 体部ナ/.
内面 :口 線部 ヨコナ

え 体部ヨヨベラケズ

石 英 長 石
雲母 黒色斑
粒

澄

澄

画

面

外

内

第110図 ―
包含層 霊 醐珀

口縁～

体部

口縁部「く」字状に外反。
増部は上方につまみ上
げ尖る。

外面 :口 縁部 ヨヨナ
九4部ナ7.
内面 :回 線部ヨヨナ
/.体部ヨヨベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第■0図―

22 Q-6 包含層 養 醐歿
122 口縁～

体部
口穣部夕阪 。日縁蝦部四
角く収める。

外面 !口縁部テ未 体
部タテハケ(7条/cm)。

内面 :口縁部ナ嘉 頸
都ヨコヘラケズリ。体

部ナえ

石 英 長 石

雲母

赤明

　

橙

画

　

面

外

褐

内

第110図 ―
U-56 包含層 語 醐И

13 4 35
口縁～

体部

曰線

“

外反。口縁磐部や

や九みをもつ。

外面 :摩滅つため調整

不明。
内面 :ナ

'ユ
ビオサ

英

母

石

雲
晨 石 責

澄

灰

画

面

外

内

褐

第110図 ―
不明 包合層 霙 嘲強

144 112 25 口縁部
口縁都外反。口縁増部笹
かに下方に拡張する。

内面 :ナテ ユピオサ
石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第■0図 ―
包含層 露

口縁部
1/10

123 40
回縁～

体部

回線部「く」争伏に外反。
鍋部は笹かに拡張する。

外面 :日縁部ナ為 体

部ナテ。
内面 :日縁部テ /.体
部ヨコベラケズリ ユ

石英 長 石
雲母

外面 1に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い資橙

第■0図

26
不 明 包含層 甕

口縁部
1/6

口縁～

体都

口綴部タト反。日縁鰐部四 外面 :ナア。

内面 :ナえ

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第■0図

27
【-15 包含層 箋

曰縁部
1/5

回縁 ～

体部

口縁郎外戻。磐部は上方
につまみ上げ尖る。

外面 !療滅のため調整

内面 :口緩部ナテ。体
部ヨヨヘラケズリ。

石英 長石
片岩

外面 :明 褐
内面 :黄褐

第110図

28
包含層 甕

口縁部
1/15 口縁部

日縁都外反。口漂磐部僅
かに肥厚じ四角く収め

外面 :摩滅のため調整 石英 長 石
雲母

明

　

橙

画

　

面

外

褐

内

第■0図

29
包含層 甕 郷

″
148 日縁部

口縁部外反。繋都は四角
く収める。

タト面 :テ /.
内面 :チ為

長石 婁母
赤色斑地

橙

橙
獅
師

第ユIO図‐

30
包含層 霊 蜘璃

133 口縁ヽ

体部
口縁部「く」字状に外反。
口霰蝸部四角く収める。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :磨滅のため調整

石 英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い責橙
内面 :明 褐

第110図 ‐

31
包含層 莞 醐剪

143 回縁部
口縁部外反。端部は僅か 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第■0図 ‐

32
包含層 箋 醐И

23 回縁部
回線都外反。競部上方に
つまみ上げる。回線端部
外面に2終の凹縦文。

外面 :タ タキのちヨコ
石英 長石
雲母

橙

橙姉
肺

第■0図―

33
包含層 箋 嘲略

50 口縁、脚
口様部外反。口縁錦都肥

厚じ四角く収める。

夕晒 :摩滅/VDた め調整

内面 :磨滅のため調整
石英 片 岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い貨褐

第■0図―

34
包合層 甍 醐”

138 回縁～

体部

口縁部外戻。増部は上方
に拡張し丸く収める。ロ
緑路部外面にa余の凹線
文。

石英 長 石
片岩

澄

橙

画

面

外

内

第■0図 ―
包含層 甕 嘲勇

47
口縁～

体著[

口縁都外反。弱部は四角
く収める。

内面 :口縁部ナ鳥 体
部ヨコヘラケズリユ

石英 長石
雲母 黒色斑
粒

橙

澄

面

面

外

内

第■0図―

36
A■ 0 包含層 壽 醐ぬ

135 127 口縁～

体部

口縁部外反。口緑蝦部や

や肥厚 じやや尖る。
獅
鰤
静

回線部ナデ。体

長 石 雲 母

片岩 黒色斑

粒

外面 iに ぶ
い黄橙
内面 :

オリー鶏

第■0図 ―
包合層 霙

口縁部
1/12

13 5 32
口縁～

体部

口縁部外反。日縁増部や
や肥厚する。

外面 :ナデ。
内面 :ナみ

石英 長 石
黒色斑粒

橙

橙

画

面

外

内

第110図 ―

38
包合層 霊

日縁部
1/10

13 5 127 回縁部
口隷部外反。磐部は笹か
に拡張する。

外面 :ナ九 石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :褐灰

第■0図 ―

39
包含層 菱

口縁部
1/12

19 8 124 口緑部
口縁部外反。瑞部は上方
に拡張する。口縁鵡部外
面に2粂 の凹線文。

外面 :ヨ ヨナ為

内面 :ヨ コナえ

石英 雲母
片岩

外面 :澄

内面 :澄

一 ЙO―



報告書
掲載番号

置構 出土地声 層 位 器種 残存率 唯
ｍ 脚囃でｃｍ，

径

ｍ，

底

てｃ

瑯
朧
径
てｃｍ，

高

ｊ

高

存

ｃｍ

器

残

く

その他

法量
(cm)

著[位 形 態 調整 翻続
色調 備 考

第110図 ―
包合層 霊 鵡

Й
■ 6 30 口縁部

口霰部外反。□緑靖部や

や肥厚し四角く収める。

外面 :ナデ タテハケ
石 莫 長 石

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤

掲

内面 :に ぶ

い黄褐

第110図 ‐
不 明 包含層 菱 蹴

酪
口▼尿～

体部
口線部「くJ宇状に外反。
増部は上下に拡張する。 内面 :ナテ。

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第■0図 ―
包含層 葵 嘲剪

口縁著ト に肥厚じ四角く収める。

外

内
石英 長石
雲母 片者

獅
雨

第■0図‐

43
西斜面 包含層 霊

部
２

縁
ぬ

口縁部
外面 :ナデ。

内面 :ナデ。

長石 雲母

赤色斑粒

画

　

面

外

黄

内

暗灰

費褐

第■0図
包含屠 斑 醐瑣

132 日縁部
長石 雲 母
赤色斑粒

外面 |に ぶ
い黄澄
内面 :淡黄

第■1図
包含層 甕

口縁部
1/8

口縁～

体著h

口|‐ k部外反。回線端きFや

や上下に拡張する。

外面 :ナ‐
.

内面 :磨減のため調整
石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :橙

図１１

２

第
O‐ 7 包含唇 露 醐勇

136 120 回縁部
口承部外反。口縁端都や

や肥厚する。

石英 長石
雲母 片岩

外面 !明 赤
掲
内面 :明 赤
褐

第■1図 ―

3
V‐ 5 包含層 霊 輔

酪
16 口縁部

口法部外反。日隷鴻部や

や拡張する。

外面 :ナデ。

内面 :ナア。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

タト面 :に ぶ
い黄褐
内面 1に ぶ
い責褐

第111図 ‐
包含層 霊

部

ワ

縁

れ
口縁部

回線都外反。発部はやや 石 英 長 石

雲母

褐

褐

面

面

外

内

第■1図
Q-8 ●L含層 奏

口縁部
1/6

日縁ヽ

体部
角 く収める。接合戻あ

外面 :席減のため詞整

内面 ;口縁部ナデ。体

石 英 長 石

雲母

灰

灰

外

内

褐

第■1図

6
J6 包含層 整

口縁部
1/7

196
口縁ヽ

体部

日継都「く」字状に外反。
賠都芭かに拡張する。口
縁端部外面に2余の凹線
文。

石 英 長 石

雲母

褐

褐

面

面

外

内

第■1図 ―
包含層 整 臨

Й
33

回縁～

体部

ウト面 :席減のため調整

内面 :摩減のため調整
石 英 長 石

雲母 片岩
赤

橙

明

面

面

外

内

召

第■1図 ―

8
包含層 甕

口縁部
1/8

日縁 ～

体き[ 角く収める。

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒 黒色斑対

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い澄

第■1図 ―

9
包含層 甕

回縁部
1/12

120
口縁～

体部

口縁訃「くJ字状に外反。

端部は四角く収める。

外面 :口緑部ナア。体

内面 1口協都ナア。体

英

母

石

雲
長 石 面

面

外

内
黒褐

赤褐

第■1図 ‐
包含層 誕 醐И

95 31 口縁部
口霰都外反。端部は四角 為 豪都タテハケ。

内面 iヨ ヨナテ。家部

靡滅のため耐整不明。

長石 雲 母
黒色斑粒

黄

橙

明

面

面

外

内

掲

第111図
F-10 包含層 霊

口縁部
ユ/8

109
日縁～

体部

口縁部外反。訛都はたか

1こ肥厚する。

デ。体部ハケ(7条/em)。

内面 :口 緑都 ココナ

デ。lh部 ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い責橙

第■1図
包含層 霊

口縁部
1/10

口縁部
口禄部外反。日縁鴻部四

角く収める。

外面 :ナア。

内面 :ナデ。

石英 長石
雲母

外面 :灰褐
内面 1に ぶ
い赤褐

第111図 ―
J17 包合層 発

回縁部
1/7

96 日縁都
口緑都タト反。瑞部は肥厚
する。

タト面:ナ九 長石 雲 母
赤色斑粒

タト面 :に パ
い橙
内面 :浅貨

第■1図 ―
J6 包含層 整

口j家ヽ

体著L

1/4

106 80
日縁～

体部

回線訃外反。瑞部はやや

肥厚じ四角く収める。い

部内世。

外面 :撃滅のため調整

内面 :磨滅のため調整
石英 長石

赤

に

褐

面

面

赤

外

内

い

第■1図 ―
M■ 6 包含層 養

縁

れ
138 日縁部

口縁都外反。船部はやや

肥厚し四角く収める。口

禄yI部外面に2条の四縦

文。

石 英 長 石

雲母
赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第■1図 ‐
包含層 甕 醐拗

12 5 口縁部
口縁部外反。口承端都四

角く1叉 める。
長石 雲母

黄

黄

灰

演

面

面

外

内

第■1図
包含層 霊 蹴

愧
138 口縁部

口霰部外反。喘部は四角 デ
。
Λ

石 英 長 石

_T母

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第■1図

18
包含層 霊

日縁部
1/5

128
口縁ヽ

体部

口無部タト反。□霰培部四

角くlkめる。

外面 :口伝部ナ為 顕

部タテハケ(8条/cm)。

内面 :摩滅のため調整

長石 赤色斑

粒

外面 :明 褐
灰
内面 :に ぶ
い責澄

第■1図 ―
包含層 襲 蜘И

口縁～

体部

口縁部外反。端都は四角

く収める。

ウト面 :雅減のため調整
不明。
内面 :回縁部ナ為 II

部ヨヨベラケズリ。

石 英 長 石

雲母

外

い
内

い

第■1図 ‐

釣
F-10 包含層 甕

口緑部
1/12

120
口縁～

体都

口縁部外反。端部は四角

外面 :回漱部ナデ。体

部タテハケ(8条 おm)。
石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

面

橙

面

橙

外

い
内

い

第■1図 ―
J6 包含層 霊 醐И

34
口縁～

体部

回隷炒卜反。お部は四角
デ。体部タテハケ。

内面 :口 房部 ヨヨナ

為 体部ヨコヘラケズ

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :明 赤
褐

-741-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ω 螂囃でｃｍ，

離
ｍ

瑯
朧
径
ω

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

て

柳の瀬ｍ
部位 形 態 調 整 鞠繊

色調 備考

第■1図 ―
包含層 琵 醐腕

131 口縁部
日経部外反。口縁靖都や
や肥厚する。口縁璃部外
面に2条 の四線文。

外面 :肇減のため調整
不明。
内面 :磨減のため調整

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第■1図―
O-8 包御唇 箋

回縁部
1/11

30
口縁ヽ

体部

口緑部タト反。口縁鵡部四

角く収める。

外面 :ナテ。
内面 :口岳部ナア。体

石英 長石
雲母

ブ

灰

面

り

面

外

オ

内

第nl図 ―
]-5 包含層 甕 醐拗

口縁部
口縁部外反。日漂磐部や
や肥厚する。

頼
鰤
九

長石 雲母
橙

橙

画

面

外

内

第■1図 ―

25
包合層 整

曰縁部
1/12

132 118 回縁～

体部

日絵都外反。報部はやや
肥厚じ四角く収める。

外面 :ナ為
内面 :ナえ

長石 婁母
赤色斑粒

橙

澄

面

面

外

内

第■1図―

26
C5 包含層 箋

回縁部
1/12 口縁部

回線部外反。口縁鵡部笹
かに上方に拡張する。

外面 :ナデ|

内画 :ナ為

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第■1図 ―
包含層 甕 蜘胸

口縁部
口縁都外反。輩部はやや

拡張する。回線端部外面
に2条 の回線文。

れ
え

石 英 長 石

雲母

黄

　

黄

浅

　

浅

画

　

面

外

橙

内

橙

第■1図

28
包含層 露

日縁部
1/6

日縁～

体部

口隷部「くJ字状に外反。
端部上方につまみ上げ

外面 :療滅のため調整
不明。

内面 :摩減のため調整

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :明 黄
褐

第111図

29
不明 包含層 憂

口縁部
ツ16 口縁部

口縁部外反。日綴路部上
方につまみ上げる。

獅
繭

石 英 長 石

赤色班粒

橙

澄

面

面

外

内

第■1図
包含層 霊 嘲瑣

口縁部
口縁部外兵。Il緑4部但
かに肥厚 じ凹角く収め

外面 :摩滅のため調整

内画 :摩滅のため調整

不明。

石英 雲母

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

SD l∞1内

出土選物含
tr。

第■1図 ‐

31
P-5 包含屠 琵 醐勁

口縁部
口攘部外反。口縁端部四
角く収める。

石英 長 石
雲母

外面 :明 赤
褐
内面 !橙

第111図 ‐

32
不 明 包合層 霙

口縁部
1/8

128 回縁～

体部 『‐こつまみ上‐する。口］。

外両 :口濡部ナデ。お
部タタキ(a■/cm)の ち
タテハケ(0粂/cP)。

内面 !口綜郡ナえ 4
部ナア。

石 英 長 石

雲母

灰

灰

画

面

外

内

第■1図 ‐

33
包含層 甕 醐胸

112 口縁ヽ

体部
回線部「くJ字状に外反。

外面 :ナ為
内面 :ナ為

石英 長石
雲母

橙

橙

画

面

外

内

第■1図 ―
包含層 箋

部
Ｏ

縁
れ

136 日縁都
口縁部外反。硝部は九み
をもつ。

内面 :摩減のため調整
不明。

石英 長石
雲母 片岩

褐

褐獅
繭

第■1図 ―

35
包合屋 霙 嘲“

回縁、鶴
回縁部「く」字状に外反。
口縁磐部四角く収める。

内面 :磨滅のため翻整
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い費褐

第■1図 ―
包御唇 霊 醐И

120 110 日縁部
回線部外反。磐郡はやや
上下に拡張する。

外

内

部

回縁離ナ為
口縁部ナえ 林 石英 長石

橙

に

橙

画

面

費

外

内

い

第111図 ―

37
包含層 霊

日縁部
1/12

131 124 口縁部
口縁部外反。■部は肥厚

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

澄

澄

画

面

外

内

第■1図 ―

38
M8 包合層 甕

口縁部
1/12

12 1 口縁部
口緑部外反。鵡部は九く
収める。

外面 :簗滅のため調整

内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長石
雲母 片岩

橙

●瓶
繭
哨

第■1図

39
包含層 甕

口縁部
1/7

日縁～

体部
不明。

内面 :摩滅のため調整

不Hl。

石英 雲母

外面 |に ぶ
い責褐
内面 :に ぶ
い黄褐

角く収める。

第■1図

40 不 明 包含層 茎
回縁部
1/6

■ 2 日縁部
口禄都外反。回線船部笹
かに上方につまみ上げ 外面 :ナえ

内面 :ナ∴ 石英 雲母

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い黄澄

第■1図
包含層 甕

部

０

縁
ぬ

110 口縁善ヽ
外面 :,デ。

内面 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

外百 :に ぶ
い赤掲
内面 :に ぶ
い橙

拡張する。

第nl図 ‐

42
包含層 甕 醐拗

口縁ヽ

体部

口縁部外反。回線4部 四
角く1又める。

外面 !ナ未
向面 :ナ九 石英 長石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぷ
い黄橙

第■1図 ―

43
包含層 養

部

９

線
れ

200 162 口縁部
回線部外反。四角く収め テ

。
為

獅

輌

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒

橙

明

画

面

外

内

褐

第■1図―
包割薯 箋 蜘略

150 130 日縁部
曰縁都外反。口縁4部 四
角く収める。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

舶
噛
繭 橙

第重1図 ―
包合層 甕

部

３

縁

れ
ロ

ュ
114 13 日縁部

回線部外反。口線璃部四
角く収める。 内面 :ナ /.

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :褐

― Й2-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
⑪ 榔韓⑪

離
ｍ

頸部
(脚権)

径
(m)

高

ｊ

高

存

帥

器

残

て

柳の渡鰤
部位 形態 調 整 翻繊

色 調 備考

第112図
包含層 霊 口縁、廊

ψ
口縁～

底部

外面 :口候部ナ7.体
部上半タタキ14本 /gd)

のちナテ。体部下辛板
ナ為 底部テ/.
内面 :口霧部ナテ。体
部上半ヨヨヘラケズリ

(板ナカ 。体部下半ヽ

底部タテヘラケメリ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い橙

角く収める。体部内輩。
笹かにあげ底。

第H2図 ‐
N■0 包含層 巽

ほぼ完形
9/10

■ 0
ぼ

形

ほ

完

口綴部は「く」字状に外
反。口縁端部は四角く収
める。体部内湾じながら
立ち上が,4部上半に
最大径をもち底都平底。

内面 :口縁都ナ為 4
部ヘラケズリ。

長 石 石 英

赤色斑粒 黒

色斑粒

に

　

橙

面

橙

面

外

い
内

第■2図―
不 明 包含層 醐％

93 口縁、螂
口緑部外反。口縁AR削望
かに拡張する。4部 内

彎。

外面 :回線部ナデ。体
部タテヘラミガキ(幅

25団 /本 )。

内面 :回線部ナン。体
部ヨコヘラケズ リ ユ

石英 長 石
片岩 赤色斑
粒

面

褐

面

外

い
内 褐灰

第112図 ―
Vヽ6 包合層 甕

口縁部
1/6 口縁部

日緑都緩やかに外反。□
縁磐部やや肥厚じ四角
く収ゆる。

外面 :ナ /.
内面 :療滅のため調整

不明。
石英 長石

外面 :明 赤
褐
内面 :橙

図・２

５

第
包合層 甍 鵡

Й
回縁部

回線部外反。鵜部は上方
につまみ上げる。回線磐
部外面に2灸の凹線文。

外面 :ナ 7~.

内面 :ナ為

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :橙

第■2図―

6
2創霞 甕

日縁部
1/10 口縁部

口線部外反。端部はやや
剛享し四角く収める。

外面 :ナア

向面 :ナテ

石 英 長 石

雲母

橙

に

面

面

橙

外

内

い

第112図 ―

7
F-9 包含層 甕 郷

И
ヽ
部

顕

体 内面 :体部ヨヨヘラケ
石 英 長 石

雲母
赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第■2回

8
包含層 整

顕～体部
1/5

10 2 一
部

顕
体

口縁部外反。体部内露。
器壁薄い。

外面 :口隷部ナデ。体
部 タテハケ(12条/08
a)。

内面 :磨滅のため調整

不明。

英

母

石

雲
長 石 外面 :橙

内面 :澄

第112図

9
不 明 包含層 霊

部

１０

顎

ツ 128 一
部

顕
体

駅部上方に延びる。体部
下方に延びる。体部と頸
部の境に列点文。

内面 :ナえ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第■2図‐

10
包含雇

犯手付 体～底部
1/5

22 5 体～

底部

平痕。林部は斜め外方に

廷び、内世しながら上方
に延びる。本部中央に最
大径。肩部外面に列A文
を巡らす。肩部に杞手の

外面 :4部上半ヨヨタ
タ■(1本 /m)の ちタテ
ハケ C条/1884)ナ
為 体部下キヨコタタ
■のちタテハケ(6条/

1 8cm)。 タテヘラミガ

内面 :倅部上キヨヨヘ
ラケズリ。体部下半タ

石 英 長 石

婁 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第■2図―
包含層 壺

頸～体部
1/5

頸～

体部

顕都ほぼ直立して上方
に廷びる。体部内露。哀
部と体部の残に列点文。

外両 :療部ナ7.体 都
タテハケ(9条/cm)。

内面 i頸部～体都ユピ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い褐
内面 :褐灰

第■2図―

12
包割層 螂

И
底 部

ややあげ虞。体部は斜め
上方に廷びる。

外面 :夕 タキのちタテ
ヘラミガキ(幅 35回 /

本)。

内面:タ テハケ●条/
1 6uI)。

石 英 長 石

雲 母 片 者

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :明 赤
褐

第■2図―
不 明 包含層 甕 瑯

ψ
ヽ
部

体
底

平底。体部は内営じな/1f

ら斜め上方 tこ廷びる。

面
，
ｏ
面
】

(5粂/

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

第■2図 ―
と―ユ0 包含層 甕 鰤

Й
13 1 底部

筐かにあげ腐。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :タ テハケ(10粂/

17飩 )。 央
岩

石
片

長 石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤褐

第112図 ―

15 J-6 包含層 甕 瑯
И

60 底 部
平底。体部内鬱しながら
斜め外方に廷Ctる 。

外面 :タ テベラ

0節配本)。

内面 :タ テベライ

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :に ぶ

い褐

第■2図

16
包含層 斑 鰤

瑯
底 部

平底。4部は斜め外方に
外面 :摩滅のため調整

不明。 石英 片岩
赤色斑粒

灰

灰

面

面

外

内

第112図
不 明 包含層 麓

部

１１

底

ツ 37 底部
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テハケ(7条ノ
cm)の ちヘラミガ■(幅

前V本 )。

内面 :タ テベラケズリ
“糊

英
浄

石

片

粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第■2図

18
不 明 包含層 整 瑯

珀
27 底 部

平底。体部は斜め外方に

廷びる。
タト面 :ナ角
内面 :ナデ。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 i灰黄
褐
内面 :澄

第二12図―

19
05 包含層 菱 鮒

歿
底部

獅
え
繭
り。

石英 長石
雲母

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :褐灰

第■2図‐

20
P-5 包合層 甕 齢

Й 体、瑯
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面:タ テハケ0条/8

皿 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

ぶ
　
　
灰

に

　

賠

輛
唯
繭
黄

第■2図―

21
H9 包御唇 箋 螂

И
51 底 部

あげ度。体部は斜め上方
に延げる。

外面 :靡滅のため調整

内面 :藤減のため調整
不明。

石英 雲母
片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第■2図―
R-6 包合層 霊 酪

И
体～

底部
平底。体部は斜ゆ外方1

魅びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 31Wネ )。

内両 :タ テベ ラケズ 石英 長石

願
　
厭

獅
黄
揃
黄

-743-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器 種 残存率
径

耐 榔簾鰤
離
⑪

瑯
雌
径
くｃｍ，

高

＞

縞
第
価

柳の遼ω
部位 形態 調 整 翔触

色調 備考

第112図 ‐

23
包合層 甕 鰯

И
底部

平底。体部は斜ゆ上方に ガキ(騨 W本 振ナ/1。

内面 〔タテヘ ラケズ 雲母 長石

面

褐

面

外

い
内

黄
暗灰

第113図 ‐
包含層 斐 劇

И
底部

平底。■部は斜め上方に
廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3odん 本)。
PH部 ユ ピ

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母

外面 :明赤
褐
内面 :

オリー/1S

第■3図
包含層 霊 螂

璃
底 部

平底。4部は斜め上方に 揃
繭
鳴

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :黄灰

第■3図

3
包合層 霙 螂

勇
39 底 都

平た。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 tタ テハケ(11条/

1 3em)。

内面 :タ テベラケズ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

橙

橙揃
繭

第■3図
包含層 螂

略
底 部

平底。体部は針め上方に
外面 :タ テハケ(8条 /

血 )。

内面!ヘラケズリのち
石莫 雲 母
片岩

黄

黒

灰

面

面

外

内

褐

第■3図 ―
包合層 甕 瑯

略
70 底 部

平底。4部は斜め外方に

延びる。

夕

`面

:タ テベラミガキ

(幅 3Ш /客)。

内面 :摩滅7yDた め調整

石実 長石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :澄

A-45
SD 1001内
出土遺物含
む。

第■3図 ―

6
F‐ 12 包含層 甕 螂

ψ
底 部

笹かにあげ底。体部は創
め外方に廷びる。

外面 :磨滅のため調整

不明。 石 英 長石
雲母 片岩

赤

　

褐

明

　

皇
”

獅
褐
繭

第■3図―
包合層 整 醐

Й
底部 をびる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅15m/4)。
内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い澄

内面 :黄灰

第■3図―
K■6 包含層 甕 螂

Й
底部

平底。体部は斜め上方 1

廷びる。

外面 :タ テヘラミガ

内面 :タ テベラケズ
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い橙

第■3図 ―
包含層 霊 廓

勇
底 部

平底。体部は斜め上方に 獅
士
輌

石 英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぷ

い褐

内面 :褐

第113図 ―

10
K-6 包含層 霙 帥

ψ
3/ 底都

あげ底。体部は斜め上方
に廷びる。

外面 :ナ為

内面 :タ テベラケズリ。

石英 長石
雲母 片岩 灰

褐

黄揃
繭

第■3図―
O‐ 9 包含層 憂 瑯

И
一
部

体
底

壇かにあげ底。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

mttm/本 )。

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄栓
内面 :灰

第■3図―

12
L-7 包含層 箋 瑯

幣
底 部

平底。

“

部は糾め上方に
廷びる。

外面 :療滅のため調整

内面 :タ テベラケズリ

石英 長石
雲母 片 岩
赤色斑粒

黄

橙

明

画

面

外

内

褐

第■3図 ‐

13
包合層 甕 齢

珀
底部

平痕。体部は斜め外方に
たびる。

外面 1体部タテヘラミ
ガキ (幅35繊本)。 外
茂面タテベラミガ■
は弘戯本)。

内面 :タ テベラケズリ。

石英 婁母
赤色斑粒

橙

明

画

面

外

内

褐

第113図 ‐

14
08 包含層 甕 醐

Й
底部

外面 :摩蔵のため調整

不明。

内面 :摩滅のため調整

不切。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内置 :にぶ
い赤褐

第■3図―
包含層 茎 瑯

路
底 部

平底。体部は斜め外方に
外面 :撃滅のため調整

内面 :タ テベラケズリ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :赤褐

第■3図

16
F-10 包含層 甕 鰤

略
底部

平嵐。な部は斜め上方に

延びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 2m/本 )ユピオサ

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第■3図

17
不 明 包合層 霊 螂

Й
底 部

平底。底部短く立ち上が
,体部は斜め外方に延

外面 :摩滅のため調整

内面 :ナ為

石英 雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :黄灰

第■3図

18
C'7 包含層 甕 齢

幣
氏 部

コ震。体部は斜ゆ上方に
廷びる。

外面 :タ テハケ(9条/

創 )。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :明赤
褐
内面iオ リーブ
黒

第■3図

19
包含層 甕 螂

ワ
底 部

平底。体部は斜め上方に

外面 :タ テハケ(6条 /

cl)の ちタテヘラミガ 石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ai

い赤褐

第■3図
包含層 甍 螂

″
64 31 底部

あげた。体部は斜め上方
に廷びる。

外面 :タ テハケ(際/
cc)。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 雲 母
片岩

面

褐

面

褐

外

い

内

い

第■3図 ―

21
包含層 甕 螂

Й
73 30 底 部

平店。体都は斜め上方1こ

外面 :摩滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :黄灰

第■3図―
包含層 発 廟

Й
一
部

体
底

平店。体部は斜め上方に
外面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :タ テベラクズリ

石英 雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第■3図―
包含層 甕 螂

靱
/A部

僅かにあげ麿。4部 は斜
め上方に廷びる。

外面 :タ テハケ(5条お
回)つちタテベラミガ
キ(幅 35m/本 )。 ナ兆
内面 :タ テベラケズ

石英 長石
雲母 片岩

褐

ぶ

黒

に

面

面

橙

外

内

い

-744-



報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 榔鵡ω

摩
ｍ

瑯
雌
径
ω

高
，

高
存

伽

器
残
で

柳の濃ｍ
部位 形態 調 整 勃繊

色調 備考

第■3図 ―
包含層 琵 螂

И
底 部

平底。底部短く直立して

体部は斜ゆ外方に延び

外面 :タ テハケ(8条 /

m)ナえ
長石 雲母

函

責

面

外

い
内

責

ぶ

　

　

灰

に

　
　

暗

第■3図―

25
包合層 霊 劇

И
60 底部

平残。体部は斜め上方
`〔廷びる。

外面 :ケ タ■(跡/ca)。

内両 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母

黄

　

黄

灰

　

灰

姉
褐
朧
褐

第■3図―

26
【-17 包含層 露 邸

第
底部

ややあげ底。体部1よ斜め
上方に廷びる。粘土按合
虞残存。

外面 :タ テハ ケ(5条/

m)。

内IH:タ テベ ラケズ
石英 長石
雲H片岩

責浅

黒

面

面

外

内

第H3図 ―
包含層 箋 瑯

ψ
底部

平底。■部は斜め上方に
廷びる。

長 石 雲 母

片岩

に

　

褐

褐

面

赤

面

外

い
内

第119図 ―

28
Y-5 包合層 墓 瑯

Й
78 底部

平底。体部は糾め外方に
廷びる。

面

。
面

鴫

タタキのちナ

摩滅のため調整

長 石 片 岩

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第■3図 ―

29
F-9 包合層 露 齢

略
底部

平底。体部は斜め上方に (幅2Ш/cc)。 外広面へ

ラミガキ(幅2da/餌)。

内面 :ケ テヘラケズリ

(板ナア)。

石英 長石

灰

に‥
褐

面

面

赤

外

向

い

第■3図
包含層 勇 劇

略
70 底 部

平底。4部は斜め上方に
外面 iタ テヘラミガキ

m語 5dd 7本 )。

内面 !ヘラケズリのち

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

獅
端
肺
哨

第H3図
不 明 包含層 甍 劇

】
27 底 部

あげ底。4部は斜め上方
に廷びる。

外面 :タ テハケ(0粂/

m)。

内面 :タ テベ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

ぶ
　

灰

に

　

い禍

面

橙

面

外

い
内

第■3図

32
P-8 包含層 箋 邸

И
31 底部

平底。体部は斜め外方に
延びる。

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 :ナ デ ユ ピオサ

石 莫 長 石

雲母 黒色斑

粒

鶏

鶏

面

面

外

内

第■3図

33
C9 包含層 箋 邸

レ
底 部

平底。frt部 は41め外方に
延びる。

外面 :摩減のため調整

内面 :タ テハケ(14条/

1獅 ベラケズリ)。

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :褐灰
内面 1に ぶ
い赤褐

C45
SD i001内
出土遺物含
tr。

第■3図‐
L18 包合雇 箋 螂

略
底 部

平底。4部は斜め上方に 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :灰褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第113図 ‐

35
●L含層 整 帥

路
底 部

平麿。II部 は斜め上方に
廷ずる。

外面 :療滅のため調整

内面 :タ テベラケズリ
長石 婁 母
赤色斑粒

外面 :に ぶ

Vヽ赤褐

内面 :黒褐

第■3図 ‐

36
K-16 包含層 整 廓

Й
底部

印節血/本 )。 ユピオサ

内面 :タテベラケズリ。

石英 長 石
婁母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い責澄
内面 :褐灰

第■3図 ‐

37
T-6 包含層 箋 廓

珀
底部

平底。体部は斜め上方に

廷びる。
獅
輌

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

橙

橙

面

面

外

内

第■3図 ―
P-9 包御辱 箋 螂

И
底 部

平麿。体部は斜め外方に
延びる。内嵐面にタール
状の付着物(状脂)。

漁
え

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒

湘

鶏

面

り

面

外

オ

内

第113図 ―

39
包含層 墓 瑯

ワ
85 底 部

平底。体部は斜め上方に
itびる。

内面 :タ テヘラケズリ

長 石 雲 母

赤色斑粒 黒

色斑粒

外面
橙
内面

浅責

浅黄

第■3図 ―

40
包合層 霙 邸

】
底部

平底。体部は斜め外方に

延びる。

咸
。献
為

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

舶
嘘
繭
鵡

にぶ

第■3図 ―

41
包含層 甕 瑯

】
底部

平底。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :慶滅つため調整

内面 :タ テベラケズリ
石 英 長 石

雲母 片岩

ぶ

　

灰

に

　

一貢

‥
橙瓶

峨
肺

第■9図 ―
包御唇 甕 螂

И
底部

平度。体部は糾め上方に

延びる。

テハケ(11粂 / 石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒
灰

澄

褐

面

面

外

内

Z56
SD 1001内
B土遺物含
む。

第113図 ―
C19 包合層 甕 瑯

腕
底部

え
励

石英 赤色斑
粒

外面 :にぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第113図 ―

44
包合層 甕 廟

】
26 底部

平広。林部は斜め上方に

廷びる。

外面 :ナえ
内面 ,タ テベラケズ 石英 長石

雲母 片岩

灰

黄

責

明

面

面

外

内

褐

第■3図
包含雇 琵 邸

】
30 体．瑯

僅かにあげ底。体部は斜
ゆ上方に廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不El。 石英 雲 母
片岩

外面 :明 赤
褐
内函 :明 赤
掲

第113図
包含層 箋 邸

Й
67 体～

底部
僅かにあげ底。4器は斜
め外方に廷びる。

外面 :タ テハケ(8条 /
C4)ユピオサエ。
内面 :タ テベラケズ

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :褐灰

第■3図 U56 包含層 箋 郎
И

底 部
平底。体部は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(帽25m/本 )ユピオ

内面 !タ テヘラケズリ

石英 雲母
赤色班粒

褐

に

面

面

橙

外

内

い

第■3図

48
【‐15 包含層 箋 螂

第
底 部

あげ麿。体経は斜め外方
に延びる。

外面 :ナえ
内面 :タ テヘラケズ

石英 長石
妻母 片 岩
赤色斑粒

橙

に
廂
肺
哨
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報告書
掲載番号

還欄 出土地点 層位 器 種 残存率 唯
ｍ 郷灘ｍ

確
てｃｍぅ

鮒
雌
径
鰤

高

歩

高
存

ｍ

器

残

く

柳の雄ω
部 位 形態 調 整 鞠繊

色 詞 備考

第■3図―
P-5 包合層 茎 瑯

Й
54 ヽ

部

体

底 廷びる。

ウト面〔タテベラミガキ
(臓 5虚ネ)。

内面 :ナ為

石英 長石
雲母 赤色班

粒

外面 :橙

内面 :に ぷ
い黄橙

第113図 ‐

50
包含層 霊 帥

レ
底部

あげた。4継は斜め上方
に延びる。底部高台よの
妻合式。

タト面:ナテ。
内面 :ヘ ラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い黄掲

第■3図 ‐
C5 包含層 繋

底部
ユ/2

底部
平底。体部は斜め外方に

外面 :タ テヘラミガ■

(幅3皿/本 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :褐灰
内面 :黒褐

第■4図
包合層 蔓 瑯

レ
35 底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :タ テハケ(12条/

cm)。

内面 :タ テベラケズリ

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

外面 1に ぶ

い貢褐

内面 :褐灰

第二14図
2

包含層 疑 螂
舅

底 部
平底。4部は斜め上方に m)ユ ピオサエ。

内面 〔タテヘラケズ
石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い黄橙
内面 :浅黄
澄

第■4図―
F-1つ 包含層 養 郎

酪
底部

平底。体部は斜め上方
外面 :タ テベラミガキ

(IE3m体)。

石英 長石
雲母

外面 1に ぶ

い褐

内面 :褐灰

第n4図 ―
N‐ 9 包含層 菱 螂

い
底部

平痕。体部は斜b上方に
延びる。

外面 :療滅のため調整

不明。

内面 :摩滅のため調整

石 英 長石
雲母

外面 :に ぶ

い費
内面 :灰

第■4図 ―
F■ 1 包含層 墓 螂

】
62 30 底 部

平氏。体部は斜め上方
廷びる。

外面 Iタ テベラミガキ

0講皿/本)。

内面 :タ テヘラケズリ
石 奥 長石

赤

　

ぶ

橙

獅
褐
肺
峨

第■4図 ―
包含層 墓 瑯

И
底 部

疸かにあげ底。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅1 5un/本 )。

内面 :タ テベラケズリ 員石 要母

外面 :

オリーブ昌
内面 :に ぶ
い責褐

第■4図 ―
J■ 6 包含層 甕 郎

Й
64 底部

平底。体部は斜め外方に
廷びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 長石
雲母 片者

獅
囃
肺
黄

暗灰

第■4図―

8
包含層 甕 螂

レ
底部

あIデ底。体部は斜め上方

外面 :体部タテヘラミ

ガ■(IH9 5Ш /本)ユ
ビオサエ。外嵐面ベラ

ミガキ(,高351t1/本 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 長 石
雲母 片岩

褐

面

褐

面

赤

外

い
内

い

第H4図 ‐
N■ 1 ●L含層 箋 醐

歿
6】 底 部

平底。4部 は斜め上方に
延びる。

外面 :タ テハケ(7案/

cm)。

内面 :ヘ ラケズ リ ユ
石 英 長 石

雲母

外面 :明 赤

褐

内面 :に ぶ

い黄橙

第■4図 2含層 甕 螂
珀

底 部
平FH。体部は斜め上方に

外面 :塔滅のため調整

内面 :磨滅のため調整

不明。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :にぶ
い褐

第■4図
F‐ 10 包含層 甕 螂

勲
底 部

平底。体部は斜め上方に
延びる。

外面 :タ テベラミガキ

印謝 FDm/本
)。

内面 :タ テヘ ラケス
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

ヤヽ赤褐

内面 :赤褐

第n4図
包含層 窮 螂

勇
底部

平底。体部は斜め外方に
タト面!タ テハケ(6条/

cm)。

内面 :タ テベラケズリ
のちナ為

雲 母
褐

橙

画

面

外

内

第■4図

13
包含層 甕 螂

舅
30 底 部

平底。体部は斜め上方に
たびる。

外面 :タ テヘラミガキ
(M5Ш麻 )。

内面 :タ テヘラケズ

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒
黄

橙

淡

面

面

外

内

第■4図
包含層 露 邸

レ
底 部

平底。体部は斜め上方に 石英 雲 母
片岩

灰

費

黄

灰

面

面

外

内

褐

第■4図 ―
包合層 霊 螂

斃
底 部

平嵐。II部 上方にとび

面
明
。

面

。

磨滅のため調整 石 英 長 石

蜜母 赤色斑

粒

画

面

外

内
灰責
灰費

第114図 ―
包含層 箋 瑯

И
底部

平な。体部は斜め上方に
Itびる。

外面 :ナデ。
内面 !タ テベ ラケズ

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

ぶ

橙

に

‥

　

褐

面

面

赤

外

内

い

第■4図―
(5 包含層 甕 邸

ン
18 底 部

平嵐。体部は斜め上方に

廷びる。

外

デ
内

石 英 長 石

雲母

画

　

面

外

褐

内

褐

仄黄

灰責

第■4図 ‐

18
包含層 甕 螂

И
70 底 部

平底。嵐郎短く直立し体
郎は斜め上方に延びる。

外面 !タ テヘラミガキ

(幅2飾淋 )。

内面 :康滅のため翻整

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒

褐

ぶ

灰

に

画

面

褐

外

内

い

第114図 ―
R‐ 9 包含層 襲 齢

И
64 底 部

平度。体部は斜め上方に

延1/tる 。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅 25m/本 )。

内画 :タ テヘ ラケズ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :明赤
褐
内面 :・a

第H4図 ―

20
包含層 甕 酎

Й
底部

外面 1摩滅のため調整

不明。
内面 :磨滅のため調整

長石 雲 母
片岩 赤色斑
粒

浅

浅

画

面

外

内

第■4図―

21
不 明 包含層 整 螂

レ
底 部

平底。底部短く立ち上が
,4部 は斜め上方に廷

為

テ

廂

繭

埃

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :灰褐

第■4図―

″
不 明 包合層 霙 郎

勇
底部

平底。体郎は斜め上方に
外

内

ナ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

赤

橙

明

画

面

外

内

褐
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鶴孵
選構 出土地点 層位 器種 残存率

径

ｍ， 榔韓ｍ
離
ω

帥
朧
径
鰤

高

，

編
嚇
価

柳の濾鰤
部位 形態 調整 鋤繊

色調 備考

第■4図

23
C 7 包合層 甕

部

Ю
底
ツ

底 部
平残。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :ケ テヘラミガキ
(幅35mた本)。

内面 :タ テベラケズリ。

石英 長石
雲母

勤
跡

面

面

外

内

黄

第■4図 ―
F-12 包含層 霊 瑯

塊
底部

平底。体部は斜め上方に
狂びる。

外面 :摩減のため調整

不明。

長石 雲母
赤色斑粒 黒
色斑粒

澄

灰

面

面

外

内

第■4図―

25
包合層 露 瑯

ψ
底部

平鷹。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :ユ ピオサエ ナ

内面 :磨滅つため調整
石英 長石
雲母 片岩

外面 :橙

内面 :明 黄
褐

第■4図 ‐

26
F-8 包含層 霊 邸

歿
54 底 部

平底。4部は斜め上方に

延びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :タ テベラケズウ。

石 英 長 石

婁母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :明 赤
褐

第■4図―

27
包合層 整 邸

ψ
37 底 部

ややあげ底。体部は斜め
外方に廷びる。

外

工
内

石 英 長 石

雲母

外面 1に ぶ
い費橙
内面 :に ぶ
い責橙

第■4図‐
S-9 包含層 甕 螂

И
底部

外面 :ナえ
内面 !タ テベラケス 石英 雲母

灰

黄

褐

灰

面

面

外

内

褐

第■4図 ―
包含層 箋 螂

略
底 部

外面 :タ テベラケズリ

(幅 3四 /本 )。

内面 :ナテ。

石 英 長 石

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰黄
褐

第■4図 ―

30
包含層 霊 螂

Й
底 部

平底。体部は斜ゆ上方に ca)。

内面 :康減のため調整

不明。

石英 長石
雲母

タト面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に お
い黄橙

第■4図―

31
包含層 羹 螂

勇
底 部

7度 。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
長石 片 岩
赤色斑粒

外面 :にぶ
い黄橙
内面 :暗灰
貨

R-67
SD 1001内
出土遺物含
む。

第■4図―

32
包含属 霊 螂

い
底部

平嵐。体部は斜め外方に
廷びる。

石英 長石
片岩

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第■4図‐

33
不 明 包含層 妻 螂

朔
底部

平腹。体部は斜め上方に

廷びる。

外

皿
内

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

画

面

外

内
明褐
明褐

第■4図 ‐

34
包含層 琵 鰤

И
ヽ
部

体
底

平底。体部は斜め上方に 疵�賦
」

タテハケ(7条/

石英 雲母 ぶ

橙

に

画

面

橙

外

内

い

外面 に黒
斑有り。

第■4図 ‐

35
包含層 甕 螂

璃
底 部

平底。体部は糾め上方に
外面 :摩滅のため翻整

内面 :摩滅のため調整
不明。

長 石 雲 母

片岩
黄

橙

明
獅
師
褐

第114図 ‐

36
包含層 甕 邸

И
35 底 部

平底。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :摩滅のため甜整

不明。
内面 !タ テハケ(0条/

ctl)。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 !に ぶ
い責橙
内面 :灰

第■4図
J5 包含層 甕 劇

И
33 底部

あげ底。Ix部 は常Iめ上方
面
明
。

画

。

磨減つため調整
石 英 長 石

片者

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :黒

第114回

38
包含層 甕

底部
1/1

底 部
平嵐。4部は斜め上方に
廷びる。

オ■ (幅 35m/本 )。 外

底面ベラミガキ(幅35
団/本 )。

内面 :タ テベ ラケズ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤

お
内面 :に ぶ
い黄褐

第■4図
K-16 包含層 琵 廟

И
底 部

平底。4部は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テヘラミガキ
(,E3m/4t)。 石 英 長 石

rt母

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :褐 灰

第114図

40
包含層 甕 瑯

脇
底 郡

平底。4部は斜め上方に

廷びる。

デ
。
九 石英 雲母

外面
内面

褐

褐

第■4図

41
包含層 発 螂

脇
底部 延びる。

外面 :摩滅のため調整

不鰯。
内面 :磨滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母 片岩

黄灰

灰

画

面

外

内

第■4図
包含層 整 鰯

ψ
底都

外面 :タ テヘラミガキ

(幅加 /本 )。

内面 :タ テヘラケズリ

石英 雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い澄

第114図 ―
不明 包含層 墓 螂

Й
底 部

平底。体部は斜め上方に
外面 :ナ r~.

内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長石
婁母 片岩
赤色斑粒

外面 1に ぶ
い橙
内面 :黄灰

第114図 ―
包含層 霊 螂

略
底 部

7底。体部は斜め上方に

内面 :タ テヘ ラケズ
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い黄橙

第■4図―

45
17 包含層 露 瑯

И
底部

平鷹。体部は斜め上方に
廷びる。

外面 :ナデ。

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :黒褐

第■4図 ―
■ 8 包含層 菱 瑯

И
72 底 部

7度。

“

部は斜め外方に

延びる。
内面:ヘラケズリのち

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 iに ぶ
い赤褐
内面 :明赤
褐
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報告書
掲載番号

遺機 出土地点 層 位 器種 残存率
径

耐 榔韓ω
醒
⑪

期
雌
径
ω

高

，

絲
跡
価

その他

法長
(cm)

部位 形態 調整 鞠繊
色 調 備考

第114図 ―
包含層 憂 邸

Й
60 ヽ

部
体
底

平底。体部は斜め上方に
廷びる。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い責褐

第■4図 ―

48
包含層 霊 螂

ψ
底部

あげ店。体部は斜め上カ
に延びる。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

赤

黒

明

面

面

外

内

褐

第■4図 ―
C 7 包合層 霊 螂

歿
底部

平底。体部は斜め上方に
延びる。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄栓
内面 :に ぶ
い褐

第■4図

50
包含層 養 瑯

勇
底 郡

平底。倅部は斜め外方に
外瓦 :磨滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

褐

褐

貢

明

画

面

外

内

第■4図
包含層 螂

勇
底 部

平底。体都は糾め上方に
耐
明
。

面

。

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い褐

内面 :に ぶ

い橙

第114図

52
包含層 箋 齢

Й
25 底 部

平底。体部は斜ゆ上方に

廷びる。

外面 :タ テハケ(9条 /
匈 )。

内面 tタ テヘラケズリ

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

外面 :橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第■4図 ―

硝
●L含層 菱 螂

Й
底部

外面 :摩滅つため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 婁母
片岩

外面 :橙

内面 :明褐

第■4図 ‐

馘
包含雇 甕 瑯

瀦
底部

あげ底。体部は斜め上方
に廷びる。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :澄

内面 :橙

第■4図 ‐
」-6 包含層 変 齢

ψ
底部

平底。体部は斜め上方に
外面 :摩減のため調整
不明。
内面 :タ テヘ ラケズ

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :明赤
褐

第■4図 ―
包合層 霊

部

１４

底

ツ 底部
ややあげ底。■部上方に
とびる。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :黒褐

内面 :に ぶ

い責橙

第■5図―
」■7 包含層 箋 瑯

珀
底部

あ(チ底剖本部は斜め上方 石 英 長 石

雲母

外面 :明赤

褐

内面 :澄

第115図 ―
包含層 費 邸

ψ
底部

平崖。体部は斜め上方ド
療滅のため調整

石 英 長 石

雲母 片岩

灰

褐

黄

黄

画

面

外

内

第■5図―

3
K-16 包含層 甕 邸

И
底部

平底。体部は斜め上方に
外面 :タ テヘラミオキ

(IEtty本 )。

内面 !タ テヘ ラケズ
長 石 雲 母

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い責橙

第■5図 ‐
包合層 甕 螂

Й
底 郡

予底。4部は斜め上方に
廷びる。

石英 長石
片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い澄

第115図 ―
F-9 包含層 甕 齢

Й
底部

平農。体部は斜め上方に
外面 :タ テハケ(9条/
m)。

内面 :タ テヘ ラケズ
石 英 長 石

雲母

灰

ぶ

褐

に

‥
　

褐

面

面

赤

外

内

い

第■5図―

6
包含層 甕 齢

レ
25 底部

あげ底。体部は斜ゆ外カ
に廷びる。 内面 :タ テベラケズリ

石英 妻母
片岩 赤色斑
粒

獅
雌
肺
囃

第■5図―
包含層 琵 螂

閉
24 底 部

ややあW嵐。体部は拇め
上方に廷びる。

タト面 :摩滅のため調整
不明。
内面 :タ テベラケズ

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

に
　

灰

面

橙

面

外

い
内

第■5図

8
M-8 包含層 菱 劇

И
底部

あげ麿。体部は糾め上方
に廷びる。

外面 :療滅のため調整

内面 !摩減のため調整
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

図‐５

９

第
包合層 奏 螂

靱
底 部

笹かにあげ底。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 :ベ ラミガキ。
内面 :ヘ ラケズリ。

石 英 長 石

婁母 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

第■5図
F-12 包含層 甕 瑯

ワ
18 底 部

僅かにあげ度。体部は斜
め上方に廷びる。

外面 !ユ ビオサエ。
内面 :タ テヘ ラケズ 長石 芸母

赤

　

赤

画

　

面

外

褐

内

褐

第115図 ‐
包含層 整 齢

Й
底部 廷びる。 内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母

灰

褐

黄

皇
一

面

面

外

内

U07
SD 1001内
出土遺物含
む。

第■5図‐

12
包合層 甕 螂

歿
23 底部

平底。4部は斜め上方に

延びる。
(幅 4aa本 )。

内面 :タ テベラケズリ
石葵 長石
黒色斑粒

灰

　

黄

暗

　

灰

画

　

面

外

黄

内

褐

第■5図―

13
包含層 箋 螂

ψ
底 部

あげ虜。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :磨滅のため調整
不切。 石英 長 石

雲母 片岩 褐

赤

赤

画

面

外

内

第H5図 ―

14
包含層 箋 邸

И
底部

平底。体部は斜ゆ上方
にびる。

獅
利
繭
利

摩減のため調整

摩滅の/_め調整

石 英 長 石

雲母

獅
哨
航
蛇
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報告書
掲載番号

選構 出土地点 層 位 器種 残存率 唯
ｍ 榔韓ｍ

購
ω

瑯
朧
径
ｍ

高

ｊ

高

存

帥

器

残

で

卿の議ω
部位 形態 調 整 勃繊

色 fJq 備考

第■5回

15
包含層 墓 螂

略
底部

外面 :タ テヘラミガキ

(櫛皿/4)。 石 英 長 石

雲母

聯

橙

面

面

外

内

第115図
包含層 甕 螂

勇
19 底 部

笹かにあり震。残部短く
立ち上が,体部は斜め
外方に廷びる。

外面 :タ テハケG籍
ca)。

内面 :ユ ピオサエ。

石 英 長 石

赤色斑粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第■5図
包合層 箋 廓

Й
底 部

平痕。林部は斜め上方に

廷びる。

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3m/A)。
内面 :タ テヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 片岩

褐

黄

黒

灰

面

面

外

内

褐

第■5図

18
包含層 発 螂

妨
底 部

平FH。体部は斜め上方に
廷びる。 内面 :摩減のため調整

不明。

石英 雲母
片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に お
い責橙

第■5図―

19
包合層 露 齢

И
底部

平底。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 長 石

雲母

求
‘
　

ぶ

褐

画

　

面

費

外

褐

内

い

第115図 ―

20
包含層 霊 螂

И
底 部

平癌。体部は斜め上方に

廷びる。
内面 :療滅のため調整

石英 雲母
赤色斑粒

燈

燈

面

面

外

内

第■5図―

21
包含層 霊 劇

猜
底部

平鷹。体部は斜め上方に
外面 :タ テハケ(10条/
ed)ナ為
内面 :ベ ラケズリナ

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :橙

第■5図―
西斜面 包御層 琵 邸

繁
底 部

平底。林部は斜め上方に
外面 :摩滅のため調整

内面 :ナデ。

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 1に ぶ
い赤栓
内面 :に お
い赤橙

第■5図―

23
西斜面 包含層 茎 邸

勲
底 都

平た。体部は斜め上方に
延びる。

外面 :摩減のため調整

内面 :タ テヘラケズ
石英 長石
雲母

暉
　
厭

‥
橙

面

黄

面

外

い
内

第115図 ―

解
D-7 包合層 箋 瑯

ン
底部

外IH:タ テヘラミガキ

(幅
Fond/本 )ナ /. 石英 雲 母

赤色斑粒

灰

ぶ

褐

に

面

面

褐

外

内

い

第115図 ―
西斜面 包含層 整 瑯

略
底 部

平底。体部は斜め上方に

延びる。

外面 :タ テヘラミ才キ

仰議皿/本)。

内面 :ベ ラケズ リ ナ
石英 雲母

面

橙

面

外

い
内

橙
浅黄

第■5図―
西斜面 包含層 甕把手 膵

Й
把 手

「C」字状に雪曲。断面凹
角形状。

外面 :ナ /.
石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄橙

壷犯手 の

可能性右
り。

第115図 ―

27
包割曙 箋犯手 肝

ψ
87 犯手 rCl字 形を星する

石英 長石
雲母 片岩
黒色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第■6図 ‐
」-6 包含層 鉢 購

】
370 37 2 口縁部

体部内脅 しな力fら 斜め

上方に廷びる。口縁部直
立して繋部は四角 く収
める。日縁瀦部外面に浅
い2条 の凹縦文を施す。

内面 :ヨ ヨナ∴

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第116図 ‐
K-16 包含層 鉢

部

３

縁
れ

296 目縁部
日漂部直立。瑞部は四角
く収める。口候外面に浅
い凹縦文。

外面 :ナ7.
内面 :ナ/.

石英 長 石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内罰 :に ぶ
い黄澄

第H6図 ‐

3
包含層 鉢 醐酪

口縁ヽ

頸部

回線～哀部直線的に斜
め上方に延びる。口縁端
部やや肥厚じ四角く収

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 :磨滅のため調整

石英 赤色斑

粒
外面 :明 褐
内面 :責褐

第■6図 ‐
2含層 鉢

部

４

縁
れ

242 口縁部
口綜部外反。日縁謝部笹
かに肥厚じ四角く収め

外面 :ナ
'。内面 :磨滅のため調整

石 英 長 石

赤色茂粒 黒

色斑粒

外面 1に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄澄

第116図

5
Y-5 包合層 鉢 鰯

μ
口縁～

杯郡

IF・ 部直線的に斜め外方
に廷び、口霰部屈曲して

直立。路部は四角く収め

外面 :口縁郡ナテ。杯

都タテベラミガ■(幅

2 5nd/本 )。

内面 !口緑部ナえ 林

部タテベラミガキ(幅 3

m/本 )。

石 英 長 石

雲母
黄

橙

灰
姉
航
協

第■6図

6
K-17 包含層 鉢

口縁部
1/12

55 口縁部

4部内脅 しながら上方
に廷びる。口縁部直立。

外百に榔祐直線文のち2

個lilの 円形浮文 (復 元
12カ 所)。 その下に櫛猫

濃伏文を施す。

外面 :ナ九

内面 :磨滅のため調整
石薬 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い橙

第116図 M-8 包含層 鉢

口縁～

体部
1/9

120 51
口縁～

体部
口緑部外反。鶏都やや
尖る。体部内督。

え
尤

石英 長 石
赤色斑粒

赤

橙

明

面

面

外

内

掲

第■6図

8
包含層 鉢

回縁部
1/12

口縁～

体部

体Fl直憩的に斜め外方
に延びる。日縁部やや
屈曲して直立する。鵡
部は四角く収める。

外面 :ナ為

内面 :摩滅のため調整

不明。

石 英 雲 母

赤色斑粒

に

　

橙

輌
哨
繭

第■6図

9
F-9 包含層 鉢 脚

解
口縁部

口縁都外反。日縁嬌部
ややЛB厚 し外方に拡張
する。

外面 !回線鵡部ヨヨナ

九 体部タタキのちタ

テハケ (9茶/m)。
内面 :ヨ ヨペラケズリ

長石 赤色斑

粒 黒色斑粒

褐

ぶ

黒

に

画

面

褐

外

内

い

壺 回縁 の

可能性有
り。

第■6図 ―

10
S-9 包含層 鉢

口縁～

体部

1/9

236 口縁 ～

体部

に延びる。口縁部内傾
して増部はやや九みを

持つ。

舛面 :磨滅のため調整

内面 :歴滅のため調整

石英 長石
雲母 角閃石

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :に ぶ
い黄褐

搬入品。

第■6図―
包含層 鉢

口縁部
1/5

72
口縁～

体部

体部直線的に糾め上方
に延びる。口緑社内傾
して端部はやや丸みを

持つ。

外面 !タ テベラミガキ

内面 :ナ為

長石 雲母
角閃石

禍

褐

面

面

外

内

-749-



報告書
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第■6図
包含層 鉢

口縁部
1/20

国イ尿ヽ
体部

口縁～14部 内管しなが
ら上方に廷びる。口緑
璃部外反して四角 く収 内面 iナア。

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :明 赤
揚
内面 :橙

第■6図
包含層

口縁部
ユ/11

154 口緑き【
口緑部外反。端都は丸
く収める。

外面 :ヨ ヨナ∴
内面 :ヨ ヨナ汽

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 !澄

第116図 ‐
包含層 鉢

縁

れ
26 5 口縁部

口緑部外反。口候端部
は住かに左右に肥厚。

タト面 :口穣那鷹滅のた
め調整不明。ll部殖滅

内面 :回線部摩減のた
め測整不明。体部簗滅
のため調整不明。ナデ。

“趣
英
な

石

片

粒

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第116図 ―
Q-17 包含層 鉢 醐

ψ
底部

平度。体部は癬|め 外方

外面 :歴滅のためIII整

内面 :聴減のため罰整

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ

い橙

内面 :灰

砂礫多 く
含む。

第■6図 ‐

16
不 明 包含層 鉢 酪

И
底 部

平度。度部短く直立し
て体部は/14め

外方に延
外面 :ナテ。
内面 iユ ピオサエ ナ

石 英 雲 母

角閃石

外面 :に ぶ
い責褐
内面 :黒褐

搬入品。

第■6図 ―
F-9 包含層

子口手付
鉢

劇
И

底部 に廷びる。体都片側に

把千力Ч寸く。

(IB4m/9m)。

内面 (ヘ ラケズ リ ユ

キ(幅 3JIIItれ 砲)。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぷ
い黄橙

第■6図―

18
V-6 包含屈 鉢 螂

レ
底 都

平嵐。本部は斜め上方
夕ヽ面 !タ テヘラミガヤ

(幅 3硼 /本 )。

向面 :ナア。
石英 雲母

外面 iに ぶ
い赤褐
内面 :灰黄
褐

第■6図 ‐
不 明 包含層 廓

勲
106 底 部

平底。体部は斜め外方 外面 :ナデ。
石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い費褐
内面 :に ぶ
い黄

第■6図―

20
p-5 包含層

把手付
鉢

勝
閉

把手 隋J字状に世曲。
石 英 長 石

妻母 片岩

外面 :明 赤
掲

第■6図―
包含馬

把手付
鉢

肝
黎

把手
「C」宇状に盟曲。断面
四角形。

外面 :ナデ。
石 英 長 石

雲母 片者
外面 :橙

第■6図 ―
,11 包含層

把手付

鉢
勝
И

す巴手 「C」字状に盟tt。
外画 :ナテ。

内面 :ナデ。

英

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 :赤褐

第■6図

23
包含層 高杯

口縁吉L

1/13 杯部
IIN訃 直線的に外方に延
び船部屈曲する。

外面 :口 縁部 ヨヨナ
デ。杯部ヘラミガキ(幅

2m/本 )。

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

橙

ぶ

赤

に

面

面

褐

外

内

い

第■6図
包含層 嵩 杯

日縁部
1/14 日縁部

林都直線的に外方に延

タト面1放功+状のタテベ
ラミガキm講血/本 )。

内面 :放射ltの タテヘ

ラミガキ(幅3m/本 )。

石薬 長石

黄

　

黄

浅

　

浅

画

　

面

外

橙

内

俗

第116図
R-6 包含層 高杯

口縁郡
1/11 杯都

口報部屈曲して上方に

延びる。路部はやや拡

張する。

外面 :日 綜 訃 ココナ

え 林部ベラミオ■(幅

2血 m)。

内面:口 寂部ヨコナ
テ。4部ヘラミガキ(幅

2rt4/甑 )。

石英 長石
雲母 角閃石
赤色斑粒

面

褐

面

褐

外

い
内

い

第■6図

26
包含層 高杯

縁

れ 240 口縁著[
□縁郎直立。増部は九
く収める。 内面 iナデ。

長石 雲母

外面 :に パ
い黄橙
内面 :橙

鉢 の 可 能

性有 り。

第116図 ―
不 明 包含層 高杯

口縁部
1/11 口縁部

口縁部内筆しながら直
立。船部(よ丸みを,つ 。

内面 :ヨ コヘラミガキ

(幅 lm/本 )。

石 英 長 石

雲母

橙

橙

外

内
鉢の可能
性有り。

第■6図―

28
赳含層 高イ

口縁部
1/11

26 8 杯著[

林部外方に延びる。口
lx部屈曲して上方に廷
びる。キ者[外 面に凹線

テ
。
為

石 英 長 石

雲母

黄

に

画

面

橙

外

内

い

第■6図 ‐

29
包含層 高杯 聰

酪
25 5 杯 部

林部タト方に廷びる。ロ
縁部屈曲して上方に延
びる。船都外面に凹線
文。

内面 :ナア。

石英 長石
要母 片岩

面

面

外

内

褐

第■6図 ―
F-8 包含層 高杯

口縁部
1/17

ワ3 3 杯者ヽ
杯部外方に廷ずる。ロ

緑部屈曲して立ち上が 外面 :ナア。
内面 :ナ汽

石英 長石
雲!片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 1に ぶ
い責燈

第■6図 ‐

31
不 明 包含層 高杯 蹴

拗
杯部

|ミ 廷びる。口縁部屈 dI

して直立。4i都 は四角
(1又 ゆる。

外面 :口縁都ナ為 杯
部ヨコヘラミガキ(幅 2

11a/本 )。

内面 :ナデ。

石莫 長石
雲母

画

面

外

内

第■6図―

32
包含層 高杯

日縁都
1/12 日縁部 立。船部は四角 く収め

タト面:ヨ ヨナデ(ヘ ラ
ミガキ)。

石 英 長 石

雲母 片岩

画

面

外

内

第■6図―

33
包含層 高杯

口縁部
1/18 口縁都

口漂紗 卜反。口縁賠都
fiか に肥厚じ四角くIX

外面 :口縁部ナテ。体
部ハケ。
内面 :口霰部ナデ。体
部ヨヨハケ(7条たm)。

長 石 雲母
片岩 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 !浅責

第■6図 ―

34
西斜面 包含層 高杯

口縁音ヽ
1/7

60 口縁部
上方に延びる。口縁船
部夕1方 に肥厚 じ九 く収

ミ才キ)。 葛艦
英
Ｖ

石

雲

外面 I橙

内面 :に ぶ
い0

第■7図
包含層 高杯

口縁部
1/8

″ O 綜部屈曲して立ち上が

外面 :□縁瑞都ナデ

(幅3師 /本 )。

内面 :回縁端都ナテ

“

部タテヘラミガニ
(幅3皿/本 )。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い橙

第117図
包含層 高杯

日縁都
1/14

39 杯部

IFN都タト方に・tび る。ロ

織部屈 曲 して直立す
る。端部は四角 く収め

外面 :口 候部 ヨヨナ
デ。杯部虜減のため訓
∠不明。
内面 :口縁 都 ヨヨナ

為 杯都タテヘラミガ

石 英 長 石

妻母

外面 I明 赤

褐

内面 :明 赤

褐

第■7図 ―
包合層 高杯

口縁部
1/11 杯 部

口縁部包く屈曲して内
傾。瑞部はやや尖る。

外面 :口綜部ヨコヘラ
ミガキ(IR2 5m/本 )。

ITN部 タテヘラ ミ才キ

(幅2 5Tm/本 )。

内面 :ヨ コナデ。杯郡

石英 長石
角閃石

掲

掲

星
【
皇
【

画

面

外

内

―- 750 -―
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第■7図 ‐
包合層 高杯

縁

れ
杯 部

口綜部屋出して、埼部
は四角く収める。

外面 t摩滅のため調整

内面 :藤滅のため調整

不明。

石英 片岩 栓

赤

赤

画

面

外

内

第■7図‐
J6 包含層 高杯

都
３

縁
カ 杯部

崩
醐
る。

緋爛管
駆
る。Ｑ

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 :口綜部ナ7~.杯
部磨滅のため調整不

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :暗灰
黄

第■7図‐
不 明 包含層 高杯

日縁都
1/12

20 2 杯 部
に延びる。口緑部届出
してほぼ直立。鶉部は

四角く収める。

外面 :日 霧 部 ヨヨナ

デ。杯都ナデ。

内面 〔口縁 部 ヨヨナ

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

外面 :明赤
褐
内面 :橙

第■7図‐
包含層 高杯 醐珀

口縁部

口縁部届出して直立。船
部は内側に拡張して尖
る。回線瑞部外面にa染

の凹線文。

外雨 :ナ丞 石英 長 石
雲母 片岩

暗

橙

画

面

外

内
鉢の可能
性有り。

第■7図‐

8
包合層 高杯

曰縁部
1/8

133 30 杯部

林部直線||に斜め外方
に延びる。日縁削司曲し
て短く立ち上が,内 彎
する。硝部はλく収め

外面 |ナ為
内面 :ナ7.

長石 雲 母
角閃石 黒色
斑粒

外面 :明 黄
褐
内面 :責褐

搬入品。

第■7図

9
包含嬬 高杯 醐И

杯部

口綴部屈曲してほぼ直
立。踏部は四角く収め 外面 :ヨ ヨナデ。

内面 :ヨ ヨナえ

石英 長石
雲母 片 岩
黒色斑粒

外面 :明 賣
褐
内面 :に ぶ
い責橙

第■7図

10
Vヽ‐ 6 包含層 高杯

日縁部
1/5

口縁部
口縁部屈曲して外兵。鵜
部は光く収める。

獅
繭
為

石英 長石
婁母 澄

赤

赤姉
航

W-6
SD 1001内
出土遺物含
と。

第■7図 ―
包含層 高杯

日縁部
ユ/7

17 3 杯 部

杯都外方に延びる。口縁

部屈曲して立ち上がる。

鞘部は四角く収める。

外面 :口様部ナえ 林

内函 :口様部ナ嘉 杯

部タテヘラミガキ。

石英 長石
雲母 片岩

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

第■7図 ―

12
不明 包含層 高杯

口縁部
1/7

杯 部

杯部直線||に斜め外方
に延びる。国協部屈磁し
て直立。増部は建かに拡
張して四角く収める。

外面 :ナテ

内面 iナデ
石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い赤褐

第■7図―

13
包合層 高杯

口縁部
1/12

172 杯部
口稼都屈出してほぼ直
立。殆部は四角 く収め 外面 :ヨ コチ為

向面 :ヨ ヨナ7. 節拮
英
母

石

雲

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第■7図―

14
I-5 包含層 高杯

口縁部
1/10

178 杯部

林部外方に廷びる。口縁
都屈曲してはぼ直立。措
部は四角く収める。日縁
郎外面に2条の凹線文。

外面 :口緑部ナ ,。杯

部タテベラミガキ。

内頁 :ナ為

石 英 長 石

婁母

外面 :に ぶ
い橙
内面 :IEH

第■7図―
A6 包含層 高杯

日縁部
1/12

FFN部

口縁都屈曲して直立。増

部はやや外方に拡張 じ
て尖る。

外面 :ヨ コナ為
内面 :日 経都ヨヨナ
為 林部タテベラミガ
キmtt FDna/本 )。

石 英 長 石

雲母 角閃石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :明 赤
褐

第117図 ―

16
包含層 高 杯

回縁部
1/10

155 口縁部
口縁部屈曲してIま ぼ直

立。繋部は四角 く収め 石英 長石
澄

澄

責

貨知
肺

第■7図‐
包含層 高 杯

口縁部
1/12

杯部
杯部外方に妊びる。回線
部屈曲して立ちとがる。

部タテヘラミガキ。

内面 :口様部ナみ 林

部タテヘラミガキ。

石英 長石
雲母

面

橙

面

澄

外

い

内

い

第■7図 ―

18
包含層 高杯

部

５

縁
れ

26 杯部

杯郎直線的Iこ 斜め外方
に廷びる。口縁都屈曲じ
て直ユする。瑶部は四角

く収める。

ふ

為

揃

繭
石英 雲 母
片岩

橙

橙

画

面

外

内

第■7図 ―
包含層 高杯

部

２

縁
れ

杯 部

林部外方にとびる。回線

都屈曲して上方に短 く

廷びる。磐部は九く収め

外面 :藤滅のため調整

内面 :摩滅のため調整

不明。

石英 長 石
雲母

廂
哺
繭
褐

灰黄

第■7図―

20
P‐ 16 包合層 高杯

縁

ハ 杯著Ⅲ
口報部屈曲して直立。贈
部は四角く収める。

外面〔ナ/.
内面 :ナ /.

石 英 長 石

雲母

外面 :暗灰

黄
内面 :に ぶ
い赤褐

第117図 ―
包合層 高杯 翻

μ
186 22 杯者F

口緑部屈曲して外反。増

部は九く収める。

率
ハ
為

『
鉤
サ

獅
磁
繭

石英 長石
雲母 角閃石

外面 :褐灰
内面 :に ぶ
い黄澄

搬入品。

第■7図―

22
P-6 包含層 高杯

部

２

縁
海

177 杯部

杯部直線的に斜め外方
に延びる。口縁部屈dHじ

で直立。錦部は四角く収

外面 i口縁部ナデ。療

滅のため調整不明。
内面 :療滅のため調整

石英 長石
雲母 片岩

輛
帳
輌
峨

第■7図―
A4 包含層 高 杯 醐Й

杯 部
口縁都屈曲して直立。需
部は四角く収める。

兆

Λ

獅
繭

石 英 長 石

片岩

橙

橙

外

内

第■7図―

24
P-5 包含層 高 杯 蜘拗

杯 部
に延びる。口緑都屈曲じ
て直立。競部は四角く収

外面 :磨滅つため調整

不明。
内面 :摩滅つため調整

石英 長石
雲母

面

　

面

外

褐

内

褐

鉢 の 可 能

性有 り。

第117図 ―

25
包含層 高杯 醐珀

口縁部
口縁削覇曲して直立。蝸

部はやや肥厚 し四角 く
外面 :ヨ ヨナ為
内面 !ヨ ヨナふ

長石 雲母
赤色斑粒

皇
【
に

面

面

黄

外

内

い

鉢の可能
性有り。

第117図 ‐

26
不 明 包含層 高杯 締

れ
杯 部

杯部直線||に斜め外方
に廷びる。口縁都屈曲じ
て直立。IH部はたく収め
る。口縁部外面に3祭 の 白面 :ナ為

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い黄褐

第■7図‐

27
包合層 高杯

部
０

縁
れ

杯苦将
杯郎斜め上方に延び、日

綴郎屈出して立ち上が
外面 :ナ九
内面 :ナÅ

石英 長 石
雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 !に ぶ
い橙
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掲載番号

遺構 出土地 ヽ 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 脚騨ｍ
朧
⑪

鮒
雌
径
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器高
残存高
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法畳

(cm)

部位 形態 調 整 翻繊
色 調 備 考

第■7図―

28
L-14 包含層 高 杯

回縁部
1/8 3] 杯部

杯部夕

`方

に延びる。口TR

訃屈出して直立。競部は

四角 (1え める。

外面 :ナ為
内面 :ナみ

石

岩

嫌

研

魏

石

雲

赤

灰褐

橙

面

面

外

内

第■7図―

29
包含層

口縁部
1/9

よ66 29

口緑部屈曲してはぼ直
立。端部はやや尖る。ロ
患部外面に2余 の回線
文。

外面 :ヨ ヨナア。
内面 :ヨ ヨナ汽

長 石 雲 母

片岩

橙

澄

画

面

外

内

第■7図

30
包含層 高杯

日縁部
1/13

154 23 杯 部
口緑都屈曲して1こ は営
立。培部は丸みをもつ。

外面 :回 線 邪 ヨヨナ

為 林部ベラミガキ。
石英 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第■7図

31
包含層 高 杯

口縁部
1/10 日縁部

杯部外方になびる。回線

部屈曲して上方に短 く
廷びる。

yII部 は四角く収
める。日隷4都外面に浅
い3粂の凹線文。

タト面 :ナ未
内面 :ナア。

石 英 長 石

雲母

面

橙

面

褐

外

い

内

い

壺の可能
性有り。

第117図

32
包含層 高杯

口縁部
1/13

146 杯部

林部外方に廷びる。国縁
部屈曲して直立する。鶏
部は四角く収める。日縁

4都外面にな条の凹線
文。

石 英 長 石

雲母

澄

橙

面

面

外

内

第■7図

33
J■ 6 ●L含層 高 杯 嘲Й

23 杯 部
日森部内鸞して外方に

外面 :摩讃のため調整 石英 長 石
雲母 片岩

舶
雌
師
嘘

第■7図 ‐
包含層 高杯 蹴

剪
杯部

杯部タト方に延びる。口織
都屈10し て直立する。競
部は四角く収める。

外面 :口緑都ナア。rT

部ヘラミガキ。
内面 :回線部ナデ。杯
部屋減のため調整不

石英 長石
雲母 片岩

明

　

澄

外

褐

内

第■7図 ‐
包含層 高杯 翻

畑
223 杯皆[

杯部やや内摯しながら
上方 1こ 廷び口隷部屈曲
して外反。

外面 :ヨ コベラミガキ
ω講 5mm/本 )。

印磁 5皿/本 )。

石英 長石

橙

に
輛
繭
嘘

第■7図 ―
包含層 高 杯 榊

Й
杯 部

杯部直線的に斜め外方
に延びる。口霰都屈曲じ

ラミガキ(IE9da/本 )。

内面 :6分割のヨヨヘ

ラミガキ (“酪 mO/本 )。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

赤明

　

赤

面

　

面

外

褐

内

第H7図 ―
包含層 高杯 椰

酪
196 18 杯 部

fT部 直線||に外方に廷
びる。口霰翻団Jtし て上

方に廷びる。

ラミガキ(幅2証本 )。

内面 :0分割のヨヨヘ

ラミガキ的冨2虚本 )。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い橙

内面 :浅黄

第■7図 ―
Q-6 包含層 高 杯 榔

И
184 杯 部

杯都斜め外方に延びる
日綜部屈曲。

為
為

石英 長 石
雲母

橙

橙

画

面

外

内

第■7図―

39
包含層 高杯 脚

璃
林都 ll・ 郡タト方へ拡がる。

外面 :靡滅のため調整

内面 i磨茂のため剖整

石 英 長 石

雲 母 片 岩

黒色斑粒

外面 :橙

内面 !に ぶ

い澄

第H7図 ―

40 J■ 4 包含層 高杯 榔
剪

46 49 杯～

脚部
TTttI直 線的に外方に延

外面 :タ テベラミガキ

(幅 3511n/本 )。

(幅35d/本 )。 脚 柱 部
に洸線あり。

英

母

石

雲
長 石

外面 :澄

内面 :に ぶ

い橙

第■7図
O-5 包含層 高杯 榔

И
杯 ～

脚部

llN部 クト方に廷びる。脚都
下方に延びる。

タト面 :摩流のため調整

内面 :藤減のため甜整

不明。

石 英 長 石

雲母
赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第■7図
包含層 高杯

脚桂部
1/4 脚柱部 都下方へ拡がる。杯部B

継充演。
内面 :雅滅のため訓望

石 芙 長 石

雲母 片岩

橙

澄

外

内

第■7図

48
包含層 高杯

口縁部
1/21 杯者L

杯部直線的に射め外方
に延びる。口綜部屈山し
て1と は直立。端部はやや

lr張 し四角く収める。 中”加̈一”
石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :に が
い赤楊
内面 :明 赤
褐

第117図

4■
西斜面 包含居 高 杯

部

ワ

縁

れ 口縁部 方に延びる。口晟船部は
四角く収める。

外面i T4減 のため碑整

内面 :磨滅のため詞と
石英 長石

面

橙

面

外

い
内 悩

第118図 ‐
O-5 包含層 高杯 附

勲
113 ヽ

部
杯
脚

杯部内番しながら夕(方
へ延びる。脚部下方へ拡
がる。IV裾部に円形の穿
:L(12カ 所)。 I・都円盤充
壇。

外面 :タ テヘラミガ

(幅 35m/本 )。

内面 :林 都ベ ラ ミ
キ。脚部ヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

外面 !明 赤
褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第■8図 ‐
E-5 包含馬 高杯

瑯
ん 50 脚柱部

直立。杯部円盤充壌。

内面 :杯部放射状のべ

ラミガキ。脚部内面成

形時の爽跡残tr。

石 英 長 石

雲母

灰

灰

褐

褐

面

面

外

内

第■8図 ‐
不 明 包含層 高杯 鵬

И
脚41部

杯部タト方に延び、脚部下
外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :ヨ ヨヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第■8図‐
包含層 高杯 附

靱
67 脚柱部

林部外方に延び脚部下
方に拡

ptる
。林都月継充

嗅。

ウト面 :タ テヘラミガキ

(幅35鯛 /本)。

内面 :林部ハケ(18条/

倒)の ちベラミガキ(幅

4血 /本 )。 脚部内面ナテ

成形戻城存。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

外面 :に パ

い黄栓

内面 :に ぶ

い責橙

図‐８

５

第
包含層 高杯 陪

И
60 脚柱部

脚部下方に拡がる。林部
門盤充lk。

血瓢血/本 )。

内面 :trN部 摩減のため

調整不明。脚部内面べ

ラケメリ 茂形掟残千。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い褐
内面 :

オリーブ掲

第■8図―

6
不明 包含層 高杯

脚注部
1/1

52 60 脚柱部

杯部夕

`方

に廷び、脚部下

方へ拡がる。脚往部夕1面

に獅fH直線文。林部円盤
充填。

外面 :ナア。
内面 :ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第■8図
包含層 高 杯

脚桂部
ユ/1

59 脚柱部
fF部外方に延びる。脚部
ド方へ拡がる。

外面 :タ テベ ラ ミガ

石 英 長 石

雲母 片岩

面

　

面

外

褐

内

褐

の
有

壺

性

付

能

。

台

可

り

- 752 -



報告書
fB載番号

選構 出土地 点 層位 器種 残存率
径

ｍ， 脚隣ｍ
略
くｃｍ，

瑯
雌
径
ω

高

，

高

存

卿

器

残

で

その他

法量
(cm)

部位 形態 調 整
合有物
組成
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第■8図―
江ヽ-15 23膏 脚 台 脚

珀
40 脚 f■部 不明。

石 英 長 石

雲母

外面
い褐

内面
い橙

第■8図 ‐
2合層 脚И

脚柱部
杯部斜め外方に廷びる。

脚部下方に延びる。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅3da/本 )。 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 1に ぶ
い黄橙

台付壺 の
可能性有
り。

第■8図 ‐
K-6 包含層 高杯 躙

％
脚柱都 下方に拡がる。脚裾部に

5方向のiH形穿〒t。

外面 :タ テヘラミオキ

(幅2師 /本 )。

内面 :ナ為

石 英 長 石

雲母

面

面

外

内

第■8図 ‐
包合層 高杯 躙

И
脚柱部

杯部タト方に近びる。lm格

部外方に延びる。脚部外
面につ粂の沈線をjtす。

内面 :杯 都ベ ラ ミガ

石英 長石
雲 母 片 岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

赤

橙

明

面

面

外

内

掲

第118図 ‐
Z-5 包含層 高杯 附

ン
脚柱部

杯部外方に廷びる。胸部
下方へ拡がる。脚部タト両
に円形穿テし(3カ 所)を 施

外面 :板 ナデ タテヘ

内面 :ユ ビオサエ ナ

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :明 赤

掲

第■8図 ‐
M‐ 16 包含層 高 杯 躙

勲
脚柱部

杯都タト方に延び、脚部下

方に拡がる。

外面 :タ テヘラミガキ

印講m/本 )。

内面 :ヨ コヘ ラケズ

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い黄澄

第■8図 ‐
包含層 高杯 呻И

脚柱部 部下方べ拡がる。脚tr部

亡立。円社形を星する。

タト面 :摩減のため調整
不明。

石 英 長 石

雲母

明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第■8図―

15
不 明 包含層 高tr ］И

42 脚柱部
体部外方に延び、脚郡下

方へ拡がる。林都円継売

悦。

外面 :虜滅のため調整

内面 :杯部歴滅のため

調整不切。W荘 部ヘラ

石英 長石
雲,片岩

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第■8図 ―
包含層 高杯 脚

勇
40 脚柱部

林部外方に廷び脚部下

方に拡がる。体都日経売

填。
内面 :席減のため la整

不明。

石 英 長 石

雲母

赤明

　

澄

画

　

面

外

褐

内

台付壷 の

可能性有
り。

第■8図 ―
包含層 高杯 呻略

脚柱部
II・ 部斜め外方に延び、脚

都下方へ拡がる。杯都円

タト面 :タ テヘラミ才キ
(幅 3 5dd/本 )。

ナデ。成形良残布。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

第■8図―

18
F‐ 12 包含層 高杯 脚

潔
脚柱部

林部外方に延び脚部下

方に拡がる。杯部日経充

媒。

外面 :摩成のため調整

内両 :摩滅のため調整

石英 長石
雲母 片 者
赤色斑粒 黒
色斑粒

面

面

外

内

第■8図―

19
包含層 高 杯 脚

胸
脚柱部

杯部タト方に延び、脚部下

方へ拡がる。杯部門盤充

撰。

面

。
面

九

石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

澄

に

澄

面

面

費

外

内

い

第■8図 ―
包含層 高杯 脚

Й
脚柱部

杯都外方に延び、側.T下

方へ拡がる。杯都日経充
真。

外直 :タ テベラミガキ

(幅 3 5ml1/本 )。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い橙

第118図 ―

21
包含層 高杯 螂

И
脚柱部

脚部下方べ拡がる。

“

部円盤充要。

外面 :靡臓のため調整

内面 :廉滅のため潮整

石 英 雲 母

赤色班粒

外面 !に ぶ

い貢橙

内面 :灰

第■8図―
不 明 包含層 鵬

略
脚柱部

杯部内をしながら外方
に延び、脚訃下方へ拡が
る。林都日笠充瑛。

外面 :度滅のためIIq整

内面 :lt滅のため副坐

石 英 長 石

黒色斑粒

橙

橙

面

面

外

内

第118図 ―

23
包含層 高杯 脚

勇
夕 3 脚柱部 脚都下方へ拡がる。

ガキ⑩融虚本)。 石英 長 石
雲母 片岩

外面 iに ぶ

い橙

内面 :に パ

い橙

第118図 ―

解
」 5 包合層 高杯 躙

И
脚柱部

脚壮証直立して脚据都

外方にたびる。

ミガ キ(1言9am/本 )。 脚

裾部タテハケ(8条
7rm)。

内面 :ナア ヨヨベラ

石英 長 石
雲 母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 !に パ

い澄

内面 :浅責

第■8図 ―

25
包含層 高杯 脚

腑
脚柱部

脚部下方に拡がる。体.・ I

日継充衷。

外面 :タ テヘラミガキ
⑩苗 5硼 /本 )。

内面 :ヘ ラケズリのち
石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ

い褐

内面 :に ぶ

い赤褐

第■8図 ―
包含層 高杯 脚繁

76 脚柱部
林部タト方へ延び、IV部 下

方へ拡がる。

夕1面 :タ テヘラミガキ

(幅 3皿 /本 )。

ナテ。成形痕残存。

長 石 片 岩

黒色斑粒

外面 1に が

い橙

内面 :澄

第■8図 ‐
包含層 高杯 脚

勇
65 脚柱部 W部下方へ拡がる。

外面 :タ テベラミ才キ

(幅3m/本 )。

内両 :タ テヘラケズリ

石 英 長 石

片岩

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :澄

第118図 ‐

28
不 明 包含層 高杯 呻Й

70 脚柱部
杯都外方に延び、脚郵下
方べ拡がる。杯部門盤充
兵。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅25血 /本 )。 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ

い黄澄

内面 :灰

第■8図 ―
包含層 高杯 螂

Й
5よ 脚柱部

脚部下方に拡がる。タト面
に櫛紺直線文。柳招部に

泥線。

タト面 :タ テヘラミガ
(幅25醐ツ本)。

石 英 長 石
雲母 赤色斑
粒

外面 :明 赤

掲

内面 :橙

第■8図―

30
包含層 高杯 四璃

脚柱都
杯部斜め上方に延びる。
VI部下方に拡がる。杯部
門盤充咬。

タト面 :タ テヘラミガキ
伽 3血ノ本)。

内面 :IT・ 都嘴武のため
調整不明。脚椰ココヘラ

石 英 長 石

雲母

外面 Iに ぶ

い澄

内面 :橙
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報告書
掲載番号

置構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

ｍ， 御繭⑪
離
ｍ

鶏
雌
径
ω

高

，

縞
跡
価

柳の渡ぐＣｍ，
都位 形態 調整 翻航

色 調 備考

第■8図 ―
U56 包含層 高杯 躙

珀
脚柱部

“

部外方に狂び、脚部下
方へ拡がる。

外面:タ テヘラミガキ
m賂 5繊本)。

内面 :ベ ラケズ リ テ

石英 長石
雲母 片岩

面

橙

面

褐

外

い

内

い

第■8図―

32
包含層 高杯 呻勇

脚柱部
杯都外方へをつ虫脚部下

方へ拡がる。林部門盤充

填。

外面 :磨滅のため調整

内面 :タ テヘラケズリ。

石英 長 石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第H8図 ―

33
包含層 高杯 呻ψ

脚柱部
林部外方へ廷び、脚部下
方へ拡がる。

外面 :摩滅のため調整

不明。
内面 :ナ え

石英 長石
黒色斑粒

黄

　

責

浅

　

淡

画

　

面

外

橙

内

第118図 ―

解
【■6 包含層 高杯 呻Й

脚柱部
杯部斜め上方に延びる。
脚部下方に拡がる。

“

部
門盤売壊。

外面 :摩流のため翻整

内面 :タ テヘラケズリ。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い赤褐

第118図 ―

35
L-14 包含層 高杯 醐

勲
脚柱部

杯部外方に廷びる。脚部
下方に拡がる。外面に綺
桜直線文。

為

ア。

輌
師

石 英 長 石

雲母 片岩
赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第118図 ―

36
A7 包含層 高杯 脚Й

脚柱部
林郎斜め外方に延び、騨
部下方べ拡がる。杯部円
盤充猿。

外面:林部放射状のへ
ラミガキ●諺5W本 )。

内面 :林部旗41状のベ

ラミガキ(幅25m/本 )。

石英 雲母
赤色斑粒

外面 1に ぶ

い褐

内面 :に ぶ

い褐

第■8図 ―

37
C-12 包含層 高杯 脚

略
脚柱部

日経充察。

面
呪
両

磨減のため調整

石英 長石
橙

橙獅
肺

第■8図 ―

38
包含層 高杯 脚

Й
脚柱部 |1都下方に拡がる

外面 :タ テヘラケズリ

le9m/本 )。

内面 !タ テベラケズリ。

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

赤

雄

画

面

外

内

第■8図 ―

39 J-6 包合層 高杯 脚
И

脚柱部 即据部外方に廷びる。
外面 :脚柱部タテベラ
ミガキ(幅 9囮′客)。

長石 黒色斑
粒

橙

澄

面

面

外

内

第■8図

40
包含層 高杯 螂路

脚柱部
杯部斜ゆタト方に廷び、脚
部下方べ延ずる。

舛面 :タ テベラミガキ

(膨繊 本)。

内面 :ヘラケズリのち

石英 長石
雲母 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い橙

第■8図
Y5 包含層 高杯 呻И

脚柱部
上方、下方に拡が,な力̀

外面 :ミ オキ。
内面:聴滅のため調整

長石 赤色斑
粒 橙

橙

黄

面

面

外

内

第118図

42
P-5 包含層 高杯

脚桂部
1/2

脚柱部
杯部外方へ延つ虫脚部下
方へ拡がる。杯部門盤売

葉。

外面 :タ テベラミガキ
(幅 4皿/本 )。 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :橙

内面 :橙

第118図
W-11 包含層 高杯

脚柱部
1/1

脚柱部
4FN部斜め外方に廷び、脚

部下方へをびる。林部円

盤充換。

外面 :摩置のため調整

内面 :ベ ラケヌ リ ナ

石英 長 石
雲母 片岩
赤色班粒

橙費

橙

面

面

外

内

第118図

44
包合層 高杯 躙

勇
脚柱部

rfN部外方に狂びる。脚部
下方に拡がる。

外面 :タ テベラミ7/キ

(幅em体 )。

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒

面

褐

面

褐

外

い

内

い

にぶ

第118図
包合層 高杯 脚珀

脚柱部
杯部外方に狂びる。脚都
下方に拡がる。杯都日盤
充惧。

外面 :脚な部タテベラ
ミガキ(幅 a皿/本 )。

内面 :“部放射状のタ
テヘラミガキ(,副 W
本)。 脚注都ヘラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

橙

橙

画

面

外

内

第■8図

“

I‐ 5 包含層 高杯 脚
И

脚柱部
“

部外方に延び騨部下
方に拡がる。杯部円盤売

タト面 :タ テベラミガキ
(艇耐 本)ナ 為
内面 :ヘ ラケズリのち

石英 長石
妻母 片岩

外面 :澄

内面 :に ぷ
い貨褐

台付壺 の
可能性有
り。

第■8図 ‐
包含層 高杯 脚

И
脚柱都

タテハケ(14条 /
石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第■8図‐

48
不 明 包含層 高杯

脚柱部
1/1

脚柱部
杯部外方に廷び、脚都下

方べ拡がる。4部円盤売
妻。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅35m/4)。
内面 :林部ヘラミガキ

脚柱部ベラケズリのち
石英 長石

橙

橙

画

面

外

内

第■8図‐

49
包含層 高杯

脚柱部
1/ユ

27 脚柱部 都下方へ拡がる。

外両 1磨滅のため調整

内面 :ベ ラケズリナ 石英 片者

減

　

浅

面

　

面

外

橙

内

澄

第H8図 ‐

50
包合層 高杯 嘲И

脚rr部
帥都下方に拡がる。脚裾

部に円形穿孔。

外面 :タ テベラミ才キ

(幅 2aE/本 )。

内孤 :ナ 為 成形痰残
存。

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒 黒
色斑粒

橙

澄

面

面

外

内

第118図 ‐
O-8 包含層 高 イ 圏

И
75 脚柱部

称部外方に延びる。脚部
下方べ拡がる。脚裾部に

日形穿It(6カ 所)。 IT・ 郵
日経光填。

外面 :鷹滅のため調整

不切。
内面 iヘラケズリのち
ナデ。成形戻残存。

石英 長石
雲母 片岩

澄
嚇

面

面

外

内

褐

第■8図 ‐

52
C56 包御辱 高杯 附

レ
脚柱部

鎮部直立。外面に7粂 の

凹舘文。

石英 長 石
雲母 赤色斑
粒 黒色斑粒

外面
内面

橙

橙

C‐ 5～ 12

SD 1002内
出土遺物含
む。

第118図 ―

翼
包含層 高 杯 晒％

脚柱部
杯部外方へ廷び、脚部下
方へ拡がる。杯部門軽充

娯。

外面 :タ テハケ(7条/8

m)の うタテベラミガ
キmttm/本 )。

ユピオサエ ナみ 成形
戻残存。

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い赤褐

第■8図‐
L-5 包含層 高 杯 螂

閉
脚注部

林部外方に延びる。脚部
下方に拡がる。

(幅 3aL/本)。

内面 :ナア。

石英 長石
雲母 片岩

知
師

L67■ 7

18

SD llXll内

出土選物含
む。
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報告書
掲載番号

遼 構 出土地点 層位 器種 残存率 唯
ｍ 榔魏ｍ

離
ｍ

瑯
雌
径
ｍ

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
て

御の遼鰤
部位 形態 調 整 働繊

色調 備考

第■8図‐

55
Y-5 包含層 高杯 脚И

脚住都

脚部下方に延びる。m在
部外面に櫛積直線文(14

灸/12.m)、 裾部外面に
ベラ積の線刻を施す。

外面 :ナア。

内面 :ケ ズ リの ち

石英 長石
雲母 片岩
赤色斑粒

橙

澄

面

面

外

内

第119図
包含層 高杯 脚

И
128 79 脚部

杯部斜b外方に延び、脚

都下方へ拡がる。即鶉部
は四角く1又める。脚裾都

外面 :ナ為

内面 :ベラケズリのち

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐

第■9図
不明 包含層 嵩杯 螂

閉
66 脚部

林部外方にをつゝ 脚部下

方べ拡がる。脚鶉部やや

尖る。W部外面に円形穿

外面:ナ九
内面:ベラケズリのち

長石 雲 母
片岩

橙

橙

面

面

外

内

第■9図

3
包含層 高杯 螂

防
137 脚 部

脚部下方に拡がり、脚端
部拡張する。脚裾部に1

央の沈練、脚端部夕mに
2央 の四線文、脚部外IH

に矢羽状の線刻を施す。

ベラケズ リ。器

石英 長石
雲母 赤色斑

粒 黒色斑粒

外面 1に ぶ
い橙
内面 :演責

第■9図‐
不明 包合層 高杯 脚

】
脚 部

脚部下方べ拡がる。脚錦
部やや外方に拡張する。
脚部に加 1対 の円形タ

孔 (4カ 所)、 その下の裾

部に3条 の凹縦文。

外面 :ナえ

内面 :ヨ コベラケズリ
のちす/.

石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い責橙

内面 :に ぶ

い黄橙

第119図 ―

5
包含層 高杯 螂

略
脚 部

脚部下方に拡がる。nt部
は四角く収める。脚部に

円形穿子し(φ
‐1 6cm)を

施す。

タテハケ(10粂/

長 石 雲 母
赤色班粒

橙

橙

画

面

外

内

第■9図―

6
包御唇 高杯 躙

路
脚部

体部上方に延び、脚部下

方Iこ拡がる。脚■部肥厚
し四角く収める。

獅
雨
《

石 英 長 石
雲母 片岩

橙

明

面

面

外

内

橙

図・９

７

第
包合層 高杯 躙

И
脚 部

脚部下方に拡がる。脚磐

部外方に拡張する。卿部

外面に櫛猫直線文、その

下にヘラ猫きの線刻を

耐
耐
為

石英 長石
雲母

澄

橙

面

面

外

内

第■9図―

8
包含層 高杯 螂

勇
52 脚部

拡張し、やや尖る。

外面 :テ為
内面 :ヨ コヘラケズ

石英 長石
雲母

赤明

　

澄

知
褐
繭

第■9図‐
不 明 包含層 高杯

部

１１

脚

Ｖ 脚 部

御部下方へ拡がる。脚船
部外方に拡張する。胸部
外面に矢羽状の線刻、脚
裾部外面に櫛描直線文
0央お 5m)を たす。

未

為

外

内

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

赤

橙

明

面

面

外

内

褐

第■9図―

10
不 明 包含層 高杯

部

１２

脚

Ｖ
脚 部

脚部下方へ拡する。脚

増部やや尖る。脚招部
外面にな条の凹縦文。

石 英 雲母
片岩 赤色斑
粒

硝

一

橙

画

面

黄

外

内

い

壺 口縁 の

可能性有
り。

第119図 ‐
I-8 包合層 高杯 脚

剪
脚 部

卸部下方に拡がり、脚
鶏部四角く収める。

獅
繭
為

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

赤

　

灰

明

　

褐

外

褐

内

第119図 ‐
包含層 高杯 螂

Й
146 脚部

脚部下方へ拡がる。脚

鵡離四角く収め、やや

尖る。

夕Im iナ え
内面 :ナ九

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

褐

橙

明

画

面

外

内

第■9図‐

13
不 明 包合層 高杯 躙

勇
37 脚部

脚都下方へ拡がる。脚

鍛部外方に拡張する。

脚部外面に矢蒻状の線

刻を施す。

ベラケズリのち
石 英 長 石

雲母

橙

橙

画

面

外

内

第■9図
包含層 高杯 脚

挽
12 2 脚 部

脚部下方へ拡がる。脚

増部肥臣する。脚部外

面に櫛描直線文 (7条 /

55皿)を施す。

外面 :ナ為 石英 長石
雲母 角閃石

橙

橙

面

面

外

内 搬入品。

第■9図
包含層 高杯 躙

И
59 脚 部

脚部下方ぺ拡がる。脚

増部九 く収める。脚裾

部外面に凹線文を施

ミガ■ (幅 3m/本 )。

卿裾都ナデ。
内面 !ベ ラケズリ ナ

え 成形痰費存。

石 英 長 石

雲母 黒色斑

粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤褐

第119図
包含層 高杯 脚

И
96 脚部

称部外方に廷び4W部 下
方に拡がる。脚射部四

外面 :摩減のため調整

内面 :ヨ ヨヘラケズリ

石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第■9図
包含層 高杯 螂

И
脚 部

脚部下方へ拡がる。器
外面 :摩減のため調整

内面 :療滅のため調整

石 英 長 石

雲母

外面 :明 黄
褐
内面 :橙

第■9図

18
包含層 高杯 螂

閉
[3つ 脚 部

脚部下方に拡がる。脚

裾都外面に2個 ユ村で

8方 向からの円形夕】し
を施す。

外面 :タ テベラミガキ

(幅3耐ホ )。

内面 :ナ為
石英 長石

橙

橙

面

面

外

内

第■9図―
包合層 高杯 螂

勇
37 脚部

脚部下方へ拡がる。脚

増部肥厚じ芭か■外方
に拡張する。

外面 :ナア。

内面 :ヨ コベラケズリ

石英 長石
雲 母 片 者
赤色斑粒 黒
色斑粒

外面 :澄

内面 :に お
い黄橙

第119図 ―
包含層 高杯 脚

Й
27 脚 部 帥部下方に拡がる。 節鰐

英
Ｂ

石

雲
赤

赤

明

画

面

外

内

褐

第■9図―

21
包含層 高杯 鰯

胸
■ 0 脚 部

脚部下方に拡がる。脚靖

都やや肥厚 し四角 く収 価耐
ナァ。

“潮
英
野

石
雲
粒

逍

一
橙

輛
航
崚

第■9図 ‐
IvI-15 包含層 高杯 脚

И
脚 部

脚部下方に拡がる。脚船

部拡張する。

外面 :ナ為

内面 :ヨ コヘラケズリ
のうナア。

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い澄

第■9図―

23
O-5 包含層 高 杯 螂

沈
130 脚 部

脚都下方に拡がる。脚端

部やや拡張する。胸裾部

外面に4条の凹線文。

ミガ イ(幅 3囮 /本)。 脚

裾部ナ,。

内面 :脚柱部ヨコヘラ

ケズリ。脚裾部ナデ。

石英 長 石
雲母 片 岩
赤色斑粒

黄浅

　

橙

面

　

面

外

橙

内

第119図 ―
包合層 高杯 躙

胸
■ 3 脚 部

脚部下方に拡がる。W謝
部四角く収める。

内面 :ヨ ヨベラケズリ

石 英 長 石

雲 母 片 岩

赤色斑粒
褐

褐

赤

画

面

外

内
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報告普
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器 種 残存事 略
鰤

体 部

最 大径

(cm)

雛
くｃｍ，

螂
醒
径
くｃｍ，

器高

残存高

(cnl)

その他

法豊

(cm)

部 位 形態 調 整 勃繊
色 調 備考

第■9図 ―
包含層 高杯 躙

勇
HO 脚 部

脚.T下方に拡がる。W鶏
部外方に拡張する。脚部
外面に矢羽状の線亥1を
施す。

価
耐
″

石 英 長 石

蜜母

赤明

　

橙

面

　

面

外

褐

内

第■9図―

26
F■ 0 包含層 高杯

部

１０

脚

Ｖ 108 38 脚 部

裾部下方へ拡がる。裾部
外面に3余 の凹線文を施

外面 iチ ア。
内面 :摩滅のためIIH整

石 英 長 石

雲!片 岩

外面 :に ぶ

い橙

内面 1に ぶ

い黄冷

第119図
包含層 高杯 脚

Й
106 脚 部

脚部下方べ拡がる。W船
部四角くlRめる。

外面 :盛滅のため調整

内面 :室減のため調整

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に パ

い赤褐

内面 :明 赤

褐

第■9図
包含層 高杯 螂

珀
37 脚 部

ウト面 :タ テペラミガキ
(IF2血 /本 )ナ デ。
内面 :ヘ ラケズリ ヨ

石 英 長 石

雲母 片岩

外面 !明 赤
褐
内面 :楊

第119図

29
O-9 包含層 高杯 脚

ψ
27 脚部

脚部下方へ拡がる。脚端
部やや肥写する。脚裾都
外面に4茶 の凹線文。

外面 :ナ為
内面 :ヘ ラケズリ

石英 長石
肇母 片岩
赤色班粒

赤

　

赤

面

　

面

外

褐

内

褐

第■9図
包含属 高rl 躙

璃
25 脚部

脚部下方
～
拡がる。脚増

Hflや や肥厚じ四角く収
内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母

赤賜

　

澄

面

　

面

外

褐

内

第■9図‐

31
不 明 包含層 高杯 附

Й
脚 部

卵都下方へ拡がる。脚鶉
部四角く1え める。印裾部
外面に凹線文。

タト面:ナア。 石英 長石
雲母 片岩 褐

褐

灰

面

面

外

内

第■9図 ‐
包含層 高杯 螂

略
113 脚部

脚部下方に拡がる。裾部
に円形芽孔 (12方 向)。 脚
船部に2条の凹線文。

外面 :タ テヘラミガキ

(幅2前V本 )。 脚 璃 部

内面 :ベ ラケズ リ ナ

石 英 長 石

妻母

外面 |に ぶ
い澄
内面 :に ぶ
い黄橙

第■9図 ―
包含層

脚 台
躙
略

119 脚 都

卿都下方にtrが る。鵡部
は四角く収める。脚裾部
に閉種1村で5方向の同形
穿子と。

夕ヽ面 :L滅のため調整

内面 :ベ ラケズリのち
石 英 長 石

雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第■9図―

34
包含層 高 杯 脚

防
脚部

流
堺勒

帥
。

締
願
け

長石 黒色斑

粒

外面 :浅黄

橙

内面 :演責

澄

第■9図―

35
K-5 包含層 高杯 卿

И
脚 部

脚部下方に拡がる。船部
やや】E厚 し四角く収め

タト巨 :靡滅のため調整
不明。
内面 :摩減のため調整 石英 長石

橙

貨

面

面

外

内 Sつ llX l内 出

立題lj」含む。

第■9図

36
包含層 高杯 脚

И
脚 部

脚部下方に拡がり、脚硝

部肥写し尖る。

外面 i摩減のため調整
不明。
内面 :摩減のため14整

石 英 長 石

雲母

外面 :に パ

い黄種

内面 1に ぶ

い責橙

第■9図
R-6 包含層 高 杯 螂

勲
123 脚 部

タト面 :脚部タテヘラミ
ガキ(坂ナデ)。 脚船都 石英 長石

妻母 片岩

黄

灰

灰

暗

面

面

外

内

黄

第■9図‐

38
K-16 包含屈 高杯 脚

略
118 脚 著[

脚部下方(拡がる。脚船
部やや肥厚 し四角 く収

石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :

オリーブ黒

第119図 ‐

39
O-9 包含層 高 杯 脚

略
脚 部

蝉的藝
石英 長 石
雲,片岩

灰

ぶ

褐

に
短
肺
嘘

第■9図 ―
包合属 高杯 螂

”
脚 部

脚.・

r下
方に拡がる。脚裾

部に1探 の凹糀文、脚瑞
謝Iタト面に2衆の凹款文を
施す。

籠賦
ナデ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :明 赤
褐

第■9図―
包含層 高杯 脚

腑
脚 部

部四角く収める。
為
み

石英 長石
雲母 片 岩
黒色斑粒

褐明

橙

面

面

外

内

第■9図 ‐
包含屈 高杯

部

１５

脚

ツ 脚 部
脚都下方に拡がる。瑞部
やや拡張する。

タト面 :磨減のため調整

内面 :麻滅のため調整
石 英 長 石

雲母

澄

澄

画

面

外

内

第■9図 ―
F■ 1 包含層 高杯 脚

Й
脚 部

脚都下方に拡がる。脚瑞
部四角く収める。脚鶏都
外面に1条の凹縦文。

タト面 :ナデ。
内面 iベ ラケズリナ

石英 長 石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第■9図
W-8 包含層 高 杯 脚

Й
13 2 19 脚 部

脚訃下方へ拡がる。脚器
部四狩くlXめ る。

外面 :に流のため調整

内面 :摩滅のため調整
石 英 長 石

雲母

澄

パ

赤

に

橙

面

面

赤

外

内

い

第119図
J‐ 14 包含層 高 杯 脚

拗
脚 部

脚部下方に拡がり、脚鴻
部やや拡張する。

脚増部ウト面に1突 の凹
II文。

外面 :癖滅のため調整
不明。

石 英 長 石

雪 母 片 岩

赤色班粒

外面 :に パ

い澄

内面 :に ぶ

い責tt

第■9国

46 包含層 高 杯 螂
蘭

12 6 脚 部

脚.l・ 下方へ拡がる。脚瑞
部四角く1又める。脚端部
外面に2条 の四報文。

石英 長石
雲母

外面 :に ぶ

い橙

内面 :橙

壷 口縁 の
可能性有
り。

第■9図 ‐
F-10 包含層 高 杯 醐

防
■ 8 脚 部

脚都 ド方に拡がる。裾部
I=]糸 のた森。脚培 .Tlや

や,B厚する。

タト面 :タ テヘラミガキ
(幅3師 /本 )。 脚鶏部ヨ

内面 :ヨ コベラケズリ 釘翻
英
母

石
雲
粒

外面 :褐 灰

内面 :に ぶ

い赤褐

第■9図―

43
包含層 高 杯 隅

璃
102 脚 郡

脚部下方へ拡がる。脚端
部四狗く収める。

外面 :脚 部 タテハケ

(11粂 /cm)。 脚端部ヨヨ 石英 雲 母
片岩 赤色斑
粒

橙

栓

画

面

外

内

霊 回縁 の
可能性有
り。
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報告書
掲載番号

琶構 出土地点 層 位 器種 残存率
径

ｍ， 脚鵡師
睡
ｍ

瑯
雌
径
くｃｍ，

高

，

高

存

ｍ

器

残

ィ

柳の逓くｃｍ，
部 位 形態 調整

合有物
組成

色調 備考

第■9図
【-16 包含層 高杯 螂

Й
102 脚 部

胸部下方に拡がる。脚鶉

脚磐都外面に1条 の凹

線文。

内面 :FI蔵のため調整
石英 長 石
婁母

外面 :浅黄
内面 :に ぶ
い黄橙

第120図
包含局 脚

ｈ
脚 部

脚部下方に拡がる。鶏部
四角く収める。

内面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母 赤色斑

粒

橙

に

画

面

橙

外

内

い

第120図

2
包含層 高杯 圏

拗
脚 都

W部下方に拡がる。鶏部
拡張する。

外面 :ナテ

内面 :ナテ

石英 長石
雲母 片岩

橙

黄

面

面

外

内

図２０

３

第
V-5 包含層 高杯 螂

Й
脚 部

脚部下方へ拡がる。脚鍋

郎丸く】Rめ る。W裾 部に
2,の 円形タテし。

外面 :ナデ。

内面 :序滅のため翻整
石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い赤掲

内面 1赤褐

第120図
不 明 包合層 高杯 脚

靱
23 脚 部

部外方に拡張する。

石 英 長 石

赤色斑粒

橙

澄

画

面

外

内

第120図
包含層 高杯 脚

潔
58 脚 部

脚部下方へ拡がる。脚蛸

都四角く収める。

外面 〔序減のため詞y

内面 :ベラケズリ。

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :黄褐

第120図 ―

6
K-9 包含層 高杯 躙

酪
脚 部

脚部下方に拡がる。船部
四角く‖又める。

タト面 :タ テハケ(6条 /

cm)。

内面 :タ テベラケズリ

石英 長 石
雲母 片岩

橙

橙

面

面

外

内

第120図 ―
包含層 高杯 脚

第
81 63 脚 部 部やや肥厚する。

タト面 :卿柱部タテヘラ
ミガキ(幅 3mFa/本 )。 脚
裾都 ヨコヘラ ミガキ

(幅 3D 本)。

内面 :脚花証ヨコベラ

石英 長 石
雲母

橙

橙

面

面

外

内

第120図 ―
K-16 包含層 高 杯 脚

剪
脚部

脚部下方に拡がる。脚端

部やや肥厚 し四角く】ヌ
外面 :ナ島

向面 :ヨ コベラケズリ
石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第120図 ―

9
包含層 高 杯 螂

Й
脚 部 部四角く収める。脚裾II I

外面 !脚部タテハケ(8

条/cm)。脚船部ナ九
内面 :ヨ コヘラケズリ

長英

母

石

雲

外面 :灰 黄
褐
内面 :仄 黄
褐

第120図 ―

10
包含層 高 杯 脚

璃
脚 部

脚部下方へ拡がり外反。
lm端部四角くlRめ る。

タト面 :離成のため調整

内面 :盛減のため調整

長 石 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に パ

い黄橙

内面 :に ぶ

い黄

第120図 ―
M■6 包含層 高 杯 脚

】
脚 部

脚部下方に拡がる。卵硝

部やや拡張する。脚部外
面凹級よの段を有する。

外面 :ナ為

内面 :ヨ コベ ラケズ

リ。II瑞部ヨコナテ。

石英 長石
雲母 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :明 赤
褐

第120図 ‐
不 明 包含層 高 杯 卿

勇
脚 部

部四角く収める。

外面 :摩 滅のため副整

内両 :に 滅のため調整

不明。

石央 赤色斑

粒

外面:に ぶ
い黄澄
内面:に ぶ
い黄俗

第120図 ―
Q10 包含層 高杯 脚

И
脚 部

脚部下方へ拡がる。脚船

部四角く収める。林部日

経売填。

(|・311n/本 )。 石 英 長 石

赤色斑粒

外面 1に ぶ

い橙

内面 :に ぶ

い澄

の
有

鉢
性

杯
能

・

台
可
り

第 1つ 0図 ‐
包含層 高杯 脚

Й
脚 部

帥部下方に拡がる。端部
はやや肥厚する。

獅
繭
為

石 英 長 石

雲母

外面 :に パ

い澄

内面 :に ぶ

い橙

第120図 ―
SR-6 包含層 高杯 脚

Й
脚 部

脚部下方へ拡がる。脚瑞

部四角く1叉 める。脚裾部
に2個 1'1の 円形穿■を

タト面iタ テヘラ

内面 :ナテ。

英

母

石

雲
長 石 褐

褐

赤

赤

面

面

外

内

第120図 ―
包合層 高杯 脚

取
脚 部

脚訃下方に拡がる。VJIF

部に穿,と を施す。

外面 i rt滅 のため調整

内面 I FF成 のため調整

英

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い責橙

第120図 ―
M■ 6 包含層 高杯 螂

塑
脚 部

脚部下方に拡がる。脚船

部やや拡張する。

外面 :ナ デ。 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ

い橙

内面 |に ぶ

い橙

第120図 ―

18
包含層 高杯 躙

酪
脚部

脚部下方へ拡がる。脚瑞
都四狩 (1又 める。騨裾都
に円形穿孔 (8カ 所)1余
の凹稼文。

タト面 :聴滅のため調整
不明。
内面 i麻馘つためvH整

石 芙 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い褐

第120図 ―

19
包合層 高杯

部

‐５

脚

ツ
10 3 脚台部

体部斜め上方に廷び、脚

部下方べ直V.的 に拡が

る。脚磐部は四角く収め

る。杯部円確売填。

(幅 3皿/本 )ナ デ。 石 英 長 石

雲母 片岩 褐

澄

黄

画

面

外

内

第120図 ―

20
包含層 高杯 脚

レ
脚部

杯部夕

`方

に廷び、脚部下

方へ拡がる。脚鶉都四角

く収める。tF部 円盤充

(幅 2 5an/本 )。

内面 :杯部ナア。脚注

部ヘラケズリのち。ナ

石英 雲母
片岩 赤色斑
粒

澄

澄

画

面

外

内

第120図 ―
包含層 脚

レ
脚 著E

llN訃外方に廷びW都下

方に拡がる。脚端部四角
く収める。林部円継売

慎。

夕ヽ面:タ テベラミガキ
(IH3 5JI1/本 )。

内蔵 :ヨ コベラケズリ

実

母

石

雲
長 石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :澄

第120図 ―
包含層 鵬

И
脚柱部

脚柱部直立。円柱形を皇
する。開部下方に拡が

外面 :タ テヘラミ才キ

(幅25m/本 )。脚端部 石 英 長 石

雲母 片岩

外面 1に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い褐

第120図 ―

23
F-10 包含屠 脚

Й
脚部 4V部下方t=拡 かる。

石 英 長 石

雲母 赤色班

粒

橙

澄

画

面

外

内

第120図 ―
包含層 高 杯 脚

ツ
脚部

脚柱郎直立。円た形を皇
外両 :タ テヘラミガキ

(幅 4m/体 )。 石 英 長 石

片岩

浴

橙

画

面

外

内
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存郵
径

阻， 脚鞭⑪
醒
てｃｍ，

邸
醒
径
鰤

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

卿の濃くＣｍ，
部位 形態 調 整 翻繊

色 調 備考

第120図 ‐

25
包含層 高 杯

部

Ｈ

脚

ツ 136 脚 部

脚部下方に拡がる。脚錦
部四角く収める。脚裾部
に段を有する。

外面 !ナデ。
内面 :ヨ ヨベラケズリ

石英 長石
雲母 片岩

後

澄

画

面

外

内

第120図 ‐
C7 包含層 高杯 螂

“
ryT部

脚都下方べ拡がる。騨猜
部四角く収め尖る。

外面 :療滅のため調整

不明。
内面 :ナえ

石英 長 石
雲母 片 岩
黒色斑粒

黄

黄

面

面

外

内

重 口縁 の
可能性右
り。

第120日 ‐
包含層 高杯

脚権部
1/1 脚柱部

杯部斜bタト方に廷び、脚

部下方へ拡がる。脚翡都
売みを持つ。脚部に円形
夕▼t(6カ 所)。

外両 :タ テヘラミガ

(FE2m/本 )。

内面 :ナ為

石英 長石
雲母 角閃石

鶏

酪

面

面

外

内

搬入品。
生駒西麓
(瀬戸内)。

第120図 ―
B6 包合層 高杯 聞

路
脚部

脚部下方へ拡がる。脚娼
部四角く収める。脚裾部
に円形刺案文。

長石 雲母
片岩 赤色斑
粒 黒色斑粒

面

橙

面

橙

外

い

内

い

第120図 ―

29
西斜面 包含層 高 杯 螂

ぬ
脚部

脚部下方べ拡 htる 。騨繋
都丸みを士つ。

外面 :鷹滅のため調整

内面 :摩滅のため調整
不明。

石英 長 石
片岩

外面
内面

第120図 ―

30
西斜面 包含層 高 杯

部

１１

脚

ν 脚 部

脚都下方へ拡がる。脚増
部売みを持つ。脚部外面
にヘラ楢洸穣。

外面 :摩減のため調整

内面 !ベラケズリのち

石 英 長 石

雲母

外面 !に ぶ
い褐
内面 :に ぶ
い黄橙

第120回 ‐

31
包含層 犯手 籐

Й
把 手

Π例字状に控山。断面円
腕

石英 長石
妻母

外面 :に ぶ
い黄橙

茎把手の

可能性有
り。

第120図 ―

32
不 明 包含層 把手 肝

ψ
J巴手

「C」字状に世曲。断面れ
円形状。

石英 雲 母
赤色斑粒

外面 :明 赤
褐

壷把手 の

可能性有
り。

第120図 ―

33
包含層 把手 勝

ψ
把手 「CJ字状に警曲。 外画 :ナえ

石 英 長 石

雲母 澄

面

黄

代
「
い

第120図 ―
包含層 j巴手 勝

脇
55 把手

「倒字状に習曲。断面桁
円形。

外面 :ナ/. 石英 雲母 外面 :橙

第120図

35
包含層 把手 肝

ψ
把手 「CJ字状に世曲。 外面 :ナデ。

石 英 長 石

雲母 片岩
外面 :澄

第120図

36
P― ユ0 包含層 帆饂

テ

お

コ

。

さ

６

夕

■

ヨ

■

厚

４

不定形オ■塊。投熟つ痕 外面 :磨滅のため調整
不明。

石英 長 石
雲母 片岩

外面 :灰黄

第120図
包含層

土製投
弾

賄
ψ

離
翔

長さ39 重 さ 嚇
レ

両増は尖り、断面形は日
形を皇する。ラグピー 舛面 :ナア。

石英 長石
雲母

外面 :褐灰 一部欠損。

第120図 ‐

38 Qヤ 包含層
不 明土

製品
完形 36 完 形

いずつなA FA。抱弾形の 石 英 長 石

雲母

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い黄褐

署の可能性有

土器の妻飾部
の打能性有

'。

第120図 ‐
包含層

不 明上

製品

直径
29
厚さ
15

弾錦
鈍い円雛形状を星する。 外面 :ナ為

石 英 雲 母

片岩 赤色斑

粒

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い褐

駆
噌睦噛塩

第120図 ―

40 包含層 土製王 完形
径
３

直

歩 完 形
球形を三する。中心に上
下からの穿,と 。 外面 :ナえ

石英 赤色斑
粒

外面 :浴

SM(土器 )

鱒鱒
遺構 出土地点 層 位 器種 残存率

径

め 榔騨ω
睡
ｍ

鮒
雌
径
鰤

高

，

高

存

飩

器

残

で

その他

法量

(cI)

郡位 形態 調整 勃繊
色 調 備 考

第166図 ―
SMl∞ ] 石室

須恵器
高杯篭 嘲郭

口縁部

売い天丼部に低いつ

まみが付く。口縁端
部内面に沈線をも

画

面

外

内
ケズリ。ナテ。
ナデ。

石英 長石
小礫を少 し
含む。

灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

第166図 ―

2
Sh41001 0-13 床 面

須恵器
有蓋高杯

完形
1/1

108 47 95 完形

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を九く収
める。脚部は末広が
りで端部は肥厚し売
みをもつ。縦長の長
方形の透かし孔有
り。

外面 :日 縁部ナデ。
体部ケズリ。
内面 :口 縁都ナ/.

石英 長石
外面 :灰

内面 :灰
焼成長好。

第166図

3
SM1001 石 室

器
蓋

恵
杯

須
高

薪
Й

55 完形

丸い天丼部に低いつ

まみが付く。日縁端
部内面に沈線をも

外面 :口 縁部ナデ。
体部上部ケズリ。下
都ナえ
内面 :日 縁部チデ。
体部ナデ。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰獅
楠

焼成長好。

第166図 ‐
SMユ∞ユ O-13 床面

須恵器
有藍嵩杯

部
Ю

杯
ツ 杯部

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を丸く収
める。脚部は末広が
りで端部は肥厚し丸
みをもつ。縦長の長
方形の透かし孔右
り。

外面 :杯部口縁部ナ
為杯部体部ナテ
ケズリ。脚部ナデ。
内面 :杯部H縁部ナ
デ。杯部体部ナデ。脚
部ナえ

石英 長石
砂粒を合む。

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器 種 残存率 唯
ω 榔韓くｃｍ，

鯵
鰤

螂
朧
径
ω

高
，

高
存

卿

器
残
く

柳の逓ｍ
部位 形 態 調整

含有物
組成

色調 備考

第166図 ‐
Sヽ11001 石室

器

蓋

恵

杯

須

高 薪
И

完形

丸い天丼部に低いつ

まみが付く。日緑端
部内面に沈線をも

画

面

外

内
ケズリナテ。
,デ。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰

外

内 焼炭良好。

第166図 ―

6
SIv11001 O-19 床 面 鶴帥

榔
第

杯部は演い皿形をも
ち体都外上方に立ち
上がり端部を丸く収
める。脚部は末広が
りで瑞部は肥厚し丸
みをもつ。縦長の長
方形の透かし孔有
り。

外面 :杯部回縁部チ
テ。杯部体部ケズリ。
内面 :杯部日縁部ナ
え杯部体部ケズリ
ナテ。

長石

外面 :杯部
にぶい赤褐
脚部褐
内面 :灰白

焼成良好。

脚部に自

然釉。

第166図 ―
SM1001 O-13 床 面

器
蓋

恵
杯

須
高 薪

И
135 53 完 形

丸い天丼部に低いつ

まみが付く。天丼部
と日縁の境に沈線が
巡る。口縁端部は丸
く収める。

デズ

デ

面

面

外

内 長石
面

面

外

内 焼成長好。

第166図 ―
床 面

須恵器
有藍高杯

薪
И

完形

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を九く収
める。脚部は下方に
広がり裾部外面に浅
い沈線をもつ。裾部
は段をもつ。PH形 の
透かし孔有り。

外面 :杯部口縁部ナ
え 杯部体都ケズリ。
脚部ナ/.
内面 :杯部日縁部ナ
デ。杯部体部ナえ脚
部ナテち

長石
面

面

外

内 焼成長好。

図６６

９

第
SM1001 0-13 床 面

器

蓋

恵

杯

須

高 薪
Й

完形

九い天丼部に低いつ

まみが付く。国縁端
部は九く収める。

面

デ

面

外

ナ

内

体部ケズリ

体郡ナ九
片岩

外面 :灰

内面 :

オリープ灰
焼成長好。

第166図 ―

10
SMI∞ ] O-13 床面 鶴獅

効
И

128 完形

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を丸く収
める。脚部は下方に
広がる。裾部は段を
もつ。円形の透かし
孔有り。

外面 :杯部回縁部ナ
為杯部体部ナデの
ちケズリ。脚部ナテ。
内面 :杯部日縁部ナ
為 杯部体部ナデ。脚
部ナメ。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰

画

面

外

内

焼成良好。
脚部一部
に自然釉。

第166図 ―
SM1001

石室内
埋土

器

蓋

恵

杯

須

高 薪
Й

50 完形

丸い天丼部に低いつ

まみが付く。肩部に
は回線状の強いユビ

ナデによるはっきり
した駿をもつ。日縁
端部内面に沈線をも

外面 :体部ケズリ。
ナえ
内面 :体部ユビナア。

石英 長石
灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

第166図
SMI【XD] O-13 床 面

須憲器
有蓋高杯

完形
1/1

80 完形

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を売く収
める。脚部は末広が
りで端部は上下に拡
張する。円形の透か
し孔有り。

外面 :杯部体部ケズ

リ。脚部ナ/.
内面 :杯部体部ロク
ロナデ。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

第166図 ‐
SM1001 O‐ 13 床 面 鶴椎

口縁部
1/2 口縁部

天丼部は緩やかな
カープから屈出して
口縁に向かって直立
し端部は丸みをもっ
て整えられる。口縁
部と体部の境に沈線
状の段。端部内面に

沈線をもつ。

外面 :林部ケズリ
ナ九
内面 :体部ナデ。

石芙 長石
外面 :灰

内面 :灰
焼成良好。

第166図 ‐
SM1001 01314 床 面

須恵器
杯身 嘲ψ

口縁部

体部外上方に立ち上
がり、かえしを貝占り
付ける。かえしは内
傾し端部を丸く収め
る。

外面 :体部ケズリ
ナデ。
内面 :体部ナデ。

石英 長石
画

面

外

内 焼成良好。

第166図 ‐
Sヽ江1001 床 面

須恵器
杯叢 欄И

回縁部

天丼部は緩やかな
カーブから日縁瑞部
に●L線 的に延びる。
瑞部は丸みをもって
整えられる。

面

面

外

内
ケズリ。ナえ
テデ。

石英 長石
灰

灰

協

褐

画

面

外

内 焼成長好。

第166図 ―

16
ShI1001 勘既

須恵器
杯身 醐酪

126 回縁部

体部外上方に立ち上
力ξり、かえしを買古り
付ける。かえしは内
傾し端部を九く収め

外面 :体部ケズリ
ナえ
内面 :林著Ⅲナデ。

石 要 長石
画

面

外

内 焼成長好。

第106図 ―
石蔓 鶴橋

鵡
璃

口縁吉[

口縁端部は売みを
もって整えられる。
端部内面に沈線をも

画

面

外

内
回転ナデ。

回転ナデ。
石英 長石

灰

灰獅
繭

焼成良好。

図“

‐８

第
SMll101

石室内
埋土床面

須恵器
杯身 醐滋

回縁部

体部外上方に立ち上
がり、かえしを貼り
付ける。かえしは内
傾し端部を丸く収め
る。内面の屈曲は強

外面 :回縁部回転ナ
デ。体部回転ナ九 日
転ヘラケズリ。
内面 :口 縁部回転ナ
テ。体部回転テ為

石英 長石
灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

第166図 ―
床 面

須恵器
杯蓋

回縁部
ツ12

口縁部

日緑端部は丸みを
もって整えられる。
日縁部と体部の境に

泥線状の段。

外面 :体部ケズリ
チデ。
内面 1体部ナデ。

石英 長石
灰

灰

画

面 焼成良好。

図６６
カ

第
SMi101 琳

旺 鶴構
部

０

縁
れ 口縁部

日縁端部は売みを
もって整えられる。
日縁部と体部の境に
沈線状の段。端部内
面に泥漁をもつ。

外面 :体部ケズリ。
ナデ。
内面 :体部ナデ。

石英 長石
灰

灰

面

面

外

内 焼成長好。
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報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 残存率 略
鰤 榔繭鰤

降
くｃｍ，

瑯
朧
径
ｍ

器高

残存高

(ca)

その他

法貴

(伽 )

部位 形 態 調整 鞠繊
色 調 備 考

第166図 ‐

21
Sふ江1001 0■ 314 石室内

埋土床面 鶴橋
口縁部
1/10

口縁部

天丼部は緩やかな
カーブから日縁端部
に直線的に延びる。
口縁部と体部の境に

沈線状の段。端部は

売みをもって整えら
れる。

外面 :口 縁部ナデ。
体部ケズリ。ナデ。
内面 :体部ナデ。

石 英 長 石
灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

図６６

″

第
SIvl1001 鶴部

部

ｎ

杯
Ｖ

117 119 杯部

杯部は外戻。萄描列
点文が施されてい

る。杯部端部(よ 上方
に拡張し丸く収め
る。脚部に長方形の

透かし乳有り。

画

面

外

内
ナえ
ナえ

石英 長石
責灰

灰

画

面

外

内 焼成長好。

第166図 ‐

23
SN11001 墳丘上面 鶴部

椰
酪

杯部

杯部は浅い皿形をも
ち体部外上方に立ち
上がり端部を丸く収
める。杯部体部には

列点文を施す。

外面 :杯部口縁部回
転ナデ。杯部体訃回
転ナ九
内面 :杯吉[口 縁部回
転ナデ。杯部体部回
転チ為

石英 長石
灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

第166図 ‐
SNI1001 縛部

闘
ワ

脚菩ヽ

杯部外上方へ廷び
る。脚部「ハJの 字状
に開く。

外面 :回 転ヘラケズ
リ。ナテ。
内面 :ヘ ラケズリ。
ナデ。

石英 長石
黄灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

第166図 ‐

25
帥江1001 墳丘上面

須恵器

提瓶
親
И

91 完形

扁球形の体部の側面
に口縁部を接合し、
その面側に犯手を2

個もうけている。体
部中央に蓋(貼 り付
け痕有り。

外面 :日 縁部ロクロ

ナデ。体部巻線カキ
メ。把手ユビナデ。
内面 :ナ デ。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

図“

２６

第
Sふ江1001 床面

ほは完形
(口 縁端
部欠損)

■ 8 116
まは完
形

体部は中位に最大径
をもち球形である。
頸部は緩やかに外反
する。

面

面

外

内 ヨコナデ。
石 英 長 石

雲母

橙

橙

面

面

外

内

第167図 ―
SWT1001 P-14 床面 壷

口縁部
1/13

112 口縁部

口縁部外反し竹管文
を施す。日縁端部は
上方に拡張する。

外面 i日 縁部ナえ
頸部～体部ミガキ。
内面 :摩滅のため詞
整不明。

石 英 雲 母

長石 片岩

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :に ぶ
い黄浴

第1舒図‐
甑 11001 覆土 腔

鍔
壺

醐И
120 日縁都

口縁部外反。日縁端
部上下に拡張し3条

の凹線文が見られ
る。霰部直立しア!点
文を施す。

外面 :日 縁部ナデ。
顕部ナデ。ミガキ。体
部ミガキ。
内面 :口 縁部～顎部
ユビオサエのちナ
デ。体都ケズリ。

石英 長石
片岩 赤色斑
粒

橙

橙

面

面

外

内
包 含 層 出

土扱い。

第二師図‐
SM10111 013 覆土 壷

口縁部
1ノ13

口縁部
回縁部外反。日縁端

部は四角く収める。

外面 :日 縁部凹線状
の段。摩減気味。
内面 :ナ デ。摩滅の
ため調整不明。

石 英 雲 母

赤色斑粒 片

岩

橙

に
楊

面

面

赤

外

内

い

第1釘図‐
床 面

日縁部
1/8

日縁部
日縁部外反。口縁端
部は四角く収める。

画

面

外

内

ミガキ
ナデ。

石 英 長 石

赤色斑粒

灰

灰

褐

褐

面

面

外

内

第二年図‐
SMl∞ ユ 霊 螂

И
底部

僅かに上げ底。体部

上方に延びる。

面

面

デ

外

内

ナ

ミガキ。
ユビオサエ

石 英 雲 母

長石 赤色斑

粒

橙

に
獅
雨
哨

第167図 ―

6
床 面 瑯

勇
52 底部

平底。体部上方に延
びる。

外面 :ミ ガキ。
内面 :磨滅のため調
整不明。

石英 長石

外面 :に お

い責橙

内面 :に ぶ

い黄褐

第167図 ―
SMl(XDユ

床面

(E Fり
壼 邸

歿
109 底 都

平底。斜め上方に廷
びる。

外面 :摩滅のため調
整不明。
内面 :歴滅のためlJR

整不明。

石英 長石
片岩 雲母

タト面 i褐灰
内面 iに ぶ
い黄橙

図６７

８

第
SMllll11 床画 重 瑯

ψ
底部

平底。体部上方に延
びる。

外面 :摩 滅のため調
整不明。
内面 :摩減のため調
整不明。

石英 片 岩
長石 雲母

外面 :に ぶ
い褐
内面 i黄灰

図６７

９

第
SII11001 O-13 床面 甕 郵

路
顕部

日縁部緩やかに外
反。日縁端部は九く
収める。

面

面

外

内 チデ。
石 英 長 石

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ

い橙

第167図 ―

10
SMlllll 床 面 酪

砲
28 底部

わずかに上げ底。林
部上方に延びる。

外面 :ナ 為 磨減の
ため調整不明。
内面:ナ 為

石莫 雲母
長石 赤色斑
粒

橙

緻

面

面

外

内

第167図 ― 主体部
埋土

高杯 脚柱部 脚柱部 脚部下方に拡がる

外面 :慶 減のため調
整不明。成形痕残存。
内面 :陸減のため調
整不明。

石 英 長 石

雲母

外面 :澄

内面 :に ぶ

い橙

第167図 ―

12
SM1001 床 面

不明

土製品

長さ
72

幅 72
厚さ 利靭

厚い日盤状を呈す
る。

赤色班粒 角
閃石 砂岩

澄

白

淡

灰

面

面

外

内 絶主塊。
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ST(土器 )

報告書
局載番号

選構 出土地点 層 位 器種 残存幸 唯
師 郷韓くｃｍ，

離
鰤

帥
雌
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

で

その他

法量
(9n)

部位 形態 調 整
含有物

組成
色 調 備 考

第171図
STllX l 底 鶴艦

効
Й

完形

天丼部は緩やかな
カーブから屈曲して
回縁に向かって直立
し端部は丸みをもっ
て整えられる。端部
内面に沈線をもつ。

外面 :天丼部回転ヘ

ラケズリ。日縁部～

体部回転ナデ。
内面 :天 丼部回転へ

ラケズリ。日縁部～

棒部回転ナデ。

長 石
外面 :灰

内面 :灰
焼成賞好。

第171図

鶴彬
薪
Й

136 160 50 完 形

体部外上方に立ち上
がり、かえしを射り
付ける。かえしは内
慣し端部を丸く収め

外面 :口 縁部ナデ。
体部ケズリ。
内面 i回 縁部～体部
ナえ

長 石
外面 :灰 白
内面 :灰

焼成良好。

第171図
S?1001

須恵器
茎

口縁～

底部
4/5

26 6 150 口 縁～

底部

目縁部外反。日縁端
部は僅かに上下に拡
張。体都中′いに最大
径。九底。

外面 :口 縁部～頸部
ナデ。体部～底部タ
タキのちカキメ(8条

″

“

m)。

内面 :日 縁部～顕部
ナ為 体部～底部同
心円文。

石英 長石
面

面

外

内 焼成良好。

第171図
ST1001

須恵器
横瓶 帷螂ψ

口 縁～

底部

扁球形の体部に、日
縁部を接合し沈線1

条をもち日縁端部は
肥厚している。体部
中央に蓋で姑り付け
戻有り。

外面 :口 縁部ロクロ

ナデ。体部巻線カキ

内面 :口 縁部ロクロ

ナ九 体部ユピオサ

石英 長石

砂粒 を含む。

画

面

外

内 焼成長好。

SM(土器 )

第174図 ―
[-8 岩盤直上

須恵器
杯蓋

影
И

完形

天丼部は緩やかな
カーブから屈曲して
口縁に向かって直立
し肩部にははっきり
した稜をもつ。

外面 :回 転ヘラケズ
1,。

内面 :ロ クロナデ。

日縁端部は面取りを

施す。

石英 長石
砂粒を含む。

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

第lμ図‐ SM10唸
[8 岩盤直上

須恵器
杯身

薪
Й

106 完形

体部外上方に立ち上
力Sり かえしを買占り■
ける。かえしは僅か
に内傾し端部は四角
く収める。

外面 :体部回転ヘラ
ケズリ。
内面 :体部ロクロナ
デ。かえし端部は面
取りを施す。

石英 長石
砂粒 細砂粒
を含む。

面

面

外

内 焼成良好。

第1秘図―
Sぶ江i002
ED-1 岩盤直上

須恵器
杯蓋

薪
И

134 完 形

天丼部は緩やかな

カーブから屈曲して

日縁に向かって直立

し肩部にははっきり

した稜をもつ。

外面 :回 転ヘラケズ
1,。

内面 :ロ クロナデ。
日縁端部は面取りを

施す。

石英 長石
小礫 砂粒を

含む。

灰

灰

画

面

外

内

焼成良好。
全周 は し
ていない

が一部 に
自然釉。

第lμ図― SM1002
I-8 者盤直上

須恵器
杯蓋

薪
Й

完形

天丼部は緩やかな
カーブから屈出して
口縁に向かって直立
し肩部には強い稜と

弱い稜がある。内外
端部は僅かに丸く稜
をもつ。

外面 :体部回転ヘラ
ケズリ。
内面 :体部ロクロナ
テ。日縁端部は斜め
に面取りを施す。

石英 長石砂
粒を含む。

灰

反

面

面

外

内

焼成良好。

た だ し酸

化 焼 成 の

た め 赤 茶
の色調。

第lZ図 ― SM1002
ED-1 帥既

不 明 郷蔀
螂
Й

97 脚 部

脚部下方へ拡がる。
端部は上方に拡張す

面

面

外

内
回転ナデ。
回転ナデ。

石英 長石
灰

灰

面

面 焼茂良好。

第174図 ‐

6

SM1002
ED-1

須患器
甕

日縁、螂
勃

口縁～

底部

日縁部外反。日縁端
部は僅かに上下に拡
張、日縁部外面に稜
をもつ。髄描波状
文 沈線。最大径は

体部中心よりやや上
方。丸残。

外面 :頸部波状文。
体部～底部タタキ。
内面 :願 部ユビナ
デ。体部同心円文の

ちナデ。

石英 長石
灰

灰

画

面

外

内 焼成ミ好。

包含層 (銅銭)

報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層 位 器種 長さ (cm) 幅  (帥 ) 厚 さ (cm) 重量 (g)
の他の法看

(cm)
残存率 部位 備 考

第159図 1 包含層 銅銭 22 22 01 1/1

SM(銅銭)

報告書
掲載番号

遺構 出土地点 層位 器種 長さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cln) 重量 (g)
との 他 の 法 置

(cm)
残存率 部位 備考

第159図 2 SMllll11 表土 銅 銭 23 15 1/1
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打製石鏃分類

A¨・大形 (4 cm以上)、 細身、厚手、有茎 (凸基)       G… 月ヽ形 (3 cm未満)、 幅広、厚手、有茎 (凸基)

B… 中形 (3 cnl以 上 4蝕未満)、 細身、厚手、有茎 (凸基)   H一 人形 (3.5cal以 上 4 cln未 満)、 細身、やや厚手、有茎、 (凸基)

C―・小形 (3 cal未 満)細身、厚手、有≧ (凸基)        I・ ¨月ヽ形 (3帥未満)、 幅広、薄手、有茎 (凸基)

D…・大形 (35m以上)、 やや幅広、厚手、有茎 (凸基)     J・ ―薄手、三角形状、平基 (大形品含む。)

E―・小形 (3 cln以 上3.5cm未 満)、 やや幅広、厚手、有茎 (凸基) K… 凹基

F―・大形 (3 5cln以 上)、 幅広、やや厚手、有茎 (凸基)     L… 未完成、平基

SB(石器 )

告
籍

選 構 出土地点 層  位 石 材 器 種 長 さ (cI) 幅 (lF) 厚さ (c4) 重畳 (g) 打製石鋲分類 残存率 部  位 備 考

第47図 ‐
SB1091

10■ 1

覆土
床面直上

打製石鏃

ほぼ完形。幅広 厚手。尖端部 茎

都一部欠損。断面形は菱形を呈
する。有茎。

第47図 ‐

2 10■ 1

覆土
床面直上

サヌカイト 打製石鏃 [3 19 B
先端部欠損。綱身 厚手。断面形
は痛平な凸レンズ状を呈する。
有茎。

第47図 ―
SB1001

XY―
10■ 1

趾
銅

ナヌカイト 打製石鏃 05
完形。細身 厚手。断面形は扁平
な六角形状を呈する。茎部の作
り出しは弱い。有茎。

第47図
SBl∞ 1

10■ 1
雅
銅

チメカイト 打製石鏃 27 15
完形。素材となる剥片の周縁を

調整加工。断面形は扁平な大角
形状を呈する。凹基。

第47図
SB1001

ユ0■ 1
盈
囲

サヌカイト 打製石鏃 10 L
基都一部欠損。素材となる剥片
の周縁を調整加工。断面形は痛
平な六角形状を呈する。

第47国

6
SBi001

10■ 1

覆主
床面直■

副片 12 04 微細な剥離が見られる。打面調
整剥片。

第47図

7
SBllllll

XY―
10■ 1

覆土
床面直上

チャート 剥 片 10 10
微細な剥離が見られる。打面調
整剥片。

第4i図

8
SB1001

10 11
疑
囲

結晶片岩 石庖丁 下縁部 (刃部)残存。

第甲図
9

SB1001
10 11

埋 土 砂 岩 散 石 右下都残存。散打戻不明瞭。

第51図
SB1003

覆土

床面直土
ナヌカイト 楔形石器 16 10

完形。素材となる厚手の剥片の

両側縁を折断して整形。一部自
然面残存。

第51図

2
床面直上 砂岩 敲 石 886 ユ/2

上部欠損。扁平な亜円礫を用い

る。下 右倒縁に散打痕。

第54図
SB1004 V■ 1

綴土
凍面直上

サヌカイト 打製石鏃 07 37 F
完形。やや幅広 厚手。断面形け
凸レンズ状を呈する。有茎。

第57図 覆土
床面直上

ナメカイト 打製石鏃
完形。幅広 緯手。断面形は扁平
な六角形状を呈する。茎部の作
り出しは弱い。有茎。

図５７

２

第
SB1006 B‐ 9

覆土
床面直土

チャート 剤 片 15 微細な剥離が見られる。打面調
整剥片。

第57図

3
SB1006 B9

覆土
床面直上

石錐 13
尖端部欠損。刃部断面形は菱形
を星する。

第60図
SB1007 C-9 床面 結晶片岩 石庖丁

上半部欠損。素材となる横長剥
片の側縁に刃部を作出。

第6t図

2
SB1007 C9 埋 土 砂岩 敲石 llll14 3

角柱状の自然礫を用いる。器体
はほは全面および稜部(周縁)に

敲打痕。特に表面中央部に激 し
い散打戻がみられる。

葬64図
SB1008 P-9

覆主
(6面 目)

サヌカイト 打製石鏃 15
茎部一部欠損。大形 細身 厚手。
最大幅が基部側lμにくる。断面
形は菱形を呈する。有茎。

第翻図
2

SBユ 008 P-9 覆 土 チヌカイト 打製石鏃 19

完形。やや幅広 厚手。最大幅が

細本I泡にくる。断面形は凸レン
ズ状を呈する。茎部の作 り出し
は弱ヤ、有茎。

第64図
SI11008 P-9 覆土 チメカイト 打製石鏃

完形。やや幅広 薄手。最大幅が

基都側1/74に くる。断面形は扁平
な凸レンズ状を呈する。姜部の
作り出しは弱い。有≧。

第64図
SBllll18

覆土
(6面 自)

サヌカイト 打製石鏃 10 07

茎部一部欠損。やや幅広 薄手。
LFl面 形は扁平な六角形状を呈す
る。茎部の作り出しは弱い。有
茎。

第64図 ‐
胡 1008 P-9 覆土 チメカイト 打製石鏃 27 完形。断面形は凸レンズ状を呈

する。凹基。

第64図

6
SB1008 覆土 ナヌカイト 打製石銀 砕

下半部欠損。LT画 形は菱形を呈
する。石錐先端部(刃部)?

第翻図‐
能 ユa18

覆土

(2面 目)

サヌカイト クレイパ 横長剥片の左側縁を折断して整
形。下縁部に刃部作と。

第能図‐
SBi008 覆 土 スクレイ 42 15 23 0

打面転移が行われた厚手の剥片
を素材とし周縁に調整力Π工を施
す。残核転用のスクレイパー。

第α図‐

9
覆土 サヌカイト 楔形石器

完形。素材となる厚手の剥片の

右側縁を折断して整形。
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告
鶉

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (cln) 幅 (ca) 厚さ (cm) 重 量 (g) 打製石鏃分類 残存率 部 位 備 考

第04図

10
SBユ008

覆土
床面直上

サヌカイト 楔形石器 07
完形。素材となる厚手の剥片の

両側縁を折断して整形。

第64図
SB1008 09 覆土 サメカイト 10 150

上 下縁にIIB整加工痕。スクレイ
ァヽ―?

第64図

12
SB1008 覆土 サメカイト 50

上 下縁に弱い調整加工痕。スク
レイパー?

喜64図 O-9 覆土 サメカイト R― フレーク
上 下縁に調整加工痕。スクレイ
パー?

岬
・４

SBi008 O-9 覆土 R― フレーク
厚手の剥片を素材とし縁辺部に

調整加工を施す。残核転用のス
クレイパー ?

硼
お

SB1008 覆上

分厚な剥片を素材とし下縁部に
調整加工を施す。スクレイパー

蠅
・６

齢 1008 覆土 砂 岩 石 錘 35 1/1

長糖円形の自然礫を用いる。表
面に長軸 短軸方向に断面 U字
状の細い滞を彫 り込む。

宕65図
SB1008

覆土
床面直上

サメカイト 石核 40 7
9ば に打面転移しながら剥片剥
離を行う。自然面残存。

密

“

図
SB1008 覆土 石核 13 213 打面転移しながら剥片剥離を行

図６５

３ SB1008 覆 土 サヌカイト 石 核 57 16
∞

°
に打面転移しながら剥片剥

離を行う。自然面残存。三角柱状
の形態。

第65図 ―
SB1008 O‐ 9 覆 土 チメカイト 石核 30 2

90° に打面転移しながら剥片剥
離を行う。自然面残存。三角柱状
の形態。

第65図 ―
SB1008 覆土 チメカイト 石核 13 16 1

90° に打面転移しながら剥片剥
離を行う。自然面残存。三角柱状
の形態。

第65図 ―

6
SB1008 覆土 サメカイト 石核

9ば に打面転移しながら景J片 剥
離を行う。三角柱状の形態。

第65図 ‐
SB1008 覆土 サメカイト 石核

打面転移しながら剥片剥離を行

図６５

８

第
SBll108 覆土 サメカイト 石核 13

打面転移しながら剥片剥離を行

第65図 ‐

9
SB1008 O-9 覆 土 サヌカイト 石核

打面転移しながら景J片剥離を行

第65図 ‐
SB1008 覆 土 石移

打面転移しながら剥片剥離を行

第66図
SB1008 床 面 砂岩 散 石 2963 1/2

下半部久損。やや痛平な円礫を

使帰。表面 上端部に散打痕。表
面は磨面としても使用。

第

“

図
SB1008 床面 砂岩 散石 1599 2/3

器体上下一部欠損。左右側縁に

散打痕。

第66図

3
SB1008 床 面 砂 岩 蔽 石

痛平な格円礫を使用。表面 周縁
に散打痕。

第66図

4
SB1008 砂岩 敲石 1359 1/J 周縁及び表襲面に散打痕。

第66図
SBl∞ 8 P-9 床 面 斑 レイ岩 散 石 263 6

下半部一部残存。下側縁に敲打
戻。

第66図
床 面 班レイ岩 磨 石 55

下半部一部残存。糖円礫を用ヤ

る。磨石 (石杵)破片。

第67図 ―
SB1008 P-9 床面 斑 レイ岩 敲 石 108 827 3 2/3

上半部欠損。柱状の糖円礫を用
いる。磨石 (石 杵 ?)。周縁 表裏
面に散打●R。 礫の頂部に散打痕
顔著。

害67図
SB1008 P-9 床 面 砂 岩 台 石 n8

左側縁一部欠損。表裏面および

周縁に敲打戻顕著。散石 ?

常67図
3

鵠 1008 床 面 砂 岩 台石 152 15890 1/1
全面に隷打 IFk。 表面 上下面。右

側面に敲打痕顕著。

第67図 ―
齢 1098 P‐ 9 床面 砂 岩 台 石 925 7 台石破片 ?

密68図 ‐
SB1008 P-9 不 明 砂岩 台 石 93 4/5

表裏面 周縁 稜部に散打痕。表
襲面に磨面もみられる。

第68図 ―
SB1008 床 面 砂岩 台石 4600 0 1/8

上 下部欠韻。表裏面 右側面に

敲打痕。表面敲打戻顕著。左側面
はIIn面 (磨面)と して使用。

第71図 ―
SB1009

ST‐
56 覆 土 サメカイト 打製石鏃 19

尖端部一部欠損。大形 細身 厚
手。最大幅が基部側1/4に くる。
断面形は凸レンズ状を呈する。
有茎。

第71図 ―
SI11009

ST‐
56 覆土 サヌカイト 打製石鏃 33 と 9 18 1/ユ

完形。素材となる剥片の周縁を

調整加工。断面形は扁平な六角
形状を呈する。有茎。

第71図 ―

3
胡 1009

舒

５
覆土 サヌカイト 打製石鏃 G 9/10

茎部―部欠損。断面形は扁平な
凸レンズ状を呈する。有茎。

第71日 ‐
SB1009

ST‐
56 覆主 サヌカイト 打製石鏃 27 G 9/10

茎部一部欠損。断面形は扁平な
凸レンズ】大を呈する。有茎。未製
品?

第71図 ‐
SB1009

ST
56 覆土 サヌカイト 打製石鏃 石鏃未製品。

第71図 ‐
SB1009

ST‐
56 覆土 サヌカイト 打製石鏃 1/1 石鏃未製品。
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鱒孵
置 構 出土地点 層 位 石  材 器 種 長さ (cn) 幅 (ct) 厚さ (ca) 重 長 (g) 打製石鏃分類 残存率 部  位 備 考

図７‐

７

第
SB1009

Ｔ

お

舒

５
覆土 サヌカイト 石庖丁 210 1/2

右半欠損。横長剥片の両側縁に
刃部を作出。快り有り。

第71図
鵠 1009

ST―
56 覆土 石庖丁 15 4 1/8

左半欠損。横長剥片の下縁に刃
部を作出。自然面残存。スクレイ

第71図
SB1099

Ｔ

お

３

５
覆士 結晶片者 石庖丁 10 83 7 扁平な緒円礫。加工痕 石器 (石

庖丁)素材 ?

第71図

10
SB1009

ST
覆土 結晶片岩 石庖丁 07 ■ 0

上側縁部欠損。横長剥片の下縁
に刃部を作出。

第71図 ‐
SB1009

Ｔ

お

舒

５ 覆土 スクレイノ 31 完形。素材となる剥片の下縁に
刃部を作出。

第71図 ‐
SI11009

ST
56 覆土 サヌカイト クレイパー 07 完形。素材となる剥片の下縁に

細かな剥離を施し刃部を作出。

第71図 ‐

19
SB1099

Ｔ

６

舒

５ 覆土 楔形石器 07 完形。右側縁折断して器形を整
える。自然面残存。

第71図 ‐
SB1009

ST
56 覆土 サヌカイト 楔形石器 完形。右根I縁折断して器形を整

える。

第71図 ―
SB1009

ST‐
56 覆土 剥 片 U― フレーク?下縁に微細な剥

離力現 られる。

第71図 ―

16
胡 1∞9

ST‐
56 覆土 チヌカイト 剥 片 07 Rフ レーク?上 下縁に剥離が

みられる。

第71図 ―

17
SB1009

ST‐
覆土 片 岩

柱状片刃

石斧 刃部 先端部 (刃部)一部残存。

第72図 ―
SB1009

争

５
覆土 砂岩 散石 29 219 9 1/1

痛平な柱状の自然礫を用いる。
上下端および左右側縁に散打
痕。

落″図―

2
SB1009

ST―
覆土 砂岩 散石 扁平な柱状の自然礫を用いる。

上 左側縁に敲打痕。

畜ワ図
3

SB1009
ST―
56 覆土 砂 岩 敲石 rOl10 1

1/ユ

円礫を用いる。全面に蔽打痕。特
に上側縁 裏面 右側縁に散打痕
顕著。

図７２

４ SBll109
舒

５
覆土 砂岩 敲 石 61 290 8 ユ/] 円礫を用いる。表裏面 周縁端部

に敲打痕。

青92図

5
SB1009

ST―
56 経土 斑 レイ岩 敲石 46

構円礫を用いる。裏面磨面がみ
られ、磨石としても使用。周縁端
部に敲打痕。

高72図
SB1009

ST―
56 覆 土 砂岩 敲石 79 6289 9/4

上部欠損。角柱状の自然礫を用
いる。器体はは全面を使用。表裏
面 右側面に激しい蔽打痕。

第73図
SBllll19

Ｓ

５
覆土 泥 岩 砥 石

上下端欠損。方柱状の形態。器体
全面を砥面 (作 業面)と して使
用。

第偽図
朗 1009

Ｔ

℃

舒

５ 覆土 泥 岩 砥 石 64
下半欠損。方柱状の形態。上端を
除く面を砥面(作業面)と して使
用。

図７３

３

第
SB1009

ST
56 覆土 砂岩 台石 91 1/1

表面を磨面 砥面(作 業面)と し
て使用。榛痕がみられる。周縁に
敲打痕 ?(風化面)。

第73図 ‐
SB1009

ST‐
56 覆 土 砂 岩 台石 697 5 1/2

表 裏面を磨面 砥面 (作業面)と

して使用。稜端部に部分的に散
打痕。

第欝図‐
SB1009

Ｔ

お

舒

５
覆 土 砂 岩 台 石 152 52 5357

表 裏画を磨面 砥面 (作業面)と

して使用。稜端部に部分的に議
打戻。

第76図 ―
胡 1010 JK―

1011 覆土 サヌカイト 打製石鏃

先端部 茎部一部欠損。ほは完
形。大形 細身 厚手。最大幅力壌
部側1/4に くる。断面形は菱形を
呈する。有茎。

密79図 1ヽ10 覆土 サヌカイト 楔形石器 29 33 1/1
完形。剥片の両側縁折断 して器
形を整える。自然面残存。

篤79図
つ

SB1011 M■0 朗 内埋土 砂岩 蔽 石 3822 1/1
ややいびつな楠円藤を用いる。
下端部に蔽打痕。

第82図 ―
SIl1012 覆土 サヌカイト 打製石鏃 10 79

尖端部 茎部―部欠損。ほぼ完
形。大形 やや幅広 厚手。最大幅
が基部視11れ にくる。断面形は凸
レンズ状を呈する。有茎。

第32図
SB1012 R-7 覆土 サメカイト 打製石鏃 ]

完形。平面形は三角形状を呈す
る。平基(凹基 ?)。

第82図
SB1012 覆 土 サヌカイト 剥片 10 125

上 右側縁に調整加工痕がみら
れる。上部に自然面残存。R― フ
レーク ?

第82図 ―

4
SB1012 覆 土 サヌカイト 石核 打面調整剥離。表面に自然面残

存。

第82図 ‐
覆 土 サヌカイト 剥 片 105 1/1

左側縁に調整加工痕がみられ
る。R― フレーク?

第82図 ‐

6
SB1012 覆土 結晶片岩 石庖丁 1/2

左al縁 部欠損。痛平な円礫を菜
材とする。刃都の加工は弱い。

第82図 ―
SB1012 SB内埋土 斑 レイ岩 磨石 50 破片。上部に磨面。

第82図 ―

8
SB1012 床 面 砂 岩 台石 20 0 2197 5 7/ユ O

一部欠損。表裏面に激しい散打
戻有り。稜部にも敲打痕。裏面に
磨面。
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告
難

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (m) 幅 (r4) 厚 さ (cn) 重長 打製石鏃熔 残存率 部  位 備

第85図 ‐
SB1013 覆 土 打製石鏃 16 A

尖端部および下半部欠損。断面
形は凸 レンズ状 を呈する。有
茎 ?

第85図 ‐
覆土 サヌカイト 打製石鏃 25 07 1/1

完形。断面形は凸レンズ状を呈
する。有茎未製品?自 然面一部
残存。

第85図 ‐

3
SB1013 T8 床面直上 サヌカイト 打製石鏃 13 C

完形。断面形は扁平な六角形状
を呈する。凸基(有茎?)

第85図 ‐

4
〔胡31013 SB内理土 楔形石器 31 19 7 1/1

完形。横長剥片の右側縁を折断
して整形。

第85図
鵠 1013 床 面 ナヌカイト 石核

打面転移しながら剥片剥離を行

第85図
SBユ 013 SB内埋上 41 上縁に剥離。

第85図
SB1013 床 面 結晶片岩 石庖丁 27

上 右側縁部欠損。横長剥片の下
縁に刃部を作出。

第85図

8
胡 1013 SIl内 埋土 石庖丁 47 12 1/2

器体右半分欠損。刃部使用痕顕

着。刃都磨減 し光沢を帝びる。

第86図
SI11019 床 面 砂堵 改石 158 円柱状の自然礫を用いる。表裏

面 周縁 (稜部)に 散打戻。

第86図

2
SB10ユ 3 床面 砂岩 敲石 342 9 1/1

表裏面中央および外周縁に敲打
痕。外周縁は全周に帝状に使用
痕がみられる。

第86図

3
SB1013 床 面 砂培 敲石 7580 1/ク

器体半分 (裏 面)欠損。円礫を用
いる。下側縁に敲打痕。

第86図
SB1013 岩盤直上 砂 培 台石

風化顕者。表裏面 右側面に弱い

敲打痕。

幕90図
覆土 サメカイト 打製石鏃 9/10

先端部欠損。断面形は凸レンズ

状を呈する。未製品 ?

害90図
2

SB1014 床 面 サヌカイト 打製石鏃

茎部欠損。素材となる剥片の周
縁を調整加工。断面形は扁平な
六角形状を呈する。有茎。

再90図
3

SB1014 V-9 覆 土 サヌカイト 石核
90° に打面転移しながら剥片剥
離を行う。自然面残存。

図９０

４ 床 面 片 培 石庖丁 ″ 9
器体左右側縁欠損。横長剥片の

下縁に調整加工。

害90図
SB1014 SB内埋土 砂岩 敲石 破片。下端部に散打痕。

膏90図 SB内埋土 砂 岩 敲石 309 8 1/」
扁平な楕円礫用いる。上下端部
右側縁に散打戻。

書90図
SB1014 SB内埋土 砂 岩 散石

ややいびつな扁平楕円亜角礫を

用いる。敲打痕不明瞭。下端部に

散打痕 ?

言90図
8

〔朔31014 床面 砂岩 磨石 287 5
裏面一部欠損。糖円礫用いる。上
下 左右端部に散打痕。表裏面
周縁に磨面。

書90図
鵠 i014 SB内理土 砂 岩 磨石 1/1

格円礫を用いる。周縁 表裏面に

磨面。

喜91図
SBユ 014 床 面 砂岩 台石

自然の亜角礫を用いる。稜線上
に弱い敲打戻。

図９．

２ SB1014 床 面 砂岩 台石 130 136 1350 1
台石一部。彼 熱 に よ り破 砕 変

色 ?

図９．

３ SB1014 床 面 砂岩 台石 〕И l 稜線頂部に弱い散打痕。

SD

書33図
SD1001 南斜面 岩盤直上 粘板岩 磨製石鏃 05

基部一部欠損。ほぼ完形。錦明
瞭。断面形は扁平な六角形状を
呈する。

青33図
2

SDl()Э ユ 岩盤直上 枯板培 磨製石鏃

尖端部―部欠損。鍋明瞭。断面形
は痛平な凸レンズ状を呈する。
口基。

書33図
3

SD1091 岩盤直上 粘板岩 磨製石鏃 2/3
尖端部欠損。鏑明策。断面形は扁
平な凸レンズ状を呈する。凹基。

書33図
岩盤直上 粘板岩 磨製石鏃 1/3

上下端欠損。鏑明瞭。断面形は扁
平な凸レンズ状を星する。

君33図
5

SD100ユ J-14
商斜面

遼構面直上
粘板岩 磨製石鏃

基部欠損。鏑明瞭。断面形は扁平
な凸レンズ状を呈する。

言33図
6

SD1001 岩盤直上 粘板培 磨製石鏃 1/3

尖端部 基部一部欠損。鏑明瞭。
断面形は扁平な凸レンズ状を呈
する。

書33図
南斜面 者盤直上 括板岩 磨製石鏃 12 1/3 胴 部

上下端欠損。断面形は痛平な凸
レンズ状を呈する。

君33図
8

SDllX11 岩盤直上 粘板岩 磨製石鏃 鏃身部一部残存。

移33図 SDl∞ ] M-16 岩盤直上 打製石鏃 13
ほぼ完形。茎部一部欠損。断面形
は菱形を呈する。茎都の作 り出
しは弱い。有茎。

翻
Ю

SD100ユ 岩盤直上 打製石鏃 06 1/1

ほぼ完形。茎部一部欠損。断面形
は菱形を呈する。茎部の作 り出
しは弱い。有茎。

喜33図
岩盤直上 サヌカイト 打製石鏃 18 C 9/10

茎部一部欠損。断面形は凸レン
ズ状を呈する。茎部の作り出し
は弱ヤ、裏面自然面残存。有茎。
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報告書
掲載番号

置 構 出土地点 層  位 石  材 器 種 長さ (ca) 幅 (c4) 厚 さ (cm) 重 畳 打製石鏃分類 残存率 部 位 備 考

翻
・２

SD100]
岩盤直上

セクションベルト
サヌカイト 打製石鏃 13 05 13 左半分欠損。断面形は凸レンズ

状を呈する。有茎。

鯛
・３

SDユ 00ユ 岩盤直上 サヌカイト 打製石鏃 27 1/1

完形。大形 やや幅広 厚手。最大
幅が基部側1/5に くる。断面形は

凸レンズ状を星する。有茎。

鯛
ユ

SD100ユ Q6 若盤直上 サメカイト 打製石鏃
ほぼ完形。基部一部欠損。断面形
は痛平な凸レンズ状を呈する。
凹基。

第33図
岩盤直上 打製石鏃 J 1/2

基部欠損。薄手の剥片の周縁に
調整加工を施す。断面形は痛平
な六角形状を呈する。

第34図
SD1001 W-6 岩盤直上 サヌカイト 石庖丁 器体右側欠損。横長剥片の両例

縁に調整加工を施す。

第34図
SD10111 岩盤直上 結晶片岩 石庖丁 278

器体右側欠損。素材となる横長
剥片の両側縁に調整加工を施し
刃部を作出。

第34図
SDl℃ I〕ユ O-5 若盤直上 スクレイバ 01 236 下半部残存。横長剥片を素材と

しlHl縁 に刃部を作出。

第34図 ‐
SD1001 O-5 岩盤直上 サヌカイト クレイパー

右側縁欠損 (祈断)。 楔形石器 ?

第34図 ‐
SD1001 岩盤直上

段状ベルト
楔形石器 1/ユ

完形。素材となる剤片の両側縁
折断して器形を整える。

第34図 ‐

6
SD1001 岩盤直上 サヌカイト 楔形石器 1/1

完形。素材となる剥片の面側縁
折断して整形。

第34図 ‐
働 1001 岩盤直上 サメカイト 石錐 9/10

横長剥片を素材とし、器体右下
半分折断し器形を整える。刃部
の断面形はいびつな五角形状を
呈する。

第34図 ―

8
SD10〕 I 岩盤直上 サメカイト U― フレーク 下縁に使用痕。

第34図 ―
SD1001 岩盤直上 サメカイト 119 下縁に微細な剥離がみられる。

使用痕。

第34図
-10 SD1001 岩盤直上 片 岩

棧状片刃
石斧

1165 1/5
尖端都
(刃部)

先端部(刃 部)残存。基部側の器
解 お欠損。刃部に擦痕(使用痕)

がみられる。断面形は長方形状
を星する。

第34図
働 1001 U6 岩盤直上 片 岩

柱状片刃
石斧

■63 1/5 帥酬

先端部 (刃 部)残存。基郡側の器
44/5欠損。器体表面に僅かに整
形時の散打痕が残存。刃部に榛
痕 (使用痕)がみられる。断面形
は長方形状を呈する。

常34図 ―
SDlCX11 U-6 岩盤直上 片 若

柱状片刃
石斧

62 ∞ 0 胴部
刃部 基部欠損。断面形は長方形
状を呈する。

密35図
SD1091

岩盤直上

段状ベル ト
サスカイト 石核 37 90° に打面転移しながら剥片剤

雄を行う。

第35図 ―

2
SD1001 岩盤直上 石核 41 37 4

∞
°
に打面転移しながら剥片剥

離を行う。自然面残存。

著35図
3

SD1001 Q56 岩盤直上 剥 片 51 10 205

横長剥片。自然面残存。表面は打
面転移された複数の副雄面で構
成される。裏面は単剥離面。自然
面残存。

図３５

４ SD1001 岩盤直上 剥 片 43 13

横長剥片。自然面残存。表面は打
面転移された複数の剥離面で構
成される。裏面は単剥離面。自然
面残存。

第35図
岩盤直上 剥 片 13

積長剥片。自然画残存。表面は打
面転移された複数の剥離面で構
成される。裏面は単剥離面。自然
面残存。

第35図
岩盤直上 剥片

横長剥片。自然面残存。表面は打
面転移された複数の剥離面で構
成される。裏面は単剥離面。

第35図

7
SD1001 岩盤直上 サヌカイト 副片 204 積長剥片。打点側縁辺欠損。自然

面残存。

第35図

8
SD19,1 K-6 岩盤直上 サヌカイト 剥 片 28 3

横長剥片。自然面残存。表面は打
面転移された複数の剥離面で構
成される。裏面は単剥離面。自然
面残存。

第36図
SD1001 岩盤直上 砂 岩 散 石 3ユ 322 3 〃 3

下部久損。角注状の形態。表襲面
およ硼司縁 (稜部)に 散打痕。

第36図 ‐
SD1001 岩盤直上 砂 岩 散 石 14 6 155 6

裏面側欠損。角柱状の形態。表裏
面および上 左右側縁に散打lR。

第36図 ‐

3
SD1001 岩盤直上 砂 岩 敲 石 1348 柱状の形態。周縁端部(稜 部)に

散打痕。

第37図 ‐
SDi001 岩盤直上 砂岩 敲石 697 8

やや扁平な円礫を用いる。表裏
面および下 左右側縁に敲打痕
顕著。

第37図 ‐

2
SD1001 理 土 砂岩 敲 石

上半部欠損。やや扁平な亜円礫
を用いる。表面 下縁に蔽打痕。

第37図 ―
SD1001 岩盤直上 砂岩 散石 305 2

精円礫を使用。周縁に散打痕。上
下端部散打痕顕著。

第37図 ―
岩盤直上 砂 岩 散石

上半郡欠損。ややいびつな絡円
礫を用いる。表面 両側面端部散
打痕。表面の敲打痕激しい。

第38図 ―
SD1001 岩盤直上 砂岩 蔽 石 176 3

上半部欠損。糖円礫を用いる。表
面 下側縁 (周縁)に 散打痕。
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遺  構 出土地点 層 位 石  期 器  種 長さ (ca) 幅 (鉤 ) 厚 さ (m) 重 長 打製石鏃分類 残存率 部 位 備 考

第38図
SDll101 V‐ 6 岩盤直上 砂 岩 敲 石 67 51 237 5 1/1

円礫を用いる。表裏面および周
縁に散打戻。表面 上下端部散打
痕顕著。

落38図
SD1001 岩盤直上 砂岩 敲石 108 9 破片。表面に敲打痕。

密38図
SD1001 岩盤直上 砂岩 散石 82 2129 1/1

ややいびつな相 円礫 を用 いる。

表裏面 周縁 に敲打痕。

落38図
5

SDilXll 岩盤直上 砂岩 蔽石
下縁散打による欠損。楕円礫を
用いる。表裏面 周縁に散打戻。

密38図 ―

6
SDi001 U-6 者盤直上 砂岩 散石 49 ユ/1

ややいびつな円盤状の礫。上下
端部に弱い散打戻。

密39図 ―
SD1001 Ita土 砂岩 散石 259 8 1/ユ

円盤状の痛平礫を用いる。周縁
に散打痕。

第39図 ―
SD1001 X‐ 6 岩盤直上 砂 岩 散 石 175 11918

濡平な亜角礫を用いる。表面お
よび上 右端部に散打戻。右根1縁

使用戻顕著。台石 ?

第39図 ―

3
SD1001 Q-5

カット面
直上

砂岩 散 石 17 1/1
扁平な角柱状の礫を用いる。下
端部に散打痕。

常39図 ―
SD1001 T6 者盤直上 砂岩 散 石 177 43 875 1

やや扁平な柱状の亜角礫を用い

る。表面 上 右端部に敲打痕。

第89図 ‐

5
SD1991 埋 土 砂岩 敲石 566 5 1/4

下半部久損。円柱状の楕円礫を

用いる。表面 上瑞部 左右側縁
に散打痕。

第40図 ―
SDI(〉Эユ U‐ 6 岩盤直上 砂 岩 磨 石 146 125 1030 8 1/1

石杵。敲石としても使用。表裏面
および上 左右側縁に蔽打痕。下
倒縁に磨面、明隣な稜を形成。

第40図 ‐
SDl∞ 1 岩盤直土 斑レイ岩 磨 石 981 不明 破片。

第40図 ‐

3
Sつ 1001 U-6 岩盤直上 秒岩 台 石 841X10

右下部一部欠損。全面に散打戻。
表裏面 右側面 稜部散打痕顕
著。

第41図 ‐
SDllll11 岩盤直上 砂岩 台石 23 8 173 3000 0 9/10

痛平な重角礫を使用。周縁 表裏
面に散打痕。

第41回 ‐
SDilll11 岩盤直上 砂岩 台 石 16163

上部一部欠損。扁平な亜角礫を

使用。表面 下 右端部 (稜 部)に

散打戻。裏面に弱い磨面。

第41図 ‐
SDllllll 岩盤直上 砂岩 台 石 131 1開58 扁平な円礫を使用。表裏面 周縁

に散打痕。裏面に弱い磨面。

第41図 ‐
SD1001 U6 岩盤直上 砂 岩 台石 147 10 2 8389 ユ/2

左側縁欠損。下端部 表裏面 右
端部に散打痕。表裏面に磨面 ?

第41図 ‐

5
SD1001 岩盤直上 砂岩 台石 ユ 5

扁平な重角礫を用いる。周縁 (稜

部)に赦打痕顕著。散石 ?

第42図 ‐
SD1001 岩盤直上 砂岩 台石 395 0

器体左半欠損。痛平な亜円礫を

用いる。表裏面 上下端部 右側
縁に散打痕。

第42図 ‐
SD1001 岩盤直上 砂岩 台石 100 232 2

表面 上端部 右端部に敲打痕。
表面に磨面。

第42図 ‐
SDl1 01 包含層 泥 岩 砥 石 1必94 上半分欠損。器体全面使用。長軸

方向に使用痕 (擦痕)。

SM
“

１
SM10111 床 面 砂 岩 石錘 1/2

表面に弱い蔽打痕。散石に転用。
外周に断面 U字状の溝が回る。

第168図

2
SMl∞ 1 砂岩 抵 石 285 全面砥面。

第168図

3
SM1001 床面 砂 岩 砥 石 38 13 31 3 全面砥面。

第169図
SMi00, 墳丘上面 サヌカイト 打製石鏃 完形。凸基式。

第169図
SIv11∞ I 遺構面直上 サヌカイト 打製石鏃 145 1/1

完形。大形 細身 厚手。断面形は

菱形を呈する。最大幅が器体の1

/2に くる。≧部の作 り出しは弱
ヤ、有茎。包含層出土扱い。

第169図
SW11001 P■ 4 墳丘上面 サヌカイト 打製石鏃 17 5 07 9/10

尖端部一部欠損。中形 細身 厚
手。最大幅が基部lmlユ れにくる。
断面形は菱形を里する。有茎。包

創言出土扱い。

第169図

4
SIvli001 P― 15 遺構面直上 サヌカイⅢ 剥片

第169国
SII11001 砂 岩 徹 石 62 1073 1/2 器体上半欠損。

第169図

6
SM1001 P■ 4 床 面 砂岩 蔽石 1/2

器体上羊欠損。四角柱状の形態。
下縁部 両側面および稜部に蔽
打痕。

常169図

7
SM1001 O-14

主体部
埋上

砂岩 敲石 73 1279 1/ユ
円柱状の形態。上 下端部に弱い

蔽打痕。

窄169図

8
Sh11001

主体部
埋土

砂 岩 蔽石 37 1428
円II状 の形態。上 下端部および

稜部に敲打痕。

害lω図
SW1ll101

主体部
埋土

砂岩 敲石 39 1/ユ
円鍵状の自然礫を用いる。周縁
に散打痕。

倍169図
SN11001 P-14 床 面 班 レイ岩 磨 石 50 253 7 1/2

下縁部に弱い散打戻。右側面に

磨面。

―- 767 -―



包含層

鞘
鰯

遺 構 出土地点 層  位 石 材 器 種 長 さ (cm) 幅 (ca) 厚さ (ca) 重畳 打製石鏃分類 残存率 部 位 備 考

２‐

１ 包合層 蛇紋岩 磨製石鏃 03
ほぼ完形。第明際。Lf面形は扁平
な六角形状を呈する。刃部一部
欠損。凹基。

育121図‐

2
包a層 粘板岩 磨製石鏃 25 完形。鏑明瞭。断面形は扁平な六

角形状を呈する。凹基。

符121図 ‐

3
包含層 粘板岩 磨製石鏃 17 03 尖端部 基部一部欠損。断面形は

扁平な六角形状を呈する。

書121図 ‐
包含層 粘板岩 磨製石鏃 15

完形。尖端部一部欠損。鏑明瞭。
断面形は痛平な六角形状を呈す
る。凹基。

苺121図 ‐
包含層 粘板岩 磨製石鏃 1/1

完形。尖端部一部欠損。錦明瞭。
断面形は扁平な六角形状を呈す
る。凹基。

宮121回 ‐

6
包含層 粘板岩 磨製石鏃 03 4/5

尖端部欠損。基部一部欠損。鏑
明瞭。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。凹基。

房121図―
包含層 粘板岩 磨製石鏃 03 尖端部欠損。錦明瞭。断面形は扁

平な凸レンズ状を呈する。凹基。

膏121図 ―

8
包含層 粘板岩 磨製石鏃 4/5

尖端部欠損。基部一部欠損。鏑
明環。断面形は痛平な凸レンズ

状を呈する。凹基。

宮121図 ―

9
包合層 粘板岩 磨製石鏃 21 13 1/1

完形。飼明瞭。断面形は扁平な凸
レンズ状を呈する。口基。

２‐

１０ 包含層 粘板岩 磨製石鏃 13
完形。尖端部再生。鋪明瞭。断面
形は痛平な凸レンズ状を呈す
る。凹基。

著1?1図
不 明 包含層 粘板岩 磨製石鏃 1/1

上半部欠損。鏑明瞭。断面形は扁
平な凸レンズ状を呈する。凹基。

第121図
包含層 粘板岩 層製石鏃 15 1/ユ

上半部欠損。錦明際。断面形は扁
平な大角形状を呈する。四基。

第121図

13
不 明 包含層 格板岩 磨製石鏃

上半部欠損。基部一部欠損。鏑
明瞭。断面形は扁平な六角形状
を呈する。凹基。

回２‐

１４ 不 明 包含層 緑泥片岩 磨製石鏃 20 1/3 胴 部
上下端欠損。断面形は扁平な四
角形状を呈する。未製品 ?

郷
‐５

包含層 粘板岩 磨製石鏃 25 3/4
尖端部欠損。鏑明瞭。断面形は扁
平な凸レンズ状を呈する。日基。

″

Ｉ α含層 サヌカイト 打製石鏃 1/1

完形。大形 細身 厚手。最大幅が
基部側1/4に くる。断面形は菱形
を呈する。有茎。

盲122図
包含層 サヌカイト 打製石鏃 A 1/1

完形。大形 組身 厚手。最大幅が
基部側1/4に くる。断面形は菱形
を呈する。有茎。

″

３ 不明 包御唇 サヌカイト 打製石鏃
尖端部 茎部欠損。大形 組身 厚
手。最大幅が基部側1々にくる。
断面形は菱形を呈する。有茎。

２２

４

抑
O-9 包含層 打製石鏃 9/10

尖端部 茎部欠損。大形 細身 厚
手。最大幅が基部側1/4に くる。
断面形は菱形を呈する。有茎。

書1″園‐
包含層 サヌカイト 打製石鏃 19 上半部

下半部欠損。大形 細身 厚手。断
面形は菱形を呈する。有茎。

膨122図 ‐

6
包含層 サヌカイト 打製石鏃 A 下半部

上半部 茎部欠損。大形 細身 厚
手。断面形は菱形を呈する。有
≧。

第1,2図―
包含層 打製石鏃 13

妻部一部欠損。大形 細身 厚手。
最大幅が基部側1/4に くる。断面
形は菱形を里する。有茎。

第122図 ―
包含層 サヌカイト 打製石鏃 37 9/10

尖端部 茎部一部欠損。大形 細
身 厚手。最大幅が基部側1/4に

くる。断面形は菱形を呈する。有
茎。

第1″図
9

包含層 サヌカイト 打製石鏃 07 27 A

茎部一部欠損。自然面一部残存。
大形 組身 厚手。最大幅が基部
側ユれにくる。断面形は菱形を呈
する。有茎。

第122図

10
P‐ 8 包合層 ナヌカイト 打製石鏃 12 A

完形。大形 細身 厚手。最大幅が
基部側1/4に くる。断面形は菱形
を呈する。茎部の作り出しは弱
ヤ、有茎。

第122回
不 明 包含層 サメカイト 打製石鏃 36 13 21

茎部一部欠損。中形 細身 厚手。
最大幅が基部側ユμにくる。断面
形はやや扁平な菱形を呈する。
有茎。

18 包含層 打製石鏃 9/10

茎部一部欠損。自然面一部残存。
中形 細身 厚手。最大幅が基部
側1/4に くる。断面形は凸レンズ

状を呈する。有茎。

２

・３
包含層 打製石鏃

尖端部 茎部一部久損。自然面―

部残存。中形 細身 厚手。最大幅
が基部側1れにくる。断面形は凸
レンズ状を呈する。有茎。

再122図
包合層 サヌカイト 打製石鋲 4/5

尖端部 ≧部一部欠損。自然面―

郡残存。中形 Fu身 厚手。最大幅
が基部側ユれにくる。断面形は凸
レンズ状を呈する。有茎。
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報告書
掲載番号

選 構 出土地点 層 位 石  材 器 種 長 さ (cm) 幅 (側 ) 厚 さ (側 ) 重量 (g) 打製石鏃分葬 残存率 部 位 備

第122図
L-10 包含層 サメカイト 打製石鏃 上半部

上半部欠損。自然面一部残存。中
形 細身 厚手。最大幅が基部側1

/4に くる。断面形は凸レンズ状
を呈する。右茎。

第二つ2図
B-7 包含層 サヌカイト 打製石鏃 13 1/9 上半部

尖端部 下半部欠損。中形 細身
厚手。断面形は凸レンズ状を呈
する。有茎 ?

第122図
包a唇 サヌカイト 打製石鏃 05 1/ユ

完形。中形 細身 厚手。最大幅が
基部側1/4に くる。断面形は凸レ
ンズ状を呈する。有茎。

第122図

18
包含雇 サヌカイト 打製石鏃 31 14 B

茎部一部欠損。中形 細身 厚手。
最大幅が基部狽11/4に くる。断面
形は菱形を呈する。有茎。

第122図
包含層 サヌカイト 打製石鏃

完形。中形 細身 厚手。最大幅が
基部側1/4に くる。断面形は凸レ
ンズ状を呈する。茎部の作 り出
しは弱ヤ、有茎。

第122図

20
A'10 包含層 サヌカイト 打製石鏃

完形。中形 細身 厚手。最大幅が

器体1/2に くる。断面形は凸レン
ズ状を呈する。茎部の作り出し
は弱ヤ、有垂。

第123図
包含層 サヌカイト 打製石鏃 13 9/10

ほぼ完形。尖端都一部欠損。中形
細身 厚手。最大幅が器体1//2に

くる。断面形は凸レンズ状を呈
する。茎部の作 り出しは弱い。有
茎。

第123図
包含層 サメカイト 打製石鏃 14 9/10

ほぼ完形。墓部一部欠損。中形
細身 厚手。最大幅が器体1カに
くる。断面形は凸レンズ状を呈
する。茎部の作り出しは弱い。右
茎。

第123図

3
P-7 包含層 サヌカイト 打製石鏃 13 9/10

ほぼ完形。尖端部 茎部一部欠
損。中形 細身 厚手。最大幅が基
部側1れにくる。LF面形は菱形を
呈する。有茎。

第123図 1ヽ9 包含層 サヌカイト 打製石鉄 10
完形。小形 糾身 厚手。断面形は

痛平な凸レンズ状を呈する。茎
部の作り出しは弱い。有茎。

第123図
C9 包含層 チヌカイト 打製石鏃 と2 C

完形。月ヽ形 組身 厚手。断面形は

痛平な凸レンズ状を呈する。茎
部の作り出しは弱い。有茎。

第1閉図
6

J-11 包合層 ナヌカイト 打製石鏃 C

尖端部 茎部一部欠損。小形 細
身 厚手。断面形は扁平な凸レン
ズ状を呈する。茎都の作 り出し
は弱い。有茎。

第1塞図
包合層 ナメカイト 打製石鏃 12 15 C

完形。小形 細身 厚手。断面形は

菱形を呈する。茎部の作 り出し
は弱い。有茎。

第123図

8
包合層 サヌカイト 打製石鏃 19 C

尖端部一部欠損。小形 組身 厚
手。断面形は扁平な六角形状を
呈する。茎部の作り出しは弱い。
有≧。

第123図

9
包合層 ナヌカイト 打製石鏃 C

完形。小形 細身 厚手。断面形は

凸レンズ状を呈する。茎部の作
り出しは弱い。有整。

第123図

10
0■ 0 包合層 ナヌカイト 打製石鏃 27 C

茎部一部欠損。小形 細身 厚手。
断面形は扁平な六角形状を呈す
る。茎部の作 り出しは弱い。有
茎。

第123日

11
H5 包含層 サヌカイト 打製石鏃

完形。小形 細身 厚手。断面形は

扁平な凸レンズ状を里する。茎
部の作 り出しは弱い。有茎 (凸

基)。

剃
・２

09 包含層 サヌカイト 打製石鏃 13 C 1/1

完形。小形 細身 厚手。断面形は

扁平な凸レンズ状を呈する。茎
部の作 り出しは弱い。有茎 (凸

基)。

閉

‐３
げ 4 包含層 サヌカイト 打製石鏃 C

茎部一部欠損。断面形は扁平な
六角形状を呈する。茎部の作 り
出しは弱い。有茎。

期
ユ

Tヽ-11 包含層 サヌカイト 打製石鏃

尖端部欠損。大形 やや幅広 厚
手。最大幅が基部側1れにくる。
断面形は凸レンズ状を呈する。
有茎。

郷
‐５

P-7 包含層 打製石鏃 1/1

完形。大形 やや幅広 厚手。最大
幅が基部側1/5に くる。LT面形は

凸レンズ状を呈する。有茎。

U6 包含届 打製石鏃 30 1/1

ほぼ完形。尖端部一部欠損。大
形 やや幅広 厚手。最大幅が基
部側1/5に くる。断面形は凸レン
ズ状を呈する。有茎。

常123図
17

包含層 打製石鏃 17 1/1

ほは完形。尖端部一部欠損。大形
やや幅広 厚手。最大幅が基部

側1/5に くる。断面形は凸レンズ

状を呈する。有茎。茎部久損 ?

閉

・８
U6 包合層 サヌカイト 打製石鏃 D

ほぼ完形。尖端部 基部片側一

部欠損。大形 やや幅広 厚手。最
大幅が基部側ツ5に くる。断面形
は凸レンズ状を呈する。有茎。

閉

・９
T■ 0 包含層 サヌカイト 打製石鏃 19 10

完形。大形 やや幅広 厚手。最大
幅が器体1/21こ くる。断面形は凸
レンズ状を呈する。有茎。
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遺  構 出土地点 層  位 石 材 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (m) 重畳 (g) 打製石鏃分顔 残存率 部  位 備 考

第1困回
20

T8 包含層 サヌカイト 打製石鏃 07 D 1/2 上学部
下半部欠損。断面形は凸レンズ
状を呈する。自然面残存。有茎 ?

И

ｌ
包合層 ナヌカイト 打製石鏃 上羊部

下半部欠損。尖端部一部欠損。
断面形は凸レンズ状を呈する。
有茎 ?

２

２
r7 包含層 打製石鏃 18 完形。小形 やや幅広 厚手。断面

形は凸レンズ状を呈する。有茎。

Ｚ

３
包含層 サヌカイト 打製石鏃 05 完形。小形 やや幅広 厚手。断面

形は凸レンズ状を呈する。有茎。

Ｚ

４ 包含層 サメカイト 打製石鏃 33 9/10

茎部一部欠損。大形 幅広 やや
厚手。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。茎部の作り出しは

弱し、有茎。

Ｚ

５
T‐ 8 包含層 サメカイト 打製石鏃

下半部欠損。大形 幅広 やや厚
手。断面形は扁平な凸レンズ状
を呈する。右茎 ?

”

６
じ-7 包含層 サヌカイト 打製石鏃

基部片側一部欠損。大形 幅広
やや厚手。断面形は馬平な凸レ
ンズ状を呈する。望部の作 り出
しは弱い。有茎。

２

７ 包合層 チメカイト 打製石鏃 F
尖端および茎部一部欠損。大形
幅広 やや厚手。断面形は扁平な
凸レンズ状を呈する。有茎。

言ツ 図
8

包含層 ナヌカイト 打製石鏃 9/10

茎部一部欠損。大形 幅広 やや
厚手。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。有茎。

言ツ 図
9

包含層 打製石鏃
上半部欠損。茎部一部欠損。大
形 幅広 やや厚手。断面形は痛
平な凸レンズ状を呈する。有茎。

喜1%図‐

10
包含層 サメカイト 打製石鏃 9/10

ほぼ完形。尖端部一部欠損。平坦
な薄手の横長剥片を素材とし周
縁に調整加工を施す。断面形は

扁平な六角形状を呈する。茎部
の作り出しは弱い。有茎。

再辺 図‐
包含層 サヌカイト 打製石鏃

尖瑞部および茎部一部欠損。大
形 幅広 やや厚手。断面形は扁
平な凸レンズ状を呈する。右茎。

書1%図 ‐
包含層 打製石鏃

尖端部および茎都一部欠損。小
形 幅広 厚手。有茎。

倍12図 ‐
包含層 打製石鏃 18 05 G

尖端都一部欠損。小形 幅広 厚
手。断面形は痛平な凸レンズ状
を呈する。有茎。

И

‐４

醜
包含層 サヌカイト 打製石鏃 G 9/10

尖端部一部欠損。小形 幅広 厚
手。断面形は凸レンズ状を呈す
る。有茎。

言1%図 ‐
包含層 サヌカイト 打製石鏃 G 9/10

先端部一部欠損。小形 幅広 厚
キ。断面形は菱形を呈する。有
茎。

蔦124図 ‐

16
包含層 打製石鏃 16 05 G

小形 幅広 厚手。断面形は六角
形状を呈する。有茎。

喜lZ図―
包含層 サヌカイト 打製石鏃 25 1/1

完形。大形 細身 やや厚手。断面
形は凸レンズ状を呈する。凸基。

喜1閉図‐

18
包含層 サヌカイト 打製石鏃 37 19 06

尖端部一部欠損。大形 細身 や
や厚手。断面形は凸レンズ状を
星する。凸基。

宮lИ図
19

不 明 包含層 打製石鏃 1/ユ

完形。小形 幅広 薄手。素材とな
る横長剥片の周縁に調整加工を
施す。断面形は扁平な凸レンズ
状を呈する。有茎。

者125図
包含層 サヌカイト 打製石鏃 I 1/1

完形。おヽ形 幅広 薄手。素材とな
る猿長景!片 の周縁に調整加工を
施す。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。有≧。

第125図
C8 包含層 サヌカイト 打製石鏃 9/10

左側縁一部欠損。小形 幅広 薄
手。素材となる横長剥片の周縁
に調整加工を施す。断面形は扁
平な凸レンズ状を呈する。有菫。

第125回

3
包含層 チヌカイト 打製石鏃

尖端部一部欠損。小形 幅広 薄
手。素材となる横長剥片の周縁
に調整加工を施す。断面形 1ま 扁
平な凸レンズ状を呈する。有茎。

第125図
恒合層 サヌカイト 打製石鏃 04 1 1/1

完形。小形 幅広 薄手。素材とな
る横長尿!片 の周縁に調整力H工 を

施す。断面形は扁平な凸レンズ
状 を呈する。有≧。

２５

５ 包含層 サヌカイト 打製石鏃

尖端部 茎部一部欠損。素材とな
る横長剥片の周縁に調整加工。
断面形は痛平な凸レンズ状を呈
する。有茎。

２５

６ 不 明 包含層 サスカイト 打製石鏃 13 10
完形。素材となる横長景J片 の周
縁に調整加工。断面形は扁平な
凸レンズ状を呈する。有茎 ?

あ

７

N■ 5

SNIユ ∞1の 下
包含層 打製石鏃 J

完形。大形 薄手。平面形は三角
形状。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。平基。

２５

８ 包含層 打製石鏃 36 ]

完形。大形 薄手。平面形は三角
形状。平坦な薄手の横長剥片を
素材とし周縁に調整加Iを 施
す。断面形は扁平な凸レンズ状
を呈する。平基。
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遺 裕 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (∞ ) 幅 (cm) 厚 さ (ca) 重量 (g) 打製石鉄分類 残存率 部  位 備 考

あ

９
包含層 サヌカイト 打製石鏃 ] 1/2 下半部

上半部欠損。平坦な薄手の横長
剥片を素材とし周縁に調整加工
を施す。断面形は扁平な大角形
状を呈する。平基 ?

第125図

10
包合層 サヌカイト 打製石鏃 13 〕

上半部 基部欠損。平坦な薄手
の横長剥片を素材とし周縁に調
整加工を施す。断面形は扁平な
六角形状を呈する。平基。

第125図
包含層 サメカイト 打製石鏃 38 03 20 J

完形。平面形は三角形状。断面形
は扁平な凸レンズ状を呈する。
基部の調整加工は弱い。平基。

第125図 ‐

12
包合層 サヌカイト 打製石鏃 27 17 J 9/10

尖端部 茎部一部欠損。平坦な薄

手の横長剥片を素材とし周縁に

調整加工を施す。断面形は扁平
な六角形状を呈する。平基 ?(有

茎)。

第125図―

13
包含層 打製石鏃 ,

完形。平面形は三角形状。素材と

なる横長剥片の周縁に調整加
工。断面形は扁平な凸レンズ状
を呈する。平基。

第125図―
不 明 包含層 サヌカイト 打製石鏃 27 J

完形。平面形は三角形状。素材と

なる横長剥片の周縁に調整加
工。断面形は痛平な凸レンズ状
を呈する。平基。

喜125図 ‐

15
不明 包含層 サヌカイト 打製石鏃 12 J 4/5

尖端部欠損。素材となる横長剥
片の周縁に調整加工。断面形は

扁平な凸レンズ状を三する。平
基。

包合層 サヌカイト 打製石鏃 16 04 13 」 9/10

ほぼ完形。尖端郡一部久損。小

形。平面形は三角形状を呈する。
断面形は痛平な凸レンズ状を呈
する。平基。

田
７

包合層 サヌカイト 打製石鏃 10 ]

尖端部一部欠損。小形。平面形は
三角形状を呈する。断面形は痛
平な凸レンズ状を呈する。平基。

２５

・８
●L含属 サヌカイト 打製石鏃 15 ]

上半部欠損。断面形は扁平な凸
レンズ状を呈する。平基。

包含層 打製石鏃 32 K 9/10

ほぼ完形。尖端部一部欠損。断面

形は扁平な凸レンズ状を呈す
る。凹基。

鯛
Ｏ

南斜面 包含層 サメカイト 打製石鏃 32 19 K 9/10
ほぼ完形。尖端部一部欠損。断面
形は凸レンズ状を呈する。凹基。

不 明 包含層 サヌカイト 打製石鏃 18
完形。裏面右側縁無加工。断面形
は扁平な凸レンズ状を呈する。
凹基。

第125図

22
包合層 打製石鏃 K

完形。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。口基。

第125図

23
G-5 包含層 サヌカイト 打製石鏃 K 9/10

尖端部一部欠損。断面形は扁平
な凸レンズ状を呈する。凹基。

常195図
O‐ 8 包含層 打製石鏃 K

完形。断面形は扁平な凸レンズ

状を呈する。四基。

倍1閉図
包含層 サヌカイト 打製石鏃 9/10

ほぼ完形。尖瑞部一部欠損。断面

形は扁平な凸レンズ状を呈す
る。凹基。

宮1%図 ―
包含層 サヌカイト 打製石鏃 14 10 【

ほぼ完形。尖端部一部欠損。断面

形は痛平な凸レンズ状を呈す
る。凹基。

害126図 ―
C-13 包含層 打製石鏃 tO 下半部

上半部欠損。基部残存。断面形は

扁平な六角形状を呈する。凹基。

膏126図 ‐
包合層 サヌカイト 打製石鏃 16 し 1/1

来製品。断面形は扁平な凸レン
ズ状を里する。平基。

荷126図―
、r io 包含層 サヌカイト 打製石鏃 06 し 3/4

尖端部 基部欠損。未製品。断面

形は痛平な六角形状を呈する。

平基。

宮1必図‐

6
包合層 サメカイト 打製石鏃 18 05

来製品。断面形は扁平な六角形
状を呈する。平基。

再126図 ‐
包合層 打製石鏃 13 3/4

尖端部 基部欠損。未製品。断面

形は痛平な凸レンズ状を呈す
る。平基。

符1'6図
8

包含層 サヌカイト 打製石鏃 23 53
未製品。断面形は扁平な六角形
状を呈する。平基。

海126日
包含層 サヌカイト 打製石鏃 27 07

尖端部 基部欠損。来製品。断面
形は扁平な凸レンズ状を呈す
る。

％

Ю
包含層 打製石鏃

未製品。断面形は扁平な六角形
状を呈する。平基。

富ユ閉図
包含層 チヌカイト 打製石鏃 23 17 04 13

未製品。断面形は扁平な凸レン

ズ状を呈する。

第126図
包合層 チメカイト 打製石鏃 18 L

未製品。断面形は扁平な凸レン

ズ状を呈する。

包含層 サヌカイト 打製石鏃 22 03 L 2/8
下半部欠損。未製品。断面形は扁
平な六角形状を呈する。

不 明 包含層 サヌカイト 打製石鏃 18 15
尖端部 基部欠損。未製品。断面
形は扁平な六角形状を呈する。

平基。

姿

‐５
X■ 3 包含層

'メ

カイト 打製石鏃 03
上半部欠損。未製品。断面形は扁

平な六角形状を呈する。平基。
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営126図 ‐

16
包割唇 打製石鏃 12 未製品。断面形は痛平な六角形

状を呈する。平基。

第126図‐
U56 包含層 サヌカイト 打製石鏃 01 L

下半部欠損。来製品。断面形は扁
平な三角形状を呈する。平基。

第126図 ―
不 明 包含層 R― フレーク 石鏃未製品 ?

第126図 ―

19
不 明 包合層 チャート 打製石鏃 完形。新面形は凸レンズ状を呈

する。凹基。縄文。

第1閉回―
包含層 サヌカイト 打製石鏃 07 石鏃未製品 ?

第126図
V-5 包含層 サヌカイト R― フレーク 05 石鏃未製品 ?

第126図
表土直下 打製石鏃 47 大形 幅広 やや厚手。有茎。裏面

右先端部欠損。

第126図

23
O-6 表土直下 チメカイト 打製石鋲 27 3/4

上半部欠損。大形 細身 厚手。断
面形は菱形を呈する。有茎。

第1躊図
2 表土直下 サヌカイト 打製石鏃 09 20 6

大形 淳手。平坦な薄手の横長剥
片を素材とし周縁に調整加工を
施す。平基。表面左下端部、裏面
左下端部欠韻。

”

１
包合層 サヌカイト 石庖丁 626 3/4

左側縁欠損。横長剥片の両側縁
に刃部を作出。

”

２
V-12 包含層 石疱丁 87 1/3

右lFl縁欠損。横長劇片の両側縁
に刃部を作出。左狽〕縁に扶 り有
り。

２７

３ J9 包合層 サメカイト 石庖丁 92
右側縁欠損。横長剥片の両側縁
に刃部を作出。左lml縁 に挟 り有
り。

育127図
包御唇 サヌカイト 石庖丁 右側縁下部残存。

海127図
5

包含層 サメカイト スクレイパー 1/ユ
完形。横長剥片の下縁に刃部を
作出。自然面残存。石庖丁 ?

喜197図 ‐

6
包合層 サヌカイト 石庖丁 232 ユ/修

右半分欠損。横長ill片 の上 下側
縁に調整加工。自然面一部残存。

膏1″図‐
包含層 片岩 石庖丁 100 1/ユ

完形。刃部に磨滅(使用痕)がみ
られる。

営127回 ‐

8
包合層 結晶片岩 石庖丁 82 2 ユ/ユ

完形。横長剥片の両側縁に刃部
を作出。左側縁に扶り有り。自然
面一部残存。

富127図 ―

9
0■ 1 包含層 結品片岩 石庖丁 左半分欠損。剥片の両側縁に刃

部を作出。右側縁に供り有り。

２７

‐０ 【■1 包含層 片 岩 石庖丁 右半分欠損。剥片の両側縁に刃
部を作出。

常128図
包合層 結晶片岩 石疱丁 10 1/2

左半分欠損。剥片の両側縁に刃
部を作出。

第128図

2
包含層 結晶片岩 石庖丁 1/4

左 上部欠損。刃部(下側縁)磨製
(使用による磨減 ?)。

第128図

3
包合層 片 岩 石庖丁 16 下側縁一部残存。

塞

４ 包含層 結晶片岩 石庖丁 1/1 石器素材剥片 (石鍬 ?石庖丁?)

２９

１ 不 明 包御目 薄手の剥片の縁辺部に刃部を作
出。石鏃未製品 ?

獨

２
P-5 包含層 59 10 40 7 横長剥片の下縁に刃部作出。

移129図
包含層 サヌカイト スクレイパー 16 25 6 1/J

完形。横長剥片の下縁に刃部を
作出。自然面残存。

書129図 ‐
hr 5 包含層 サヌカイト スクレイパー 50

完形。素材となる剥片の上縁お
よび右側縁に刀潰し加工。下縁
に刃部を作出。刃部の加工は弱

”

５ 包含層 サヌカイト 14

完形。表面に自然面残存。素材と
なる剥片の上縁に刃潰し加工。
下縁に刃部を作出。刃部の加工
は弱い。

第129図 ―

6
U-6 包含層 サメカイト 完形。積長剥片の下縁に刃部を

作出。

第1"図 ―
不 明 表採 サヌカイト スクレイパ 10

完形。横長剥片の下縁および右
側縁に刃部を作出。刃部の加工
は弱い。

第129図

8
U-7 包含層 スクレイノ 下 右側縁に刃部力H工 。自然面残

存。

第129図

9
【-11 包含層 サヌカイト 剥片の上 下縁辺に加工。楔形石

器 ?

第129図
包含層 サヌカイト スクレイパー 37 57 1/1 剥片の上 下側縁に調整力Л工。

- 772 -―



告
報

遺 構 出土地点 層  位 石  材 器 種 長 さ 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g) 打製石鏃分頚 残存翠 音h 位 備

蔦ユ

"図

‐
包含層 スクレイパー 93 下側縁に調整加工。

を129図 ‐

12
包合層 サヌカイト

器体右側欠損。上 下憫」縁に調整
加工。

害1'9図‐
包含層 スクレイパー OS 78

剥片の一側縁に調整加工。石鏃
来製品 ?

書129回
S■ 1 包含層 サヌカイト スクレイアヾ― 3/4

左側縁部欠損。剥片の下 右例縁
に弱い調整加工。自然面一部残
存。

包含層 68
右側欠損。横長剥片の上 下恨1縁

に調整加工。

第130図
表土直下 16 47 2 1/1 上 下端部に弱い調整加工。

帥

２
表土直下 12 1/1 上 下端部に弱い調整加工。

岩1∞図 O-6 表土直下 ナメカイト 1/1 左 右側縁に調整加工。

ｍ

４
表土直下 チヌカイト 自然面一部残存。

３０

５ 06 表土直下 チメカイト 75 一部欠損。自然面一部残存。

３０

６ 06 表土直下 サヌカイト クレイ′ 39 45 16 9 1/1 自然面一部残存。

第130図
包含層 サヌカイト 石錐 08 完形。断面形は菱形を呈する。

３０

８ 包含層 サヌカイト 石錐 40 22 07
完形。断面形は六角形状を呈す
る。

第130図

9
不 明 包合層 サヌカイト 石錐

刃部尖端一部欠損。断面形は大
角形状を呈する。

第130図

10
R-10 包合層 サヌカイト 石錐 21 9/10

握 り部一部欠損。断面形は大角
形状を呈する。

３‐

ュ 包含層 ナヌカイト 楔形石器
完形。素材となる剥片の両倶1縁
を折断して整形。

第131図
S■ 1 包含層 ナヌカイト 楔形石器 07 61

完形。素材となる剥片の両側縁
を折断して整形。スクレイパー

不 明 包含層 サヌカイト 楔形石器 176 完形。両側縁折断。

第131図
包合層 サヌカイト 楔形石器 完形。両側縁折断。

第131図
X‐ 5 包含層 楔形石器 160 1/1 完形。厚手の剥片 を素材 とする。

第131図 ‐

6
包含層 サヌカイⅢ 楔形石器 完形。両側縁折断して整形。

第131図 ‐
Q-8 包含層 サヌカイト 楔形石器 32

完形。厚手の剥片を素材とし、両
例縁折断して整形。

第131図―
S■ 1 包含層 楔形石器 36

完形。厚手の剥片の両側縁を折

断して器形を整える。

第131回―
不 明 包含層 サヌカイト 楔形石器 33 31

完形。右lRl縁 折断して器形を整
える。

第131図―
包含層 楔形石器 ?8 完形。左例縁折Wf。 自然面残存。

第131図 ‐
包含層 サヌカイト 楔形石器 28 70 1/] 完形。両倒縁折断。

P-9 包含層 楔形石器 厚手の剥片の右側縁を折断。

宙131図 ‐

19
P-9 包含層 サヌカイド 楔形石器 1/1 完形。右傾1縁折断。

U6 包含層 楔形石器 1/1
完形。厚手の剥片の左額1縁 を折

断して整形。

専131図‐
不明 包含層 楔形石器 30 86 完形。厚手の尿I片 を素材とする。

喜131図
包合層 サヌカイト 楔形石器 20 29 1/】

完形。厚手の剥片を素材とする。
上縁に自然面残存。

'131図
包合層 楔形石器

完形。厚手の剥片を素材とする。
両lal縁 折断。自然面一部残存。

包含層 サヌカイト 楔形石器 1/] 左側縁折断。右側縁自然面残存。

３２

１

抑
包含層 楔形石器 完形。両側縁折断。

３２

２

撫
X-10 包含層 サヌカイト 楔形石器 32 07 1/】 完形。両例縁折断。

３２

３ S-16 包含層 楔形石器 33 完形。両倒縁折断。

諺

４
B10 包含層 サヌカイト 楔形石器 1/1 完形。両側縁折断。

鬱

５
R‐ 6 包含層 楔形石器 28 完形。両側縁折断。

ν

６
包含層 サメカイト 楔形石器 37 1/〕 完形。右側縁折断。

Ｖ

７
S‐ 10 包含層 楔形石器

厚手の剥片を素材とする。上半

部欠損。両例縁折断。
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ド132図 ‐

8
包含層 サヌカイト 楔形石器 07 78 下端部一部欠損。

膏133回 ‐
不明 包含層 サヌカイト 剥 片

横長剥片。自然面残存。表面は打
面転移された複数の剥維面で構
成される。自然面残存。

宮1鵠四―
表土直下 剥 片 13 右側縁に加工痕。

宮138図 ―

3
O-6 表土直下 サヌカイト 剥 片 下端部に加工戻。自然面一部残

存。

宮133図
O-5 表土直下 剥片 39 09 左端部欠損。

常B3図
5

1ヽ16 包合層 サメカイト 27 309 1
大形の横長剥片を素材とする。
下側縁に使用痕、左側縁にFjq整

加工がみられる。自然面残存。

第1鵠図
包含層 サヌカイト R― フレーク 上 下縁辺に調整加工がみられ

第133図
包含層 サヌカイト 41 164 上 下縁に弱い調整加工痕。スク

レイ′ヽ― ?

第134図
A'7 包含層 サヌカイト R― フレーク 上 下縁辺に調整加工がみられ

る。自然面一部残存。
３４

２ 不 明 包含層 ナヌカイト 45 下側縁に調整加工がみられる。

髄

３
W■3 包含層 サヌカイト R― フレーク 上半部欠損。下側縁に調整加工。

スクレイパー ?

３４

４ P-6 包合層 ナヌカイト R― フレーク 右側縁に調整加工痕。

譴

５ 包含層 サヌカイト R― フレーク 上半部欠損。石鏃未製品 ?

靱

６
ST56 包含層 サヌカイト R― フレーク 27 43 剥片の三側縁に調整加工。石鏃

未製品 ?

翻

７
●L含層 サヌカイト R― フレーク 石鏃未製品 ?

３４

８ 包含層 R― フレーク 左 右側縁に調整加工戻。

銘

９
M-8 包含層 サヌカイト Rフ レーク 2111

上 下縁辺に調整加工痕。自然面
一部残存。

喜ユ

“

図
10

包含層 サヌカイト Rフ レーク 43 上縁辺に調整加工痕。

喜134図 ‐
不明 包含層 サメカイト 25 37 下縁辺に調整加工痕。

言1譴図‐
包含層 サヌカイト Rフ レーク 29 上 右側縁に調整加工がみられ

る。

髄

‐３

醜
A15 包含層 サヌカイト 右 左側縁に調整力H工 痕。

第184図 ‐
包含層 R― フレーク 32 上側縁に調整加工痕。自然面―

部残存。

第195図 ―
包含層 サヌカイト R― フレーク 37 10 下側縁に調整加工。自然面残存。

第135図 ―

2
包含層 サヌカイト R― フレーク 石鏃未製品 ?

３５

３ 包含層 サヌカイト 石鏃未製品 ?

第135図
包含層 サヌカイト R― フレーク 13 下縁辺に調整加工痕。

第135図

5
Z-10 包含層 14 13 上 下緑辺に調整加工がみられ

る。
３５

６ 包含層 サメカイト 10 下縁に微細な剥離がみられる。
使用痕。

第135図

7
包合層 ナヌカイト U― フレーク 42 左 下縁に使用戻。

３５

８ 08 包含層 サメカイト U― フレーク 下縁に使用痕。

３５

９ 包含層 U― フレーク 下縁に使用痕。

３５

・０ 包含層 サヌカイト U‐ フレーク 石核転用のスクレイパー ?表面
自然面。

育135図
包含層 U― フレーク ユ 2 右側縁に使用痕がみられる。

し-7 包含層 サヌカイト 54 09 149 左 下縁に使用痕。

書136図‐
包含層 サヌカイト 石核 67

単剥離面で構成され、打面90°

転移しながら剥離進行。自然面
残存。

再136図 ‐
包合層 石核 49 27

一方向からの加撃による剥片剥
離。自然面残存。

岳136図 ‐

3
N■ 6 包含層 石核 379

90° に打商転移しながら剥片剥
離。サイコロ状の形態。自然面残
存。

博136図―
包含層 サヌカイト 石 核 31

単剥離面で構成され、打面90・

転移しながら剥離進行。自然面
残存。

宮186図 ―

5
包合層 サヌカイト 石核 31

単剥雛面で構成され、打面側
°

転移しながら剥離進行。自然百
残存。
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第1箭図
6

T-8 包含層 サヌカイト 石核 49
単剥離面で構成され、打面∽

°

転移しながら剥離進行。自然面
残存。

３７

１ P‐ 6 岩盤直上 サヌカイト 石核 自然面一部残存。

３７

２ 包含層 石核 20 打面転移 しなが ら剥離が進行。

３７

３ S‐ 11 包合層 サヌカイト 石核 36 一部欠損。

３７

４ 表土直下 石核 43 34 3 自然面一部残存。

３７

５ T-8 包含層 サヌカイト 石核 46 259 打面転移しながら剥離進行。自
然面残存。

８７

６ Q-8 包含層 石核
打面転彩しながら剥離進行。自
然面残存。

３７

７ 包含層 サヌカイト 石核 18 23 ユ 自然面一部残存。

３７

８ 包含層 石核 30 26 風化者 しい。

３７

９ 包含層 サヌカイト 石核 23 3 完形。

３８

１ 包含層 砂岩 藩石 8'4 1 ユ/1
スタンプ状の形態の石杵。下面
に水銀朱付着。上下端部に磨面。

左右端部に敲打戻。

３８

２ 不明 包含層 斑 レイ者 磨 石 75 1989 破片。上 左右端部に磨面 ?

３８

３

翻
包含層 斑 レイ岩 磨石 226 7 破片。器体表面に磨面 ?

符1鶴図
包含層 斑 レイ岩 磨 石 6よ 3134 円柱状の器体。上下欠損。石杵 ?

青1_R9図
Y-6 包含層 砂 岩 磨 石 56 306 1 1/1

桁円礫を使用。表裏面 周縁に弱
い磨面。

有1∞図‐
SM1001周 辺 包含層 砂 岩 磨石 1/1

T‐●円礫を用いる。上下 左右側縁
に弱い蔽打痕。裏面に磨面。

第139図 ‐
包含層 砂 岩 磨 石 63 1473

楕円礫を用いる。器体全面を使
用していると思われるが使用痕
は弱い。

第139図 ―
O■ 4 墳丘盛土 砂岩 磨 石 130ク 1/1

やや扁平な円礫を用いる。裏面
右端部に弱い使用戻。

第139図―
不 明 包含層 砂岩 磨 石 35 2/3

上半部欠損。やや扁平な円礫を
用いる。下端部に磨面。

第139図―
不 明 包含層 砂岩 磨石 62 3

楕円礫。右半分欠損。表裏面に磨
面。

第139図 ‐
V-6 包含層 砂岩 磨 石 破片。

第140国 ‐
R-7 包含層 片 岩 た形踏刃石斧 2/3 基 都 刃部欠損。

第140国 ‐
包含層 砂 岩 敲 石 31 1/1

やや扁平な相円礫。柱状の形態。
周縁端部 (稜部)1こ 敲打痕。

第140図

6
包含層 砂岩 敵 石

楕円礫を使用。表面 上下端部に
敲打IR。

第140日
F-10 包含層 砂 岩 敲石 12 3 31 破片。表面に敲打戻。

第141回
不 明 包含層 砂 岩 敲 石

"3
65 887] 完形。角柱状の形態。表 裏面お

よび右側縁に強い敲打rR。

第141国
包含層 砂岩 敲石 52 「D255

完形。柱状の形態。上下瑞部およ
び右側縁に強い敲打痕。

４‐

３ P‐ 10 包含層 砂岩 敲 石 48 350 0
完形。角柱状の形態。表面および

右lWl縁 に散打戻顕者。

４２

１ 包含層 砂 岩 散 石 1/1

完形。角柱状の形態。上下端部お

よび左 lll縁 に敲打痕。左例縁敲
打痕顔著。

４２

２ 包含層 砂 岩 敲 石
角柱状の形態。上下端部および

表 裏面下半に蔽打痕顕著。

４２

３ 不 明 包含層 砂岩 敲 石 128 46
角柱状の形態。稜線上および上
下端部 表面に散打痕。表面およ
び下端に激しい散打痕。

第142図
不 明 包含層 砂 岩 駁 石 38 259 6

一部欠損。扁平な角柱状を呈す
る。表面 下端部 右側面に敲有
戻。右側面一部に磨面。

４３

１ 包含層 砂 岩 敲 石 78 36 4130 1/1

扁平 でいびつな角柱状 を呈 す

る。上 下端部および左lRl縁 に散

打痕。

育143図
不明 包含層 砂岩 敲 石 268 7 1/1

表裏面 上下端部 右IF縁 に改打
痕。

４３

３

撫
包含層 砂 岩 敲 石 105 52 2宥 6

角柱状を呈する。表裏面 上下瑞
都 右側縁に敲打戻。

青143回―
包含層 砂 岩 敲 石 2Й 5

一部欠損。やや扁平な亜円礫 を

用いる。表裳面 下端部 右端部

に敲打戻。

有144回‐
X■ 4 包含層 砂 岩 敲石 87 上端部欠損。

下端部 表面 右端部に敲打 FR.

盲144図 ‐
包含層 砂 岩 敲 石 破 片

器体裏面欠損。
表面に敲打痕。
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告
轄

還  将 出土地点 層 位 石  材 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 童量 (g) 打製石銀分類 残存軍 部 位 備 考

黎

３
不 明 包合層 砂岩 散 石

上半部欠損。角柱状の自然礫を
用いる。表面 右端部に敲打痕。

第144図
不 明 包含層 砂 岩 敲 石

左側面一部欠損。円盤状の自然
礫 を用いる。上 右瑞部に散打
痕。

第1“図
包含層 砂岩 敲 石 79 痛平な楠円礫を用いる。上下端

著[左右端部に散打痕。

第1“図
6

K-17 包含層 片 岩 敲 石 10 101 扁平な構円礫。上下端部 に敲打

戻。

第145図
包含層 砂 岩 敲 石 73 446 3 9/ユ O

扁平な格円礫を用いる。表面 上
下端部 左右lgl縁部(周 縁)に 散
打痕が認められる。表面の蔽打
は弱い。裏面に磨痕がみられ磨
石としても使用か ?

第145図
〕■4 包含層 砂 岩 敲 石 350 2 1/1

楯円礫を用いる。表裏面 上下端
部 左端部に散打痕。

第145図
包含層 砂岩 散石 394 9

楕円礫を使用。表裏面 周縁に弱
い敲打痕。

第145図
J5 包合層 砂岩 蔽石 55 356 4 1/1

楕円礫を使用。周縁 表面に敲打
痕。表裏面に使用痕 (磨 面)がみ
られ、磨石としても使用。

４６

１ 1ヽ16 包含層 砂 岩 敲 石

楕円礫を用いる。右下端部一部
欠損。表裏面 上下端部 右端部
に散打痕。

第146図 ‐
包合層 砂岩 蔽 石 286 0 9/10

表面端部一部欠損。楕円礫を用
いる。表裏面 周縁に敲打痕。

第146図 ‐
M‐ 6 包含層 砂岩 敲石 84 61 476 6 1/1

亜角礫を用いる。稜部(周縁)表
裏面に赦打痕。

第147図 ‐
包含層 砂 岩 敲 石 ワ05 1 1/]

やや扁平な楕円礫を使用する。表
面 上下端部 左右側縁に散打痕。

第147図 ‐
J■ 4 包含層 砂岩 敲 石 77 37 206 9 1/]

やや扁平な栴円礫を使用。表裏
面および器体全周縁に散打痕。

第147図

3
R‐ 8 包含層 砂岩 敲 石 43 1831 1/J

縮円礫を使用。表裏面および全
同縁に敲打戻。

第147図―
包含層 砂岩 敲 石 69

表裏面 周縁に散打痕。下瑞部に

散打痕顕者。

第147図―
不 明 包含層 砂岩 敲 石 1581 1/2

器体I″欠損。格円礫を使用。下端
部に敲打痕力瀬 者にみられる。

第147図―
Q7 包含層 砂岩 敲 石 1435 1/2

器体1カ欠損。楕円礫を用いる。
周縁にごく弱い敲打戻。磨石 ?

第147図 ―
包含層 砂岩 敲 石 20

器体の2潟欠損。扁平な円礫を用
いる。表面および周縁に蔽打痕。

第148図 ‐
,■2 包含層 砂 岩 議 石 86 20

器体裏面欠損。
表面に散打痕。

４８

２

ｍ
包含層 砂 岩 蔽 石 49 48 40 Iワ74 円礫を用いる。表婁面 上下端部

右側面に散打痕。

言148図 ‐
T5 包含層 砂 岩 敲 石

扁平な楕円礫を用いる。表裏面
周縁に敲打痕。

言148図 ‐
包含層 砂 岩 散 石 68 23 1/1

扁平な構円礫を用いる。表裏面
上下端部 左右周縁に敲打戻。

４８

５ 包含層 砂 岩 敲 石 81 1 1/1

扁平な楕円礫を用いる。上下端
部 右側縁に敲打痕。裏面に磨
面 ?

喜148図 ‐

6
Q-7 包含層 砂 岩 蔽 石

円礫を用いる。敲打により器体
下端部一部欠損。上 右端部に弱
い歳打痕。

喜148図 ‐
X■ 5 包含層 泥 岩 散 石 50 32 自然石 ?

害149図 ‐
包含層 砂 岩 敲 石 1/1

やや痛平な並円礫を用いる。表
面 周縁に敲打痕。

岳149図
N7 包含層 砂 岩 敲 石

やや扁平な円礫を用いる。表面
全周縁に赦打痕。上下端部敲打
痕顕著。

喜151図‐
包含層 砂岩 敲石 91 97 76 9959 1/1

いびつな亜角礫を用いる。端部

(稜頂部)に 敲打痕。

５０

２ 包含層 砂岩 敲 石 5216 1/1
亜円礫を用いる。上下および右
端部に敲打痕。

５０

３ F-5 包含層 砂 岩 赦 石 2/3
上半部欠損。やや扁平な円礫を用
いる。下端部 左右側縁に散打痕。

包合層 砂岩 敲 石
右端部欠損。ややいびつな円礫
を使用。上下端部に敲打痕。

包含層 砂質片岩 赦 石

亜角礫を用いる。稜頂部を作業
面(部位)に 使用していると思わ
れるが敲打痕はごく弱い。

包含層 泥質片岩 敲 石 40 1625
亜角礫 を用いる。稜頂部 を作 業

面 (部位)に 使用。敲打痕 はご く

弱ヤ、

書151図
J9 包含層 砂質片岩 敲 石 30 1333 1/ユ

やや扁平な亜角礫を用いる。上

下端部に弱い使月痕。

存151回
包含層 泥質片岩 敲石

やや扁平な円藤を用いる。上下
左右端部に弱い散打戻。

包含層 泥質片岩 敲石 57 34 2288 1/ユ
やや扁平 な亜角礫。敲石 と思 わ

れるが敲打痕は不明瞭。

諺

１
不明 包含層 砂質片岩 敲 石 40 1/1

亜角礫を用いる。TAt頂部を作業部
位とする。上下 右端部に蔽打痕。
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選 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (ca) 幅 (ct) 厚さ (cm) 重 畳 打製石鏃分類 残存率 部 位 備 考

Ｖ

２
包含層 砂 岩 散 石 738 5 1/1

やや扁平な亜角礫を用いる。上
下 左右側縁に敲打痕。稜部に散
打痕顕著。

Ｖ

３ 包含層 砂質片岩 敲石 33 251 7
やや扁平な亜角礫。明瞭な散■
痕はみられない。

ワ

４ Q-10 包含層 砂者 散 石 2325 1/1 円盤状の円礫。全周縁に赦打痕。

酪

ユ
P ll 包含層 砂岩 散 石 29

痛平な亜円礫を用いる。周縁に
敲打戻。上下 左右側縁に散打痕
顕著。

再153図 ‐
包含層 砂岩 散 石 57 25 191 7

扁平な亜円礫を用いる。周縁に
赦打痕。上下 左右端部(頂部)に

蔽打痕顕著。

喜ユ硝図‐
包含層 砂岩 散石 扁平な亜円礫を用いる。上下端

部 右側縁頂部に蔽打痕。

喜ユ硝図‐
包含層 砂岩 敵 石 49 痛平な円礫を用いる。周縁に散

打痕。

翻

５ 包含層 砂岩 蔽石 19 1/J
扁平な円礫を用いる。上下端部
左側縁に故打戻。

荷153図―
不 明 包含層 砂 岩 散 石 扁平な円礫。周縁に弱い散打痕。

翻

７ 包含層 泥岩 散 石 55 6
上半部欠損。痛平な円礫。明瞭
な散打戻はみられない。

第153図‐
包含層 泥岩 蔽石 41 18 434 痛平な亜円礫を用いる。周縁に

赦打戻。

第153図 ―

9
不 明 包含層 泥岩 敵 石 194 上半部欠損。下端部に弱い散打

痕。

第154図 ‐
包含層 泥質片岩 砥石 1594

右側縁から上瑞部欠損。円柱状
の格円礫を用いる。敲石。裏面
右端部に散打痕。表裏面と右側
縁に擦痕 (砥面)。

第154図

2
包含層 片 岩 散石 775

扁平な円柱状の精円礫 を用い
る。上下端部 右側縁に散打戻。
表面に磨面。

第lry図
R-9 包含層 片岩 敲 石 68 2

痛平な精円礫を用いる。表裏面
上下端部 左右側縁に敲打痕。裏
面に磨面。

第154図
包含層 砂 岩 砥 石 1839 表面を砥面 (作業面)と して使用

(短軸側)。

駐

５ 包合層 砂岩 砥 石 770 表面(砥面)一 部残存。表面を砥面
(作業面)と して使用(短軸側)。

ｙ

６ R-10 包含層 砂岩 砥 石 52 07
痛平な角柱状を呈する。器体全面
砥面 (作業面)と して使用。表 裏
面に顕者な使用痕(口み)有 り。

第154図
包含層 砂 岩 台石 217 4ry0 0

器体上部欠損。扁平な角礫を用い

る。表 裏面および稜部に散打痕
顔著。表面散打により3カ 所凹む。

第155図
不 明 包合層 砂岩 台石 94 19104 1/4

器体の1/4残存。稜部に激しい敷
打痕。表面は磨面として使用。

“

２
P■ 1 包含層 砂岩 台石 178 27821 表 裏面および左 右側縁に敲打

痕。

“

３ 包含層 砂 岩 台石 18894
扁平な亜角礫を用いる。表面お
よび上 右端部に散打痕。表裏面
に磨面。

５５

４ 包合層 砂岩 台 石 22 5 97 17285
扁平な方柱状の亜角礫を用い

る。器体全面使用。表裏面 右側
面にFItr痕 顕著。

害ユ硝図
包含層 砂 岩 台 石 123 892ユ 1/1

自然の亜角礫を用いる。稜線上
および表面に散打痕。

“

２ 包含層 砂岩 台 石 107 7188
下学部欠損。自然の亜角礫を用
いる。稜線上および表 裏面に散
打痕。

言156図‐
不明 包含層 砂岩 台石

表 裏面および稜部に弱い散打
痕。表面 右側面を磨面 (砥面)と

して用いる。

言156図‐
包合層 砂岩 台石 115 26 3129 扁平な亜角礫を使用。表裏面 左

右側縁に散打痕。表面に磨面。

硲

５
包合層 砂岩 台石 2471 下部 裏面欠損。表面 左右側面

稜部に蔽打痕。

喜156図 ‐

6
不明 包含層 砂 岩 台 石 16 7 8872 表面 右側面に激しい蔽打痕。

酪

７ 包含層 砂岩 台 石 鵠13 1/1 破片。

簿ユ

“

図‐

3
不明 包含層 砂 岩 台石 31 3 破片。

“

９
【-17 包含層 結晶片岩 剥片 4886 1/1 片岩剥片。石器素材 ?
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SM(玉類 )

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 材  貿 器  種 長径 (Il) 短径 (血 ) 厚 さ (n4) 重長 (g) 子し径 (mm) 穿孔方向
他

量
の
法 残存卒 備  考

第165図 ■ 床面 水 晶 切子玉 片 面 研磨戻有 り

第165図 2 床 面 水 晶 切子工 研磨痕有 り

第165国 3 SⅢ江1001 O‐ 13 床 面 頁 岩
切子王の

未製品
190 13] 31 研磨戻有 り

第165図 4 SMi001 床面 硝 子 小 王 50

第165図 5 SM1001 床 面 硝 子 小 王

第165図 6 床 面 硝子 小 エ 1/1

第165図 7 savllool 床 面 硝 子 小 玉 50 35 23

第165国 8 床 面 硝 子 小 王 48 31 007 16 1/よ

第165図 9 床 面 硝 子 小 王

第165図 ■0 SM1001 床 面 硝 子 小 王

第165図 ■1 Sヽ江1001 床 面 硝子 小 王

第165図 ■2 Sヽ江1001 床 面 用 子 小 王 34 ワ 3 O 03 1/1

第165図 ■3 Sふ江1001 床面 硝 子 小 エ 60 59 28 22

第165図 ■4 床 面 硝 子 小 王 0 06

第165図 ■5 床 面 硝 子 小 玉

第165図 ■6 SM1001 硝 子 小 王 1/1

第165図 ■7 SM100] 床 面 硝 子 小 玉 18 1/1

第165図 ■8 SM100ユ 床 面 硝子 小 玉 40 32

包合層 (玉類)

報告書

掲改番号
選構 出土地点 層 位 材 質 器 種 長径 (rm) 短径 (dm) 厚 さ (dm) 重量 (g) 孔径 (fIIn) 穿孔方向

その他の
法量

残存率 循 考

第H図 ■1 包含層 緑色凝灰岩 管 玉 39 20 0 片 面

SB石製投弾計測表

香 号 遺構 出土地点 層位 石材 長 さ (帥 ) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備 考

ユ SB1001 床面直上 砂岩円礫 27 6 22 3

2 Q-7 SB内埋土 砂岩円礫 4 21 2

3 SB1008 砂岩円礫 8

SB1008 砂岩円礫 42 7 23 8

5 Q-8 底面 砂岩円礫 65 5 一部欠損。

6 底面 砂岩円礫 29 28 4

7 SB1008 床 面 砂岩円礫 35

底 面 砂岩円礫 43

9 SB1009 砂岩円礫

SB1008 P-9 床 面 砂岩円礫

1] SB1008 砂岩円礫 25

12 T8 SB肉埋土 砂岩円礫 12

13 SB1009 砂岩円礫 47 31 14

SB1011 M■0 SB内埋土 砂岩円礫 17 22 2 一部欠損。

SB1010 砂岩円礫 47 27

16 SB1013 U8 鵠 内埋土 砂岩円礫

17 SB1011 h/110 朗 内埋土 砂岩円礫 45 21

SX1001
(S31009)

ST-56 遺構面直上 砂岩円礫 17 09

19 SB1008 砂岩円礫 39 8

C 9 埋土 砂岩円礫 34 35 7

砂岩円礫 27 22 31 1 一部欠損。

砂岩円礫 40 33 21

SB1008 P-9 床 面 砂岩円礫 40 33 487

% 砂岩円礫 4 1 577

SB1013 T8 朗 内埋土 砂岩円礫 33 25 312

底 面 砂岩円礫 36 27

砂岩円礫

SB1008 床面 砂岩円礫 47 27 Й  7

SB1008 砂岩円礫 27 32 7

SB1003 床面直上 砂岩円礫 42 34

SB1012 底 面 砂岩円礫 47 22 577
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番 号 遺 構 出土地点 層  位 石  材 長 さ (m) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ 備   考

饂 1009 砂岩円礫 23 17 200

SB1013 SB内埋土 砂岩円礫 26 37 5

SB1013 床 面 砂岩円礫 35 24 23

SB1013 T8 SB内埋土 砂岩円礫 41 32

SB1012 鵠 内埋土 砂岩円礫 25 2] 27 4

SB1001 砂岩円礫 28 26 15

SB1008 床 面 砂岩円礫 36 23 753

SB1012 Q-8 SB内埋土 砂岩円礫 38 32 556

SB1008 砂岩円礫 37 33 15

_RB1013 SB内埋土 砂岩円礫 48 30 874

鵠 1008 P-9 床 面 砂岩円礫 48 33 23 560

鵠 1008 P-9 床 面 砂岩円礫 42 34 2J 39 2

SB1012 SB内埋土 砂岩円礫 28 25 15

SB1014 V-9 SB内埋土 砂岩円礫 30 23 528

SB1008 砂岩円礫 2 1 458

SB1009 砂岩円礫 F●32

SB1003 床面直上 砂岩円礫 42 34 54 4

SB1010 砂岩円礫 2] 一部欠損。

SB1010 砂岩円礫 47 30 21

SB1014 V-9 SB内埋土 砂岩円礫 33 22 38 5

饂 1013 U-8 SB内埋土 砂岩円礫 28 24 17 19 5

53 鵠 1012 底面直上 砂岩円礫 50 34 84 5 一部欠損。

p SB1009 T5 遺樺面直上 砂岩円礫 41 24 32 2

55 SB1010 砂岩円礫 53 41 27 850

56 SB1009 砂岩用礫 42 27 23 41 6

57 SB1012 Q-8 底 面 砂岩円礫 35 24 14 179

58 SB1013 T8 SB内埋土 砂岩円礫 36 25 20 343

59 SB1012 SB ttjD土 砂岩円礫 33 24 7

60 SB1006 砂岩円礫 19 17 17 9

SB10114 V■ 1 床面直上 砂岩円礫 18 07

62 SB100〕 砂岩円礫 10 08

63 部 1003 床面直上 砂岩円礫 12 11 07 21

64 SB1009 砂岩円礫 42 32 29 64 7

SB1009 砂岩円礫 47

SB1013 SB内埋土 砂岩円礫 39 23 22 35 5

SB1013 T8 SB内埋土 砂岩円礫 436

SB1009 ST56 遺構面直上 砂岩円礫 77 一部欠損。

SB1009 ST56 遺格面直上 砂岩円礫 一部欠損。

SB1009 砂岩円礫 一部欠損。

71 SB1009 砂岩円礫 34 25 2ユ 29 7

SBllll19 砂岩円礫

寄 SB1009 砂岩円礫 40 25 23

鞄 SB1009 S?-56 遺構面直上 砂岩円礫 26 315

SB1009 ST-56 遺構面直上 砂岩円礫 49 3

SB1009 砂岩円礫 76 3

77 SB1009 砂岩円礫 50 42 774

SB1013 SB内埋土 砂岩円礫 44 5

SB1013 SB内埋土 砂岩円礫

SB1008 砂岩円礫 31 24 27 8

8ユ SB1008 砂岩円礫 4 1 35 475

SB1008 砂岩円礫

SB1009 砂岩円礫 43 37 31

SB1009 砂岩円礫 31

SB1009 砂岩円礫 27

SB1009 砂岩円礫

87 SB1009 砂岩円礫

SB1009 砂岩円礫 31

SB1009 砂岩円礫 一吉L欠損。

SB1009 砂岩円礫

SB1008 床面 砂岩円礫 35

SB1008 P-9 床 面 砂岩円礫 5 1

P-9 床 面 砂岩円礫 53 1
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番 号 遺  構 出土地点 層  位 石 期 長 さ (m) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

94 床 面 砂岩円礫 一部欠損。

SBllll19 砂岩円礫 38 2

SB1009 砂岩円礫 37 25

97 SB1009 砂岩円礫 33 49 8

鵠 1009 砂岩円礫 49

胡 1009 砂岩円礫

100 SB1003 床面直上 砂岩円礫 16

SB1007 C9 埋土 砂岩円礫 47 26

102 SB1007 C9 埋土 砂岩円礫 14 08

103 SB1013 SB内埋土 砂岩円礫 37 27 53 8

SB1099 砂岩円礫 6

鵠 1009 砂岩円礫 27 5 11 9

SB1009 砂岩円礫 34 3

砂岩円礫 32 4 21 6

SB1013 T8 鵠 内埋土 砂岩円礫 4` 34 46 2

S31009 砂岩円礫 53 33 76 4

SB1009 砂岩円礫 27 576

謡 1013 T-8 饂 内埋土 砂岩円礫 34 570

SB1010 埋 土 砂岩円礫 53 80 0

S31013 SB内埋土 砂岩円礫 42 26

114 鵠 1009 砂岩円礫 31 620
115 SB1009 砂岩円礫 38 6

SB1009 砂岩円礫 36

SB1009 ST-56 遺構面直上 砂岩円礫 37 19 11 78

饂 1009 ST-56 遺構面直上 砂岩円礫 22 68

鵠 1013 U-8 SB内埋土 砂岩円礫 37 24 489
SB1008 砂岩円礫 47 24 657
SB1009 砂岩円礫 39 27 663

砂岩円礫 28 522

砂岩円礫 28

砂岩円礫 23 1 1 72

SB1001 床面直上 砂岩円礫 26 13 170

126 SB1013 T-8 床面 砂岩円礫 27 33 7

127 鵠 1013 U8 SB内埋土 砂岩円礫 18 13 11 2

128 SB1009 砂岩円礫 12

129 SB1009 床面直上 砂岩円礫 37 804

SB1013 部 内埋土 砂岩円礫 74

SB1013 U-8 鵠 内埋土 砂岩円礫 619
SB1001 床面直上 砂岩円礫 31 18 %5

SB1008 床 面 砂岩円礫 17 213

SBICX11 床面直上 砂岩円礫 37 42 5

鵠 1006 砂岩円礫 27 26 0

SB1004 V■ 1 床面直上 砂岩円礫 533

SB1009 砂岩円礫

SB1009 砂岩円礫 63 0

朗 1008 床 面 砂岩円礫

SI11012 Q-7 底面 砂岩円礫 4ユ 一部欠損。

1 SB1001 砂岩円礫 25

SB100] 砂岩円礫 22

SB1009 砂岩円礫

SB1010 砂岩円礫 26 17 17

5 朗 1013 T-8 SB内埋土 砂岩円礫 21 385
SB10111 砂岩円礫 37 25 5

7 SB1011 M-10 SB内埋圭 砂岩円礫 4 1 Й 0

SB1013 SB内埋土 砂岩円礫 42 4

SB1013 床 面 砂岩円礫 32 24

T-8 鵠 内埋土 砂岩円礫

T-8 SB内埋土 砂岩円礫 32 25 444

ユ「j2 饂 1009 砂岩円礫 34

153 鵠 1009 砂岩円礫 34 31

154 SB1009 砂岩円礫 37 27 40 5

SB1009 砂岩円礫 45 31
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番  号 遺  樟 出土地点 層 位 石  材 長 さ (cm) I層 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

SI11009 砂岩円礫 31

SBl T-8 SB内埋土 砂岩円礫 255

SBS T-8 SB内埋土 砂岩円礫 596

SB〕 T-8 鵠 内埋土 砂岩円礫

160 SB10 SB内埋土 砂岩円操 55 58 3

1 SB1003 Y-13 床面直上 砂岩円礫 26 50 3

SB1012 8B内埋土 砂岩円礫 13

S31010 砂岩円礫 14

鵠 1009 砂岩円礫 30

SB1009 砂岩円礫 18

SB1001 砂岩円礫

胡 1006 砂岩円礫 2 47 3

SB1012 床 面 砂岩円礫

SB1006 砂岩円礫 2

iO SB1008 床 面 砂岩円礫 27 28 6

1 SB1009 砂岩円礫 2

ワ SB1009 砂岩円礫 19 53 6

℃ SB1006 砂岩円礫 378

Й SB1001 床面直上 砂岩円礫 33 0

SD1001石 製投弾計測表

番  号 出土地点 層  位 石  材 長さ (cm) 幅 (伽 ) 厚 さ (cm) 重 さ 備  考

1 岩盤直上 砂岩円礫 32

2 岩盤直上 砂岩円礫 47 32 H28

3 岩盤直上 砂岩円礫 31 72 5

4 G-9 岩盤直上 砂岩円礫

5 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 51 4 1

6 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 30 66 2

7 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 26 772

8 G-9 岩盤直上 砂岩円礫

9 岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 122 3

岩盤直上 砂岩円礫 95 1

岩盤直上 砂岩円礫 29 59 7
一部損傷のため

長軸実測不可。

C-9 若盤直上 砂岩円礫

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 3 1

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

17 岩盤直上 砂岩円礫 86 97 2

岩盤直上 砂岩円礫 22 72 9

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 N099と 同一物の片方。

岩盤直上 砂岩円礫 47

岩盤直上 砂岩円礫

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 31 33

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 29

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 35

岩盤直上 砂岩円礫

C-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 37 558

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 41 32 67 7

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 32 76 9

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 47 28

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 3 1 26

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 1037

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 32

岩盤直上 砂岩円礫 56 3

岩盤直上 砂岩円礫 47

岩盤直上 砂岩円礫 4 1
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番  号 出土地点 層  位 石  材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cnl) 重 さ (g) 備  考

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 74 6

G-9 岩盤直上 砂岩円映 779

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 47

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 44 78 2

岩盤直上 砂岩円礫 47 837

岩盤直上 砂岩円礫 31 716
C-9 岩盤直上 砂岩円礫 4よ 1017

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 47 箭  6

48 岩盤直上 砂岩円礫 37 74 4

49 岩盤直上 砂岩円礫

Gヤ 9 岩盤直上 砂岩円礫 42

51 岩盤直上 砂岩円礫 33

岩盤直上 砂岩円礫 37

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 52 35 105 6

躍 C-9 岩盤直上 砂岩円礫 32

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 55 866

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 50 42 98 6

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 52 80 3

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 44 「D40

岩盤直上 砂岩円礫 52 37 692
G-9 岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 44 37 73 6

岩盤直上 砂岩円礫 40

63 岩盤直上 砂岩円礫 「J23

64 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 42 31

岩盤直上 砂岩円礫 50

66 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 41

67 岩盤直上 砂岩円IFe 44 35 3.1 702

C‐ 9 岩盤直上 砂岩円礫 53 42

岩盤直上 砂岩円礫 40 FD2 4 一部損傷のため

長軸実測不可。

殉 岩盤直上 砂岩円礫 34 62 0

71 岩盤直上 砂岩円礫 42 37 26

穆 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 43 40 25 65 3

岩盤直上 砂岩円礫 40 31 87 3

密 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 37 61 7
一部損傷のため

長軸実測不可。

岩盤直上 砂岩円礫 37 61 0

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 32 24

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 37

岩盤直上 砂岩円礫 30

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 32 913

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 47 29 797

81 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 57 3.2

82 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 37 89 4

83 G-9 岩盤直上 砂岩円穣 31 627
G-9 岩盤直上 砂岩円穣 39 28 915

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 518
一部損傷のため

長軸 厚 さ実測不可。

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 骸 4

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 30

88 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 62 3

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 30 御 8

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫
一部損傷のため

長軸実測不可。

岩盤直上 砂岩円礫 損傷のため実測不可。

銘 G-9 岩盤直上 砂岩円礫

餡 岩盤直上 砂岩円礫 Й 4

岩盤直上 砂岩円礫 37 27 414

岩盤直上 砂岩円礫 40

97 岩盤直上 砂岩円礫 49 73 0

C-9 岩盤直上 砂岩円礫 35 19

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 167
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番 号 出土地声 層  位 石 材 長さ (帥 ) 幅 (cm) 厚さ (cn) 重 さ (g) 備  考

岩盤直上 砂岩円礫 52 74 8

岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 47

岩盤直上 砂岩円礫 615

ll14 岩盤直上 砂岩円礫 37 840

岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 758

岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 51 849

岩盤直上 砂岩円礫 467

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 42 68 0

ユ 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

3 岩盤直上 砂岩円礫 37 41

4 岩盤直上 砂岩円礫

15 岩盤直上 砂岩円礫 55

16 岩盤直上 砂岩円礫 41

17 岩盤直上 砂岩円礫 742

18 岩盤直上 砂岩円礫

19 岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 51 82 5

岩盤直上 砂岩円礫 825

岩盤直上 砂岩円礫 1302

岩盤直上 砂岩円礫 52 型 7
一部損傷のため

厚 さ実測不可。

閉 岩盤直上 砂岩円礫 57

G-9 若盤直上 砂岩円礫 55 87 2

岩盤直上 砂岩円礫 57 109 3

岩盤直上 砂岩円礫 95 6

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 31 503

岩盤直上 砂岩円篠

岩盤直上 砂岩円礫
一部損傷のため

厚さ実測不可。

岩盤直上 砂岩円礫

岩鰹直上 砂岩円礫 81 2

岩盤直上 砂岩円礫 615

岩盤直上 砂岩円礫 54 81 1

岩盤直上 砂岩円礫 52 647

岩盤直上 砂岩円礫 47

岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 41

岩盤直上 砂岩円礫 57 1017

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 砂岩円礫

G-9 岩盤直上 秒岩円撰 47 41

岩盤直上 砂岩円礫 53 41

岩盤直上 砂岩円礫 53 770

C-9 岩盤直上 砂岩円礫
一部損傷のため

厚さ実測不可。

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 103 5

岩盤直上 砂岩円礫 磁 0

岩盤直上 砂岩円礫 41 34

岩盤直上 砂岩円礫 17

岩盤直上 砂岩円礫 41 92 3

岩盤直上 砂岩円礫 35

岩盤直上 砂岩円礫 42 66 2

1開 岩盤直上 砂岩円礫 51

岩盤直上 砂岩円礫 4 1

岩盤直上 砂岩円礫 37
一部損傷のため

厚 さ実測不可。

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 47 η97

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 49 762

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 52 89 9
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番 号 出土地点 層  位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ 備   考

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 43 31 841

岩盤直上 砂岩円礫 23

162 岩盤直上 砂岩円礫 32 823
G-9 岩盤直上 砂岩円礫 31

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 703

G-9 岩盤直上 砂岩円礫 39 107 0

166 G-9 岩盤直上 砂岩円礫 35 33 698

V5 環壊
トレンチ1上

砂岩円礫 28 19

168
環壕

トレンテ1上
砂岩円礫 3 1 26

169 K-56 トレンチ3 砂岩円礫 27 451

170 K-56 トレンチ3 砂岩円礫 20

Q56 岩盤直上 砂岩円礫 25 79 1

172 Q56 岩盤直上 砂岩円礫 19 41 7

173 Q56 岩盤直上 砂岩円礫 41 30 30 「o09

174 Q56 岩盤直上 砂岩円礫 29 22 25 7

175 V-6 岩盤直上 砂岩円礫 32 75 0

176 岩盤直上 砂岩円礫 24 39 2

177 V-6 岩盤直上 砂岩円礫

178 V-6 岩盤直上 砂岩円礫 41 31 23 41 1

岩盤直上 砂岩円礫 31

V-6 岩盤直上 砂岩円礫 25 8

V-6 岩盤直上 砂岩円礫 41 412

岩盤直上 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 51 7

184 者盤直上 砂岩円礫 27

岩盤直上 砂岩円礫 27 22 1

V-6 表 土 砂岩円礫 31 49 0

87 V-6 表 土 砂岩円礫 41 480
V-6 表 土 砂岩円礫

V-6 表土 砂岩円礫 32 4

V-6 表土 砂岩円礫

A5 岩盤直上 砂岩円礫 721

192 砂岩円礫 47 130 0

193 砂岩円礫

194 砂岩円礫 711

195 砂岩円礫

196 砂岩円礫 37 523

197 砂岩円礫 43 47 9

198 砂岩円礫 33 31 36 7

砂岩円礫 33 29 33 5

200 カット面直上 砂岩円礫 31 42 0

U6 岩盤直上 砂岩円礫 31 17 26 6

U-6 岩盤直上 砂岩円礫 27 52 0

U-6 岩盤直上 砂岩円礫 42 34

2114 U6 岩盤直上 砂岩円礫 37 704

U-6 岩盤直上 砂岩円礫 27

2-5 岩盤直上 砂岩円礫 27

Z-5 岩盤直上 砂岩円礫 36 4

208 Z-5 岩盤直上 砂岩円礫 37 33

岩盤直上 砂岩円礫 31

Q-5 岩盤直上 砂岩円礫

Q-5 岩盤直上 砂岩円礫 46

岩盤直上 砂岩円礫 27 25 277

Q56 岩盤直上 砂岩円礫 37 31

F-10 カット面直上 砂岩円礫 33 690
AL5 岩盤直上 砂岩円礫 39 34 27 599

F-11 カット面直上 砂岩円礫 38 26 33 5

岩盤直上 砂岩円礫 40 20 14

F■ 1 カット面直上 砂岩円礫 26 20 92

」-5 表土直下 砂岩円礫 22 493
F-7 カット面直上 砂岩円礫 36 17
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番 号 出土地点 層  位 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重 さ 備  考

U6 表 土 砂岩円礫

岩盤直上 砂岩円礫 18

岩盤直上 砂岩円礫 一部欠損。

K-6 岩盤直上 砂岩円礫 16

225 Y-6 岩盤直上 砂岩円礫 33 21 129

226 Y-6 岩盤直上 砂岩円礫 一部欠損。

SM1001石製投弾計測表

番  号 出土地点 層  位 石 材 長さ (cm) 幅 (‐m) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

1 013 石室床面 砂岩円礫 41 53 7

2 0■4 主体部埋土 砂岩円礫 69 6

3 0■4 主体部埋土 砂岩円礫 31

4 014 体部埋土 砂岩円礫 37

5 0■314 砂岩円礫 53 37 71 2

6 0■314 砂岩円礫

7 0■ 3 墳丘上面 砂岩円礫 412

8 P-14 墳丘上面 砂岩円礫 472

9 012 墳丘上面 砂岩円礫 41 31

Q■ 5 墳丘上面 砂岩円礫 47 37 629

L-12 墳丘上面 砂岩円礫 31 279

M12 墳丘上面 砂岩円礫 41 462

墳丘断ち割 り 岩盤直上 砂岩円礫 44

墳丘断ち割 り 岩盤直上 砂岩円礫 43

墳丘Lrち割 り 岩盤直上 砂岩円礫 29 39 5

墳丘断ち割 り 岩盤直上 砂岩円礫 22 17 И 2

墳丘断ち割 り
P-14 砂岩円礫 750

墳丘周辺 砂岩円礫 37 31 21 289 一部欠損。

P-12 墳丘上面 砂岩円礫 44 17

包含層石製投弾計測表

番  号 出土地点 石  期 長 さ (銅 ) 幅 (cm) 厚 さ (cI) 重 さ (g) 備  考

ユ A10 砂岩円礫 35 316

2 D-7 砂岩円礫 50 107 8 一部欠損。

3 砂岩円礫 46 0

F-5 砂岩円礫 715

5 砂岩円礫 35 24 2

6 砂岩円礫 21

7 砂岩円礫 54 58 0

砂岩円礫 41 26 36 8

9 砂岩円礫 3 1 17 185

砂岩円礫 37 23 36 4

11 砂岩円礫 31 7

12 砂岩円礫

13 砂岩円礫 350

砂岩円礫 4 1 23 49 1

砂岩円礫 51 1123

砂岩円礫 47 42 76 1

17 砂岩円礫 41 28 369

砂岩円礫 419

19 F-10 砂岩円礫 325

砂岩円礫 556

21 砂岩円礫 43 37 31

砂岩円礫 56 37 560

砂岩円礫 37 3ユ 812

孵 砂岩円礫 56 94 5

砂岩円礫 43 37 31 696

砂岩円礫 45 23 43 5

砂岩円礫 49

砂岩円礫 35 34 41 5

砂岩円礫 52 28 64 3
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番  号 出土地点 石  材 長 さ (cn) 幅 (ca) 厚 さ (cm) 重 さ 備  考

F-11 砂岩円礫 52 78 7 一部欠損。

砂岩円礫 37

砂岩円礫 535

砂岩円礫 47 869

砂岩円礫 25

砂岩円礫 23 27

砂岩円礫

F-12 砂岩円礫 670

砂岩円礫 50 583

砂岩円礫 42

砂岩円礫 37 48 3 一部欠損。

41 砂岩円礫 41 490

砂岩円礫 56 48 3

43 砂岩円礫 50 0

砂岩円礫 72 7

砂岩円礫 41 37 4

砂岩円礫 47 62 0

砂岩円礫 174

砂岩円礫 34 21

砂岩円礫

511 砂岩円礫 47 56 9

砂岩円礫 51 1

「j2 砂岩円礫 32

開 砂岩円礫 57 3.1 80 8

54 砂岩円礫 27 52 3

砂岩円礫 77 71 278 3 一部欠損。

砂岩円礫 286 一部欠損。

砂岩円礫 37 73 0

砂岩円礫 54 578

砂岩円礫 37 34

砂岩円礫 27 33 4

G-5 砂岩円礫

砂岩円礫 457

砂岩円礫 41 73 0

64 砂岩円礫 53 73 5

砂岩円礫

砂岩円礫 41 580

砂岩円礫 54 7

砂岩円礫 38 4

砂岩円礫 52 71 1

砂岩円礫

71 砂岩円礫 47

G■ 1 砂岩円礫

G-12 砂岩円礫 338

74 砂岩円礫 54 5

砂岩円礫 663

i6 砂岩円礫

砂岩円礫
‐
8 H7 砂岩円礫 41 3ユ

H8 砂岩円礫 37

砂岩円礫

砂岩円礫 83

砂岩円礫 08 17

H9 砂岩円礫 640

84 砂岩円礫 41 43 2

砂岩円礫 17 一部欠損。

H-12 砂岩円礫

砂岩円礫 31 17 18 1

砂岩円礫 27

I-5 砂岩円礫

砂岩円礫 41 27 356

砂岩円礫 27
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番  号 出土地点 石  材 長さ にm) 幅 (ca) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備   考

砂岩円礫 31 22 46 3

砂岩円礫 25 522

94 I-7 砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫

J-5 砂岩円礫 31

砂岩円礫 419

llXl 砂岩円礫 522 一部欠損。

砂岩円礫

102 砂岩円礫 4ユ

103 砂岩円礫

104 砂岩円礫

砂岩円礫 31 21 357

砂岩円礫

砂岩円礫 10 % 6

砂岩円礫 12

砂岩円礫 10

砂岩円礫

1 砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫 32 112 7

砂岩円礫 41 32 14 27 3 一部欠損。

砂岩円礫

砂岩円礫 23

砂岩円礫 66 8

砂岩円礫 522

砂岩円礫 27

砂岩円礫 27 18 一部欠損。

砂岩円礫 23 8

砂岩円礫

砂岩円礫 35 19 277

砂岩円礫 1002

」10 砂岩円礫 53 27

」-12 砂岩円礫

砂岩円礫 19

砂岩円礫 34

砂岩円礫 骸 9

砂岩円礫 39 31 25 47 9

J■ 5 砂岩円礫 37 31

砂岩円礫 46 31 510

」-16 砂岩円礫 54 533

砂岩円礫 57 1444

J-17 砂岩円礫

K-5 砂岩円礫 27 13

砂岩円礫 34 26

139 砂岩円礫 423

140 砂岩円礫 37 62 4

砂岩円礫 23

142 K-7 砂岩円礫 52 51 1182

3 砂岩円礫

44 砂岩円礫 35 17

砂岩円礫 50 37

砂岩円礫

砂岩円礫 37

K-15 砂岩円礫 76 1

砂岩円礫 27 198

50 砂岩円礫 53

5ユ 砂岩円礫

152 砂岩円礫 21

153 砂岩円礫
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番 号 出土地点 石  材 長さ (cm) 幅 (cln) 厚さ (枷 ) 重 さ (g) 備  考

lЙ 砂岩円礫 95

155 砂岩円礫 27 2

砂岩円礫 53 6

砂岩円礫 35 40 1

砂岩円礫 27 619
K-17 砂岩円礫 47 12 23 6

160 砂岩円礫 35 27

砂岩円礫

162 砂岩円礫 48 黎 3

163 砂岩円礫 37 一部欠損。

164 砂岩円礫 40

L-5 砂岩円礫 34 27

L-7 砂岩円礫 27 27 9

砂岩円礫 51 93 5

砂岩円礫 29

砂岩円礫 22 47 2

1招Э 砂岩円礫 20

1 砂岩円礫 27 22 11

L-8 砂岩円礫 31

砂岩円礫 45 35 117 9

整 砂岩円礫 47 33 20 48 2

L-9 砂岩円礫 33 62 7

崎 砂岩円礫 27

砂岩円礫 15 1 1

砂岩円礫 35 605
L-13 砂岩円礫 32 78 3

ユ80 砂岩円礫 黎 4

L-14 砂岩円礫 4〕 27

182 L-17 砂岩円礫 47 37 799
183 砂岩円礫 35 7

184 し-19
砂岩円礫 62

砂岩円礫 57

M-5 砂岩円礫 368

砂岩円礫 420 一部欠損。

砂岩円礫 27 41 1

砂岩円礫 56

190 砂岩円礫 44 7

砂岩円礫 一部欠損。

192 1ヽ-7 砂岩円礫 Ы9 5

193 砂岩円礫 33 8

砂岩円礫 24 347 一部欠損。

M8 砂岩円礫 654

砂岩円礫 33 24 520

砂岩円礫 46 28

198 砂岩円礫 532
199 砂岩円礫 21 323
200 砂岩円礫 24 22 21 5 一部欠損。

砂岩円礫 45 2 1 511

202 砂岩円礫 49 33 17 一部欠損。

M-9 砂岩円礫 46 31

砂岩円礫 36 27 28 5

砂岩円礫 32 27 23

砂岩円撰 37 31 一部欠損。

砂岩円礫 53 5

208 砂岩円礫 33 16

209 砂岩円礫 27

砂岩円礫 27 18

M-10 砂岩円礫 1 7 12 57

砂岩円礫 32 25 353

砂岩円礫 25 519

砂岩円礫 26 1

砂岩円礫 54
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番 号 出土地点 石  材 長 さ (cm) 幅 (m) 厚さ (cm) 重 さ (g) 備  考

砂岩円礫 56 2

217 砂岩円礫

砂岩円礫 29 18

砂岩円礫 20

砂岩円礫 29 25

砂岩円礫 2 1 28 8

砂岩円礫 23 535

砂岩円礫 21 一部欠損。

M ll 砂岩円礫 27 393

225 砂岩円礫 29 25 39 1

226 砂岩円礫 22 21 3

227 砂岩円礫 25 19

228 M-15 砂岩円礫 43 35 16 375

砂岩円礫 19 19

230 砂岩円礫 53 33 24 572

M■ 6 砂岩円礫 36 12 12 1

M17 砂岩円礫

砂岩円礫 31 19

M-19 砂岩円礫 27 23 19 133 一部欠損。

砂岩円礫 30 27 35 9

N-5 砂岩円礫 44 4 一部欠損。

砂岩円礫 28 32 8 一部欠損。

N7 砂岩円礫 45 27 29

239 砂岩円礫 4] 360

240 砂岩円礫 33 24 37 3

N-7 砂岩円礫

242 砂岩円礫 22 27 1

N-8 砂岩円礫 54 26 略 7

244 砂岩円礫 37

245 N-9 砂岩円礫 52 4 1 689

砂岩円礫 25 21

砂岩円礫 50 27

砂岩円礫 347

249 N-10 砂岩円礫 35

250 砂岩円礫 29

砂岩円礫 57 71 9

252 砂岩円礫 41 757

253 砂岩円礫 15 47 2

254 砂岩隅礫 36 7 一部欠損。

砂岩円礫 31 46 7

砂岩円礫 37 32 7

砂岩円礫

N ll 砂岩円礫 4 ユ

砂岩円礫 61 2

砂岩円礫 528

砂岩円礫

砂岩円礫

263 砂岩円礫 31

264 砂岩円礫 47

265 砂岩円礫

266 砂岩円礫 43

267 砂岩円礫 22 1

268 砂岩円礫 35

N■ 3 砂岩円礫 28 829

砂岩円礫 16 一部欠損。

O-5 砂岩円礫 16

砂岩円礫

砂岩円礫 22 35 6

274 砂岩円礫 27

砂岩円礫 28

276 砂岩円礫 25 18

277 砂岩円礫 32 26
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番 号 出土地点 石 材 (cm)長 さ 幅 (cm) 厚 さ (clr) 重 さ 備  考

278 砂岩円礫 27 23 45 5

砂岩円礫 29 331
280 砂岩円礫 541

砂岩円礫 25 127 9 一部欠損。

282 砂岩円礫 19

283 砂岩円礫 29

284 砂岩円礫 165 8 一部欠損。

285 砂岩円礫 27 22

286 砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫 22 29 2

砂岩円礫 19

砂岩円穣

砂岩円礫

292 砂岩円礫

293 砂岩円礫

294 砂岩円礫

砂岩円礫 11 5

296 砂岩円礫 52 9

297 砂岩円礫 42 6 一部欠損。

298 砂岩円礫

砂岩円礫 514

砂岩円礫

砂岩円礫 17

砂岩円礫 57

303 砂岩円礫 32

304 砂岩円礫

砂岩円礫

306 砂岩円礫

307 砂岩円礫 66 2

308 砂岩円礫 23 11

309 砂岩円礫 474

砂岩円礫

砂岩円礫 26 3

砂岩円礫 31 60 1

313 砂岩円礫

314 砂岩円礫 576

砂岩円礫 44 23

砂岩円礫 48 31 7

砂岩円礫 42 52 5

0■ 0 砂岩円礫 30 7

砂岩円礫

砂岩円礫 3,7

砂岩円礫 76 2

砂岩円礫

砂岩円礫

324 砂岩円礫 27

325 砂岩円礫

326 砂岩円礫 32 22

327 砂岩円礫 1 4

328 砂岩円礫 25

329 砂岩円礫

O‐ 11 砂岩円礫 26

砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫

334 砂岩円礫 599
335 砂岩円礫 17

砂岩円礫 71]

387 砂岩円礫 37 40 1

338 砂岩円礫

339 砂岩円礫
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番  号 出土地点 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備   考

340 砂岩円礫 35 36 2

砂岩円礫 151 0

342 砂岩円礫 714

343 砂岩円礫 25 54 3

344 砂岩円礫 25 56 5

345 砂岩円礫 51 104 0

艶 6 砂岩円礫 272

砂岩円礫 22

砂岩円礫 27 6

砂岩円礫

350 砂岩円礫

砂岩円礫 43 31

砂岩円礫

353 砂岩円礫 27 379
354 砂岩円礫 45 43 1

砂岩円礫 27 33 3

356 P-5 砂岩円礫 40 FDl1 0

357 砂岩円礫 42 21 287
358 砂岩円礫 42 18 246
359 砂岩円諜

360 砂岩円礫 22 16 09 44

砂岩円礫 12 77

砂岩円礫 22 31 7

砂岩円礫

364 砂岩円礫 33 510

砂岩円礫

砂岩円礫 445

砂岩円礫 297

368 砂岩円礫

369 砂岩円礫 20

370 砂岩円礫 28 15 218
371 砂岩円礫 4 32 21

372 砂岩円礫 27 20 260
373 砂岩円礫 4

374 砂岩円礫 5 20 420
375 砂岩円礫 2 1 1

376 砂岩円礫 5 51 3

砂岩円礫 4 22

378 砂岩円礫 19

砂岩円礫

380 P-6 砂岩円礫 53 7

砂岩円礫

382 砂岩円礫 41 53 7

383 砂岩円礫

384 P-7 砂岩円礫 437
385 砂岩円礫 41 30 5

386 砂岩円礫 31

387 砂岩円礫

砂岩円礫 27

砂岩円礫 14

砂岩円礫

砂岩円礫 07

392 砂岩円礫 31 581

393 砂岩円礫

394 砂岩円礫 32 17 24 6

395 砂岩円礫 51

396 砂岩円礫 266
397 砂岩円礫 37 27 21

398 砂岩円礫

399 砂岩円礫 44

砂岩円礫 37 39 1

砂岩円礫 45 477
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番 号 出土地点 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

402 P-9 砂岩円礫

403 砂岩円礫 67 0 一部欠損。

404 砂岩円礫 1 1

405 砂岩円礫 546 一部欠損。

砂岩円礫 617

砂岩円礫

砂岩円礫 31

砂岩円礫 26 1

砂岩円礫 22

砂岩円礫

砂岩円礫 22

砂岩円礫 一部欠損。

砂岩円礫 29

砂岩円礫 17

砂岩円礫 39 23 626

砂岩円礫 50 8

418 砂岩円礫 67 2

砂岩円礫 30 878

4烈Э 砂岩円礫 39 6 一部欠損。

砂岩円礫 22 32 一部欠損。

砂岩円礫 27 62 1

砂岩円礫 14

424 砂岩円礫 17

P■ 1 砂岩円礫 37

砂岩円礫 27

427 砂岩円礫 18

428 砂岩円礫 67

429 砂岩円礫 23 艶 3

430 砂岩円礫 26 556

砂岩円礫 4ユ 31 862

432 砂岩円礫 23

433 砂岩円礫 19 18

434 砂岩円礫 56 1088

435 砂岩円礫 1000

436 砂岩円礫 酵  5

砂岩円礫 52 23

砂岩円礫 26

P-12 砂岩円礫 30

440 P‐ 17 砂岩円礫 42 540

441 Q-5 砂岩円礫 40

砂岩円礫 44

443 砂岩円礫 45 27 24

444 砂岩円礫

砂岩円操 45 506

446 砂岩円礫 37

447 砂岩円礫 596

48 砂岩円礫 32 7

449 砂岩円礫 46 6 一部欠損。

450 砂岩円礫 239

砂岩円礫 265

4F。 2 砂岩円礫 570

453 砂岩円礫 27 48 7

454 砂岩円礫 22

砂岩円礫 50 8

砂岩円礫 25 21 5

457 砂岩円礫

砂岩円礫 57

砂岩円礫

砂岩円礫 502

砂岩円礫 48 7

砂岩円礫 31 14 一部欠損。

砂岩円礫 262 一部欠損。
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番 号 出土地点 石  材 長さ (cm) 幅 (伽 ) 厚 さ (cm) 重 さ 傭  考

砂岩円礫 31

砂岩円礫 36 849

砂岩円礫 24

砂岩円礫 22 20 23 7

砂岩円礫 29 27

砂岩円礫 25

Q-7 砂岩円礫 13

砂岩円礫 35

砂岩円礫 67 8

473 Q-9 砂岩円礫 31 61 0

474 砂岩円礫 24 26 2

砂岩円礫 38 25 500

476 砂岩円礫 23 510
477 砂岩円礫 25 13

478 砂岩円礫 20 磁 1

479 砂岩円礫 40 36

480 砂岩円礫 776

Q-11 砂岩円礫 13 1 1 15

482 砂岩円礫 20

Q-12 砂岩円礫 20

484 砂岩円礫 30

Q-13 砂岩円礫 161

砂岩円礫 24 一部欠損。

砂岩円礫

砂岩円礫 19 28 0

砂岩円礫

砂岩円礫 14

砂岩円礫

492 砂岩円礫 15 23 6

493 砂岩円礫

砂岩円礫 11

495 砂岩円礫 42 3

496 砂岩円礫 47

497 砂岩円礫 19 23 7

498 砂岩円礫

499 砂岩円礫

500 砂岩円礫 340

「J01 砂岩円礫 51

砂岩円礫 24 197

砂岩円礫 22 21 302

砂岩円礫 63 32 902

505 砂岩円礫 51 34 73 1

506 砂岩円礫 34 25 14 151

R-10 砂岩円礫 22 422
508 砂岩円礫 26

509 R■ 1 砂岩円礫 54 15

R-12 砂岩円礫 55

砂岩円礫 49 3 1 27 569 一部欠損。

砂岩円礫 47 34

砂岩円礫 52 34 27 648

砂岩円礫 47 25

砂岩円礫 36 35 9

砂岩円礫 14

砂岩円礫 42

砂岩円礫 42

砂岩円礫 22 17 155

砂岩円礫 32 17 別 3

砂岩円礫 29 27 2

522 砂岩円礫 34 18 408

523 R-14 砂岩円礫 31 23

524 砂岩円礫 21 16 229

525 S-56 砂岩円礫 14 12
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番 号 出土地点 石  材 長 さ (cm) 幅 (cT) 厚 さ (cm) 重 さ 備  考

S-6 砂岩円礫 29 18 312

砂岩円礫 25 17

528 砂岩円礫 30 23

529 砂岩円礫 39 31

530 砂岩円礫 27

砂岩円礫 27 18 25 5

砂岩円礫 37 73 7

砂岩円礫 50 9

砂岩円礫

535 砂岩円礫 40 700

536 砂岩円礫 42 513

537 砂岩円礫 37 32

538 S-10 砂岩円礫 34 25

539 S-11 砂岩円礫 36 22

540 砂岩円礫

541 砂岩円礫 510

542 砂岩円礫 38 26

543 砂岩円礫 27 6

544 砂岩円礫 41

545 砂岩円礫 46

546 砂岩円礫 38

547 砂岩円礫 35 26 410

548 砂岩円礫 37

549 砂岩円礫

砂岩円礫 52

砂岩円礫 27

砂岩円礫

砂岩円礫 42 3 1

砂岩円礫 37 3 1

砂岩円礫 47 31 31 653

556 砂岩円礫 47 29 62 6

557 砂岩円礫 33 20 301

558 砂岩円礫 43 26

559 砂岩円礫 5〕 27

砂岩円礫 35

砂岩円礫 53 27

562 砂岩円礫 42 28

563 砂岩円礫 21 5

砂岩円礫 35 5

565 砂岩円礫

566 砂岩円礫

567 砂岩円礫

568 砂岩円礫 643

569 T■ 0 砂岩円礫

570 砂岩円礫 23

T-10 砂岩円礫 31 302

572 砂岩円礫 35 385

573 T■ 1 砂岩円礫 27 29 9

574 U-5 砂岩円礫

575 U-56 砂岩円礫 31

576 U6 砂岩円礫 56

577 砂岩円礫

578 砂岩円礫 27 72 1

砂岩円礫 27 一部欠損。

580 砂岩円礫 27 137 一部欠損。

581 砂岩円礫 19

582 砂岩円礫

583 砂岩円礫 27 23 3

584 砂岩円礫 27 437

砂岩円礫 16

砂岩円礫 11 84

砂岩円礫 2 1 59
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番 号 出土地点 石  材 長 さ (m) 幅 (ca) 厚さ (cn) 重 さ 備  考

砂岩円礫 22

砂岩円謀 22

砂岩円礫 21 472

砂岩円礫 773

砂岩円礫 14 24 7

593 砂岩円礫 17 15 13

594 砂岩円礫 10

595 砂岩円礫 37 867

596 砂岩円礫 17 13 11 35

597 砂岩円礫 23

598 砂岩円礫 27

599 砂岩円礫 19 272

600 砂岩円礫 15

601 砂岩円礫 28 12

602 砂岩円礫 27 2ユ 11

603 砂岩円礫 16 255

604 U-9 砂岩円礫 37 509

砂岩円礫 49 8

606 砂岩円礫

砂岩円礫 555

608 砂岩円礫 21 30 4

609 砂岩円礫 592

砂岩円礫 68]

砂岩円礫 22

砂岩円礫 49 37

砂岩円礫 25

砂岩円礫 29 373

砂岩円礫 23

砂岩円礫 177

砂岩円礫

U-11 砂岩円礫 54

砂岩円礫 41 30 1

620 U■4 砂岩円礫 287

砂岩円礫 4ユ 356

U-15 砂岩円礫 395

U■ 6 砂岩円礫 861

V-5 砂岩円礫 21 11 6

砂岩円礫 24

砂岩円礫 22 30

砂岩円礫

628 砂岩円礫 37 22

629 砂岩円礫 42 8

630 砂岩円礫

砂岩円礫 31 粥 2

632 砂岩円礫 236

633 砂岩円礫

634 砂岩円礫 4 377 一部欠損。

砂岩円礫 3 437 一部欠損。

砂岩円礫 4 646

砂岩円礫 3

638 砂岩円礫 一部欠損。

639 砂岩円礫 2375

640 砂岩円礫 51 31 7

641 砂岩円礫 74 41 41

642 砂岩円礫 17 11 一部欠損。

砂岩円礫 22 75

644 砂岩円礫 27 14 27 1

砂岩円礫 3 1 15 7

砂岩円礫

砂岩円礫 422

648 砂岩円礫

649 砂岩円礫 52
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番  号 出土地点 石  材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cn) 重 さ (g) 備   考

V-8 砂岩円礫 57 0

砂岩円礫

V-10 砂岩円礫 37 確 7

VH 砂岩円礫 32 13 17 0

654 V-12 砂岩円礫

655 V-14 砂岩円礫

656 砂岩円礫 27 11 7

657 V■6 砂岩円礫 43 3 1 23 40 8

658 砂岩円礫 25 20 8

659 砂岩円礫 19 28 6

660 砂岩円礫 26 197 一部欠損。

砂岩円礫 51 31 55 1

662 W-6 砂岩円礫 32 31 21 295
663 砂岩円礫 135

664 W10 砂岩円礫 29 22

665 砂岩円礫 161

666 Vヽ-11 砂岩円礫 36

'V-15
砂岩円礫 4ユ 177

砂岩円礫

砂岩円礫 46 一部欠損。

670 砂岩円礫 32 26

砂岩円礫 60 42 73 6

砂岩円礫 26 18 21 9

砂岩円礫 52 20 51 0

674 砂岩円礫 50 79

X-10 砂岩円礫 47

676 砂岩円礫 36 273

677 X-11 砂岩円礫 37 32 32 7

678 X12 砂岩円礫 23 19

679 X■ 4 砂岩円礫 35 24

680 X■ 5 砂岩円礫 28 23

Y4 砂岩円礫 30 71 0

682 砂岩円礫 40 26

6絡 Y-5 砂岩円礫 40 29 23

Y-8 砂岩円礫 3 1 29 274

砂岩円礫 19 37 7

砂岩円礫 2 1 15

Y ll 砂岩円礫 1 7 15 95

688 Y-12 砂岩円礫 21 潔 3

砂岩円礫 15

690 Z-5 砂岩円礫 39 1

砂岩円礫

砂岩円礫 23

693 砂岩円礫 13 113

694 砂岩円礫 27

695 Z-7 砂岩円礫

696 砂岩円礫 21 14

砂岩円礫

砂岩円礫

Z-14 砂岩円礫 1060

Aイ 5 砂岩円礫 17 16

砂岩円礫

702 A 7 砂岩円穣 51 21

紹93 A9 砂岩円礫

704 砂岩円礫 47

705 A12 砂岩円礫

706 A'■ 3 砂岩円礫 47 8

707 砂岩円礫 35 28 406
708 砂岩円礫 31 15 11 6
‐
09 砂岩円礫 37 10 124 一部欠損。

砂岩円礫 194

711 砂岩円礫 27 533
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番  号 出土地点 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (em) 重 さ (g) 備   考

砂岩円礫 21 27 8 一部欠損。

砂岩円礫 37 13

砂岩円礫 13

砂岩円礫 41

CI-5 砂岩円礫 56

C'7 砂岩円礫 47 12 一部欠損。

D19 砂岩円礫 17 35 9

砂岩円礫 28 537

720 砂岩円礫 762

721 砂岩円礫 41

722 砂岩円礫

723 砂岩円礫 64 9

724 砂岩円礫 13 112

725 砂岩円礫 24

砂岩円礫 69 5

砂岩円礫 22 322

砂岩円礫

砂岩円礫 570

砂岩円礫 3 1 22

砂岩円礫 5] 4 1 23

砂岩円礫

砂岩円礫 15

砂岩円礫 21

砂岩円礫 23

砂岩円礫

737 砂岩円礫 19

738 砂岩円礫 1 1

739 砂岩円礫

740 砂岩円礫 522

741 砂岩円礫 18

742 砂岩円礫 38

743 砂岩円礫 18 10

744 砂岩円礫 29 633

745 砂岩円礫 27 74 7

746 砂岩円礫 28 553

747 砂岩円礫 37 27 60 7

748 砂岩円礫 25

749 砂岩円礫 21 15 11

750 砂岩円礫 20

砂岩円礫 373

砂岩円礫 31 71 2

砂岩円礫 76 1

砂岩円礫 26 74 6

砂岩円礫

756 砂岩円礫 21

砂岩円礫 15 13 48

758 砂岩円礫 33 21

砂岩円礫 23 16

760 砂岩円礫 27 513

砂岩円礫 31 577

762 砂岩円礫 22 322

763 砂岩円礫

砂岩円礫

砂岩円礫 21 12

砂岩円礫 27 lJ 一部欠損。

砂岩円礫 37 21

砂岩円礫 41 35 22

砂岩円礫 37 29 16

砂岩円礫 23 12 一部欠損。

砂岩円礫 18 34 5

砂岩円礫 35 587

砂岩円礫 557
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番 号 出土地点 石 材 長さ (m) 幅 (cl) 厚 さ (m) 重 さ 備  考

774 砂岩円礫 19 21 1

775 砂岩円礫 35 6

776 砂岩円礫 22

777 砂岩円礫 28 3

η 8 砂岩円礫

779 砂岩円礫 型 9 一部欠損。

780 砂岩円礫

781 砂岩円礫 33 5

782 砂岩円礫 51

783 砂岩円礫 433
784 砂岩円礫

785 砂岩円礫

786 砂岩円礫

787 砂岩円礫 720
788 砂岩円礫 43 5

砂岩円礫 27 287

砂岩円礫 24 7 一部欠損。

砂岩円礫 21 396
792 砂岩円礫 41 488
793 砂岩円礫 861

794 砂岩円礫 4.7

795 砂岩円礫 41

796 砂岩円礫

797 砂岩円礫 44 34ユ

798 砂岩円礫

799 砂岩円礫 51 622
800 砂岩円礫 31 52 5

801 砂岩円礫 47 583

802 砂岩円礫 2ユ 78 0

803 砂岩円礫 21.1

砂岩円礫 25 53 4

砂岩円礫 32
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XⅣ 延 谷 東 遺 跡





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う廷谷東遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町萩原字延谷3-1他

調査対象面積  1,310ギ

試掘面積     150ギ

本調査面積    80ぽ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成12年 6月 1日 ～平成12年 7月 31日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号・図版呑号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ 第 1・ 5。 17図 )

延谷東遺跡は阿讃山脈南麓、鳴門市大麻町萩原字延谷の標高66～ 77mの尾根上に位置する。徳島県鳴

門市の南西部、吉野川河口の北岸、鳴門市大麻町～大津町の阿讃山脈南麓の低丘陵には多くの古墳が形

成され、宮谷古墳 (前方後円墳)の所在する徳島市国府町の気延山周辺と並び、周辺一帯には多数の古

墳群が密集する地域として周知されている地域である。本遺跡の近隣には萩原墳墓群・カネガ谷遺跡な

どが所在する。平成12年度に四国横断自動車道建設に伴い、分布調査で推定された遺跡の範囲の内1,310

♂を調査対象面積として試掘調査を実施し、遺構・遺物の有無およびその範囲の確認に努めた。試掘調

査は平成12年 6月 1日 ～ 7月 31日 にかけて試掘 トレンチを150♂掘削した。調査区の大部分では遺構・

遺物を確認することができなかったが、調査区南部において弥生時代後期と思われる弥生土器片が集中

して認められ、 トレンチを拡張して、その拡がりおよび遺構の検出に努めた。その結果、竪穴住居跡を

1軒確認 したため、遺構を検出した

箇所を中心に80♂を対象に本調査を

実施した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッド

の配置に際しては、発掘統一基準に

ならい、第Ⅳ系国土座標を基準 とし

5mメ ッシュを 1グ リッドとして調

査対象地を包み込む形で設定した。

南西隅を基準 として北に A・ BoC
…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・

番号 をふ りその組み合わせで各グ

リッド名を表すこととした。遺構記

号・番号は検出時に順次決定した。
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第 1図  グリッド配置図



(3)調査 日誌抄

20004F

6月 1日

6月 5日

6月 12日

6月 19日

6月 26日

7月 1日

7月 8日

7月 14日

7月 21日

7月 27日

7月 31日

平板地形測量開始。写真撮影。

人力掘削開始。土層断面図作成。

弥生土器片等出土。

調査区南部 トレンチ拡張。

調査区南部にて竪穴住居跡 (SB1001)検出。

SB100刊堀り
~下

げ。

SB土層断面図・遺物出土平面図等実測。

遺構出土状況全景写真撮影。

遺物取 り上げ。

遺構完掘。埋め戻 し作業。

現場撤収。調査終了。
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